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哲 品且
手

~何 を 教 え る か の模索 の 10年~

担 当 は盛永審一郎。 研究 テ ー マ は 、 実存倫 理

思想、 だが、 今 は応 用倫 理学 に 力 を 注 い で い る 。

ヨ ナ ス な どの翻訳や生命倫 理学事典 な どの編集

が主 な 業績。 科研費 は平成12年度か ら 2 年 間 取

得 。 学会で は 日 本医学哲 学倫 理学会 の 監事 ・ 理

事 を 歴任 、 平成15年 に 日 本医学哲 学倫 理学会 を

主催。 ド イ ツ ・ マ イ ン ツ 大学か ら 平成 1 2年 に ラ

イ タ ー 教授 を 学術振興会の援助 を得 て招 聴 、 人

間 の尊厳概念 に つ い て 共 同研究 を し て い る 。

担 当 講義科 目 は カ リ キ ュ ラ ム の改編 と と も に

変 動。 平成 7 年 か ら 8 年 に か け て 大綱 化 に よ る

科 目 名 の 変更。 「哲 学」 は 「哲 学 的 人 間 学J I 科

学技術論」 、「倫 理学J は 「現代 の エ チ カ j に 。

今 は 「エチ カ の先生J と 言わ れ る よ う に な っ た 。

平成 9 年 に 医学科 2 年 に 「生命倫 理学」 開 講。

中央か ら 、 専 門 家 を 呼ん で学生 に 刺激 を 与 え る

よ う に と い う こ と で 、 加 藤 尚 武氏 、 木村利 人氏

な ど著名 人 を 呼 ん で、特別講義 を 開催。 し か し 平

成16 年以 降 は予算面での援助 が な く な り 、 中 止。

平成15年 の コ ア カ リ 導入 に よ り 必修科 目 に 。 平

成12年度か ら 1 年次の 「 医療学入 門 」 の 「 イ ン

フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト と 模擬裁判 J を オ ル ガ ナ

イ ズ 。 富 山 大学の 角 森正雄 、 秋葉悦子両先生の

ご指導の も と 、 公開模擬裁判 を 学生 に作成 さ せ、

4 年 間 テ レ ビ や新聞 の ニ ュ ー ス で報道 さ れ た 。

し か し 角 森 先 生 の 転 出 に よ り 、 16 年 度 か ら は

デ イ ベ ー ト に 衣替 え 。 ま た 平成15年度か ら 、 年

に 1 回 薬 害 の 講 演 会 を 開 催 し 、 HIV 訴訟 の 原

告 団 長 の花井十五氏 に 依頼。 平成16 年 度 よ り 看

護学科 2 年生 の 「生命倫 理学」 も 担当 。 そ の他、

医学科 4 年 生 の 「生 と 死」 、 薬学科 の 3 年 生 の

「医療薬剤学」 な ど の 一 部 を 担 当 。 さ ら に 平 成

15年度か ら 医学科修士課程が 開 設 さ れ、 「生物

医学倫 理学」 を 担 当 。 平成13年度か ら 隔 年 で 薬

学部修士課程で も 「医療倫 理学J を 担 当 。 今後

は 質 の 充実 に 努力 し た い 。

歴 史 学

歴 史学教室 は 、 医療人 を 育 む こ と を 目 的 と す

る 本学 に お い て 、 歴 史学が果 た す べ き責 任 の 重

さ を 痛感 し 、 授業 内容や講義形式 の吟 味 な ど、

試行錯誤 を く り か え し て い る 。 開学か ら 平成元

年 (1989) ま で を 日 本史学の小津浩先生、 平成

元年か ら 平成 9 年 (1997) ま で を 西洋史学の高

畠 純夫先生が主宰 さ れ、 そ れぞれ 日 本近代思想

史、 古代 ギ リ シ ア 史 と い う 専 門 の 立場 を 基軸 に 、

教養教育 と し て の歴 史学 に 取 り 組 ま れ た 。 そ の

後、 平成12年 (2000) 8 月 に 日 本古代史学 を 専

攻す る 谷 口 が着任 し 、 先人の苦難 と 工夫 を 引 き

継 い で い る 。

現在 の 開 講科 目 は 、 治療行為 を 東西 の 歴 史 の

流 れ に 位置 づ け る「 治療 の 文化 史 」 、 自 国 の 文

化 的特 質 の形成 と 展 開 を 考察す る 「 日 本の 歴 史

と 文化」 、 性差意識の歴 史 的 変 遷 と 現状 を検討

す る 「 ジ ェ ン ダ ー 論」 な ど講義形式 を と る 科 目

と 、 演習 形式 を と る「 セ ミ ナ ー 」 で あ る 。 講義

形式 を と る 際 も 、 受講生 に 課題 レ ポ ー ト の提 出

を 求 め 、 そ の 回 答 を 授業 内 に て 紹介す る な ど、

双方 向性の維持 に努め て い る 。

教育体制 の 整備 と し て 、 教室 に お け る 入 門 書

の 充実 を は か つ て き た 。 日 本史学 に 留 ま ら ず、

歴 史学 の 一般書、 仏 教 ・ 美術 ・ ジ ェ ン ダ ー に 関

す る 書籍 な ど、 学生の興味 に 応 え る こ と を 目 的

と し て い る 。 歴 史学教室 の ス タ ッ フ は専任ー名

で あ る た め 、 西洋史学 を 非常勤 に よ っ て お り 、

東洋史学 に つ い て は未 だ 開 講 の な い の が現状で

あ る 。 人的不足 は い か ん と も し が た い が、 そ の

欠 を埋 め る べ く 、 せ め て 書籍 の 充実 を は か つ て

い き た い と 思 っ て い る 。

研究面 で は 、 日 本古代 の精神史的様相 を 解 明

す る こ と を 課題 と し 、 平安 中 期 の蔵 人 の 日 記 を

翻刻 し 、 解説 と 論考 を 加 え た 共著 を 先 ご ろ刊 行

し た 。

歴 史学 と は 時 間軸上 に 生 き る 人 間 の 唯一 性 を

捉 え る 学 問 で あ る こ と に襟 を 正 し 、 教育 ・ 研究
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に い っ そ う 励 ん で、 い く 所存 で あ る 。 お )J添 え く

だ さ っ た 学 生 の み な さ ん 、 教 職 員 の 方々 に 深 謝

し 、 今後 も ご支援 を お 願 い す る 次 第 で あ る 。

心 理 学

( 1 ) 研究体制 の 現状

ス タ ッ フ・ 松井三枝助教授

研究 テ ー マ . 統合失調症 に お け る 認知 障 害 の 神

経機構 の 解 明 神 経心理学 と 脳 画像酬 究。 認知

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 開 発 、 ヒ ト 脳 の 発達 と 高

次脳 機 能 の 関 連 お よ び前頭葉損傷 に お け る 高次

脳 機 能 の 検討 な ど。

( 2  ) 教育体制 の 変遷 と 現状

学部教育 . 医 ・ 看 ・ 薬 の 1 . 2年 次tt を 対象 に 、

前 学期 は 科 U I 人 の心 と 行動j を 担 当 し 、 後学

期 は 「認知科学」 を 担 当 。

大 学 院教育 : 医学系研究科博1: 課程 に お い て は 、

楼 井 芳 雄 助 教授 の 代 か ら 継 続 し 、 「 行 動 分析 学

特論 . ì寅背 」 を 担 当 し 、 専 門 的 な 研究j去 に 関 す

る 指導 を 行 っ て き た υ こ れ ま で松井が直接指導

し て 博士 の 学位 を 取得 し た 者 は 3 名 で 、 現在、

指導 を 行 っ て い る 博士課科 の 学 生 が 3 名 い る 。

平成15年 度 に 医学系研究科修1: 課程が設置 さ れ、

「 臨 床 行動科学」 の 講 義 を:}lJ ýI'! し て い る 。 こ れ

ま で に 心理学分野 の 学午が] 21'1 お り 、 研究指導

を 行 っ て き た 。 心理��'f:分野 で は 、 臨床実習 を 志

望 し て い る 学生 も 多 く 、 そ れ に 見合 っ た カ リ

キ ュ ラ ム の 充実 と ス タ ッ フ の 配世 が求 め ら れ る 。

( 3 )沿革

昭 和 60年 1 1 月 か ら 、|ぇ 成 8年 7 月 ま で楼 )1 芳雄

助教授 (現在京都大 学教授) が雀籍 した 。 、|ξ 成

9年 1 1 )j に 松 J1三三枝が着任 し 、 Jえ が llil で は 数少

な い 臨床 神 経心J'IFf: を 専 門 と し た研究室 を 整 え

て き た 。 共 同研究が不 可欠 な 分野 で あ り 、 精神

神 経 医 学 、 脳外科学、 小 児 医 学 、 放射 線医学、

生理学 お よ び シ ス テ ム 情動科学等 の教需 と も 随

時 連携 し て い る 。 大学院生お よ び研究 員 の 増大

に 伴 う 部犀 や 設備 の 不足が最 大 の 課題 と な っ て

い る 。

( 4 ) そ の 他

現在、 附属 病 院 に お い て 、 神経心理学 の 専 門

的 兼務 を 行 っ て い る 。 今後、 ニ ー ズ の 高 い 医療

心理室 と い っ た各 科か ら の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン

を 直接受 け る こ と が可 能 な シ ス テ ム を 提起 し 、

整 え て い く こ と が必安 で あ ろ う υ



行動 科 学

平成 5 年 、 富 山 医科薬科大学医学部 に 定員6 0

名 の新た な 看護学科が設置 さ れ、 そ れ に 伴 い 一

般教養担当 と し て 行動科学が新設 さ れ た 。 設立

か ら 看護学科 に お い て 、 1 年後期、 2 年前期 に

行動科学 I、 II を 開 設 し 、 ま た 医 学科 に お い て

も 開 講 し た 。 設立 当 初 の 行動科学の シ ラ パ ス を

見 る と 、 「今 日 、 こ れ だ け 医 療技術 ・ 科学 や 生

活環境が発達 し た社 会 に あ っ て も 、 患者の 数 は

減 る ど こ ろ か増 え る 傾 向 に あ り 、 ま た病気 の 質

も 慢性疾患 に首 位 の座が移 り つ つ あ る 。 こ の よ

う な 状況 に 対 し て こ れか ら の 医療 の 一翼 を 担 っ

て い こ う と す る 学生 は 、 患者の心理 ・ 行動 だ け

で な く 人 間 一般の行動 の特徴、 諸 問 題 を 理解 し

て お く 必要があ ろ う J と 医療 に お け る 人 間 の 行

動 を 理解 し よ う と 幅広 く 内容が設定 さ れて い た 。

平成14年医学科 に お い て 全国 的 な 医学教育 の

改革 の一環 と し て コ ア カ リ キ ュ ラ ム の導入が提

唱 さ れ、 そ れ に 伴 い 行動科学 は 内容的 に 心理学

と統合 さ れ 「人の心 と 行動」 と い う 科 目 に 変更

に な り 、 「 人 の 心 と行 動 IIJ を 担 当 す る こ と に

な っ た 。 そ の改革 に よ り 、 看護学科の 行動科学

は 「人 の 心 と 行動」 に 吸収 さ れ、 ま た 薬学部で

は 「人の心 と 行動IIJ を 担 当 す る こ と と な っ た 。

平成15年、 人 間 の 行動理解の一環 と し て 新 た

な科 目 「感情学入 門J を 生命健康科 目 の 中 に 設

定 し 、 私がこ れ ま で研究 し て き た情動 を 含め た 、

ま た研究 を 通 し て 日 頃感情 に つ い て 考 え て き た

こ と を 学生諸君 と 共 に 考 え て み た い と し て 開 講

し た 。

行動科学 は、 開 設 当 初 か ら 看護学科 に 深 く 関

係 し 、 一般教育担当 な が ら 、 看護学科 4 年生の

卒業研究お よ び平成 9 年 か ら の 看護学科大学 院

修士課程の 基礎看護学 に 属 し 、 こ れ ま で 5 名 の

修士学生 を 指導 し た 。

研究は一貫 し て 、 情動、 感情の行動神経科学

的研究 に 焦 点 を 当 て 、 ラ ッ ト を 用 い た神経生理

学的研究お よ び ヒ ト を 用 い た 共感の研究 を 中心

に 進 め て き た 。
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数

〈 ス タ ッ フ の 変遷〉

声且弓・

創 立以来、 教授 ・ 助教 授の 2 人体制 で あ る 。

こ れ ま で の ス タ ッ フ の在任期 間 一 覧 を 以下 に 記

す 。

須藤修作 : S. 5 1 .  4 - S .  6 0 . 3 (教授)

白 井 進 : S. 51. 4 - S. 6 0 . 8 (助教授)

S. 6 0. 8 - H. 1 .  3 (教授)

笹野一洋 : S. 6 1 . 4 現在 (助教授)

南部徳盛 : H. 1 . 10 現在 (教授)

( 現在の研究 テ ー マ〉

南部 : 微分方程式。 特 に 、 非線形放物型方程

式 の研究。

笹野 : 力 学系 理論。 特 に 、 曲 面上 の微分同 相

写像や 3 次元空 間 上 の 流 れ の 周 期軌 道

の位相 的構造の研究。

( 教育体制 : 現在 ま で〉

南部 ・ 笹野が協力 し て 、 医 ・ 看 ・ 薬 の 3 学科

の教育 に あ た っ て い る 。 担 当 す る 教科 の 内 容 は 、

解析学 ・ 線型代数学 に 加 え 、 数理統計学 ・ 情報

処理学 ・ 自 然現象の モ デ ル化 と そ の解析等、 時

代 の 要求 に 呼応 し て 多様化 し つ つ あ る 。 さ ら に

解析学や線型代数学 に お い て も 、 コ ン ビ ュ ー タ

を 使 っ た 視聴覚教材 の活用 な どの改革 を 推進 し

て い る 。

〈 教育体制 : 今後の展望〉

入試の多様化 に よ り 、 各学生 の学力 に 大 き な

差異が生 じ て き て い る 。 加 え て 、 来年度か ら は

所謂ゆ と り 教育 を 受 け て き た 学生が入学す る こ

と と な り 、 い よ い よ そ の学力 差が増大 し て い く

と 考 え ら れ る 。 今後 は 、 こ れ ら の 「多様化」 に

対応 し つ つ も 、 た だ単 に 時代 に流 さ れ る ま ま に

な る の で は な く 、 と も す れ ば専 門 課程 に お い て

軽視 さ れが ち な 「考察す る j と い う 「数学が本

来 的 に 持つ性質」 を 、 一般教育課程の う ち に 学

生諸君 に伝 え て い き た い と い う の が、 数学教室

と し て の 願 い で あ る 。
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物 理 学

物 理学教室 は 、 林光彦 が名占屋 大学か ら 昭和

5 1 年 4 月 に 教授 と し て 着任 し た こ と に 始 ま る 。

続い て 、 同 年 6 月 に 田村 A郎が教務補佐員 ( 翌

年 4 月 よ り 教務職日) と し て 着 任 し 、 4空 年 4 月

に は豊百JI& -.:_ が*京大学物 性研究所 か ら 助 教授

と し て 着 任 し た 。 以来 、 19年 間 人 員 構 成 は 変 わ

ら な か っ た が、 林教授 は平成 8 年 3 月 に 定年 退

宵 し 、 本学名 誉教授 に な っ た ( 平 成 1 3 年 4 H に

遊士 ) 。 ま た 、 、li 成 9 1f 1 2 月 に豊富 は 教J乏 にKL

T干 し た 。 そ の 後、 平 成 1 2年 4 J J に 、 宮 ド析 が東

北大学金属材料 研 究所か ら 助 教授 と し て 着任 し

たU 平 成 1(ìir 3 n に豊富 教授 は 定年退官 し 、 日

ド は そ の 後任 と し て 同 年 9 月 に 教授 に昇 任 し た

が、 間 も な く 病 に よ り 、 平 成 1 7 年 1月 に逝去 し

た 。 ま た 、 平成 1 7 年 4)J に は 広島大 学 か ら行出

勝 ーが助教授 と し て右 任 し た 。

教育 で は 、 |豆 、 菜 、 看護 学 科 に 対 す る 物周 学

のf品義 と'K 験 を-JI[ 'lí し て き た が 、 林教授の退官

以降 は 教員 に欠民 が あ る 期 間 が長 く 、)J'市勤講

。I!î に中点 ら ざ る をf号 な い こ と カ1多 かっ たぐ fiJIヲE で

は 、 fl!村 は 林教授 の 退官 後 も 超微粒 fや 金属 間

化fT 物 の メ スパ ウ アー効果 に よ る 研究 を続 け 、

数編 の論文 を発 表 し た 。 ム 方 、'l[{ド は*北大時

代か ら の科i品 成長 の 研究 を 続 け 、 平 成 1 2イT'-I主 教

育研究学 内特 別 経費 、 「水熱j去 に よ る ハ イ ド ロ

キ シ ア パ タ イ ト単結品 の育成」 が、 史 に 、!と 成 15

年 度 に は 科 研費 、 基盤研 究(C) I酸化哨[鉛 ホ

モ エ ピ タ キ シ 成長 の た め のJ+�板 開 発」 が係択

さ れ たo 'f�r-f 、rr!村 は 共 同 研究 を計l到 し て い た

が、 日lご救J乏 の逝去 に よ り 、 ' 1'1トーせ ざ る を 得 な

く な っ た こ と は 真 に 残念で、 あ る 。 ご冥福 を お祈

り中 し L げ る c ま た 、 古旧 は 医療被ぱ く の 飛躍

的 な軽 減 が 期待 で き るX線 検出 器 の 開発 を

わ っ て い て 、 平 成 1 6 年 度 に は 科研 費 、 :f，: 子研究

(A ) I シ リ コ ン ・ ス ト リ ッ プ干剣H�� を月l い た 医

療用X線撮像装 置 の 開 発」 が採択 さ れ て い る c

イヒ 尚
子

富 山 医科薬科大学 は 、 昭和5 1{f会 4 月 に 宮 山 中

市 高 校 の{反 校舎 内 に 開設 さ れ、 化 学教室 の 教官

と し て 、 永 田 (教綬) 、 広上 (助 教 J受 ) が 着 任

し 、 医学部 と 薬学: 部 の 第 1 Ili1'主 に対 し 講 義 を 開

始 し た 。 1111和5 2年 に は 杉 谷 キ ャ ン パ ス に 講義実

習 械が完成 し 、 講義 と化 学実宵 が こ の新校舎で

行 え る よ う に な っ た の 4 月 か ら は 平井氏が教務

職 員 と し て着 任 さ れ たコ 5 3年 に は 医学 部研究棟

の 完 成 に と も な い研究宅 の A部 を借 り て 似住 ま

い 、 5 4年 に 共 同 利 用 棟 の 完 成 で、現イド の化 学研 究

室 に 落 ち 着 い た c 5 4{f会 4 月 に は 平井 氏が薬学部

助 干 と し て 転出 さ れ、 後任 と し て 高橋 さ ん が着

任 さ れ た の ま た 、 昭和621f 4JJ に 教務職 員 のI高

橋 さ ん が薬学部助子 と し て 転出 さ れ、 後任 と し

て 角 出 さ ん が着 任 さ れ た 。 平 成 6 年 の 3月 に 永

rH 教授が週'l'\ さ れ た c 、li 成 9 {j: 6 J J に 助 教授!よ

上 が教授に封イ1: し 、 平 成 12年 4 月 に宵lil 医科薬

科大 学薬学部助 手 の高 橋 さ ん が助教抵 に井 任 さ

れ たコ 化学字文京 は 平 成。:fj.: 4 TJ か らiド1，文 9 {jê 5 

Jj ま で、教授イJ仰い 、|三成 9;''[: 6月 か ら 、|勺J文 1 2年 3

月 ま で、助教t�ィィ: の状態 で、 講義 と化 学実 習 を行

わ ざ る を え な い 状態が 6年 間 もあい、 たり 平成 1 6

1f 3 JJ に141 橋 さ ん が城内国際大学楽 学部教授 と

し て 転11\ さ れ た の 後任 と し て 、 島根大 学総合主p

て 学部物質科学 科助手 の 杉森 さ ん が 、|勺え 16年10

J] に 助 教段 と し て 着任 さ れ たu

fヒヴ: 教室 は医学 部医 学科 のl 年次生 に対 し什二

体布機化 学 、 物士111化 学、 化 学実験 を 、 医学部看

護 学 科 の 1 iド 次 生 に 対 し 基 礎化学 ( 実 験 を合

む) を 、 楽学:青11薬科学科 の 1 年 次生 に 対 し 、 基

礎化 学 、 基礎有機化 学I 、 化 学実験 を 担 当 し て

い る 。 ま た 、 全学 の I 、 2 年次生 に 対 し 選択科

日 と し て 有機化 学入門 と 量子化 学入 門 を 開 講 し

て い る 。 さ ら に 、 必要があ れ ば、 高等�[: 校 で化

学 を履 修 し て こ な か っ たう叶二 に 対 し 、 化 学序論

を 開 講す る こ と と な っ て い る 。



生 物 学

昭和51年 4 月 に 開 設 さ れ た 生物学教室発足 当

初 の専任教員 は 、 本田昂 と菅 野延彦の両教授で、

本田 教授が 「一般生物学」 を 、 菅 野教授が 「細

胞生物学」 を 担 当 し て 医薬 の 学部学生 の教育 に

あ た っ た 。 本 田 教授の専 門 は 放射線生物学で、

平成 4 年 4 月 に 本学医学部に 放射線基礎医学講

座が新設 さ れ る と 、 そ の 初代教授 に 転 じ た 。 菅

野教授 は 、 分子生物学の分野で薬学研究科の 多

く の 大学院生 を 指導す る と と も に 、 薬学部選出

の評議員 を 経て 平成12年 4 月 に 定年退職 し た 。

こ の 問 、 生物学教室 に は 数名 の教務職員 が在職

し た が、 日 比野泰英博士 は 、 本学医学部 の 生化

学講座 の助教授 に 転 じ た 後、 他大学 の 教授 に 採

用 さ れ た 。

本 田 教授 の 後任 と し て 、 尾 崎宏基教授が 平成

9 年 7 月 に 鹿 児 島 大学助教授か ら 転入 し た 。 同

教授 は 「脳梁 の 形成不全の メ カ ニ ズ ム の解明 と

前脳交連線維系 の 形成 に 関 す る 原 因 遺伝子の探

索」 を ラ イ フ ワ ー ク と し 、 そ の研究成果 は 、 ] our

nal of Comparative Neurology を は じ め と す る

学術専 門雑誌に掲載 さ れて い る 。 ま た 、 尾 崎教

授 は 、 学部学生 の教育 に 携 わ る と と も に 、 実験

実習機器セ ン タ ー 長や 医学部選 出 の 評議員 を 歴

任 し 、 現在 (平成17年 9 月 ) は 、 学長補佐 と し

て大学の管理 ・ 運営 に 参画 し て い る 。 さ ら に 、

平成10年 4 月 に は 荒舘忠修士が富 山 県立大学か

ら 教務職員 と し て 赴任 し 、 ま た 、 定年退職 し た

菅 野教授の 後任 と し て 、 平成13年 9月 に 片桐達

雄助教授が東京都 医学研究機構主任 か ら 転任 し

た 。 同助教授 は 免疫生物学 を 専 門 と し 、 現在、

学部学生 と 薬学研究科の大学院生の教育指 導 ・

研究活動 に 情熱 を 注 い で い る 。

学 部 の 生 物 学 教 育 で は 、 平 成 14年 度以降 、

医 ・ 看 ・ 薬 の 3 学科で順次 コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム

が導入 さ れ、 そ れ に と も な い従来 の 「一般生物

学」 と 「細 胞 生 物 学」 の 区 別 を 廃 止 し て 、 「生

命科学」 と い う 新 し い授業科 目 に 再編 ・ 統合 し

た 。

第 1 節 一般教育等 I刀

統計 ・情報 科学

1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状

研究テ ー マ

臨 床 試 験 の 計 画 と 解析、 QOL 質 問票 開 発 と 評

価、 診療 ガ イ ド ラ イ ン の 策定及 び評価、 統計入

門教育法、 医 学 関 連 の 共 同研究及 び相 談事業。

ス タ ッ フ (現時点)

折笠秀樹 (教授) 、 四 谷伸子 (事務補佐員 ) 、 伏

江詩子 (事務補佐員) 、 岩城美雪 (技術補佐 員 ) 、

八 回 基稔 ( 医 学修士大学 院生) 、 酒 井弘 憲 ら 6

名 (協力研究員 ) 。

主 な研究業績

Q豆豆並立旦 Ikeda Y， Shim ada K. Shigematsu 

H :  Oral beraprost sο dium as a prostaglandin 

1 2 analogue for vascular events in patients 

with peripheral arterial disease : meta-analy

sis of two placebo-controlled randomized tri

als . ] ap ] Pharmacoepidemiol ， 2004 ， 9 

( 2 )  : 45 - 5 1 .  

Y okoyama A， Ori旦旦 H， for the ] ELIS Inves

tigators : Eff ects of eicosapentanenoic acid on 

cardiovascular events in ] apanese patients 

with hypercholesterolemia : Rational， design， 

and baseline characteristics of the ] apan EPA 

Lipid Intervention Study (] ELIS) .  Am Heart 

] ， 2003 ; 146 : 13 - 20. 

折笠秀樹 : EBM と 生 物 統 計 学. ] pn ] Bio

met， 2003 ; 24 (special issue) : S104 - S113 .  

科学研究費補助金等の 受入状況

平成17年度 笹川 医療医学財 団 「終末期 医療 に

お け る QOL 向上 に 関 す る 研究助 成J (主任)

平 成 16-17年 度 文 部科 学 省 「 医 薬 品 の 有 効

性 ・ 安全性の統計的評価法 の新展 開J (分担)

平成15-17年度 厚 生労働省 「エ ビ デ ン ス を 適

切 に 統合す る メ タ ・ ア ナ リ シ ス の 理論、 応用 と

普及 に 関 す る 調査研究J (分担)

平 成 14-15年 度 文 部 科 学 省 I QOL 質 問票 開

発 に お け る 項 目 反応理論の応用研究J (主任)
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学会活動

海外 は 米 国統計 学 会 な ど 6 学 会 、 国 内

は 日 本計量生物学 会 な ど 7 学 会。

日 本 計 量 生 物 学 会 ・ 日 本 臨 床 薬 理 学

会 ・ 日 本薬剤疫 学 会 、 評議員 。

2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状

看護学科

医療情報処理 ( 必修 1 コ マ )

医療統計 学 (必修 1 コ マ )

看護学科 大 学 院

医 学 科

薬科学科

全学共通

看護統計情報論 ( 選択 2 コ マ )

情報処理 学 (必修 1 コ マ )

統計学 (必修 1 コ マ )

情報処珂1 学 ( 必修 1 コ マ )

統計数字 の読 み)J ( 選択 1 コ マ )

医学薬学大学院

バ イ オ 統百十学 特論 (選択1 コ マ )

バ イ オ 情報学特論 ( 選択l コ マ )

デ ー タ マ イ ニ ン グ判 論 ( 選択l コ マ )

医療技術評価論 ( 選択 1 コ マ )

3 ) 治市 に つ い て

設置年 月 日

主 要 人事

平成 6 年 1 0 月 1 5 U 、 初代統計 ・ 情報科

学教授へ就任。

無し

施設、 設備 の 整備、 充 実

統計情報実習室 の パ ソ コ ン 更新、 臨床

式 験デ ー タ セ ン タ ー の構築。

4 ) そ のf也

米 国 大学院官学 2 名 、 英 国 大学院留学

l 名 、 大 阪 大 学 大 学 院 1 名 、 京 都 大 学

大学 院 3 名 を輩 出 。

QOL 講 背 会 ・ 新 聞 記 事 の読 み 方 な ど

公 開 講座 を 3阿 開催。

北京 中 医薬大学 と 学術交流 を 継続 中 。

英 圭五回口

、|λ成 1 5年 3 月 に 藤 本[E文教授が退官 さ れ、 新

た に 同 年 9 月 に 木村裕i 助教授が着任 さ れ た 。

日 本 人専任 は 今ま で の松合茂助 教授 と i貨同和 子

助教授の 3 人 で あ る 。 外 国 人 教 師 のジ リ ア ン ・

ケ イ 女 史が任期 を 終 え て帰 国 さ れ た あ と 、 ロレ

ー ン ・ サ ッカ 一久ゐ史 、 エ リ ザベ ス ・ ホ ラ ン ダ ー

ズ 女 史 と 3 年 契約 で任期 を 務 め て い た だ き 、 現

伝 レ ス リ ー ・ ラ ィ リ 一 女 史が外国語教育専任助

教授 と し て 任務 し て い る 。 こ の 数年 間 、 各 々 の

外 国 人 教 師 の 協 )J ・ 指導 に 恵ま れ、 講義外活動

の E. S. S. ク ラ ブ で の 個 別 指 導 で 、 朝 日 新 聞 の 全

同英 語 ス ピ ー チ 大会で 1 位優勝 し 、 ま た 西 日 本

医 科 大 の ス ピ ー チ 大 会で数午米連続 し て l 位の

成績 を お さ め た 。 各 人 の研究上の志 向 が異 な る

が、 英語学、 英語教育、 英丈 学 関 係 の 主 な る 研

究領域が ー応 網羅 さ れ て い る形 で あ る 。 う ち 、

文部科 学 省 科学研究 費受領似l 究 と し て 、 木村裕

-: 1 件 (平成1 6 年 度~ 平成 1 7 年 度 ) が あ る 。

教 育 体制 の 変 化 は 、 従 来 、 富 山 YMCA に 講

師 を 依存 し て い た が、 富 山県 内 の 大学で教育経

験の あ る 外国 人 や 日 本 人 と 而接 し て 講 師 の 依頼

を す る こ と に し た 。 ま た 医学部 と 協力 し て 、 医

学英 語 の 講義 プ ラ ン 作 成 と 実施 を し 、 ま た 外部

か ら の 専 門 の 講�ilj を 招 い て 講演 を 実施 し た こ と

は 、 学生 に と っ て貴 重 な体 験 に な っ た 。 平成16

.{f 度 よ り 現在ま で 、 教養 課程の英 語教育 と し て

多 様 な 授業 を 提供 す る た め 、 コ ン ビ ュ ー タ ー を

援用 し た 英語教育 を 第三 外国語 と と も に 展 開 し

て い る 。 ま た 、 学外単位認定制 度 と し て 、 従米

か ら あ っ た 英 検 に 加 え 、 、|三 成 17 {f 度 よ り

TOEFL、 TOEI C に よ る 単 位 認 定 を 新 た に 追

加 し た 。



Z虫 言書

こ の30年で独語 の位置づけ は大 き く 変化 し た 。

凋 学 当 初 は上原、 諏訪 田 の 2 名 に 非常勤 を 加 え

た 体制 で あ っ た 。 し か し 、 国 際語 と し て 英語の

地位が確立 さ れ独語 の 需要低下が指摘 さ れ る に

伴 い 、 1985年 か ら は 常 勤 は 上 原 1 名 と な っ た 。

上 原 退官後 の 94年 に 名執 が赴任。 以降 、 授業 も

1年前後期週 2 回 の 開 講 と 縮小 ・ 集 中 化 さ れ、

英語 を 主 に し た 現在 の 必修選択制 が定着 し た 。

ま た 、 第 二 外 国語 は 長 ら く 独語 と仏語 の 体制

だ、 っ た が、 2001 年 か ら は 中 国語 の 非常勤 と 合 わ

せて 3 言語 で の 平行授業 に な っ た 。 そ の 際、 人数

制 限 を 置 き 、 演習 的授業が最低限可 能 な 規模 を

保証す る よ う に も な っ た 。 こ う し た 改革 は 第二

外国語 教育の新 し い 意義 付 け を意識 し た も の で

も あ っ た 。 一言でそ れ を 言 う と 、 多 様化 し た 国

際 社会での知的 国民性の教育 と で も 言 え よ う か。

英語 教育の意義 は疑 い よ う が な い が、 物 お じ な

く 自 立 的 に 様 々 な 文化 で行動 し う る 素地 を 大学

は ま た次世代 を 担 う 若 者 に 植 え 付 け て ゆ か な け

ればな ら な い。 そ し て 、 そ れ は 多 様 で あ る だ け

で は な く 実践 的 で、 聞 か れ た 文化 的 関心 を 伴 っ

た も の で な け れ ば な ら な い。 そ の狙 い の 中 で ま

た 、 04年 か ら は PC を 用 い た 自 主学習 セ ミ ナ ー

(独 ・ 仏 ・ 中 ) お よ び Web で の 自 主 学 習 用 HP

を 開 始 し た 。 ま た 、 国際的 な場で通用 す る 知 的

教 養 と い う こ と で2002年か ら は オ ペ ラ を 使 っ た

セ ミ ナ ー も 行う よ う に な っ た 。 研究 は 上原 の 中

高 ド イ ツ語 研究か ら 名執 の 文学 シ ス テ ム の社会

学的分析へ と 様変 わ り し た 。 名執 が 目 指す の は

同 時代 の海 外の 文化活動 の 現状 を 広 く 経験的 に

調査す る 分析手法の 開発で あ る 。 そ う し た 手法

を 定着 さ せ ら れ た な ら 、 一 部 の 突 出 し た作 品 に

光 を当 て る 旧 来 の や り 方で は な く 、 価値流動的

な 現代 に 見合 っ た 、 分析 的 で批判 的 な 、 多 様性

を 考慮 し た海 外文化の 紹介の新 し い 形 も 見 え て

く る 。 そ れ は ま た 教育 に も 還元 で き る は ず で、 あ

る 。
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保健体育

保健体育科 は 本学 の 開学時、 昭和51年 4 月 に

旧 富 山 中 部高校の校舎 に て 金子基之教授 (平成

3 年 3 月 定年退官、 名誉教授、 平成15年10月 故

人) が主任 と な り ス タ ー ト し た 。 杉谷 キ ャ ン パ

ス に 講義 棟 を は じ め 、 52年 に体育館、 テ ニ ス コ

ー ト が完成 し 、 53年 に 陸上競技場、 野球場 及 び

弓 道場が竣工 し た 。 そ の 後 、 水泳 プ ー ル 、 武道

館が完成 し 、 保健体育講義 、 実技の授業が軌 道

に 乗 る こ と に な っ た 。 ま た 、 学生の 課外活動 も

こ れ を 機 に 盛 ん に な っ た 。

53年 に は研究室、 実験室が共 同 利用棟内 に 建

設 開 始 さ れ、 同 年 、 小野寺孝ーが同科 に 着任 、

二 人体制 で教育、 研究 を 遂行 し た 。 平成 3 年、

金子教授退官後、 平成 9 年、 小野寺が後任教授

と し て 就任 し た 。 平成13年 に は保健体育科の助

教授席 を 保健体育科 よ り 分離 し て 保健福祉学 を

立 ち 上 げ、 岩岡研典が就任 し た 。 研究 に お い て

は 、 関学以降 一貫 し て 児童生徒 の体力 増進や 生

活習慣病 の予 防 に 関 す る 問 題 を 取 り 扱 っ て き た 。

ま た社会貢献の分野で は 、 富 山 県 の ス ポ ー ツ 振

興 に 関 す る 審議委員 や 各種委員 会委員 と し て 多

く の提案や事業 の 遂行 に 携 わ っ た 。
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保健福祉学

本 研 究 室 は 平 成 13年 (200 1 年 ) 4 J] 、 筆 者

( 岩 岡 ) が全 国 公募 を 経 て 着 任 し た 時点、 に 端 を

発 す る 。 こ こ で い う 「保健 福 祉 学」 と は 、 「 障

害児 ・ 者 や 高 齢者 の 健康 の 維持増 進 の た め の 健

康運動科学」 の 意 で あ る 。 間 際 的 に は A d apted

Physical A ctivity と い う 概念で 去 さ れ る 研究教

育領域が こ れ に該 当 す る 。

平 成 1 3 - 14年 に は 「脆弱 な 高齢者の 動作特性

と 機能 的 身体 自 立 に む け た 活動 プ ロ グ ラ ム の 開

発」 、 平 成 1 5 - 1 6年 に は 「 虚弱 高 齢 者 ・ 身 体 障

害 児 の 動 作 と 筋 出 力 の 安定性 に お よ ぼす 身 体活

動 と 身体認知 度 の 影響」 の テ ー マ で科学研究 費

補助金 ( い ず れ も 、 基盤研究 (C) ( 2 ) ) を 受

け た 。 t な研究結果 はドl 際 障害者体育 ・ ス ポ ー

ツ 学 会や ア ジ ア 障 害者 体育 ・ ス ポ ー ツ 学 会 等 で

発表 し て お り 、 第 1 4 1fll [_li] 際障害者体育 ・ ス ポ ー

ツ 学 会 ( 於:韓 国 、 ソ ウ ル 、 平 成 1 5 年 ) で は 、

こ れま で進 め て き た イ ン ク ル ー シヴ な身 体表現

活動 に 関 す る 実践研究が、 ビデ オ 発表 部 門 に お

い て 最優秀賞 を受賞 し た 。 ス タ ッ フ 1名 の み の

倒 究宗 で あ る た め 、 他大学 の研究持や 、 隣 接領

域で、 あ る保 健体育 の 小野寺 教段 ら と適宜 共 同 し

て 、 研究 を 進 め て い る 。

着 任 時 は 医守t 科 ・ 薬科学科 2 年 次生 を対象 と

し た 「保健福祉系 実行 」 を 開 講 し て い た が、 カ

リ キ ュ ラ ム 改編 に と も な い 、 1見イ正 は 両学 科1年

次生 を 対象 と し た 「身 体 と 運動 の 科学 」 の な か

の 「保健福布|系 コ ー ス 」 の'五習 と 、 、与 初 か ら の

ュt;'，i菱ザ:干J' 1 {ド 次 生 対 象 の 「保健福 祉 系 実習 」 、

全学科 1 ・ 2 年次生対 象 の 講義 「保健 と 福祉J

を 開 講 し て い る 。 実習 で は 障 害 者 ス ポ ー ツ や 感

覚 遮 断 ・ 身{本可動部位 制 限 な どのJ疑似f本月史 教材

をJtj い て 、 身 体的立を:呉 の 大 き な 他r;' を客観 的 に

認識す る と 同 時 に 共 感的 に却 解す る こ と を企図

し て い る 。 講義で、 は 幼児か ら 高 齢者ま で ( 障 害

児 ・ 者 を 合 む ) の 性派発達 に お よほ す 身体 活動

の 影響 と 、 そ の 保 障 の た め の)j 策 や 関 連す る 保

健福祉 問 題等 に つ い て 、 論瑚 的 に 考 え る 能力 の

1疹 得 を u t� と し て い る 。

日本語 ・ 日本事情

1 989年 4 月 、 初 代 日 本語 ・ 日 本事情担 当 大星

光 史 に よ り 研究 室 が 開 設 さ れ た 。 留 学f!二会 の 課外

補講 と し て 、 大星 は 中級 日 本語 ・ 日 本事情 を 担

当 し 、 非常勤講師 と と も に 2 レ ベ ル 3 コ マ の母

語別 日 本語補講 を 2000年 3 月ま で 開 講 し て い た。

2000年度、 担 当 教 員欠 員 の た め 非常勤 講 師 に よ

る 補講が行 わ れ た 。

2001if 4 月 、 日 本語 ・ 日 本事情担 当 に鎌 田倫

子 が着任、 日 本語補講 を 拡充す る 。 2002 年 度 よ

り 、 大 学 院 医学系研究科 の必修単位、 薬学系研

究科 の1'[ H:l 単{立 と 課外補講、 全 て のJ受業 を 統合

し 、 5 レ ベ ル 8 コ マ の 総合 日 本語 コ ー ス を 開設

し た 。 本学 の 留 学 生 は 、 人ザ: 11手 に 日 本語能 力 条

件 を 課せ ら れ な い 大学院生が中 心 で あ る た め 、

ffi学生60名将 度 の 本学 で も 日 本語能力 に はf)J級

か ら卜点止ま で の 聞 き が あ る 。 総合fJ 本語 コ ー ス

に よ り 、 よ う や く 官 学 生 の 日 本語力 に 応 じ て ク

ラ ス を 選択で き る レ ベ ル 別 1 1 本語 コ ー ス と な っ

た 。 し か し 、 専 任 1 1'1 で 5 レ ベ ル を 開 講す る た

め 、 1 レ ベ ル の ク ラ ス 数 は 初級 週 2 コ マ 、 中上

級 週 l コ マ で あり 、 卜 分 な 1 ! 本語 コ ー ス と は言

い 難1，.， \， ま た 、 ク ラス 数が 少 な い た めu本事情

ク ラ ス を 別 に 設 け ず 、 日 本記l ク ラ ス のIjl で 日 本

の文 化 や 習 慣 を積械 的 に 教 え る よ う配 慮 し て い

る 。 今後 は全留学生 に 11fゐ 問 で初級 終f 程度の

日 本語能力 を つ け る た め に 、 初級 をJlI.! 3 コ マ と

し 、 日 本語 コ ー ス の ム層 の 充 実 を図 っ て い き た

し ミ 。

H 本語 ・ 日 本事 情担 当 は 学科 LJ の 一 日 と し て

^*'J: 教義科 1I も 担 当 し て い る 。 大星 は 1 989ij: か

ら 2000年ま で 日 本文学、 中 で も 短歌 の作家論、

丈学論 を 講義 し た の 2002年 度 か ら鎌問 も 教養 の

「宍丈 化理 解| を 担 当 し 、 Il 本入学 '1: のい1I緊瑚

解 を 推進 し て い る 。 そ の 他、 学 午 ク ラ ブ の顧問

と し て 、 国 際 医療研究 会 に よ る ス タ デ イ ー ツ ア

ー を 実 施 し 、 ま た 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 組織 し

て 留 学 生 と の 交流 を 進 め 、 日 本 人学生 に 広 く 国

際 的 な 視野 を養 う こ と に 努め て い る 。 今後 も 日

本入学生 と 留 学!j:_ の 交流 に よ り 相互理解 を 推進

し て い く 所 存 で あ る 。



第 2 節 医 学 部 1 75 

第2節 医 学 部

〈医 学 科〉

解 剖 学

( 1 ) 沿革

本 講 座 は 、 昭 和 50年 4 月 に 解 剖 学 第 1 講 座

(松 田 健 史教 授) と し て 開 講 さ れ た 。 平 成 元 年

松田 教授が逝去 し 、 後任に 大谷 修教授が平成

2 年10月 に 赴任 し た 。 平成15年 3 月 、 解剖学第

2 講座が再生 医学講座 (組織学 を 担 当 ) に 改組

さ れ、 本講座 は解剖 学講座 と 名 称変更 さ れ た 。

( 2 ) 人事

平成 7 年 4 月 、 篠原治道講 師 は 本学 医学部看

護 学科 の 教授 に 昇進、 平成11年 4 月 金沢医科大

学解剖 学教授 に 転 出 し た 。 平成 7 年 4 月 中 谷毒

男 助 手 は 金沢大学医学部解剖 学講座 の 講 師 と し

て 転 出 、 翌年、 助教授 に 昇進、 平成 10年11 月 金

沢大学 医学部保健学科教授 に 昇進 し た 。 直近10

年 間 に 、 部 旭建、 粛 藤麻由、 李 瑞錫が助手

を 勤 め た 。 平成11年 4 月 に 大谷裕子 を 助 手 に 迎

え 、 解剖学実習 に於 け る 学生の健康管理等が充

実 し た 。 同 氏 は 、 平成16年 4 月 か ら 本学大学事

業所 の 産 業 医 (兼任) と し て も 活躍 し た 。 平成

15年 3 月 、 森沢佐歳助教授が辞職 し 、 平成16年 4

月 金津寛明助教授 を 迎 え た が、 翌年 3 月 に 辞職

し た 。 平成15年 4 月 松尾 光浩 を 助 手 に 迎 え た 。

こ の 問 、 王 全新 ( 日 本政府奨学金、 大学院) 、

王 伯鈎、 Raksawan Poonkhum ( 日 本学術振

興会論博支援 プ ロ グ ラ ム ) 、 Pariviz Bazzi， Leila 

Roushangar の 留 学生 を 受 け 入 れ た 。

( 3 ) 教育

本講座 は 、 人体解剖学教育 を 担 当 し て い る 。

「富 山 医科薬科大学 し ら ゆ り 会J (柳 田 友道理事

長) の協力 と 支援 に よ り 、 年 間 50体前後が献体

さ れ、 十 分 な 解剖 学実習が可能 と な っ て い る 。

「人体解剖 学概説J (18 コ マ ) 、 「人体解剖 学実

習J (10� 1 2 月 ) 、 器官系 別 の 講義 ( 5 コ マ ) を

担当 し て い る 。 こ の他 に 基礎配属 、 臨床基礎実

習 (選択) と し て 人体解剖 を 行 っ て い る 。 ま た 、

薬学 部 「人体機能形態学J (15 コ マ ) 、 医科学修

士 課程 の 医 学概論「解剖 学 の 誕生J ( 1 コ マ ) 、 及

び 「人体形態学J ( 8 コ マ ) の 講 義等 を 担 当 し

て い る 。

( 4  ) 研究

第 1 の 課題 は 、 リ ン パ管 ・ リ ン パ節の新生 ・

再生機構の解明 で あ る 。 主 な 成果は、 ①横隔膜、

壁側胸膜 リ ン パ管 の 分布 、 微細構造、 及 び発生

の解析、 ②肝臓 リ ン パ管通液路の解析、 ③ リ ン

パ節 に お け る リ ン パ濃 縮機構等 を 解 明 し た こ と

等 で あ る 。 第 2 に 、 扇桃 体 に お け る ニ ュ ー ロ ン

の シ ナ プ ス 結合様式 を 二重免疫電顕法等で研究

し た 。 第 3 に 、 人体解剖 に よ る 臨床解剖学 的研

究 を 行 っ て い る 。 科学研究費 は 、 平成 6 � 7 年

度 に 一 般 研 究 (C ) 、 平 成 9 � 1 1年 度 に 基 盤研

究 (C ) 、 平成16�18年度 に 基盤研究 (B) を 研

究代表者 と し て取得 し て い る 。

( 5 ) 学会活動等

教授 は 、 日 本 リ ン パ学会常任理事、 日 本顕微

鏡学会常務理事、 臨床解剖研究会幹事、 篤志解

剖全国連合会副会長 を 務め 、 日 本解剖 学会 コ メ

デ イ カ ル教育委員会 委員 長、 同教育委員 会委員

と し て 活躍 し て い る 。 ま た 、 C ells Tissues Or

gans、 Journal of Electron Microscopy、 及 び

リ ン パ学の 編集委員 を 務め て い る 。 平成16年 6

月 18�20 日 、 第28 回 日 本 リ ン パ学会総会兼 ア ジ

ア 太平洋合 同 リ ン パ学 カ ン フ ァ レ ン ス (富 山 国

際会議場) を 担 当 し た 。 国 内 外か ら 200名 超 の

参加者があ っ た 。 平成17年 3 月 27、 28 日 に は 第

35 回篤志解剖全国連合会総会 及 び 関 連会議 (本

学) を 担 当 し た 。 平成17年 3 月 29�31 日 に は 、

第 1 1 0 回 日 本解剖学会総会 ・ 全 国 学 術 集 会 (本

学) を 担 当 し た 。 日 本初 の学生 セ ッ シ ョ ン に 、

全 国 か ら 多 数の 学部学生が参加 し た 。 企業 関 係

者 ら も 含 め 全体 で 1 ， 700名 超が参加 し 、 活発 な

発表 と 討議が行 わ れ た 。
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生 理 学

本 講 座 は 、 昭 和 52年 4 月 1 日 、 小野 武 年 教 授、

西野 仁雄助教授、 佐 々 木和 男 助 手 と 松 山 春 f技

官 の 4 人が着任 し 、 lj工会理学 ( 第三) と し て 開 講

し た 。 そ の 後27年 間 、 平 成 1 5 年 3 月 3 1 日 に 退官

す るま で、小野 教授が本講座 を 主宰 し 、 研究お よ

び教育 を 進 め て き た 。 こ の 問 、 75 人 が大 学 院 生 、

研究生ま た は 協 力 研究 員 と し て 、 ま た 9 人 が外

国 人各 員 研究 員 と し て 研究 に 参加 し 、 7 人 (由

野 、 佐キ 木、 村本、 福 田 、 Ijl 村 、 丙 条 、 川内)

が大学教授 に 就任 し た (現庄 は こ れ に 加 え 、 出

淵 お よ び 出 村 も 教授 に 就任 し て い る ) 。 本 年 度

(平 成 1 7 年 ) 4 月 1 n か ら は 、 当 講 座 ・ 前 助 教

授 の岡 村f 以 が教授 に 就任 し 、 永福智志 助 教授、

上野 照子助 手 、 Tr an Hai A nh 助 手 、 北村貴志

技官、 丙森美秘事務補佐 員 、 岩城久 美研究生の

7 人体制 と な っ て い る 。

教育 に問 し て: 学 市教育 で は 、 平 成 1 3年今 度ま

で は 医学部医 学科生 を 対象 と し た 生理学の系統

講義 と 実 習 ( 3 年 次 生 ) 、 プ レ メ デ イカ ル 講 義

( 2 年 次 生 ) 、 統 合 講 義 ( 1[ 年 次lj:J 、J師走配 属

( 3 年 次 生 ) 、 早 期 体験 実 宵 ( 1 年 次 生 ) 、 チ ュ

ー ト リ ア ル教 育 、 薬学古川: を対 象 と す る11:理学

講義 ( 2 年 次 生 ) な ど を 行 っ て き た ハ ま た 、 平

成1 4年度か ら は コ アカ リ キ ュ ラ ム 化 に{、ド い 、 医

学科'Iê を対 象 と し た 「 人体の 生理機能」 に 関 す

る 系 統講 義 ( 2 年 次 't ) 、 お よ び I lfll 液 ・造lfll

出 疾患」 、 「 内 分泌 ・ 栄養 ・ 代謝 ・乳房j 、 「精神

系 」 の コ アカ リ キ ュ ラ ム 講 義 の 一郎 ( 3 、 I[ {f

次 生 ) を 担 当 し 、 本 年 度 か ら は こ れ に 加 え 、

「腎 ・ 尿路系 」 、 「神経系 」 、 「運動器 ( 骨 格 筋 ) J 、

「 眼 ・ 視覚 系 」 の コ アカ リ キ ュ ラ ム 講 義 の A 部

( 3 、 4 'qc: 次 午 ) お よ び 「 臨 床 午科 学」 、 「 先 端

脳科学」 の 各 選択必修科 目 ( 3 、 4 年 次 生 ) を

担 当 し て い る 。 大学院教育 で は 、 医学系研究科

I寺上課程専 攻者へ は 細 胞 シ ス テ ム 牛瑚特論、 小

体恒常生理学特論、 感覚 認知 シ ス テ ム 情報特論、

佼襲 的脳活動計 測 実習 、 特 別 実 習 コ ー ス な ど、

ま た 、 医学系研究科修士課程専 攻者 へ は 人体機

能学や 臨床行動科学 の 講義 を 担 当 し て い るつ な

お こ れま で 、 木議時 で、行 っ た研究 に よ り 43 人 が

博 1:せ を 取得 し た 。

研究 に 関 し て ・ 当 講座 で は 小野 教授 の 指 導 の

ド で 、 1 ) 視床下 部外側野 に よ る 動機 づ け 行 動

や情動 衣 出 の 神 経機構、 2 ) 扇桃体 に よ る 生物

学的価値評価 と 意 味認知 に芯 づ く 快 ・ 不快'1育 動

発現機構 、 3 )  j毎日立 体 に よ る 空 間 お よ びエ ピ ソ

ー ド 記憶 の 神 経機構、 4 ) 前部帯状 回 に よ る 感

覚 情報か ら 行 動 出 力 へ の 変換処埋 機構 、 5 ) 視

床 背 内 側 核 に よ る 情動発現 の 神 経機構、 6 ) 感

覚 視!示 に お け る 報酬 予測 お よ び感覚 種 聞 の 相庄

作 用 、 7 ) 中 隔核 に お け る 場所記憶 一 情動発現

情動 表 出 の 表象過程、 8 ) 前頭前野 に お け る

動凶 ・ 車、欲の維持、 状況認知 お よ び意思決定の

神 経機構 、 9 ) 大脳恭氏 核 に よ る 行動m 力 変換

機構、 10) 脳 一 免疫 相 問 、 11 ) 場所学習 お よ び

報酬 予 測 に 関 す る ド パ ミ ン 受容体サ ブ タ イ プ の

役割 ( 遺 伝 子 改 マ ウ ス を 用 い た 研究) 、 12)双

極 子 追跡 j去 の 改 良 (頭皮 頭蓋 骨 脳 脊髄液一

脳 の 4 層 実形状モ デ ル の 開 発) お よ び非侵襲的

ヒ ト 脳機能計測、 13 ) 抗痴呆薬 の 作 用 機序 に 関

す る制 胞 か ら 行動 レ ベ ル の研究、 14 ) 動 物 用 高

磁場機 能 的儀 気共 鳴 阿{象ìl� を 用 い た 脳 虚 血 、 動

機 づ け 行 動ま た は 向 精神薬作川 に 関 す る似| 究、

1 5 )前 部上 側 頭溝 お よ び前古15卜 側 頭 皮 質 に お け

る 「顔」 の 認知 ・ 記憶 の 神 経機構、 1 6 ) 胎生期

ス ト レ ス の情動や神経発達へ の 影響 に 関 す る 研

究 な ど を 行 っ て き た 。 以 上 の 研 究 成果 は 、 Na

tur e 誌 を は じ め と す る 国 際 誌 に 掲 載 さ れ、 高

い 許制li を 受 け て い る 。

ま た 、 新エ ネ ル ギ ー ・ 産業技術総介 開発機構

や ヒ ュ ー マ ン ・ フ ロ ン テ イ ア ・ サ イ エ ン ス ・ プ

ロ グ ラ ム の研究助 成 に よ る 英 、 米 、 仏 の 第一線

の 研 究 者 と の 大 型回 際 共 同 研 究 ( 1認 知 ・ 記憶

の 側 頭 葉 機構」 、 昭 和 63午~ 平 成 3 年 ; 1 海 馬

体 は 記憶 に ど う 作 動 す る か」 、 平 成 4 年~ 平 成

8 年) や 富 山 で の 3 回 の 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム

( 1認知 ・ 記憶 の 脳 内 機構: ニ ュ ー ロ ン か ら 行動

ま でj 、 平 成 3 年 1 0)] ; 1 知 覚 . �己↑怠 ・ 情 動 の

脳 内 機 構: 神 経 科 学 の 最 前 線」 、 平 成 7 年 7

H ;  1 大脳 辺縁 系 と 連合皮質系: 基礎 、 臨 床 お

よ び計 算 論」 、 平 成 11{f10月 ) の 主 催 な ど を 通

し て研究の 国 際化 を 推進 し て き た 。



生 化 学

[生化学講座 の研究者] 現生化学講座 は 、 富

山 医科薬科大学 開 設 と 共 に 岡 本宏、 野瀬清 (昭

和大学教授) 、 伊藤信行 (現京都大学教授) 、 山

本博 (現金沢大学教授) ら に よ り 開 講 さ れた 第

一 生化学講座が前 身 で あ り 、 平成16年の大学院

組織改革 に よ り 第三生化学講座 の独立専攻系編

成 を 機 に改称 さ れ た 。 30年 を 経過 し て 、 ス タ ッ

フ は 、 昭和 60年 6 月 に 教授 と し て 着任 し た 平賀

紘 一 と 助教授加藤一郎、 川 口博、 高津久美の両

助手の 4 人で あ る 。 こ の 問 、 助 教授 と し て 活躍

し た 山 本雅之、 日 比野康英 は そ れぞれ、 筑波大

学 と 城西大学で教授 と し て研究 ・ 教育 と 大学の

管理の 要職 に あ る 。

富 山 医科薬科大学の 開設時期 は 、 生化学の 領

域の研究法 の 歴 史 的 な 革新 の 時期 に 当 た っ て い

た 。 つ ま り 、 Berg らに よ る DNA ク ロ ー ニ ン

グ ベ ク タ ー の 開 発、 Maniatis ら に よ る フ ァ ー

ジベ ク タ ー を{吏 っ た ゲ ノ ム DNA ラ イ ブ ラ リ ー

の作成、 Temin ら が発見 し た 逆転写酵素 な ど、

現在 の DNA テ ク ノ ロ ジ ー の 基礎技術 と 材料が

開発 さ れ た 時期 で あ っ た 。 伊藤 ら の Vasoactive

Intestinal Polypetide cDNA の ク ロ ー ニ ン グ も

第 - 生化学か ら こ の 時期 に 発表 さ れ た 。

新規研究法 の 導入 に よ る こ の 時期 の研究の特

徴 は 、 人 の 遺伝的疾患 の研究が堰 を 切 っ た か の

ご と く急 速 に 進 ん だ点 に あ っ た 。 グ リ シ ン 開 裂

反応 の研究 と 共 に 育 っ た平賀 の着任 と 共 に 開始

さ れ た 、 ヒ ト の 非 ケ ト ー シ ス 型 高 グ リ シ ン 血症

の 原 因 遺伝子の構造決定 も 、 こ の 時期 の研究の

特徴そ の も の を 反映 し て い た 。 回顧 的 に は 、 山

本 雅 之、 呉繁男 (東 北 大 助 教 授) 、 久 米 晃 啓

( 自 治 医科大学助 教授) は、 ま だ 市販 さ れ て い

な カ、 っ たλ gt1 1 を{吏 い ヒ ト目干 cDNA ラ イ ブ ラ

リ ー を 作成 し 、 並行 し て作 っ た 抗体 を 使 い グ リ

シ ン 脱炭 酸酵素 cDNA を は じ め と す る 3 種 の

グ リ シ ン 関 裂系 構 成 酵 素 cDNA を ク ロ ー ン 化

し た 。 今 風 に 言 え ば、 新 規 タ ン パ ク 質 cDNA

の ク ロ ー ン 化 で あ っ た 。 こ れ ら の cDNA を 使

い 、 第二外科学 の大学院生だ、 っ た榊 原 年宏が、
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こ れ も 自 家製 の ヒ ト ゲ ノ ム DNA ラ イ ブ ラ リ ー

か ら ク ロ ー ン 化 し た 遺伝子 の 正常構造 と 比較 し

て 、 研究開始後 5 年弱 で 、 こ の疾患の 原 因 遺伝

子 の 世界 に 先駆 け た 同 定例に な っ た グ リ シ ン 脱

炭 酸酵素遺伝子 の 5' 領域の 欠失変異構造 を 決

定で き た こ と は 、 当 時 の 平均的遺伝子研究進展

速度 と 比べれ ば格段 に 早 い研究展 開 で あ っ た 。

こ の 欠失変異領域 に 相 当 す る 本遺伝子 の転写調

節領域の研究 は 岡 本宗司 か ら 始 ま り 、 川 口博 ら

が三 カ 所の遠 隔領域の相互作用 に よ る 調節 を 明

ら か に し た 。

本疾患 の 原 因 究明への平賀 ら の も う 一 つ の 貢

献 は 、 配合族 リ ポ酸 を 持 た な い異常 H ー タ ン パ

ク の 同 定だ、 っ た 。 こ の患者が示 し た 神 経変性の

機構 は 、 加藤一郎が H タ ン パ ク 遺伝子破壊 マ

ウ ス を 作 成 し 、 新 し い 方法 を 導入 し て研究 し て

い る 。 ま た 、 こ の研究 と の 関 連で、 高 津 と 加藤

は異常 ニ ュ ー ロ セ ル ピ ン封 入体形成 に よ る 中枢

神経障害機構解析 の モ デ ル マ ウ ス を 開拓 し た 。

一方、 伊藤博之、 森ヶ 崎進、 古谷田裕久 ら は

四塩化炭 素投与 ラ ッ ト 肝の急 性障害期 に 出現す

る は ずの肝の生存 因子の初期の探索 を 行 っ た 。

山崎一麿 が ガ レ ク チ ン - 3 の 肝細胞で の 誘導 を

解 明 し 、 李 芳 は 、 ガ レ ク チ ン - 3 遺伝子の転写

調 節 因 子 の 同 定 と そ の誘導機構研究へ道 を 開 い

た 。 レ ク チ ン の 誘導 と い う 珍 し い現象 と そ の 肝

細胞障害修復 に お け る 役割の解明 と い う 新規研

究課題の研究が継続 さ れて い る 。

こ の 問 、 高 道恵 利子 は事務業務 を 処理 し 、 研

究 を 補佐 し た 。

[教育] 医学科学生 を 対 象 と した 「生化学」

を 故藤 岡 基二教授 と 担 当 し た 。 時代 の 変化 を 反

映す る 学生の気質 と カ リ キ ュ ラ ム の 変遷 を眺 め

る と 、 基礎医学教育 に お け る 生化学 ・ 分子 生物

学の教育法の再考の必要性 を 痛感す る 。

[科学研 究 費 補 助 金 の 取得]奨励研究、 4 件 ;

萌 芽 研 究、 1 件 ; 一 般 研 究 (C ) 、 6 件 ; 基 盤

研究 (C) 、 1 件 ; 基盤研究 (B) 2 件 ; 特 定研

究、 1 件。 ま た 、 加 藤 は21世紀 C OE の 研 究 分

担者 と し て役割 を 果 た し て い る 。
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( 1 )沿革

当 教宅 の 前 身 は 昭和 52年 4 月 に 産声 を 上 げた

解剖 学 2 で あ る 。 初代かっ 唯一 人 の 解剖 学 2 の

教授 で あ る 高 屋 憲 一 教授 (現、 富 山 医科薬科大

学 名誉 教 授) を 中 心 と し て 、 木 村 通 夫 助 教 授

(現、 関 両銀灸 大学教授) 、 藤 岡!享 子助 子 (現、

近畿 大 学 医 学 部助 教 授) 、 宮 田 堅 司 助 手 (現、

束洋 ソ ー夕、 ) で ス タ ー ト し た 。 昭和59{f に 古 田

淑 子 助 子 (現、 助 教授) 、 昭 和 60年 に 川 真 田 聖 会

助教授 (現、 広 島 大学教授) が着任 し た 。 、|λ 成

8 年 4 月 に 岡 音11素典が助手 と し て 着{壬 し 、 平成

1 3年 4 月浮 田 石勝が、 平成 1 7年 6 月戸 田 丈持 が

助 手 と し て 赴任 し た 。 教� の 事 務 と制 究 の補助

は 飯野 る み子事務官、 安川|湯 子技官、 石黒努事

務官、 j青;k 由 美 子事務官、 竹腰貢美 f事務官、

水谷洋子事務補佐官 と 続 き 、 現千E占 市恵 美子事

務補佐官が担 当 し て い る 。

( 2 ) 研 究 の 変遷

平 成 7 年 6 月 に 長年 の 懸案 で あ っ た二 次 イ オ

ン 質 量 分析装置 (SIMS: secondar y ion mass 

spectr ometer ) が生物へ応 用 す る H 的 で はfl本

で 初 め てう 研究常 に 設置 さ れ た 。 こ れま で分析

が不可能 と さ れ て い た 生体 内幹 元素 、 微量元 素

の 分析 に 熱 しゅl 線が送 ら れ た 。 興味 を 持つ 多 く

の研究室 (皮膚科学、 外科学 2 、 政射 線|天学、

内 科学 3 、 放射 線iL 礎 医学、 眼科学、 歯科 LI腔

外科学) の教官、 大学院生 を 交 え 早 速 、 連 日 連

夜 、 SIMS 稼 働 の 講 宵 が 行 わ れ た 。 SIMS は 一

朝 ムタ に 取 り抜 え る 機械 で は な く 、 そ の 道 の り

は 長 く 険 し い も の で あ っ た が、 高 屋 が 開 発 し た

新鮮凍結乾燥超 薄 切 片 j去 を 基礎 に 微量元素 の 組

織 内 分布 の イ メ ージ 像 の 作 成 、 定昆: 分析 の 検討

を 行 っ た 。

大学院生 ( 、|ι 成 9 iド か ら 、l三 成1 2年 ) の何利 は

SIMS観 察 前 段 階 の 凍結切片 迅 速 固 定 ・ 染 色 方

法 を 開 発 し 、 迅速 に 測 定部伎 を 決定 し 測 定す る

こ と を 可 能 と し 、 そ れ を 元 に |天学博L: の 学校 を

取得 し た 。

岡 部 は SIMS の 立 ち 上 げ運営 に 尽)J し 、 白 ら

は可ji鉛 の，*- 体 内 分布 、 定法 を 勝臓 ラ ンゲ、 ルハ ン

ス 島 を 用 い 検討 し た 。 、lξ 成 1 51f に は 丈部科学 省

海外研 究 員 と し て Pr of. Mathi聞 の 元 で研鐙 を

深 め た 。

吉 田 は 平 成 1 6年 か ら 17年大阪 医科大学 と 共 同

で脳腫場 の 治療効果 向 上 に 関 与 す る仰j 素製剤 の

脳 内 分布 を 測 定 し て い る 。 平 成 1 7年 か ら 保健 医

学講座お よ び富 山県 衛生研究所 と 共 同 で 、 海洋

深層 水 の ス キ ン ケ ア 効果 を 微量 元素 の 動 向 か ら

検討 し て い る 。

他方、 古 出 は リ ン パ性組織の微細構造、 細 網

細 胞 の 形態 お よ び機能 の 検討 を 基盤 に 樹状細胞

に つ い て 研究 し た 。 平成 9 年 にj慮、 胞樹状細 胞の

権威 で あ る Pr of.Szakal の 元 に 留 学 し (文 部 科

学 省 在 外研究 員 ) 、 婦問 後 はノ ッ ク ア ウ ト マ ウ

ス を 用 い 、 サ イ トカ イ ン レ セ プ タ ー の 発現 と 樹

状細胞 の フ ィ ー ド パ y ク 機能 に つ い て 研究 を重

ね て い る 。

( 3 ) 教育

教 育 の 激動期 で あ っ た こ の 10午、 組織学、 細

胞生物学、 組織 と 各臓提 の構 成 、 機能 と 位 置 関

係 I、 II、 さ ら に は コ アカ リ キ ュ ラ ム の 系 統 別

講義 と 名称 や 対 象 学r.rム は 変 わ っ た が 牛耳 し て 組

織形態 学 の 講義、 実宵 に 従事 し た 。 基礎配 属 で

はザ: 部学作 に 試料 作 成 、 染色 な ど を 実施 さ せ、

i'l ら が合同 実践 し 結果 を 導 き11'1 せ る よ う に配 慮

し た 。 修士宇生 ( 、ド 成 1 5 年 � ) に は 人体機能形

態 学 の 講義 を 行 っ て い る 。 占 111 は 、|勺戊 12{f よ り

人 門 チ ュ ー ト リ ア ル を 担 当 し て い る。 平 成 1 1 年

か ら1 4年ま で什立 を 対 象 に リカ レ ン ト と し て 組

織形態 、 微呈 元素 に 関 す る 教育 議内 を開 講 し た 。

平 成 ] 4年 に f ど も夢 基 金主舵 で 開 講 し た 「 ミ ク

ロ の 世界への い ざ な い 」 が '1 1 、 高 校 生 の 興 味 を

ひ い た こ と は 大変 う れ し い こ と で あ る 。

(;[ ) 新 た な 旅 \J� ち

平 成 1 7 年 4 ) J 、 解剖学 2 は 信州 大学 よ りて 階

堂敏雄 教授 を 迎 え 、再 生 医学 と 講贈 名 も 改 め新

た な ス タ ー ト を 切 っ た 。再 生 医 療 の 材 料 と し て

有望 な 羊膜の研究 を 元 に ( 1 )  stem cell の 同

定 ( 2 ) 癌 stem cell の!日I 定 ( 3 )  tissue engi

neermg を 3 本 の 柱 と し 、 地域 に 根 ざ し た再 生

医 学 の 拠点 と な る よ う ス タ ップ A 同希望 に 胸膨

らま せ日 々 精進 し て い る 。



病 理 学 ( 1 ) 

日 本で は 、 戦 前 と戦 後 の 短い期 間 に は殆 どの

病理学者 は ド イ ツ に 留学 し 、 ド イ ツ 病理学 を 規

範 と し て き ま し た 。 昭和30年代後半か ら 日 本の

病理学者の 多 く が ア メ リ カ に 留学す る よ う に な

り 、 病理組織診断学の重要性が認識 さ れ る よ う

に な り ま し た 。 そ の 頃か ら 、 病理学 は病理組織

診断学 と 病理解剖 学 を 研究 の主 体 と す る 人体病

理学 と 生化学 と 分子生物学 を 病理学 の 側 面 か ら

研究す る 実験病理学 と に 分かれ る 傾 向 に な っ て

き ま し た 。 病理学会が 人体病理学 の グ ル ー プ と

実験病理学 の グ ル ー プ と に 分裂す る 危機があ っ

た 時期 で も あ り ま す。 平成10年 頃 よ り 、 全国 各

医科大学 ・ 医学部 に 2 講座 あ る 病理学教室 の 1

つ を 人体病理学 を 専 門 に 、 他の 1 つ を 実験病理

学 を 専 門 に す る と の 方針が全国 各医科大学 ・ 医

学部 に浸透 し 、 そ の 方針 に 従 っ て 教授選考が行

わ れ る よ う に な り ま し た 。

平成11年 8 月 に 人体病理学専 門 の 教授 と し て

高野康雄が本学 に 赴任 し ま し た 。 1 か 月 遅れで

病理学(2) に 笹原正清教授が実験病理学専 門 の 教

授 と し て 赴任 さ れ ま し た 。 小生 と は 言 わ ば同期

の桜で、 そ の 時 よ り互 い に 協力 し な が ら 良好 な

関係 を 保 ち な がら 現在 に 至 っ て い ま す。 赴任 当

時 は 、 教授 1 、 助教授 1 、 助手 2 、 大学院生 1 、

技官 2 、 非常勤職員 1 の 陣容で し た 。 現在 は 、

教授 1 、 助教授 1 、 助手 3 ( 1 人 はモ ン ト リ オ

ー ル の MacGil 大 学 医 学 部 病 理 学 教 室 に 留 学

中) 、 COE研究員 1 、 大学院生 7 (留学生 2 人、

臨 床 医 4 人、 病 理 1 人) 、 研 究 生 2 、 技 官 2 、

非常勤職員 2 の 陣容です。 小 生 は 腫蕩病理組織

診断学 を 研鐙 し て お り 、 消化管 と 造血器腫蕩 を

専 門 に し て い ま す。 研究課題 は 、 発癌機構 と 癌

の浸潤 ・ 転移 を メ イ ン テ ー マ と し て お り 、 現在

は、 1 )  ] C  virus の癌原 ウ イ ル ス と し て の役割

の+食言す 、 2 )  galectin - 3 ノ ッ ク ア ウ ト マ ウ ス

に お け る ニ コ チ ン 代謝産物N NK の 発癌作用 の

検討、 3 ) 網 膜活性 プ ロモ ー タ ー . SV40T 抗
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原 ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク マ ウ ス に お け る 癌 の浸

潤 ・ 転移の解明、 を 研究 し て い ま す。 常 山幸一

助教授 は 肝臓の病理組織診断学 を 専 門 に し て お

り 、 non-alcoholic steato-hepatitis (NASH) の

発生機序 を 研究 し て い ま す。 村井嘉寛助手 (学

内講師) は石綿 と カ ド ミ ウ ム汚 染 の疫学的、 病

理学的研究 を し て お り 、 石綿 の研究で は 業績 を

挙 げて い ま す。 ま た 、 胃 癌 に お け る p53変異 と

Epstein-Barr virus 感染 と の 関係 を 分子病理学

的 に 検討 し 、 着実 に 成 果 を挙 げて い ま す。 高橋

博之 助 手 は 大学 院卒業 2 年 目 で あ り 、 ま だ 人体

病理学の研鐙 の 途上ですが、 筆頭著者の 英文論

文 を 2 報持 っ て お り 、 平成 18年 の 10 月 に 林伸一

助 手 と 交代で MacGil 大学医学部病理学教室 に

留学予定です。 病理専 門 の 大学 院 4 年 の 野本一

博 は 外科医 10年選手で病理 に 転 向 し た 変 わ り 種

ですが (小生 も 内科医 を 6 年 し て い ま し た が) 、

良 く 勉強 し ま す。 立派 な 病理医 に な る こ と は 間

違い あ り ま せ ん 。 将 来 は 乳腺病理専 門 医 に な る

予定です。 留学生 は エ ジ プ ト か ら 1 人、 中国 か

ら 1 人来 て お り 、 そ れぞれが真撃 に 仕事 を し て

お り 、 本国 に 帰国 後、 当 該国 の病理学会 で指導

的 な 立場 に な る こ と が期待 さ れ ま す。 臨床か ら

は 、 第 三 内科 2 人、 和 漢診療学 1 人、 歯科 口 腔

外科 1 人ですが、 そ れぞれが朝早 く か ら 夜遅 く

ま で勉学に励 ん で い ま す。 技官で は 、 熊 田 時正、

八 田 秀樹が 出 色 で 、 免疫組織化学 で気 を は い て

い ま す。 2 人で免疫組織化学 に 関 す る 欧文論文

を 仕 上 げ、 科学研究費 も 何 回 か 受 領 し て い ま

す 。 現在 は 、 超 音 波 に よ る 免 疫組織化学 の 増

感法 を 基礎放射線が講座 と 共 同 し て 開発 し て い

ま す 。 技術補佐員 の安吉佳奈 子 は 分子生物学の

技術 に 秀 で て お り 、 秘 書の井上 ゆ か り は笑顔 を

絶や さ ず し っ か り と 講座 を 支 えて く れて い ま す。

当 該講座 は 医薬大出 身者が多 く 、 医薬大色 (今

後 は 富大色) の 強 い 講座です。 こ れ ら の 名 前 を

挙 げた 内 の 中 か ら 富大 ・ 医 、 北陸 と 日 本 の 人体

病理学 を 背負 っ て く れ る 人材が輩 出 す る こ と が

期待 さ れ ま す。
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病 理 学 ( 2 ) 

講座初代教授、 小泉寓美朝 は 、 昭和52年 か ら

平 成 1 1 年 に わ た り 、 情熱的 に 医学 教育 に 取 り 組

み 、 さ ら に 、 人体病理学 を 中 心 と し 、 そ こ で帰

納 さ れ た 概念 を 動物実験な ど に よ り 実証す る と

い う 講 座 の 基本姿勢 を 確立 し た 。 教宅 員 と と も

に 、 教育 ・ 基礎研究 ・ 診断学 に 根 ざ し た 基礎病

理学講座 の 縫 を 築 き 、 多 く の 医学者 を 育 成 し 、

医 学 の 発展 に 大 き く真 献 し た 。 千 成 1 1 年 の 定年

退官後 に 名手=? 教授 と な り 現在 に 至 る 。

小 泉 は 平 成 7 年 か ら 若 木邦彦助教授 と 体制 を

作 っ た c お も な 研究 は 、 病 巣 感 染 の 免疫病理学

的研究、 穆原病 に お け る 血管 炎 の 病図 的解析、

慢性 関 節 リ ウ マ チ 滑膜 炎 の 病理学的検討 な ら び

に 学 内 ・ 外の他講昨今 と の 共 同 研究 に 集約 さ れ る 。

平 成 8 年 に は 日 本血管研究会 を ι ち仁 げ、 そ の

成果 は 平 成 1 6年難治性血管炎 の 診療 マ ニ ュ ア ル

と し て 調査研究班 に よ りま と め ら れ た 。 研究の

集大成 の 宇 部 と し て 、 平 成 9 {f に H 本歯科保存

学 会特 別 講演 に て 、 病巣 感染の病理 を 発表 し た 。

ネl 会 貢 献 で は 、 平 成 7 年 に は]I CA の 計両 に

よ る サ ン パ ウ ロ州 、kカ ン ピ ー ナ ス 大学 に お け る

技術指 導 の た め の 人材 を 派遣 し た 。 公主健康被

害 調 査 ・ 子 防 に 取 り組 み 、 IriJ 年 に は 環 境庁 長

官 ・ {Î)I:道子大臣 よ り 感謝状 を 授与 さ れ た 。 平

成 10年 よ りカ ド ミ ウ ム の 健康へ の 影響 に 関 す る

研究班員 と し て 活動し たに

平 成 1 1 年 9 月 に篠原IFì古 が第J 代教授 と し て

着任 し 、 若 木助教授 と 体制 を 組 み 、 新 し い 講座

と し て 出 発 し た 。 現在、 干îì幸伸助教授 ( 平 成 1 6

年 よ り ) 、 尾 矢 剛志 学 内 講 師 ( 平 成 1 3年 よ り ) 、

七 井 陽 f 助 手 ( 平 成 14年 よ り ) 、 倉 茂i羊」 教 務

職 員 、 松 島貴 子技官 の 体制 に て 、 )+� 礎病理字講

座 の 業務 を 遂行 し て い る 。

学 部 教 育 は 、 病 理 学 総 論 ・ 各 論 を 通 年 で 授

業 ・ 実習 を 行 っ て 来 た が、 近 年 は 、 病理学総論

の み が病理学講義 と し て 残 り 、 各論部分 は 、 臓

器 別 講義 に 組 み 込ま れ た 。 疾 病 の 病態発午、 形

態 学 を 主 と す る 疾患 の観 察 な ど を 主 に 講義 ・ 実

習 を 展 開 し て い る 。 学 生委 員 会 、 教 務委 員 会

( 平 成 1 5 年 、 委 員 長 ) 、 予 算委 員 会 (平成 14年委

員 長 ) 等 を 通 じ た 教育活動 も 行 っ て い る 。 大学

院修士課程 に お け る 病理学講義 と 、 医学系研究

科認知 ・ 情動脳科学独 立専攻科 の 協 力 講座 と し

て 、 博士課程 の 講義 も 行 っ て い る 。

人体病理学 の 活動 は 、 附 属 病 院 の 病 理解剖業

務 を 行 い 、 学部学性、 研修|え そ の 他 の 医 師 を

対 象 と し CPC を 行 っ て い る 。 随 時 、 医 師 会 等

の 要 請 に よ る CPC も あ る 。 少 数 な が ら 近 隣 の

病 院か ら の妥 求 に こ た え る 病理解剖 も あ る 。 外

科病理診断 は 、 附 属 病 院 の 病理部お よ び他 院 か

ら の 材 料 に つ き こ れ を 行 っ て い る 。 地域 の 交検

会 や 病 理 学 会 の 参加 や 学 内 で、 の 検討 会 に よ り 診

断 の 精 度管理 と 修練 に 努 め て い る 。

お も な 研究 は 、 '1:'相互 神 経 に お け る 転写 因 子研

究 、 血小板 由 米増殖 因 子 を 主 と す る 増殖悶子 の

生体 に お け る 役割 の 解析 に つ い て で あ る 。一 部、

日 本公衆衛生協 会 に て 公害病 の研究 も 行 っ て い

る 。 疾 病 の 発 生す る 基礎 と な る lf.命現象 の 解 明

と 病態生理の別解、 さ ら に は 、 疾病 の 治療 や 予

防 を H 指 し な が ら 、 独 自 のf反日見 に 基づ く独 創 的

な 研究 を 行 っ て い る 。 他 グ ル ー プ と の 共 同研 究

も 進 め て お り 、 平 成 1 6 年 か ら 、 科学 技術振興機

構 の 戦 略 的 創 造ilJI 究 推 進 事 業 (CREST) に も

参 加 し て い る 。 平 成 1 1 年 以 米 、 大 森 義 明 ( 1 2

年 ) 、 足欠剛志 ( 1 4年 ) 、 YI NG-LUA N ZHA O  

( 1 5 年 ) 、 壬JJf:陽子 ( 1 5 年) 、 野 上京 治 ( 1 6 {f ) 、

高 之揚 ( 17 年 ) の 学位論文 を 指導 し た 。 研究交

流 の 推 進 の 為 に 、|正 成 1 1 年 に は 、 鮒 忠 r 教授 ( ス

ウ ェ ー デ ン 、 イ エ テ ボ リ 大学) を 招聴 し 、 セ ミ

ナ ー を 開 催 し た 。 !毛矢剛志 は 、|ξ 成 1 3 午 、 学部の

支援 を 受 け て 、 鮒 恵 子教授 の も と に 1 週 間 の 海

外研修 を 行 っ た 。 平成 1 7年{jjl: 陽 子 は鮒 恵子教

授 の 1'. に 海外 出 張 に よ る 研究活動 を 展 開 し た 。

社 会 貢 献 と し て 、 若木邦彦 ( 昭 和 58� 千 成 1 3

年 、 助 教授 と し て 在籍 ) が平成 12年新潟県 新発

同 病 院 、 松井 A 裕 (平成 1 3 � 1 4 年 、 助 教授 と し

て 在 籍 ) が済年 会 高 |吋 病 院 、 川 口誠 が平成14年

新潟労災病 院 、 高 川 i青が平 成 1 6 年!黒 部 市民病 院

へ、 そ れ ぞれ、 転 出 し 、 地域医療 の 中 核 を 担 う

病理 医 と し て 活躍 し て い る 。

以上、 平 成 7 � 1 7 年 の 講座 の 沿革 を 概観 し た 。



感染予防医学

1 ) 研究 ・ 教育体制、 沿革 に つ い て

・ 設置 年 月 日 1996年

細菌学 ・ 免疫学講座 と 寄生虫 部 門 (病理学講

座) の 改組 に よ り 免疫学講座が分離 さ れ、 細菌

学お よ び寄生虫 学 を 基盤 と し て 新 し い 感染症の

変貌 に も 対処で き る 教育、 研究、 臨床対応 を 行

う こ と を 理念 に 平成 8 年 に 感染予 防 医学講座が

新設 さ れ た 。

研究 で は 、 院 内 感染対策 を 中 心 に 取 り 組み、

医学部 2 年生 (後期) と 3 年生 (前期) を 対象
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に 、 「細 菌 ・ 真 菌 ・ 寄 生虫 j の 講 義 と 実 習 、 さ

ら に 医学部 4 年生 を 対象 に 「感染症」 の 講義 と

テ ュ ー ト リ ア ル を モ デ ル コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム に

沿 っ て 行 っ て い る 。

- 主要人事

教授 舟 田 久 1997年~

助教授 上村 清 1978年�2002年 (定年退

官)

安 岡 彰 2002年~

助 手 松瀬倶 子 1995年�2002年

板i幸寿子 2003年�2004年

鳴河宗聡 2004年~
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免 疫 学

免疫学講座 は 平 成 8 年 4 月 に 細 菌 学 ・ 免疫学

講 座 の 改 組 で 開 設 さ れ た 。 旧 講座 の 細 商 学 ・ 免

疫学 (俗称 細 免 ) 講座 は 昭和 5 1 年 4 月 に 開 設 さ

れ、 当 時 の構成 員 は 、 小西教授、 山 岸 助 教授、

桜 井助 手 の 3 名 で 、 教"Ë は 旧 中 部高校仮校舎で

ス タ ー ト し た 。 2 年 後 に 現在 の 免疫学講座 の 場

所 に 落 ち 着 い た 。 小 西 は 平 成 2 年ま で 13年 間 当

講座 を Uトi し 、 癌 の 血清学的診断j去 の 確 立 、 腸

内 細 菌 の 抗腫蕩効果 、 ウ エ ル シ ュ蘭 や ユ ス リカ

を 用 い た 水質指標性 な と'(7)研究 を 行 っ た 。 こ れ

を 山 岸 (助教授) 、 鈴 木 (助子) 、 坂本 (助 子 の

ち に 講師) 、 河 合 (助 子) が 支 え た 。 山 岸 は 平

成 2 年 に 金沢大学教授 に 、 河 合 は 平 成 5 年 に 広

島大学助教授 に 就任 し た 。

平成 3 年 に 村 口 が二 代 日 教授 に 就任 し 、 平成

4 年 に 間 合 (助 手) 、 、 |ξ 成 6 年 に 岸 (助 教授)

を 迎 え 、 新 し い 体制 で研究 ・ 教育 を ス タ ー ト さ

せ た 。 主 要 な似| 究 テ ー マ は 分子 免疫学 で あ り 、

感染防御の し く み を 分子レ ベ ル で解 明 す る こ と 、

さ ら に 、 1'1 己免疫疾患や アレ ル ギ ー の 病因病態

を 分 fレ ベ ル で解 明 し 予 防 - 治療法 を 確心:す る

こ と を 研究 テ ー マ と し た 。 具体的 に は 、 ア レ ル

ゲ ン の 遺 伝 f解析、 リ ン パ 球 の 発生 ・ 分化 の 分

子レ ベ ル で の 解 明 、 T リ ン パ 球の 胸腺IJ.J の 分化

機構、 抗原受存体の遺伝 f組換 え 活性化遺伝 f

(RA G) の 転写 制御、 ク ロ マ チ ン 構 造 変 化 や エ

ピ ジ ェ ネ テ ィ ッ ク と 転写 の 関 連淳一 の研究 を 展 開

し 、 着 実 に研究成果 を1ム げて き た 。 文部科学省

科，''f:研究費 (蒸盤 B、 基盤 C) や 重 点 領 域 等 で

多 く の研究費 を 獲得 し 、 多 く の 学術論文 を 発表

し て い る 。 さ ら に 、 生理学講座 と 共 同 で 「脳 と

免 疫 の 関 連 分 fJ に つ い て の 研 究 を 開 始 し 、

種 々 の 免疫 脳 関 連 分 子 を 解析 し て き た 。 こ の

研 究 は 文 部 科 学 省 科 学 研 究 費 ( 恭 盤A : 研 究

代表小野式 年) の 研究 費 で行 わ れ、 研究成果 は

高等動物が持つ 認識、 記憶 、 情報処理 の 分子機

序 の 解 明 に 寄 与 で き る と 期待 さ れ て い る 。

ま た 、 平成 10年 に 大 阪大学か ら 松 田 が助 手 と

し て 赴任 し 、 リ ン パ球の シ グ ナ ル伝 達 の 研究 を

開 始 し た 。 主 に 、 細 胞 内 シ グ ナ ル{云 達 の ク ロ ス

ト ー ク 、 シ グ ナ ル 分子 の リ ン 酸化、 抑制 シ グナ

ル の 分子干渉 な ど の研究 を 展 開 し た 。 松 田 は 平

成 1 3 年北海道大学の 薬学部教授 に井 任 し た 。 さ

ら に 、 当 講 座 は 、 平 成 14年 よ り 文 部 科 学 省 の

「 知 的 ク ラ ス タ ー 事 業j の 「 と やま 医 薬 バ イ オ

ク ラ ス タ ー 」 の研究 テ ー マ の I つ 「免疫機能 を

活用 し た診断 ・ 治療 シ ス テ ム の 開発j を 担 当 し 、

産官学述 携研究 を 推進 し て き て い る 。 こ の研究

成果 と し て 、 世界 に 先 駆 け 「 マ イ ク ロ ウ エ ル

チ ッ プj を 開 発、 これ を 利!日 し て 、 現在、 免疫

疾 患 の 診 断 シ ス テ ム の 開 発 と 抗体医薬 の 開 発 を

行 っ て い る 。 こ れま で に B 型 肝 炎 ウ イ ル ス の

中 和 抗体 を 作 製 し て お り 、 特許 を 10件以 上 出 願

し て い る 。 現在 は イ ン フ ル エ ン ザ抗体の 作製 に

取 り 組 ん で い る 。 こ れ ら は 、 富 山 県工 業技術 セ

ン タ 一 、 日立ソ フ ト (株) 、 リ ッ チ ェ ル (株) 、

キ リ ン ビ ー ル (株) 、 ニ ッ ポ ン ジ ー ン (株) 等

と の 共 同研究で あ る 。 こ れ ら の 実績 を 基 に 、 村

口 、 岸 ら が 中心 、 に な り 、 平 成 1 7年 2 月 に 、 大学

発ベ ン チ ャ ー 「 エ ス シ ー ワ ー ル ド (株) J を 設

。: し た 。 木ベ ン チ ャ ー は 、 リ ン パ 球マ イ ク ロ ア

レ イ シ ス テ ム や 抗 原 特 異 的 B リ ン パ 球 検 出

キ ッ ト な ど を dí場 に 供給 し 、 抗体作製受託 な ど

を 行 っ て い く 予 定 で あ る 。



ウイルス学

最近10年 間 の ウ イ ル ス 学講座の 人事異動 に 関

し て は 、 落 合宏助教授 は 、 平成 7 年 よ り 看護学

科基礎看護学教授 に 昇任 し た 。 同 4 月 に 景 山誠

二 助 教授 を 迎 え 、 HIV 感 受 性 と 多 型 に 関 す る

研究 を 行 い 、 ] ICA の海 外活動後、 15年 に 金沢

大学 院免疫制御 部 門助教授 に 転任 し た 。 13年 に

黒川 昌 彦助 手が助教授 に 昇任 し 、 16年 に九州福

祉 保健大学薬学部生化学講座教授 と し て 昇任 し

た 。 佐藤仁 志 は 6 年 に 医学部卒業後、 大学 院 で

水痘 ウ イ ル ス (VZV) の 免 疫 誘 導 機構 な ど の

研 究を 行 い 、 10年 よ り 助 手 に 就任 、 米 国 NIH

Cohen 博 士 の 下 に 留 学 し 、 VZV の 遺伝 子 機 能

と潜伏 感染 に 関 す る 研究 を 行 い 、 13年 に 帰 国 し

た 。 そ し て 17年 に 金沢医科大学小児科助 手 に 転

任 し た 。 山村淳 一 は 学生時代 か ら 教室 に 来 て 、

第一著者の論文 を 発表す る な どの研究 に 続 き 、

7 年 に 医学部卒業後大学 院 に 入学、 単純ヘ ル ペ

ス ウ イ ル ス (HSV) を 用 い た 神 経疾 患 治 療 用

ベ ク タ ー の研究 を 行 っ た 。 1 1 年 に助 手 と な り 、

HSV 研 究 の 権威 で あ る シ カ ゴ大学 Roizman 博

士の研究室 に 留 学 し 、 14年、 金沢医科大学医学

部小児科助手 と し て 帰 国 し た 。 中 国 の 国費留学

生 ・ 李 志紅 医 師 は 、 7 年 に 大 学 院 に 入 学 し 、

HSV 感 染 と 免疫誘導、 生 薬 の ウ イ ル ス 感 染 に

お ける 作用機序の研究 を 行 い 、 北京 医科大学の

研究員 と し て 帰 国 し た 。 タ イ 国 の 国費留学生 S.

Phuminamon は 1 1 年 大 学 院 に 入 学 し 、 VZV の

免疫賦活化作用 の研究 を 行 い 、 学位 を 取得 し て

タ イ 国 NIH へ帰任 し た 。 東 京慈恵 会 医 科 大 学

松尾 光馬 助手は、 12年か ら 13年 ま で助手 と し て 、

帯状癒疹患者の重症度 に 応 じ た VZV に 対 す る

免疫応答 の研究を 行 っ た 。 タ イ 国 の 国費留学生

S.Anchalee は 12年 大 学 院 に 入 学 し 、 1 年 後 に

病 理 学 へ 転 科 し た 。 タ イ 国 NIH よ り P.1 u

rairatana は 国 費 留 学 生 と し て 、 1 5 年 大 学 院 に

入学 し た。 16年 に 、 鈴木美輝子助手が加 わ っ た 。

そ の他 に本 講座 の研究生、 他講座や他大学の

研究者が本講座 で研究 を 行 い 、 釣由 美奈 子、 湯

川倫 子、 井 田 充、 長谷川 と も み 、 神 山朋 子、 横

山朋 典、 上 山 浩永、 松尾 光馬 、 峰咲 幸哲 、 福 田
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淑 子、 古 田 要介、 黒崎邦和が学位 を 取得 し た 。

客 員 研 究者 と し て 、 ケ ニ ア か ら K.].Ng' ang' a，

A.] .Oloo、 F.M.O.Andayi 、 W.] .Nj oroge 、 R.M

Kibaya、 タ イ固 か ら P.Akanitapichat、 V.Lipi

pan、 K.W a tcharee、 カ ナ ダ か ら ].Brown、 ベ

ト ナ ム か ら D.T.Kim、 イ ン ド ネ シ ア か ら Magh

dalena が研究 に 従事 し た 。 篠 島淳 子、 渡 辺 真

奈 美、 長瀬千恵 子、 高浪由美子が講座事務 を 担

当 し て き た 。 現在、 白 木公康教授、 林京子助手、

鈴木美輝子助手、 吉 田 与志博技官、 P.1 uraira tana 

と 、 技術補佐員 の奥 田智 子、 浜結香 、 高浪由 美

子、 研究生の 平本文隆が在籍 し て い る 。

最近の研究 テ ー マ と し て は 、 VZV と HSV の

病 原 性 の 解析、 抗 ウ イ ル ス 薬、 HSV を ウ イ ル

ス ベ ク タ ー と し て 、 神経疾患 の 治療モ デル の作

製、 葛根湯 と そ の 成分の作用 機序 の解 明 を 行 っ

て い る 。 VZV に 関 し て は 、 糖 蛋 白 gH に 対 す

る 中和活性 の 高 い ヒ ト 型モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 に

よ る 病態 の解析 と 水痘 と 帯状癌疹 の治療用抗体

と し て 使用 す る 検討 な ど、 水痘 の病態 の研究 を

行 っ て い る 。 HSV に 関 し て は 、 組換 え ウ イ ル

ス を 作製 し て 、 中枢神経 内 で の 外来遺伝子 の発

現の分布や発現の持続性 を 検討 し て 、 遺伝子治

療ベ ク タ ー と し て の有用性 を 示 し て き た 。 ま た 、

病態の解析 と し て 、 ウ イ ル ス の 感染部位 ト ロ ピ

ズ ム の 決定 因 子 を 検討 し て い る 。

抗 ウ イ ル ス 薬 と し て は 、 富 山化学 と 共 同 で抗

イ ン フ ル エ ンザ 薬 T - 705が タ ミ フ ル と 異 な る

作用機序 を 有 し 、 動物での ウ イ ル ス阻害活性が

強 い と い う 有用 性 も 示 し た 。 「葛根湯 の 作 用 機

序」 の研究 に つ い て は 、 イ ン フ ル エ ンザ 感染マ

ウ ス で の葛根湯作用 の標 的細胞 の 同 定、 有用化

合物 の 同定 、 そ れ ら の物質の転写作用 点の解明、

単独物 質 で の葛根湯類似作用 ま で確認で き た 。

ウ イ ル ス 学に 関連 し た社会的 な 活動 と し て は、

全 国 の 医療機 関 か ら の難治性 ウ イ ル ス 感染症の

相 談 を 受 け 、 ウ イ ル ス の 薬剤感受性検査 を 行 っ

て い る 。 ま た 、 化学療法学会 と 性感染症学会で、

「性器ヘ ル ベ ス の抑制療法 の 保 険適 用 」 を 検討

す る 委員 会の 委員 長 と し て 、 厚生労働省への要

望 を 終 え て 、 承認審査中 で あ る 。 こ の よ う な社

会的活動 も 行 っ て い る 。 ( 白 木 公康)
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薬 理 学

薬理学議席 は 昭和52{f 4 月 に 、 中 西頴央教授

の も と に 開 講 さ れ、 そ の 後平成 5 年 1 1 月 に 武 田

龍 司 教授がて 代 U L 任教授 に 就任 し 、 平 成 1 7 年

7 月 1 [11-J で 三 代 目 主任教授 と し て 服部裕一教

授が着任 し て 、 現在 に至 っ て い る 。

'1 1 西 教授が平成 4 年 8 月 に 副 学長 に 就任 し 講

座 主任 を 退か れ るま で の 沿革 は 、 本学 の 開 学十

周イf及 び三 十 周 年 記 念誌 に 詳 し い が、 こ こ で は

簡潔 にま と め て 記載 さ せ て い た だ く と 、 昭和53

年 開 設時 に 、 中 西教授 と と も に 武 田 助 教授が信

州 大学 よ り 赴任 し 、 続 け て 1 1 1 崎弘美助 子 、 西 日

慶子技官がほ則 さ れ講mそ の 形態が概ね 整 い 、 さ

ら に 11[1 和 53年 9 月 に は百瀬弥 寿徳 助 手 が加 わ っ

た こ と で 、 本格 的 研 究活動 が ス タ ー ト し た 。 さ

ら に 昭和56年 に は 宮 元玲子氏 、 櫨 彰氏 が研究生

と し て 入 同 し 、 研 究 に 従事 し た 。 当 時 の*_ な 研

究 テ ー マ は 、 「 ア ル コ ー ル お よ び ア セ ト ア ル デ

ヒ ド の 薬理作用 」 で あ り 、 fj-: 化薬 剤学 的 お よ び

電 気生理学的手法 を 用い て の解析が進め ら れ た 。

平成 5 年 1 1 月 か ら 平成 1 7年 3 JJま で、 の 武 田 教

授在任期 間 に は 、 百j頼 助 子が助教授 に 昇任 し 、

、|三成 7 {f 4 月 に 東邦大学薬学部教授 と し て 転 /1\

さ れ た 後 は 、 櫨 助 子が助 教授 に 昇進 し た 。 そ の

問 、 山 崎助 子 に 加 え て 、 平成 7 年 4 月~ 平成 1 4

年 3 JJま で は 岡 崎真理氏が、 平成14年 4 月 か ら

は 大井義明氏が助 手 を 務 め て い る 。 武同 教授の

も と で は 、 従 米 の 研究 グ ル ー プ を編 成 し 直 し 、

呼吸中 枢 回 路の 神経薬理学 を メ イ ン テ ー マ と し

た研究活動が行 わ れ た 。 具体的 に は 、 生体 に お

け る 正常呼吸 リズ ム 形成 の 神 経 メカ ニ ズ ム の 解

明 や 、 ス ラ イ ス パ ッ チ を 用 い た 呼吸 中w ニ ュ ー

ロ ン 細胞膜屯流の解析等 で あ り 、 呼吸器系 の 薬

理学 に 新 し い 光 を 当 て て き た 。

平成 1 7年 4 月 に は憧 助教授が愛知学 院大学薬

学部教授 に 栄転 し 、 6 月 に 西 日技官が退職 さ れ、

7 月 に 服 部教授が北海道大学 よ り 就任 し 、 そ の

結果 、 当 議内 はま っ た く 新 し い 体制 で研究 ・ 教

育 を 開 始す る こ と と な っ た コ 平 成 17 年 9 月 現在

で の 教烹 員 の構成 は 、 服部教授、 11 1 崎助 子 、 Å

井助手、 松井 恵 美 事務補佐 員 で あ る 。 平 成 1 8{f

2 月 に は 松 田 直 之助教授 を 北海道大学 よ り 迎 え

る予 定 に な っ て お り 、 研究宅 の 大 い な る 発展 が

期待 さ れ る 。

薬理学 と は 「薬 とlf_ 体 と の 相11: 作用 の 結 果 起

こ る 生 体 に 引 き 起 こ さ れ る 反 応 を 研 究 す る科

学」 と 定義 さ れ る が、 医学研究 の 細 分化、 先 端

化、 学際化が進 む 中 で 、 研究分野 と し て の 薬理

学のidentityが間 わ れ る よ う に な っ て き て い る 。

こ れ か ら の 薬 用学研究 は 、 解析子j去 や 解析レベ

ル を 固 定化す る こ と な く 、 従 来 の 実験薬理学、

細胞電気生理学、 形態組織学、 牛化学、 分子 生

物 学 な ど 多 様 な 研究手法 を 取 り 入 れ 、 解析レベ

ル も 、 個 体全体か ら 、 組織、 細胞、 さ ら に は 分

fレ ベ ル と 、 様 々 な 角 度 か ら 包合的 に 行 う こ と

を 当 教 室 の 基本姿 勢 と し た い 。

病 態 と は 、 生体が恒常性 を 維持す る た め の 生

埋 的 調 節 機構が障害 さ れ た状態 で あ り 、 薬 の 多

く がそ の 調 節 機構 を 修飾 し う る 点 を与 え る と 、

病態 で は 、 菜、 の作用 が多彩 に 変化 し て い た り 、

Hす に は 乱 れ た 調 節 機構が薬 に よ り 正常方IGJ に 修

正 さ れ た り す る 時 も あ る 。 そ れ ゆ え 、 薬 を 実験

子段 に 加 え た 研究方法 を 基本 と す る 薬煙 学解析

Jnt を 用 Lイ重 々 の 病態 に ア プ ロ ー チ す る と 、 隠

れ て い た 未知l の病態 メカ ニ ズ ム の 解 明 に 繋 が る

重 要 な 情報が得 ら れ 、 さ ら に は 正常生体の調節

機構 を よ り 明 ら か に す る nJ 能性 さ え あ る 。

服部 教J受 ・ 松岡 助 救援 ら は 、 以 前 よ り 「全身

性 炎症以 応症候群 と そ れ に 付 随 す る 合併症 の 遺

伝 f 治療 を 合 め た 治療戦略J を 主 た る テ ー マ と

し て研究 し て い る が、 転写 因 子 デ コ イ を 用 い た

敗血杭 性急性肺傷 害 の 遺伝 f 治療 に 関 す る 論文

は 、 平 成 1 7 年発刊 の 米 国 薬理学会雑誌í Molecu

lar Phar macology J で 、 Per spective に お い て

推 焚 さ れ高 い将 来性があ る と絶賛 さ れ た 。 今後

当 教室 で は 、 細 胞 ・ 分子レ ベ ル か ら の ア プ ロ ー

チ に 体系 的 な 研究 を 取 り 入 れ た 病態解析薬理学

と 実験治療学 を 展 開 さ せ、 将 来 の 創 薬 の 開 発や

疾 病 の 治療戦略の発展 に 貢 献 し て い き た い と考

え て い る 。



放射線基礎医学

は じ め に

本講座 は 平成 4 年 4 月 に 医学部33番 目 の 講座

と し て 開 設 さ れ た 。 富 山 医科薬科大学 関学30周

年 で あ る が、 本講座 は ま だ14年 目 の 若 い 講座 で

あ る 。 「放射線」 の 「基礎 医 学」 を 標携 す る 本

講座 は 、 生体に対す る 放射線の リ ス ク と 便益 を

十 分 に 理解 さ せ、 学際的視野 に 立 っ て 基礎 と 臨

床の境界領域 の発展 に 貢献すべ く 教育 お よ び研

究 を 行 っ て い る 。 ま た 、 以前 よ り 本講座 の長が

放射線施設長 を 兼 ね て き た 経緯 も あ り 、 放射線

障 害 防 止 法 に 基 づ く 放射性 同 位 元 素 (RI) 等

の安全管理 に 関 わ る 教育 ・ 訓 練 に協力 し て い る 。

こ の 10年 間 、 本講座 で の 最 も 大 き な 出 来事は

教授の 交代 で あ る 。 本 田 昂 前教授の副学長就

任 に と も な い 、 平成 9 年 4 月 に 神 戸大学医学部

か ら 第 2 代 目 教授 と し て 近藤 隆が着任 し た 。

ま た 、 講座研究室 も 医薬学研究棟竣工 に 伴 い 、

放射性 同 位元素実験施設か ら 移転 し 、 研究環境

は大幅 に 改 善 さ れ た 。

研究体制の変遷と現状

教授の 交代 に と も な い 、 ス タ ッ フ も 交代 し た 。

平成 9 年 3 月 に 二谷立介助教授が済生会富 山病

院 に 転 出 し 、 平成 9 年 9 月 に 、 第一製薬創薬研

究所 よ り 田辺清司が助 手 に 採用 さ れ た 。 平成10

年12月 に 前 田 正敏教務職員 が退職 し 、 平成11年

4 月 に 神戸大学大学 院 医学研究科博士課程 を 修

了 し た趨 慶 利 が教務職員 に 、 また 、 平成12年

12月 に 退職 し た 田 辺 に 代 わ り 、 平成13年 1 月 に

若狭湾 エ ネ ル ギー研究セ ン タ ー よ り 小川 良平が

助 手 に 採用 さ れ、 そ の 後10月 に 講師 と な り 、 現

在 に 至 っ て い る 。 教授 を 加 え て 3 名 の体制 で あ

る が、国 内外 よ り 積極的 に大学院生 を 受 け入れ、

ま た 臨床各科 と の 共 同研究 も 精力 的 に 行 い 、 10

名 の博士号 取得者 を 輩 出 し た 。 現在 は 、 大学 院

生 7 名 ( 内 臨床講座所属 2 名 ) 、 COE 研究員 1

名 、 協力研究員 8 名 、 臨床講座 か ら の 共 同研究

者 2 名 を 受 け 入 れ、 積極的 に 外部 と の 交流 を 進

め て い る 。

本講座 で は 、 放射線や温熱 に よ る ア ポ ト ー シ

ス の 分子機構 お よ び薬剤 に よ る 増 感作用 に つ い
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て研究 を 進め 、 ま た 、 広義の 「放射線」 で あ り 、

診 断 に 広 く 利用 さ れて い る 超音波の 治療応用 に

つ い て の研究 を 行 っ て き た 。 前者で は 、 細胞 内

レ ド ッ ク ス 状態や生体膜 を 修飾 す る 薬剤 に よ る 、

温熱お よ び放射線誘発 ア ポ ト ー シ ス の増 強 と そ

の 分子機構 に つ い て研究 を 行 い 、 後者で は 、 超

音波 に よ る ア ポ ト ー シ ス 誘導、 遺伝子発現の変

化お よ び遺伝子導入 に つ い て研究 を 実施 し て き

た 。 今後 も 、 が ん 治 療 に 利 用 さ れ る 物理 的 因 子

と し て 放射線、 温熱、 お よ び超音波 に 注 目 し 、

細胞 死 の検討か ら 、 さ ら に 遺伝子発現制御 を 利

用 し た 治療へ の 展 開 を 図 る べ く 、 網羅的遺伝子

発現 ・ 情報伝達解析法を 利用 し研究 を 進め る 予

定 で あ る 。 ま た 、 こ れ ら の物理的 因 子 を 含め 、

重金属 や化学物 質 に よ る ス ト レ ス 応答 の 分子機

構 の 解 明 に つ い て も 展 開 を 図 り た い 。

教育体制の変遷と現状

放射線基礎医学の講義 は 、 昭和51年本学開学

以来臨床基礎教育学科 目 と し て 開 講 さ れて き た 。

そ の 後、 コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 導入 に と も な い 、

初 期 過程、 DNA 損傷、 細胞 死、 生存率解析、

感受性修飾 、 腫蕩生物学等、 放射線治療 の た め

の基礎医学 に つ い て 前 半 に 、 生 体影響、 晩 期 影

響、 細胞 内情報伝達、 遺伝医学、 超音波、 電磁

波、 紫 外線、 保健物理、 安全管理等 を 後 半 に 置

き 、 幅広 い 守備範囲 に つ い て効率的 な 講義 ・ 実

習 を 行 っ て い る 。

ま た 、 本講座 は大学院医学系研究科医科学専

攻等の大学 院教育 を 担 当 し て い る が、 講義お よ

び実習 内 容 の 充実 を 図 り 、 新大学 院 で の教育 に

つ な げた い 。 ま た 、 平成 9 年 に 始め た 教 室 セ ミ

ナ ー も 150回 を 数 え 、 教 室 関 係 者 の み な ら ず、

他講座か ら の 参加者 に も恵 ま れ、 放射線、 癌 治

療、 ア ポ ト ー シ ス 等 の最新知見 に 関 す る 論文紹

介や研究紹 介 を 行 っ て い る 。

本講座 は歴 史 も 浅 く 、 小 さ な所帯で あ る が、

生命科学先端研究 セ ン タ ー や他講座 の 協 力 で 、

年 間 の 内外の 学会発表 も 50題前後 と な り 、 学会

で も そ の存在が認め ら れ る よ う に な っ て き た 。

今後 も 教室や研究施設 問 の 連携 を さ ら に 推 し 進

め 、 教育、 研究、 お よ び情報発信 を 通 し て新富

山 大学の発展 に も 微力 な が ら 貢献 し た い 。
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保 健 医 学

保健医学講座 は lIi{和55年 4 月 に 開 設 さ れ、 来

年25年 日 を 迎 え る 。 講義 は 、 llrì 和 54年 か ら 渡辺

正 男 教授 の も と で 開 始 さ れ た 。 一 年 早 く 開 設 さ

れ た 公衆衛生学講座 は労 働 衛 午 、 環境 医学、 保

健 医 学 は疫 学、 対 人 保健 を 中 心 に 講義 し 、 社 会

医学実習 と し て 2 講座 共 同 で実施 し て き た 。 研

究 と し て は 、 集 団 の 健康レ ベ ル の 診 断 (実態把

握 ) そ し て 治療 ( 対 策 ) の た め の疫学的 ア プ ロ

ー チ を 中 心 と し て 行 っ て き て い る 。í呆↑建 医学 と

い う 講陪 名 は 1 1 本 の 大学 の 医学校 ( 音|の で は 、

最 初 で あ り 、 そ の 英語名 を Community Medi島

cme と し た 。

本学 に こ の よ う な 特徴あ る 講座 が 開 設 さ れ た

の は 、 専 門 分化が余 り に も 進 み す ぎ た 医療 サ ー

ビ ス の 統f? を;:}と め 、 欧 米 で1 970年 代 に Family

medicine. Primary hcalth care. Community 

mcdicine な ど の 講 座 が次 々 に開 講 さ れ て い た

時期 に 、 本学医 学 部 の 設fλ が練 ら れ た こ と と深

く 関 係 し て い る 。 地域 に，'t 献で き る 教育 、{i]1究 、

社 会 的活動 を め ざ し ては 辺 教授 は 、 。íI任 の'ι1[ 1

県 衛生líJI 究所 に子 が け た先ÅY�S'j��' モ ニ タ リ ン グ

と ガ ンな録 に)) をiìó い だりfÌÍI fí-t二関 し て は 、 白

山県ím'tlリ| 究所がif，l[大j の光k.異 常 ス ク リ ー ニ ン

クふ の拠点 と し て 、 産 科医 お よ び小児科医 と 連携

し た 地jyx貢献 が続 い て い る。 後{í- で は 、 白山県

ガ ン〈日正 がì:要 病 院 の協 力 の も と で、林抗 さ れ て

い るコ

ま た 、 高 齢化社会 に お い て 、{i)i究雫 と し て社

会丘 献 を 進 め るべ く 、 後 に 、[1'1 が脳守'-:rjl{王3止 を

始め る 際 の モ デ ル の ひ と つ と な っ た 、 小矢部保

健所管内 で、地域 の医 療 機関 と連 携 し て 20年余 り

にわ た っ て 保 っ て き て い るコ す な わ ち 教本発足

11寺 の 助 教授 ・ ωJ千 が前{T: 地 の金沢大学時代 か ら

参両 し て き た 脳 卒 中 患者殺鈷 に も と づ く前l奈川

究の 継承で あ るノ こ の登録 制 度 は 、 全県下 に 拡

大 さ れ |玉| の モ デ ル事業 と し て の 検討 を 踏ま え た

後、 l阜 の独 自事 業 で あ る 脳 卒 中 情 報 シ ス テ ム と

し て 開 始 さ れ た 。 こ の 問 、 保健医学教室 は そ の

発足 に 大 き く 貢 献 し た c 現在 こ の 事業 は県 医 師

会 の 主 導 の も と 介護保険 と 連携 し て 、 脳 卒 1[1 忠

者 の 社 会復帰 お よ び干lûfl上 増 進 の 情 報提供 の ひ と

つ と し て 役i( っ て い る 。

さ ら に 、 長寿時代の疾病 予防 、 健康増進 を 指

向 し た 研究 を 進 め た c ま ず小児期 か ら の健康 的

な 生 活 習 慣づ く り を め ざ し て 、 平成元 年 度生ま

れ の 富 山県 ド の 小 児約 1 万 人 追跡 調 命 ( 富 山 ス

タ デ イ ) を 平成 4 年 か ら 開 始 し た 。 ま た 、 成 人

期 で は 、 厚'iず労 働 省 の 支援 の も と 「過労死 に 関

す る疫 学研究」 を 発展 さ せ 、 心 、玉県社 会的健康 に

閲 す る疫 学研究 を 職域 集[>11 で 行 っ て い る 。 こ れ

は 、 ロ ン ド ン 大学 大 学 院 の 公 衆 衛 't. ・ 疫 学 部 の

マ ー モ ッ ト 教授 が 率 い る 公 務 員 を 対 象 と し た

Wアhitehall 研究 と 連携 し 、 11 !た さ ら に は フ ィ ン

ラ ンド と の 共 同 研究 と し て 行 っ て い る c

最近 で は 、 古LlJ のl'!然 ・ 丈 化 的 資 源 を 活m し

た 健康づ く り と し て 保養医学 の似| 究 に もlj){ り 組

ん で い る 。 保安 地 は 、 地域づ く り 、 人づ くlり) 、

そ し てF白l然環境1保広札護1蔓 の 統合 に よ り 成 り 立つ{健建 康

づづ、 く り のJ拠処処}点!

会やL原県早早今 の同|際絞f健建 康パ 一 ク と 連J携先 し な がら 研究 を

f行了 つ て お り 、 平成1 7年 に は 第7 0�1111本iR 泉気候

物fl[l医学 会 を 「健康 ・ 4ik初日出生 とj品泉 」 の テ ー

マ です:奈川 町 で 開催 し た〈

自1)1究社そ か ら は 、 JJ)(: iqi!i lìíi助 教授が本学|矢)下{'i[S干;

護学 科 の 地域 ・ 老 人石護 の 救J受 、 1[ 1 ['.元 講 師が

H:t卜tl ì去 人北F辛子 防医学協 会の健診セ ン タ 一 長、

Jí]Í，�;J IÌÍJ講 師 が新設の京 都大学 の社 会医学系大学

院の助 教J走 と し て 転H\ (J}!.tl: はLlil立 保{進 医療科

学 院) し 、 新 し い分野 を開拓 し て い るけ 教守と か

ら は こ れま で 1 1 人 の 大学院内 1:修了者 、 3 人 の

医学 修l: 修t1ií- 、 似|究生 か ら は1 2 人 の論 文 |専と

取得 者が巣、'r: っ て い る υ そ のi人j の 1 人 は内 モ ン

ゴー ル医学院 の 院長 を務 め 、 健康増 進 医学 を開

請 し 、 1 ] 1 [1 共同 研究 を す す め て い る( 似| 究生 か

ら は 松 原 (行 川県白:看護 大 学 教民 ) 、 桑守 (富

山知 期 大 学 教民) 、 金粕 (l奇玉県ir大 助 教托 )

ら が学 究 の 分野 で 活躍 し て い る c 現合: は 大学 院

博 士 課程 に 3 人 、 医 学修1: 課程 に 3 人 、 研究生

2 人 がイゼ 籍 し て い る o '1λ 成 1 8-ff 1 0 月 に は 「 第65

回 日 本公衆衛生学会」 を 「健康 な 社 会」 を テー

マ に 富 山 で 開 催す る こ と に な っ て おり 、 教室 の

2:5 年 間 の 教育研 究 ・ ネ1: 会貞 |試 を す る予 定で あ る亡



公衆衛生学

公衆衛生学講座 は 昭和53年 4 月 、 札幌医科大

学 よ り 加須屋貫 教授が着任 し 開 講 さ れ た 。 加須

屋教授 は毒性学 を 専 門 と さ れ、 着任後 は 主 と し

て環境汚 染物 質 の 毒性発現機構や予 防対策 に つ

い て の研究 を 展 開 し た 。 疫学的手法 は主 に 人体

被害 の 発生後 に 力 を 発揮す る ア プ ロ ー チ で あ る

が、 加須屋教授 は疫学的手法 の み な ら ず、 新 た

な予知 ・ 予 防 の研究方法 と し て 組織培養法 に よ

る 環境汚 染物質の毒性予測の研究 に も 着手 し た 。

地域の特性 に 基づ き 、 ニ ー ズ を汲 み 上げた研

究 に 取 り 組 む の が社会医学 ・ 公衆衛生学の使命

で あ る 。 カ ド ミ ウ ム汚 染地域が現存 し て お り 、

多 数の被爆露住民が生活 を 続 け て い る 以上、 疫

学研究 に 終わ り は な く 、 イ タ イ イ タ イ 病 ・ カ ド

ミ ウ ム 環境汚 染 に よ る 健康影響 の 問 題に積極的

に取 り 組 ん だ。 こ れ ら の研究 は 、 環境省 委託研

究事業 「重金属 等 の 健康 影響 に 関 す る 総合研

究」 と し て 、 20年以上 に わ た っ て継続 さ れ、 そ

れ ら の業績は 「環境保健 レ ポ ー ト 」 に 掲載 さ れ

る と と も に 、 多 く の 原著論文 と し て 発表 さ れて

い る 。 こ れ ら の 業績 を ま と め た 「加須屋貫 教授

退官記念 富 山 医科薬科大学 医学部公衆衛生学

教 室 イ タ イ イ タ イ 病 な ら び に カ ド ミ ウ ム 関 連

研究論文集J が、 平成 14年 5 月 に刊 行 さ れて い

る 。 環境 問 題 は 局 地 的 な 環境汚 染か ら 、 全地球

的 な 環境破壊 の 様相 で立 ち 現れて お り 、 研究室

の テ ー マ は 「環境j を キ ー ・ ワ ー ド に 、 環境 ア

レ ルギ ー ・ 花粉 症、 地球環境評価、 職域環境保

健 (産業保健) な ど多 岐 に 渡 っ た 。

加須屋教授 は平成 14年 3 月 に 退官 さ れ、 平成

15年 5 月 よ り 第 2 代教授 と し て稲寺秀邦 が着任

し今 日 に い た っ て い る 。 稲寺 は 肥満、 高脂 血症

な どの 生活習慣病 に か か わ る 細胞 生物学 ・ 分子
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生物学的研究、 環境 医学 な か で も 環境化学物 質

の 生体侵襲機構 ・ 生体影響評価 に 関 す る 研究 に

取 り 組 ん で、 き た 。 社会医学系 講座がめ ざす 「環

境医学」 研究 と は 、 内部環境 ・ 外部環境 に か か

わ ら ず主体の恒常性維持機構 に チ ャ レ ン ジ し て

く る 様 々 な 問題 を 、 疫学的手法や分子生物学的

手法 な ど を 含 む現代科学研究の あ ら ゆ る 技法 を

駆使 し 、 医学的見地 か ら 統合 ・ 解析 し 、 最終的

に 一次予防対策 に 結 びつ け る こ と を め ざ し た も

の で あ る 。 古典的 な 意味で の 環境医学分野のみ

な ら ず、 生活習 慣病 な ど も タ ー ゲ ッ ト に し た 新

し い 予 防 医学研究 を 展 開 し て い る 。

医学部卒業生 の 多 く は 臨床 医学 に 進 む の が現

状 で あ る 。 将来 どの よ う な 場 に あ っ て 医療 に 携

わ る に せ よ 、 医 師 と し て 公衆衛生の場 で対応 で

き る 思考力 をj函 養す る こ と は極めて重要であ る 。

Pu blic health mind と 幅広 い 視野 を 持 て る よ う

な 人材 を 養成 し 、 かっ国 際 的 な 視点、 が持 て る 教

育 を 指 向 し て いる 。 医療 に お け る こ れ ま で の 公

衆衛生学 的 ア プ ロ ー チ の 成 果 を vivid に 伝 え 、

社会医学 的 な 切 り 口 か ら 基礎医学 と 臨床 医 学 と

を 有機的 に 結 びつ け る教 育 を め ざ し て い る 。 コ

ア ・ カ リ キ ュ ラム で は ， I 物 理 ・ 化 学 的 因 子 に

よ る 疾患」 、 「社会 ・ 環境 と 健康j 、 「生活習慣 と

疾病」 の ユ ニ ッ ト 、 お よ び社会医学実習 を 担 当

し て い る 。 さ ら に 、 水質保全 な ど大学全体の環

境安全管理実務 に も 取 り 組 ん で い る 。

講座 の 出 身者 は 、 有津孝吉 (徳島大学社会環

境 医 学講座教授) 、 堀 口兵剛 ( 自 治 医科大学地

域医療学セ ン タ一 助 教授) 、 森河裕子 (金沢医

科大学健康増 進予 防 医 学 講 師) 、 西 条 旨 子 (金

沢医科大学健康増進予 防 医 学 講 師) 、 青 島恵 子

(萩野病 院副 院長) な ど多 く の 分 野 で 活躍 し て

い る 。
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法 医 学

平成 7 年 か ら 現在 に 至 る 10年 間 も 引 き 続 き

滝津 久夫が講座 を 主催 し た 。

こ の 聞 に 、 従来 か ら 引 き 続 い て 行 わ れ て い た

ABO 式血液型 遺 伝 子 の 発現機序 に つ い て の 研

究が進展 し 、 そ の 全貌 が ほ ぼ究 明 さ れ た 。 そ の

成果 を 掲 載 し た 論文 は 頻繁 に 引 用 さ れ て い る 。

こ の 研 究 は 小湊慶彦講師がrjl心 と な っ て 行 わ れ

た が、 平 成 1 0年 1 0 月 か ら 教務 職 員 と し て採用 さ

れ た 畑 由 紀 f が参加 し た 。 畑教務職員 は こ れま

で知 ら れ て い た 転写 開 始点 の 上流 に も う 一 つ の

転 写 開 始 点 があ る こ と を 見 い だ し た が、 こ れが

評価 さ れ て 博士 ( 医学) の学位 を 授リ会 さ れ た 。

島 町 一郎助 手 は ABO 式血 液型遺伝子 の 上流域

に 多 型 牲 が あ り 、 そ の 多 型 形 質 が ABO 式血 液

型遺伝子 と 連鎖 し て い る こ と を 見 い だ し た 。 そ

の 後 、 島岡 助 手 は 平 成1 2年 3 月 か ら 平成 1 3 年 9

月ま で の 問 、 ド イ ツ Münster 大うよt 法 医 学 研 究

所 Br inkmann 教 授 の 下 で 海外研修 を 行 い 、 同

研 究rJr の 研 究 テ ー マ の 一 つ で あ る 民 族 の DNA

多 111 頻 度 調 査 に 参加 し た 。 平 成 1 511: 1 2 月 に小湊

講師 は助教授 と し て 群馬大学 に 転/1\ し た 。 平 成

1 6年 2 月 か ら 病理学講座 第」 か ら 松 井 一 裕助教

授が法医学議時 に配 置換 え と な り 、 法 医 学 の 実

務 に 携 わ る と と も に 、 島 出 助 子 と と も に 酸素曝

露 時 の 肺 胞 障 害 の 研究 に 着 手 し た 。 松井助教授

は 、|λ 成 1 7 年 3 月 に 辞職 し 、 済生会高Ij(jJ 病 院へ転

出 し た が、 協 力 研 究 員 と し て 引 き 続 き 島 旧 助 子

と と も に 研究 を 継続 し て い る 。 事務官 は 小 i会規

伊 fが引 き 続 き 担 当 し た 。ì竜i宰 が平 成 1 2 年 4 月

か ら 1 1 本法 医 学 会理事 に 選 出 さ れ て 現紅 に 至 る

ま で編 集委 員 長 を 担 当 し 、 ま た 平 成 1 5年 4 月 に

は H 本 法 医 学 会総 会 の 会長 に も 指名 さ れ た の で

当 講座 で は 通常 の 教 育 、 研究及 び鑑定業務 に 加

え て 膨大 な 量 の 学 会 関 係 の 仕事が加 算 さ れ る こ

と に な り 、 さ ら に 後述す る よ う に 司 法解剖 数が

噌 加 し た の で 多忙 を 械 め た 。 小i奏事 務官 はk 記

の 事情 に 伴 っ て 激培 し た 事務負 担 を 献 身 的努力

に よ っ て 乗 り 切 っ た 。

こ の 10年 間 の 科研 費 取 得状 況 は 、 基 盤 研 究

(A) 1 件、 基盤研究 (B) 1 件、 ;基 盤研究 (C)

sf午、 萌 芽 研 究 2 件、 若 子研 究 (B) 1 件、 奨励

似| 究 1什ム を い ず れ も 当 教 室 員 が代表者 と し て 取

得 し て い る 。

本学の 医学教育 も 従来 の 講義 中 心 の 教 育 か ら

本 人 が 自 主 的 に 学 ぶ 姿 勢 を 強 化 し た コ アカ リ

キ ュ ラ ム に 移 行 し た 。 こ れ に 伴 っ て 法 医学議出

は 「老化 と ヒ ト の 死」 に つ い て の 責任 を 持つこ

と に な っ た 。 「 ヒ ト の死 」 に つ い て の 様 々 な 取

り 組み は 従 来 の 法 医 学 と 変 わ ら な い が 「老化」

は 高齢化社 会 を 迎 え 、 社 会 的 要求が強 い の で 、

独立 し た 教育 テ ー マ に す るべ き で あ る と 考 え て

い る 。 法 医学実習 は 自主 的 に 学 ぶ と い う 教育方

針 に 切 り 替 え た 。 グ ル ー プ別 に そ れ ぞれ司 法解

剖 事 例 をう え 、 「事例 の 概 要j 、 「解別 所 見j 、

「死 困 の 考 察 お よ び診断」 、 「学習 のま と め 」 の

順 に 整理 し た 報告書 を 作 成 さ せ て い る 。 最 終 日

に Power Point を 肘 い て 学 宵 結果 を 発表 さ せ

て い る が、 卒後 の 事例検討 会 や 学会発表 に 役立

つ よ う に 指導 し て い る 。 学生 は 事例 に 直 而 し て

こ れま で の 講義 中 心 の 教育 で は み ら れ な い 強 い

興 味 を 抱 き 熱心 に 学脅 し て い る 。 適切 な 推 理 と

洞 察 に よ っ て 問 題 を 解 決す る 姿勢が養 わ れ、 こ

の 教 育)j 針 に 適合 し て い る と 考 え て い る 。

」 方 、 社 会情勢 は こ の 10年 間 に 高齢化、 孤 立

化が急 速 に 進行 し 、 ま た 、|λ成 1 1 年 2 月 に 広 尾病

院事件があ っ て か ら |五| 民 の 医療不信が明 大 し 、

異状死体の届 出 義務が医 師 に 対 し て 厳格 に 求 め

ら れ る よ う に な っ た 。 そ の た め に警 察 に届 け ら

れ る 異常死体の 数が急増 し 、 警 察側 も 異常死体

の 死 因 究 明 に )J を 入れ る よ う に な っ た の で 、 司

法解剖 数が倍増 す る よ う に な っ た 。 司 法解剖 は

犯罪 が疑 わ れ る 場合 に 行 わ れ る 解剖 で あ る が、

死 肉 を み る と 心臓疾患や 脳 血管障害 な ど の 突然

死が多 く 合ま れ て い る o J:(IJち 、 突 然 に 死亡 す る

た め に犯罪 が疑 わ れ る択 で あ る 。 そ こ で先 に 述

べ た 日 本法 医学会総会 で は 「突然死があ な た を

襲 う 生活習慣病 で死 な な い た め の 予 防 と 対策

」 と い うこ主 題の 市 民 公 開 講時 を 開 催 し た と こ

ろ 、 600名 を 超 え る 聴 講 者 が あ っ た 。 法 医 学 は

犯罪 解 決 に 寄 与 す る だ け で な く 、 社 会医 学 の 牟

っ と し て 市民生活 に 密長 に 関 与 し な け れ ば な ら

な い と 痛 感 し た 次 第 で あ る 。



内 科 学 ( 1 ) 

内科学第 1 講座 は 昭和51年 4 月 に 矢野三郎教

授の着任 に よ り 開 講 さ れ、 主 と し て 内分泌 ・ 代

謝、 呼吸器、 リ ウ マ チ 、 勝 原病疾患 に 関 す る 教

育、 診療、 研究 を 担 当 し て い る 。 現在、 平成 4

年 2 月 に滋賀 医科大学か ら 着任 さ れ た 小林正教

授の も と で 医 局 員 、 関 連 病 院 と も 充 実 し 、 「優

秀 な 臨床 医 の育成、 国 際性の あ る 臨床研究、 地

域医療への 貢献」 をモ ッ ト ー に 発展 し て い る 。

最近10年 間 を 振 り 返 る と 、 人事面 で は 平成 9 年、

水島豊が弘 前大学医学部老年科教授 と し て 赴任

し 、 浜崎智仁 が本学の和 漢薬研究所教授 に 昇 進

し た 。 ま た 、 平成17年 に は 笹 岡 利安が本学薬学

研究科教授 に 選 出 さ れ、 就任 し た 。 さ ら に 、 加

藤弘巳 が氷見市民病 院院長、 赤 川 直次があ さ ひ

総合病 院 の 院 長 に 就任 し た 。 両病 院 と も 本学 の

卒業生の卒後臨床研修の重要 な拠点病 院 で あ り 、

研修医教育 に 大 き く 貢献 し て い る 。 こ の 10年 間

の全国 規模の主 な 行事 と し て は 平成11年 に 「第

33 回糖尿病 学 の 進 歩」 、 平 成 1 5年 に 「第46囲 日

本糖尿病学会年次学術集会」 を主 催 し た 。 糖尿

病 学 会 年 次 学 術 集 会 は 大 変 盛 況 で 参 加 者 は

7， 000名 以上、 24会場、 招 待 外国 講 演 者 も 20名

に の ぼ り 、 県 内 の ほ と ん どの宿泊 施設 を借 り 切

る 形 と な っ た 。 教育面 で は 3 年生、 4 年生 に お

け る コ ア カ リ キ ュ ラ ム 、 チ ュ ー ト リ ア ル教育 に

つ い て は 内 分泌 ・ 代 謝 を浦風、 呼吸器 を 丸 山 、

免疫 ア レ ル ギー を 杉 山 が担 当 、 企画 し て い る 。

講義 に お い て は 第一内科独 自 に 毎 回 出席 を と り 、

講義の 評価、 感想、 意見 を 書かせ、 毎 回 教官 に

フ ィ ー ド パ ッ ク す る よ う に し て い る 。 チ ュ ー ト

リ ア ル に 関 し て は チ ュ ー タ ー の確保が問 題 と な

る が、 医 員 、 大学院生 に も 参加 を 依頼 し 、 医局

一 丸 と な っ て そ の 教育 の 充実 に努 め て い る 。 ま

た、 5 、 6 年生 の病棟臨床実 習 に お い て は佐藤、

多喜 を 中 心 に 、 学生 を 病棟の 各診療チ ー ム に 参

加 さ せ る こ と に よ り 問 題志 向 型 で 、 よ り 実践 的

な 実 習 がで き る よ う に心が け て い る 。 研究面で

の最近10年 間 の 成 果 と し て は糖尿病 ・ 内分泌 ・

代 謝 領 域 で は 、 1 ) 2 型 糖 尿 病 の 成 因 解 明 、

2 ) イ ン ス リ ン 作用 シ グ ナ ル伝達機構 の 解 明 、
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3 ) 糖尿病性血管合併症 ・ 動脈硬化 の 成 因解明

を研究課 題 と し て 取 り 組 ん で、 き た 。 1 ) で は 、

イ ン ス リ ン 受容体異常症 の解析や イ ン ス リ ン抵

抗性 の 機序 に 関 し て 、 高 田 (康) 、 春 田 、 薄 井

を軸 に 研 究 が行 わ れ、 2 ) で は 、 SHIP 2 の 作

用 を 中 心 に 、 リ ピ ッ ド ホ ス フ ァ タ ー ゼ と イ ン ス

リ ン シ グ ナ ル伝達に 関 し て 、 笹 岡 、 石 原 を軸 に

研究が行 わ れ、 3 ) で は 、 炎症性サ イ ト カ イ ン

IL - 8 の作用 を 中 心 に糖尿病性血管合併症 の発

症機序 に 関 し て浦風 を軸 に研究が行 わ れて き た 。

こ れ ら の研究の成果に は沢、 山崎、 佐藤、 手丸、

平谷、 石木、 岩 田 、 宇 野、 高野、 野畑 、 岸 田 、

鷹 田 、 川 原 、 和 田 、 山本、 堀 、 村上、 小橋、 井

窪、 金谷、 浅水、 石塚、 福居 、 藤坂、 木林、 賀 、

Bukhari Agussalim ら 多 く の 大学 院生、 研究生

が貢献 し て い る 。 リ ウ マ チ 、 勝 原病 の 分野で は

杉 山 、 多喜 を 中 心 に 、 関節 リ ウ マ チ の 治療薬 と

し て 抗炎症性 サ イ ト カ イ ン で あ る IL - 4 に 着

目 し 、 リ ウ マ チ滑 膜細胞 に お け る ア ラ キ ド ン 酸

代謝、 破骨細胞 の誘導作用 に 対す る 効果 を 基礎

的 に検討 し て き た 。 ま た 、 免疫学教室 (村 口篤

教授) と の 共 同 研 究 で 関 節 リ ウ マチ の IL - 4 

の 遺伝子治療 に 関 す る 検討 を 行 っ て い る 。 こ の

研究の成果 は 黒 田 、 蓑 、 原 田 、 篠 田 、 モ ハ メ ド

(エ ジ プ ト 留 学生) 、 朴木 ら の 大学院生の努 力 に

負 う と こ ろ が大 き い 。 呼吸器分野で は前任の水

島 ・ 現丸 山 を 中 心 に 、 1 ) 肺癌 で は 、 肺癌細胞

と 癌抑制遺伝子変異 の 関 連 あ る い は 多 剤 耐性 と

関連す る ABC ト ラ ン ス ポ ー タ 一 発現の解析 を 、

2 ) 急性肺障害 で は 、 ア ポ ト ー シ ス 受容体 Fas

の 発現調節、 Co に よ る ア ポ ト ー シ ス の 細胞 内

分子機構 を 、 3 )哨息で は 、 ア ス ピ リ ン端息 と

LTC 4 S 遺伝子変異 と の 関連、戸2一刺激 薬 の 抗

炎症作用 の解析 を 行 っ て き た 。 こ の研究成 果 は

菓 子 井、 藤下、 林、 藤 田 、 河岸 、 荒屋、 篠 田 、

山 田 、 宮林 ら の大学院生の努 力 に 負 う と こ ろ が

大で あ る 。 大学 院卒業後外国 留 学 し た菓 子井、

藤下、 林、 薄井、 石木が帰国 し 、 教育研究 の指

導 に新 し い エ ネ ル ギー を 注入 し 、 30周 年 を 迎 え

た 今 日 ま す ま す 臨床、 教育、 研究面 と も に 充実

さ せ て い る 。

(杉 山 英二、 小林 正)
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内 科 学 ( 2 ) 

内 科学 第 三 講悔 は 昭和 52年 4 月 、 金沢大学 内

科 学 第 一 議朕助 教授杉本恒 明 が初代教授 と し て

着任 し 、 開 講 さ れ た 。 昭和58年 6 月 杉本教授が

東京大学 内 科学 第 三講座教授 に 転 出 、 同 年 1 1 月

京都大学 第 三 内科 講 師篠 山 主主成が第三代教授 と

し て 着任 し た 。 平成 4 年 1 H 篠 山 教授が京都大

学 内 科 学 第 三 講座 教授 と し て 転 出 、 同 年 1 2 月 東

京大学医学部附属 病 院 中 央検査部講師井上博が

第三代教授 と し て 着任 し た 。 助 教授 は 、 水村 泰

治 ( 昭 和 52年 4 月~ 昭 和6 1 年 3 月 ) 、 飯 出 博 行

( B円相J 6 1 年 7 月~ 平成 5 年 4 月 ) 、 高 田 正 信 ( 、l三

成 5 1f 6 月~ 千 成 14年 3 月 ) 、 麻 野 井 英 次 ( 、lε

成 14年 4 月~ 平 成 1 7年 3 月 ) 、 能 津 孝 (平 成 1 7

年 4 月 � ) が務 め て い る 。

平 成 6 年 度ま で の 人 事 は 『 開 学20周 年 記 念

誌j に 記述 し た 。 そ の 後、 平 成 10if会1 1 月 岸本千

晴助手が京都大学へ転 出 し 、 高 嶋修太郎が附属

病 院 第 二 内科助子 よ り配 置換 え と な っ た 。 平成

1 1 'rt三 2 月 三 羽 邦久 助 手が辞職 し 、 能i宰孝が第 :

内 科助 手 よ り配 置換 え 、 同 年 4 H l共 同 文宏が第

て 内 科助 手 よ り配 置換 え と な っ た 。 平 成 1 3 {f 1 2

)j 高 嶋助手が保健管瑚セ ン タ ー 講 師 に 舛任 、 平

成 1 4年 3 月 高 田 助 教授が寓 山 逓信病 院 院長 に 転

出 し た 。 同 年 4 JJ 麻野 井 講 師 が助教授 に 、 能洋

助 手が附属 病 院 ( 第 二 内 科 ) 講 師 に井 f壬 し 、 t 

野均が富 山 家庭裁判所技官 よ り 助 手 と し て 着任 、

亀 山 智樹が第二 内科助子 よ り配 置換 え と な っ た 。

平 成 1 7 年 3 月 麻野井助 教授が新湊市民病 院院長

に 転 出 し 、 同 年 4 月 能i宰講 師 が助 教授 に 、 供 田

助 子 が 附属 病 院 ( 第 二 内科) 講 師 に 昇任 し 、 、l正

井忠和 が第二 内 科助 手 よ り配 置換 え と な っ た 。

本講庵 は 開 講以 米 、 循環器、 腎 ・ 高血圧 、 神

経 内 科 の 教 育 、 研究、 診療 を 担 当 し て き た 。 昭

和60年代 は神経内科の専 門 医 が不在で あ っ た が、

平成 5 年 神 経 内 科専 門 医 ( 高 嶋 ) が第二 内 科助

手 に 着任後、 徐 々 に 神 経 内科 を 専 門 と す る 教室

員 が増 え て き た 。 神 経 内 科 の 診療 を 充実 さ せ た

い と す る 附属 病 院 の 意 向 に よ り 、 神 経 内科が診

療科 と し て 設置 さ れ、 平 成 1 7 年 6 月 1 6 日 付 け で

慶応大学神 経 内 科 講 師岡 '11 耕 太郎 が教授 と し て

着任 し 、 本講座の担 当 は 循環器 と 腎 ・ 高血圧 と

な っ た 。 神 経 内 科分離後 の 平 成 1 7 年 9 月 1 1::3 現

在 の 医 局 在籍 者 数 は 68名 で あ り 、 う ち 4 �ノ1 が米

国留 学 中 で あ る 。

研究 は 臨 床 の 現場で't じ た疑 問 を 解決す る ス

タ イ ル を 重視 し て き た 。 循環器疾患 の 診療 に は

循環年理の理解が基本 で あ る た め で あ る 。 不整

脈 グ ル ー プ (藤木講師、 水牧助 子 ) は 頻 脈性不

整 脈 お よ び 失 神 の 機 序 、 Br ugada 症 候 群 の 病

態 と 治療方針、 心房細動 と 心房 筋 リ モ デ リ ン グ

に 関 す る 研 究 を 進 め て い る 。 心 不 全 グ ル ー プ

(麻野井前助 教授) は心不全例 の 呼 吸状態 と 自

律神経機能、 睡 眠時無呼吸 と 自 律神経機能、 心

不全例 の 呼吸訓 練 に 関 す る 臨 床 お よ び実験備究

を 精力 的 に 進 め た 。 ま た厚生科研 費 の 分担研究

者 と し て 、 新 し い 除細動器の 開 発 に も 携 わ っ て

い る 。 心 筋 虚 血 グ ル ー プ ( 能津助教授、 亀 I lj 助

手 ) は 虚血 モ デ ル の心臓交感神経機能 に 関 し て

核 医 学 的 手法 を 利 用 し た 研究 を 展 開 し 、 心室 間

質 のノ ル エ ピ ネ フ リ ン 動態 な ど の 基礎 的研究 を

進 め て い る 。 ま た 神 経 内 科 グ ル ー プ ( 高 嶋保健

管理 セ ン タ ー 講 師 ) と 共 同 で心房車111勤 に 伴 う 心

!貯|年塞栓杭 の予 知 と 予 防法一 に 関 し て 、 多 施設共

同 研究 を 展 開 し 多 く の 知 見 を 得 た 。 心エ コ ー グ

ル ー プ ( 平 )1二助 手 ) は心 原性塞栓症 の 予 知l指標

を 明 ら か に す る た め 、 各種の凝血分 f マ ーカ ー

と 経食道心エ コ ー l立| 所見 と の 対比 を 行 っ て い る c

腎 ・ 高 血圧 グ ル ー プ (泉 野 潔 看 護学科助教授、

供 出 講 師 、 上野助 子) は 、 各種動物 モ デ ル の 腎

血行動態 と 血管構 築 の 変化、 ミ ネ ラ ル コ ル チ コ

イ ド 過剰 高 血圧 モ デ ル の 椋 的 臓 器 の 線維化 に 関

わ る 細 胞 内 情報伝達 系 、 腎 炎 モ デ ル な どの研究

を 行 っ て い る 。 こ の 10年 間 の 欧文原著論文 は 平

成 7 年2 1編 、 8 年 1 6編 、 9 年 1 5編 、 1 0年 1 1編 、

1 1 年22編 、 12年 9編 、 1 3 年 1 7編 、 14年 1 1編 、 15

{f 1 2編 、 16年22編 で あ る 。

平 成 1 6 年 4 月 か ら 大学法人化、 卒 後 臨 床研修

必修化 な ど諸制 度 が大 き く 変 革 さ れ、 3 大学統

合 お よ び開 学30周 年 を 迎 え 、 今後 の 10年 間 の 発

展 を 目 指 し 教室 の あ り Ji を 改革す る 時期 に 来 て

い る 。



内 科 学 ( 3 ) 

内科学第 3 講座 は 昭和54年 4 月 に 初代佐 々 木

博教授 の 着任 と と も に 開講、 主 に 消化器疾患 と

血液疾患の教育、 研究、 診療 を 担 当 し て き た 。

平成元年 9 月 に 第 2 代 日 と し て 岡 山 大学 よ り 渡

辺 明 治教授 を お 迎 え し 、 従来の 教室運営 を 維持

し な が ら 新 た な 考 え で教育、 研究 に 取 り 組み消

化器疾患の大 き な 基礎 を 築 い て き た 。 そ し て 平

成16年 に は 第 3 代教授 と し て 杉 山 敏郎が北海 道

大学 か ら 着任 し 、 肝疾患 の実績 に 加 え 消化管領

域、 血液領域の 充実が図 ら れて い る 。

平成 7 年以後 の 主 な 教室 人事 は 以 下 の 如 く で

あ る 。 平成 8 年 4 月 に は助教授 で あ っ た 田 中 三

千雄が当 大学看護学科教授 に 就任、 代 わ っ て 斎

藤が助教授 と な っ た 。 ま た 講師 と し て 若林が任

命 さ れ た 。 平成10年 3 月 末で佐 々 木博学長が退

官 さ れ た 。 平成14年、 斎藤が富 山 大学保健管理

セ ン タ ー 教授 に就任 さ れ、 樋 口 が助教授 に 昇格、

清水が講師 と な っ た 。 平成15年、 樋 口 助教授が

糸 魚 川 総合病 院 院長 に 栄転 し 、 高 原 が助教授、

峯村、 安村が講師 と な っ た 。 平成16年 3 月 、 渡

辺明 治教授が退官 さ れ、 平成16年 9 月 に は杉 山

敏郎が第 3 代教授 と し て 就任 し 、 新 し い 時 代 の

医学研究、 教育の流れに即 し た新 た な 第 3 内科

を 構築 中 で あ る 。 平成17年 に は 米国 か ら 帰国 し

て い た工藤 (俊) が講師 に 昇格 し た 。 平成17年

3 月 末現在の教室員 は教授、 助教授、 以下講師

2 名 、 助手 6 名 、 医員 4 名 、 大学 院生10名 、 協

力研究員 7 名 、 研究生 2 名 、 外国 人客員研究員

1 名 と な っ て お り 在籍 者 は33名 と な っ て い る 。

こ の10年 間 は 年平均 5 名 弱 の 新 入 医 局 員 と 3 名

弱 の 新大学院生 を 迎 え て き た 。 卒後初期研修制

度 の変更に伴い平成16年、 17年度の入局 者 は な

く 、 以後、 地方 医学部、 医科大学そ し て 地域 医

療 は壊 滅的打撃 を 受 け て い る が、 平成18年度の

当 科入局 者 は 5 名 で あ る 。

研究 は 渡辺教授 の 指導下 で進展 し て い た 肝不

全、 肝再生 の病態解 明 を 引 き 継 い で高 原助教授

の グ ル ー プ は 肝線維化や肝障害、 修復 に 関 す る

分子生物学的研究 を 進 め 、 さ ら に HGF や 肝幹

細胞 を 用 い た 肝再生医療 に取 り 組 ん で い る 。 ま
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た 峯村講師 を 中 心 に ウ イ ル ス 性肝炎発症 の 分子

免疫学的解析 を 行 っ て い る 。 さ ら に 安村講師 を

中 心 に 肝癌 、 大腸癌 の ア ポ ト ー シ ス の 解析 を

行 っ て き た 。 一方、 消化管 の 分野で は若林講師

がヘ リ コ パ ク タ ー ・ ピ ロ リ 感染 胃 粘膜の リ ン脂

質解析 を は じ め 肝臓 グ ル ー プ と の 共 同研究 を 推

進 し て き た 。 ま た加藤助手 を 中 心 に 悪性 リ ン パ

腫予後 因 子 の 解析、 末梢血幹細胞 移植 と 自 家骨

髄移植 に 取 り 組 ん で、 き た 。 平成16年か ら は新 た

に 着任 し た杉 山 の指導下、 消化管研究 は 分子生

物学 を 応 用 し た 世界へ挑戦 で き る 最新 の テ ー マ

に 変貌 し 、 肝疾患 も 将来の疾病構造 の 変化 を 見

据 え た テ ー マ に 変化 し つ つ あ る 。 消化管 で はヘ

リ コ パ ク タ ー ・ ピ ロ リ 遺伝子解析 に 基づ く 胃 癌

予 防 、 i貴傷性大腸炎の 原 因細菌 と 治療標 的 の 同

定、 ク ロ ー ン 病 の新規治療標 的分子、 消化管 間

質腫蕩 の遺伝子解析 と 薬剤 耐性克服、 消化器癌

の新規分子標 的治療、 肝疾患 で は 肝再生遺伝子

治療研究 な どが進め ら れて い る 。 こ れ ら の研究

に お け る 文部科学省研究費や厚生労働省研究費

の 受 け 入 れ は こ の 10年 間 で45件 に 上 る 。

教育面 で は 学部教育 の コ ア カ リ キ ュ ラ ム 導入

に 伴 い シ ラ パ ス を 全面改訂 し 、 チ ュ ー ト リ ア ル

教育 も 積極 的 に推進 し て い る 。 ク リ ニ カ ル ク ラ

ー ク シ ッ プ の 内 容 も 充実 し 、 研修医、 学生 も 十

分 な 知識、 技量 の 習 得 は も ち ろ ん の こ と 、 医 師

と し て 望 ま れ る 人 間性溢れ る 医学教育 を 実践 し

て い る 。 JICA プ ロ ジ ェ ク ト と し て 平 成 2 年 か

ら ブ ラ ジ ル ・ カ ン ピ ー ナ ス 大学消化器病診断 ・

研究セ ン タ ー 設立 に 協力 し て き た が、 平成14年

に終了 す る ま で多 く の教室員 を 派遣 し 、 ま た カ

ン ビ ー ナ ス 大学か ら も 医 師 を 迎 え 入 れ た 。 こ の

活動 は平成12年度の大学外部評価 で大 い に 評価

さ れ た 。

こ れ ら 、 教育、 研究、 診療 に お け る 講座活動

の 学 内 評価が教育研究基盤校費の傾斜配分 を 前

提 に 平成14年度か ら 始 ま っ た が、 当 講座 は 平成

14年度、 平成15年度 と も に 学 内 で最 も 高 い 評価

を い た だ い て お り 、 教室員 一 向 、 誇 り に 思 う と

と も に 、 日 々 一層 の努 力 を 重ね て い る 。

(文責 : 杉 山敏郎、 高 原照美)
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皮 膚 科 学

諸橋正 Hfi 名 誉教授 を 含 め 4 名 で 、 昭 和 54年 に

皮!育科講座が開 講 さ れ た 。 以 降 、 諸橋名 誉教授

が平 成 1 7 年 3 月 迄 IriJ 講座 の 運営 を 統括 し 、 同 年

10 月 か ら は 2 代 日 教授 に 清水忠道先 生が赴任 予

定 で あ る 。 講座 開 設後、 !罷 代 の 助 教授、 講 師 や

多 く の 医 局 員 が運営 に 携 わ り 、 数多 く の 関 連病

院赴任 や 開 業 等 で 医療技術克進 や 地域医療 に 貢

献 し て き た c 機器設備 で走査型や透過型電顕等、

外米部 門 で種 々 の UVA 照射 機器、 最 近 は Nar

r ow band UVB を 設置 し た 。 昭和63年 に 手術

台 を 電動 リ モ コ ン に し て外来干術が充実化 さ れ、

数年: flíj ア レ キ サ ン ド ラ イ ト レ ー ザ ー や ル ビ ー レ

ー ザ ー を 購 入 、 色 素性病変や 血管腕竿 に 成果 を

あ げ て い る 。 更 に 、 CO， レ ー ザ ー や デ ル モ ス コ

ピ ー 等 も 導 入 し て い る 。

当 講座 は 数多 く の研究 に 取 り 組み 、 最 近 で は

( 1  )皮膚疾患 に 対 す る 和 漢薬 の 干j.，手的評価 に 関 す

る 研究、 ( 2 ) ア ト ピ ー 性皮膚 炎 に 関 す る 形態'芋 ・

生理学的研究、 ( 3 1各皮屑疾患 に 伴 う 咋 み の 芯起

と 治療 薬 の 止庫機序 、 (� )W槍の病態 の 解 明 、 1 5 ) 

角 化 に 関 与す る 新蛋 (1 質 の 役 割 、 ( ( 川嫌気性 菌 感

染 に 関 す る 研究、 ( 7 )角 質細 胞 間 脂 質 に 対す る 各

薬剤 の 影 響 や 脱毛症 と 治療 薬 の 開 発等 を 展 開 し

て き た 。 研究成果 は外国誌 に 数多 く 掲 載 さ れ て

い る 。 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 和 漢 薬 治 療 研 究 は

COE プ ロ グ ラ ム に 採択 さ れ 、 厚 労 省 、ド 成 1 3年

度 や 同 14� 1 6年 度 に ア ト ピ ー 性皮膚 炎の既存治

療 や 布 用 な 治療法等の研究 を 担 当 し た 。 学会活

動 も積極 的 で 、 昭和6 1 作会 に 第37 凶 日 本皮膚科学

会 中 部支部学術大会、 平成 6 年 に 第2 1 回 [] 本屯

顕皮膚生物学会 や 第 1 9 1wl 日 本接触皮膚 炎守:会、

|ロj 8 年 、 第 4 回 毛 髪科学研究学 会、 同 9 年 、 第

2 1 回 日 本吾粧 品科学会、 Iri) 10年、 第 1 5 11J1 和 漢 医

薬学会、 1 ri] l 6年 に は 第341111 日 本皮膚 ア レ ル ギー

学 会 を 主催 し 、 多 く の 参加 者 に よ り積極 的 な 討

論や 意 見交換が行 わ れ た 。

学生 に 対 す る 講義 で は 、 皮 膚 へ の 広 い 基礎知

識の ト今 に 、 疾患の 原 閃 、 病 態 や 皮膚疾忠 の独特

な 診 断治療法 に 関 す る 知 識、 重 要 な 皮膚 疾 患 の

提示 と 深 い 理解 に 量点 を お い て い る 。 チ ュ ー ト

リ ア ル 教 育 で は皮膚疾患 の 洞 察)J や 判 断能 力 候

成 に 努め て い る 。 病棟実習 で は 指 導 医 と 共 に 入

院患者 を 担 当 し 、 蓄積 し た 知 識 を 応 用 し 診 断 と

治療方針 の 決定等 を 、 外来実習 で診断か ら 治療

迄 の 過 程 と 患者への接 し )j等 を 習 得 し て い る 。

更 に レ ー ザ ー 外米や 脱毛外米等特殊外来 を 見学

し 、 最新の 治療技術 を 学 ん で、 い る 。 院生 に 対 し

ア レ ル ギ ー 学概論、 ア レ ル ギ ー 性 炎 症学 及 び臨

床免疫病態学特論等 を 担 当 し て い る 。

当 講隔 で は 、 計78 1叫 に 及 ぶ富 1 1 1 皮庸 病 態 治療

研究会 の 開 催 に 協 力 し 、 会 員 同 L の 治療 方 法 の

供 覧 や 、 情報交換 ・ 治療技術 のIrlJ 卜会等 に つ と め

た 。 ま た 、 富 山県 皮膚 科 医 会 に も 多 数の 医 局 員

が参加 し 、 症例供覧、 会 員 相 正 の 親陸、 治療研

究 や 社 会 保 険 の 動 的j 等 の 報 告 や 討論 を 行 っ て い

る 。 1 1 月 の 皮 腐 の 日 に は 、 一般人 を 対 象 に 身 近

な 皮膚 病 の 講座 を 行 っ て い る 。 保健所活動 に お

い て も 、 医 局 員 に よ る 講演 会 ・ 啓蒙活動や皮膚

病患者 に 対 す る 丁年 な 個 別 活動 を 行 っ て い る 。

|玉l 際交流で は 多 く の 外 国 人講 師 を 迎 え て 特 別 講

義等 を 行 っ た 。 ま た 、 多 く の 同 際学会 ( 米 国研

究皮膚科学会、 日 独合 同 皮 膚 科 学 会 及 び 国 際研

究 皮 !育 科 学 会 等 ) で演題 を 発表 し 、 |玉l 際交流 を

活発に 行 っ て い る 。 海外官 学 も 盛 ん で 、 米 l玉i や 欧

州 の研究施設 に 医 局 員 を 派遣 し研究成果 を あ げ

て い る 。

診療 部 門 で は 、 開 院後増 員 に よ り 現在約 8 �

10名 の 診療体制 を 組 ん で し 、 る 。 午 前 外 来 は 3 診

制 を 維持 し 、 午後の特殊外来 と あ わ せ て 年 間 2

万 人程 度 の 受診者 に 対応 し て い る 。 特 に 皮膚 付

属 器疾患、 ア ト ピ ー 性皮膚 炎 、 脱毛症 な ど に 力

を 注 い で き た 。 専 門 外来 と し て 脱毛症、 位宿、

ア ト ピ ー 性皮膚 炎 、 ' パ ッ チ テ ス ト 等 を 設 置 し て

き た 。 皮 膚 外科分野 で は メ ラノ ー マ 等 各腫蕩 の

治療 を 行 い 、 ま た 、 白 斑や肢臭症等 の 治療 も 行

い 、 平 成 1 0 年 か ら は重点分野の レ ー ザ ー 外来 を

開 設 し 、 血管腕、 同 平 母斑、 太 田母斑 及 び異所

性蒙古斑等 の 治療 に あ た っ て い る 。 薬疹、 腰 原

病 、 先 天性疾患等全 身 の 多臓器 と 悶述 し た疾患

で は 、 他科 と 協調 し 診療 に あ た っ て い る 。 平 日

午後 は外米生検 と し て 皮膚腫蕩等の外科 的 切 除

や 難治性皮 膚 疾 患 の 生検 を 行 っ て い る 。



小 児 科 学

当 教室 は 、 岡 田 敏夫前教授 を 中 心 に 開 設 さ れ

た 。 開 設 当 初 は 、 教授の専 門 で あ っ た 腎臓 に 関

す る 臨床 ・ 研究 を 中 心 に活躍の場 を 拡 げて い っ

た が、 そ の 後、 富 山 県 の小児医療への貢献 を 目

指 し 、 呼吸器 ・ ア レ ル ギー 班、 神 経班、 循環器

班、 未熟児 ・ 新生児班、 血液 ・ 悪性腫蕩班の専

門 を 編 成 し た 。 附 属 病 院 の 開 院 当 初 は 、 少 な

か っ た患者 さ ん も 、 徐 々 に 増 え 、 各専 門 グ ル ー

プ も 徐 々 に 充 実 し 、 現在 の 当 教 室 の 基盤が作 ら

れた。 平成 7 年か ら は 、 宮脇利男 教授が就任 し 、

基礎研究設備の 充実、 大学院生の増加が加速 し 、

各臨床班 に お い て 、 教授 の専 門 で あ る 免疫学の

視点か ら の研究が 中 心 に 行 わ れ る よ う に な り 、

こ の 分野 を 中 心 に 多 く の研究業績が積み重ね ら

れて い る 。 最近 で は 、 遺伝子診断 を は じ め 分子

生物学的手法 を 採 り 入 れ、 小 児 の 難病 の 克服 に

向 け た研究 を 各班が行 っ て い る 。

臨床研究面 で の 変遷

循環器班 は 、 市 田 蕗子助教授 を 中心 に ス タ ー

ト し 、 第 1 外科の協力 の下、 診療 を 進め て き た 。

平成12年 に は 、 兵庫県立 こ ど も 病 院 か ら 大嶋義

博先生が赴任 さ れ、 手術数 も 飛躍 的 に 増 え 、 成

績 は 全国 の ト ッ プ レ ベ ル と な っ た 。 現在、 北 陸

に お け る 小児循環器外科 セ ン タ ー と し て の役割

を 担 う ま で に な っ て い る 。 研究面 で は 、 左室心

筋綴密化障害や 川 崎病 に 関 す る 研究で、 内外か

ら 高 い 評価 を 受 け て い る 。

呼吸器 ア レ ル ギ ー 班 は 、 乳幼児 の気道過敏性

測定やユ ス リ カ ア レ ル ゲ ン 解析 な どで輝か し い

業績 を 残 し て き た が、 現在 で は Th 1 /Th 2 バ

ラ ン ス に つ い て の基礎研究、 ア レ ル ギ ー 疾患 の

疫学や ウ イ ル ス 感染症診断 に お け る MxA 蛋 白

の有用性 な どの 臨床研究 を 行 っ て い る 。 ま た 小

児の気管支 フ ァ イ パ ー 検査が行 え る 数少 な い 施

設 と し て小児呼吸器専 門 医の育成 に努 め て い る 。

未熟児 ・ 新生児班 は 、 富 山 県 の 周 産 期 医 療 に

貢献 し て き た が、 2001年か ら 、 周 産母子 セ ン タ
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ー と な り 、 施設 も 拡充 さ れ た 。 現在、 二谷武講

師 ら を 中 心 に 、 富 山 県の 周 産 期 医療 の 中心的役

割 を 果 た し て い る 。 研究面 で は 、 腸管免疫 の発

達 に 与 え る 母乳 の 影響 に 関 す る 研究 を は じ め 、

感染免疫 の 視点 に 立 っ た研究 を し て い る 。

血液 ・ 腫蕩班 で は 、 数年前か ら 末梢血幹細胞

移植や骨髄移植 な どの再生医療 に 取 り 組 ん で き

た が、 近年無菌室 も 完備 し 、 最近 で は 、 他科か

ら の 患者 も 含め小児の悪性腫蕩 の化学療法 に つ

い て 中心的役割 を 演 じ て い る 。 研究面 で は 、 X

linked agammaglobulinemia な ど の 先 天性 免

疫不全症 の フ ロ ー サ イ ト メ ト リ ー に よ る 簡易 診

断法の 開 発 を 行 い 、 遺伝子診断 を 併用 し て 全国

の患者発見 に 取 り 組 ん で き た 。 ま た 、 先天性免

疫不全症 の 遺伝子診断 に つ い て 東 ア ジ ア を 中 心

に国 際共同研究 も 展 開 し て い る 。 平成14年 か ら

は 、 宮脇教授が厚生労働省 の 「原発性免疫不全

症候群 に 関 す る 調査 ・ 研究」 の主 任研究者 に 就

任 し 、 事務局 と し て 尽力 し て い る 。

神経班 は 、 精神 運動発達 の診断、 て ん か ん診

療 を 中 心 に 活動 し て き た O 北 陸 で は 、 小児 を 対

象 と す る て ん か ん専 門認定施設 は 当 院の み で あ

り 、 診療活動 に 加 え 教育 に お い て も 期待 さ れて

い る 。 こ れ ま で は 、 脳波、 誘発電位 な どの生理

学的側面か ら の研究 を 行 い 一 定 の 評価 を 受 け て

き た が、 現在 は 、 神 経免疫学的側 面 か ら の研究

を 中 心 に 行 っ て い る 。

地域医療への貢献

全国 的 に 、 特 に 富 山 県 に お い て 、 小児科 医 の

不足が叫 ば れ る 中 、 教室員 の増加 に 呼応 し て 、

こ の 10年 間 、 富 山 県 内 の 公立病院の小児科医派

遣の要請 に 逐次対応 し て き た 。 現在 も 明 日 の小

児 医療 を 支 え る 若手 を 育 成すべ く 、 県 立 中 央病

院、 厚生連高 岡 病 院、 黒 部市民病 院 な どの富 山

県 の 中核病 院 を は じ め 、 多 く の 病 院 に 、 優 秀 な

中 堅 医 師 を 派遣 し て い る と こ ろ で あ る 。

開 学30周 年 に あ た り 、 諸先輩方 の ご努 力 に敬

意 を 表す る と と も に 今 ま で ご支援 ・ ご指導い た

だ い た 関係各位 に 深 謝 申 し 上 げ ま す。
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精神神経医学

( 1 ) 教 室 の II 標

当 教室 は そ の 目 標 と し て 、 地域医療で活躍す

る 人材 の 育 成 と 精 神 医 学 の 重要疾患 に 対す る 総

合的 な研究の推進 を 掲 げて い る 。 地域 の 病 院 か

ら の 医 師 派遣 の 要請 に も で き る だ け 応 え る よ う

に し て い る 。

こ の よ う な 教宅 の 方針 も あ っ て 、 現在の常勤

教室 員 の 数 は そ れ ほ ど多 く な い 。 し か し 、 教室

員 の 努力 に よ り 、 当 教 本 の 研究活動 は 国 際水準

に あ る と い っ て も よ い と 思 う 。 そ れ を 端 的 に 示

す 例 と し て は 、 当 教宅 の 論文 の図 が、 2005{f の

Br ain の 表紙 を 飾 っ た こ と な どがうち げ ら れ る 。

( 2 ) 研究活動

教 本 の Ìê 妥 テ ー マ と し て 統 fT 失 調 症 の 臨 床

的 ・ 基礎的研 究 に 焦 点 を 当 て て い る 。 以 下 に 研

究 グ ル ー プ と Ì'. な 課題 を 述べ る 。

引臨床画像 次元Iii主主C:!t rl鳥 画像 を 用 い た 統合

失 調 症 悶 障 古 の 脳 の 形態学的変化 と 形態幽像診

断j去 の 開発、 ア ル ツハ イ マ 一 的 の 脳 |由H象解析。

①臨床神経'tfl�:事 象 |対述 電位 と LORETA 解

析 を 用 い た 第 2 世代抗精神 病 薬 等 の 効果。

ぽl臨床薬理: 統合失古島w の認知 ・ 社 会 機 能 障 害

に 対す る 第 2 世代抗精 神 病 薬 等 の 効 果 。

引眼球運動: 統合失r\fli]抗闘忠J干の探索 的 眼球運

動。

位l遺{ムー f解析 : 統合失調症忠 �. の 遺伝 f解析。

今後 の 課題 と し て 画像変化 を 指標 に し た 遺伝 子

解析。

⑨神 経生理 (基礎): 統 合 火 調 症 モ デ ル ラ ッ ト

の pr epulse inhibition と 社会的相 li.行動の 変化。

精 神 薬 理 (基縫い 当 教 室 で 開 党 し た 内 暁皮

質傷古一 ラ ッ ト に つ い て の 検討 。 P. Seeman 教授

か ら 共 同研究 の 申 し 込み に よ り 、 ド ー パ ミ ン 受

容 体 の 変 化 が 測 定 で き た こ と は 大 き な 成 果 で

あ っ た 。 NMDA 受容体J古抗薬 に よ る 動 物 モ デ

ル の 社 会 的 行動 に 対 す る パ ソ プ レ ァ シ ン 誘導体

の 効果 。 モ デ ル 動物 の 行動 と 形態 学 的 変 化 を 治

療 し 得 る 薬剤l の ス ク リ ー ニ ン グ の 開 始。

⑧児童思春期: 注意欠 陥 / 多動性障害や 児童統

合失調症 の 認知機能。 白 閉 症発達支援セ ン タ ー

へ の 参加 。

①認知神経心理学: 統合失調抗や認知症 に 対 す

る 認 知 神 経 心 理 学 的 評 価 (心埋 学 教宗 と の 共

[ riJ ) 。

教 室 員 の 数 に 比べ て グ ル ー プ数が多 い が、 こ

れ は 個 人が複数の 分野 に 所属 し て い る こ と に よ

る 。

平 成 1 7 年 度 外 部 資 金 と し て は 、 奨 学 寄 付 金

( 2 1 病 院 お よ び製 薬 会社) の ほ か 、 科学技術振

興 機構 の 戦 略 的 創 造研 究 推 進 事 業 (CREST)

の 分担 、 学術振興 会 の 科 学 研 究 費 は k� 盤 C を

4 つ 、 若 手 B が ] つ 、 厚 生 労 働 省 の 研 究 班 3

つ な どで あ る 。

( 3 ) 教育

コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム で は 、 シ ス テ ム 情動科 学

講 座 と 共 同 で 、 「 精 神 系 J 29 コ マ を 担 当 し こ

の他、 「老化 と 人 の 化j 、 お よ び 「 医 学 の 創造」

の コ ー ス で 1 コ マ ずつ 担 吋 し て い る 。 精神系 の

試験で は 、 前 の 時 間 に キ ー ワ ー ド の 1'1 習 時 間 を

も う け 、 試験 に は ぷ 本 問 題 を 出 題 し て い る 。

( ;( ) 学会等

平成 10年 5 ) J  3 0  [l に 教室 開 講20同 年記念 を 白

遊館 ( 市 山 市 ) で 開 催 し た υ 学会活動 と し て は 、

平 成 1 3年1 0 JJ に 第2 1 回 日 本精神科診断学会 を �t�

山 l寸 際 会 議場 で 開 催 し た 。 平成1 7年 に 「精神科

早期診断 ・ 早期 治療懇話会」 を 設 。: し 、 、 |λ成17

{F 8 月 に サ ン フ ォ ル テ (白 Ji I rb' ) で 第 1 回 の 懇

話 会 を 開 催 し た 。

( 5  ) 人事 (平成 7 年 以 降 )

教授:合知正佳 ( lIf同fJ 6 1 年~ 現作 )

助 教授: 常 藤 j台 、 鈴木道雄 ( 平 成1 0年 � )

講 師: 福 田 英道、 鈴木道雄、 江守 賢次、 黒 ) I [

賢 造 、 住 77 太 幹 ( 平 成 12{J'. � ) 、 川 崎 康 弘 (平

成 1 2 {r � ) 。

助 子: 谷井清之、 堤 学、 i[守 賢次、 松 Jt:三

枚、 萩野 宏文、 殿 谷康博、 黒 川 賢造、 住吉太幹、

村 町 品 彦 、 上原 降 (平成10年、 平 成 1 4 年 � ) 、

岡 部 彰 人 、 山 下委希子 、 角 田 雅 彦 ( 平 成 1 1 年

� ) 、 岩 田 卓也 ( 平 成 1 2年 � ) 、 野 原 茂 、 四

崇 、 出 尻市 嗣 、 高橋 努 (平成14年、 平成1 5

午 � ) 、 長谷川 雄介、 田 仲耕大 ( 、|ξ 成 1 6 年 � ) 。



放射線医学

1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状

教授瀬戸光の も と で研究、 教育、 臨床が行

わ れ て い る 。 ス タ ッ フ は 講 師 : 野村邦紀、 蔭

山 昌 成、 清水正司 、 助手 : 野口京、 神前裕一、

富津岳人、 亀 田 圭介、 川 部秀人、 医員 : 森尻

実、 大 学 院 生 (修士課程) : 安 達登志樹、 長

浜航永、 そ の他研究生 5 名 で構成 さ れて い る 。

ま た 、 放射線部 の助教授渡遺直 人お よ び助 手

小川心ー も 参加 し て い る 。

研究分野 は 臨床研究 を 重視 し て い る 。 主 な

研究 テ ー マ は 1 ) 機能お よ び形態融合画像 に

よ る 癌 の早期診断 と 治療効果 の 評価、 2 ) 小

核試験 を 用 い た リ ン パ球の 放射線組織障害の

評価、 3 ) 磁気共鳴画像法 に よ る クモ 膜下 出

血 の 早期 診断法 の 開 発、 4 ) カ テ ー テ ル 設置

法 に よ る IVR 効 率 化 の 研 究、 5 ) 外 部 照 射

の 効果 と 遺伝子 の 関係 な どがあ る 。

こ の 10年 間 に 発表 し た 論文 は 英文97編、 和

丈 8 編 で あ る o ì.度遺直人が 「放射 性 ヨ ー ド の

リ ン パ球の 放射線組織障害の研究」 で 日 本核

医学会の核 医学会賞 を 受賞 し て い る 。 ま た こ

の 間 に 送 り 出 し た 大学院生 (博士課程) は 4

名 、 修士課程 1 名 と な っ て い る 。 外部研究費

の 受 入 状況 で は 科学研究 補 助 金 (14件) 、 上

原記念生命財 団 ( 1 件) な ど を 受 け て い る 。

2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状

学部教育 の講義で は放射線の 防護 と 管理 を

踏 ま え て 、 画 像 診 断 (CT、 MR、 超 音 波 を

含 む ) 、 核 医 学、 イ ン タ ー ベ ン シ ョ ナ ル ・ ラ

ジ オ ロ ジ ー お よ び放射線治療 の 4 分野 に つ い

て 講義 を 行 っ て い る 。 し か し 、 平成15年度の

カ リ キ ュ ラ ム 改訂で臓器別授業が重視 さ れ る

よ う に な り 、 こ の範騰 に 入 ら な い放射線医学、

臨床検査学、 麻酔学が一 緒 に さ れて 、 基本的

知識の 中 で の 講義 と な っ て お り 問 題があ る 。

臨床実習 で は こ れ ら の 4 分野 の 講義 を 補 う

た め 、 少人数の効果的 な 対話式講義 の 後 に 実

習 或 い は 臨床見学 を し て 、 よ り 実践 に 近 い 経

験 を し て も ら う よ う に 工夫 し て い る 。 ま た 放

射線治療 で は 患者 を 担 当 し て 、 放射線治療の
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長所 と 欠点 を 理解 さ せ る よ う に し て い る 。

大学院教育 で は 医 員 の慢性的不足 と 専 門 医

志 向 の た め博士課程の大学 院 に 入学 さ せ る こ

と が極 め て 困 難 に な っ て い る 。 修士課程 は 診

療放射線技師の社会人入学が増 え て お り 、 放

射線医 と の 共 同研究 に 役立 つ て い る 。

3 ) 沿革 に つ い て

設置 は 昭和53年 4 月 1 日 で あ り 、 初代教授

は柿下正雄 (昭和53年 4 月 ~平成 8 年 3 月 )

で あ る 。 そ の 後任 と し て 教授瀬戸光 (平成 8

年 8 月 ~現在) がヲ | き 継 い で い る 。 こ こ で は

こ れ ま で 当 講座 で活躍 し 、 転 出 し た主 要教員

に つ い て 述べ る 。 転 出 時、 講師羽 田 陸朗 ( 昭

和53年 4 月 ~ 昭和 60年 1 月 ) は 本学 附属 病 院

放射線部の助教授 を 経て 、 現在 開業、 同 講 師

石崎良夫 (昭和54年 4 月 ~ 昭和61年 5 月 ) は

現在、 南砺市民病 院放射線科部長、 同 講師二

谷立介 ( 昭和 54年10月 ~平成 4 年 12月 ) は 本

学放射線基礎医学講座の助教授 を 経て 、 現在、

済生会富 山 病 院放射線科部長、 同 講師亀井哲

也 (昭和56年 6 月 ~平成 5 年12月 ) は現在、

済生会 高 岡 病 院放射線科部長 と し て そ れぞれ

活躍 し て い る 。 ま た 、 事務官古志千樹 (昭和

53年 5 月 ~ 昭和55年 4 月 ) の 退職 に 伴 い 、 技

官 道林清美 (昭和55年 4 月 ~現在) が引 き 継

い で い る 。 そ の他、 多 く の 教員 、 医員 の皆様

に支え ら れて き たが紙面の制約があ り 割愛す る 。

装置 と し て は 平成 9 年 2 月 に 位相差顕微鏡

を 購 入 し 、 小核試験の研究 に利用 し て き た 0

4 ) そ の他

外 国 人留学生 と し て 中 国蘇州 医学院か ら 呉

翼偉先生 (平成 4 年 1 月 ~平成 9 年 3 月 ) が、

医学博士 の学位 を 取 り 帰 国。 現在、 蘇州大学

医学部核 医学科教授 と し て 活躍 さ れて い る 。

イ ン ド ネ シ ア ウ シ ュ パ ン ダ ン 大学か ら は イ

ズ ラ ス イ ク パ ル先生 (平成 6 年 6 月 ~平成

9 年 3 月 ) が診断の研究 に 従事 さ れ た 。

海 外研修 と し て は 渡遺 直 人 が 米 国 ス タ ン

フ ォ ー ド 大 学 (平 成 3 年 9 月 ~平 成 5 年 1

月 ) で核医学研究、 野 口 京 は 米 国 ペ ン シ ル ベ

ニ ア 大学 (平成14年10月 ~平成15年 3 月 ) で

磁気共鳴画像診断の研究 に 従事 し た 。
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外 科 学 ( 1 ) 

昭 和 5 1 年 山 本教授、 昭和52年 に 上 山 助 教授が

着任 さ れ 第 ム外科 の 歴 史が始ま っ た 。 本年で大

学 開 設30周 年 を 迎 え た 。 既 に 10周 年 お よ び20周

年記念誌 に も 載せ て あ る の で 、 こ こ で は 最近10

年 を 中 心 に 記載す る 。 平成 3 年 に 上 山 助 教授が

国 立金沢病 院心臓血管外科部長 ( 後 に 病 院長) 、

永井講師が富 山 赤 十 字病 院心臓外科部長、 開 講

師が石川県 立 中 央病 院心臓外科 部長で転 出 し た 。

こ の 大幅 な 人事異動 を 補 う べ く 平成 4 年 三 崎

助 教授 (平 成 6 1fム よ り 教授) を 迎 え 、 小 児心臓

は村上助 子 を 中 心 に 、 成 人心臓 は金沢大学か ら

加 わ っ た 渡 浸 助 手 ( 平 成 12 年 よ り 助 教 授) 、 パ

リ 大学か ら帰 学 し た 湖 東助 子 を 中 心 と し た チ ー

ム が 誕 生 し た 。 村 L は 小 児 の 無 輸 血 手 術、 術

中 ・ 術後管理 に お い て 優 れ た 臨床研究 を 行 っ た 。

そ の 業績が認め ら れ平成10年 に 束;京大学胸部外

科 に 移 り 、 現 在 同 科 の 助 教授 を 務 め て い る 。 波

遣 は 人工心肺 を 使用 し な い心拍動下バ イ パ ス を

多枝バ イ パ ス に 応 用 す る と と も に 、 完全鏡視下

心拍動下バ イ パ ス 術 を 開 発 し 世 界 に 発信 し た 。

こ の 業績で富 山 賞 を 受賞す る と と も に 平成 1 2 年

に金沢大学 第 1 外科教授 と し て 就任 し た 。

な お 、 村 上 の抜 け た 小児心臓 は 宇於崎助 手が

引 き 継 い だ。 平 成 1 2年 に 産 科 と 小 児科 が NI CU

を 開 設す る に お よ び新生児心臓外科 を 充実す る

必要が生 じ た た め 兵 庫 県 立 こ ど も 病 院 か ら 大嶋

講 師 を 迎 え た 。 左心低形成症候群 に対 す るノ ー

ウ ッ ト 手術 の 成 功 な ど実績 を 挙 げ北 隣 の セ ン タ

ー と し て ほ体搬送 、 重症新生児 の 外科治療 に 協

力 し た 。 平 成 1 5 {fて か ら は 助 教授 と し て 活躍 し て

き た が、 本年 4 )J か ら 兵庫県 立 こ ど も 病 院 の 心

臓外科部長 に 決定 し 転 出 し た 。 後任 と し て 4 H

か ら 同 病 院 よ り 芳村 講 師 、 村 上助 手 を 迎 え 更 な

る 充 実 を 図 り 、 そ の 結果 大 学 を 含 む 北 陸 の 主

だ っ た 全 て の小児科 よ り 子術 の 紹 介 を 受 け る よ

う に な っ た 。

一 方 、 i度透助教授 の 抜 け た 穴 は 湖 東講 師 が心

拍動下 バ イ パ ス 、 胸部大血管 を 引 き 継 ぎ現在副

科長 と し て 安定 し た 成績 を 挙 げて い る 。

ま た 、 平 成 1 3年 か ら は深原助手が ド イ ツ ボ ー

フ ム 大学心臓 セ ン タ ー よ り 4 年 間 の 術 者 の 経験

を 経 て !語 学 し 成 人心臓 グ ル ー フ。 に 加 わ り 弁形成

を 含 む 弁膜症手術、 冠動脈バ イ パ ス 、 心M細動

子術で活躍 し て い る 。ま た 開 学 以米 上 山 助 教授、

宮 川 講 師 と 引 き 献がれて き た 腹部大動脈、 末梢

血管外科 に 関 し て は 横 川 講 師 が行 っ て き た 。 平

成 1 1 年 高 岡 市 民病 院 に 胸部血管外科 を 新設 し た

い と の 要 請 が あ り 横川 講 師 が初代部長 と し て 赴

任 し た 。 そ の 後 を 山 下助手が引 き 継 ぎ 、 大動脈

療 に 対 し て は 人 工血管置換 と と も に 大血管の ス

テ ン ト 治療 に 取 り 組み低侵襲 化 に 努 め て い る 。

第 1 外科 の も う 一本の柱 で あ る 呼吸器外科 は

開 学 以 来 山 本教授、 龍村講 師 が行 っ て き た c 平

成 8 年 に 龍村 講 師 が救急部部長 に 昇任 し た 後 は

杉 山 講 師が引 き 継 ぎ グ ル ー プ の 長 と し て 活躍 し

た 。 平成10年 に 光学診療部副 部長 に 昇任 後 、 同

1 1 {干 か ら は 東 名 厚 木病 院 に 就職 し 関 東支部 と し

て 後輩 の 育 成 に 当 た っ て い る 。 そ の 後 第 1 外科

の 呼吸器 は 、 原助 手 lニ ヲ | き 継がれ、 現 在 は 土 11皮

助 手が呼吸器 均支部 門 の 副科長 と し て 活躍 し て

い る 。 中 で も 上岐が開発 し た 完全鏡視 ド肺葉切

除 は 北 日 本新聞が第一面で取 り k げ超低佼襲手

術 と し て i主 日 を 浴 び た 。

一 方沖 出 講 師 は 開学以来一貫 し て乳癌 、 l↓i状

腺 を 中 心 と し た ー般外科 の 治療 に 当 た っ て き て

い る 。 大学病 院 の 独 川 去 人化 に 伴 い 手術件数が

問 題化 さ れ て い る が、 第 1 外科 で は 子術件数の

多 さ で 問 題 は な い も の の 、 し 叶、 に 効率 的 に 子術

J易が運営 さ れ る かが鍵 の よ う で あ る 。 研究 テ ー

マ と し て は①心臓手術後不整脈の発生機序解明

と 治療 、 ②{、衣面周波数分析 に よ る 心房細動機

序 の 解 明 、 ③胸 部心臓 血 管 の 低位襲術式 の 開 発、

④低侵襲千術が肺癌'iIt例術後の予 後 向 上 に 寄与

す る か 分 f生物学的検討 を 行 っ て い る 。

全 l玉l 的 な 学会活動 と し て 、F成14年 5 月 に 第 1 7

同 日 本心臓ペ ー シ ン グ ・ 電 気生理学会 を 行 っ た 。

こ こ で 海外 よ り シカ ゴ小児病 院心臓外科 マ ブ ロ

ー デ ィ ス 教授 を は じ め 1 1 名 の 海外か ら の 招 待 講

演 者 を 交 え 最 新 の 不 整 脈 の 治 療 に つ き 討 論 を

行 っ た 。 今後心臓 血管外科 ウ イ ン タ ー セ ミ ナ 一 、

関 西 胸 部外科学 会 を 予 定 し て い る 。

( J崎 拓郎)



外 科 学 ( 2 ) 

1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状

- 研究 テ ー マ と ス タ ッ フ

平成 9 年 は 藤巻前教授が退官 さ れ、 2 代 目

と し て 塚 田 教授が着任 し 消 化器外科の 中 で 医

局 の 重 心 が 消 化 管外科 か ら 肝 胆 勝外科へ と

移 っ た 。

研究テ ー マ で は前教授時代 か ら の 食道癌細

胞 培養、 BRM を 用 い た 大腸癌発生予 防、 肝

転移予 防 の 基礎的研究、 ハ イ パ ー サ ー ミ ア に

よ る 癌 治 療研究、 人 工虹 門 や 食 道 癌 術 後 の

QOL を 考慮 し た 機 能 的 外科 の研究、 癌 遺 伝

子発現、 癌 タ ー ゲ ッ ト 治療 に 加 え 、 1 . 肝胆

勝悪性腫蕩 の診断学お よ び治療学、 2 . 消化

器悪性腫蕩 の 診断学お よ び治療学、 3 . 門 脈

圧克進症の病態生理 と 治療、 4 . 接着分子 を

介 し た癌 の転移 メ カ ニ ズ ム 、 5 . 肝虚血再濯

流障害 と 肝細胞 ア ポ ト ー シ ス 、 6 . 直腸癌 に

お け る 人工虹 門 回 避手術、 7 . 異種肝移植の

基礎的研究、 8. 外科感染症 の 制 御 に 関 す る 研

究、 な どが行 わ れ、 大学 院 院生 を 中 心 に 学 内

外 を 含 め た 関係施設での リ サ ー チ を 行 っ て い

る 。

- 主 な研究業績

H 7 年 ま で の 20年 間 で の 課程博士18名、 論

文博士13名 に 加 え 、 H 8 年 以 降 の 10年 で 、 課

程博士、 論文博士 を 含 め て お名 が誕生 し て い

る 。

- 科学研究費補助金等 の 受 け 入 れ状況、 学会

活動等

日 本外科学会、 日 本消化器外科学会、 日 本消

化器内視鏡学会、 日 本消化器病学会、 日 本肝

胆勝外科学会、 日 本移植学会、 日 本肝臓学会、

日 本癌 治療学会、 日 本腹部救急 医学会、 日 本

大腸旺 門病学会 な ど多数の評議員 、 指導医 ・

専 門 医 を 生 み 出 し て い る 。

一最近10年の 主催学会、 研究会 な ど

平 成 12年 第245 回 北 陸外科学会、 平 成13年 第

四 回 日 本消化器病学会北 陸支部例会、 平成14

年 第253 回 北 陸外科学会、 第32 回 日 本小 児 外

科学会北 陸地方会、 平成15年第81 回 日 本消化
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器内視鏡学会北 陸地方会、 第30 回 日 本棒切研

究 会、 平 成17年第13回 日 本消化器内視鏡学会

北陸セ ミ ナ一 、 乳腺 と 栄養研究会 ( 久 司 道 夫

特 別 講演会) 、 平成18年市民公開講座 : 乳癌 、

医療 と 食の フ ォ ー ラ ム 等 を 開催 し て き た 。 研

究活動 は急性血管性拒絶反応 に お け る 異種抗

体の血管 内皮細胞 に 及 ぽす作用 の 分子生物学

的解析、 イ ン ス リ ン の 肝 内 ク リ ア ラ ン ス お よ

び肝 内脂 質代 謝 に 対す る シ グ ナ ル に 関 す る 検

討、 勝癌再発予 防 を 目 的 と し た新 し い 遺伝子

治療法 の 開発、 慢性肝障 害 に 対す る 免疫療法

と 、 牌臓切 除 に 関 す る 基礎的研究 な どが行 わ

れて い る 。 科学研究費補助 金 は 過去 5 年 間 で

6 件取得 し て い る 。

2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状

- 講義、 実習体制 と 内容 な ど

H14 ま で は 消 化器外科学 を 中 心 に 、 4 年次

に 外科総論、 各論 を 、 5 � 6 年次 に 臨床講義

を 行 っ て き た が、 H15年 度 よ り 問 題 解 決 型

チ ュ ー ト リ ア ル教育の導入 を 図 り 、 統合型 コ

ア カ リ に 改革、 関係各科 と 連携 し て 消化器疾

患及び内分泌 ・ 栄養 ・ 代謝 ・ 乳房 、 成 長 と 発

達ユ ニ ッ ト お よ び、 基本的診療技能 の主要 な

部 分 を 担 当 し て い る 。 OSCE、 CBT を 経 て

5 - 6 年次 は ベ ッ ド サ イ ド に て 病棟主治 医 チ

ー ム 研修医 と 行動 を と も に し 成 果 を挙 げて い

る 。

3 ) 沿革 に つ い て

- 設置 年 月 日

昭和51年 4 月 に 故伊藤助教授の着任

昭和52年 4 月 に 故藤巻教授の着任

H 元年外科学 l 講座 と 合 同 で 開 院10周 年記念

講演会 を 開催

H 6 年 第44 回 日 本消化器外科学会 を 主催

H 7 田 淳助 教授が看護学科教授 に 昇任

H 9 年10月 塚 田 教授 の 着任

- 主要人事 (教官、 事務官 の任免)

教 授 (藤 巻 S52、 塚 田 H 9 ) 、 助 教 授 (伊 藤

S51 、 田 i幸 S61 、 坂本 H 7 - 1 1 、 山 岸 H17)

講 師 ( 田 淳 S52、 斎 藤 寿 S54、 唐 木 S59、 阿

部 要 S61 、 山 下 S62、 坂 本 H 7 、 新 井 H 7 、

竹森H 9 、 田 内H12、 霜 田H13、 庚J I ! H13、 i青
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水 H B 、 斎 藤 光 H14、 阿 部 秀 H14、 南 村 II

1 5 、 坂東 日 1 6 、 LLI 岸 H1 6 、 長 同 日 1 7 )

H 1 2ijô よ り 千 葉 大 第 1 外科 (宮崎勝教民) と

相互交流、 肝移植実施 に 備 え 京都 大学移植外

科 ( 田 中 紘 一教授) へ 出 張 開 始 し た c H 1 6年

よ り 始 ま っ た研修|矢 制 度 に よ り 、 全 国 的 な 大

学 医 局 の構造改革 も 進 行 し て い る な か で 、 当

科 に お い て も 特色 の あ る 同 修 カ リ キ ュ ラ ム を

打 ち 出 し て 地域長療 に 貞 献で き る 外科 医 を 育

成 し て い る 。

関 連病 院 は 前期 、 中 期 、 後期研修施設 の グ

ル ー フマ!J に ま と め て 県 内 の 公 的病 院 を 合 め 、

関 東地域、 伝 川 、 新潟、 |岐阜 、 長 野 な ど 多 岐

に i度 っ て し 冶 る

4 ) そ の 他

・ 行事、 親睦会、 レ ク リ エ ー シ ョ ン 、 凶 想 、

エ ピ ソ ー ド な ど

第 J 外科集談 会 は 関 連 施 設 の 若 子外科医 を

中 心 に 年 1 回 開 催 し 2 7 回 を 数 え 、 医 局 総会や

同 門 会懇親会 な ど と と も に 年 間 行事 と し て 行

わ れ て き た 。 同 門 会 に つ い て は 同 門 会誌が平

成 8 年 に 創 刊 さ れ現在 に 至 っ て い る r ゴ ル フ

コ ン ペ や 余沢大学 と の ア ル ペ ン ス タ ジ ア ム で

の ナ イ タ ー 野球交流 な ど、 ス ポ ー ツ も 盛 ん で

あ る わ 外科 医 局 入 局 者 は 全 国 的 に 減 少傾 向 に

あ る が、 地域医療 と 国 際 的 な 悦野 を 持 っ た 有

能 な 外科 医 の 養成 を 目 指 し て い る 。



脳神経外科学

1 . 教室内沿草、 出 来事 な ど に つ い て

人事 に つ い て は 、 初代教授高 久が1998年 に 本

学学長 に 就任 し 、 翌99年 5 月 こ れ ま で助教授 を

務め て い た 遠藤が新教授 と し て 就任 し た 。 2005

年 9 月 に は助教授平 島 が帝京大学薬学部教授 に

招聴 さ れ、 教室 を 離れて い る 。 ま た 長年 に わ た

り 講 師 ・ 医 局 長 を 務 め て き た 岡 、 西罵 ら 多 く の

メ ン バ ー が、 県 内 お よ び全国 の 関 連病 院 に 赴任

し 、 新 た な 活躍 を は じ め て い る 。 一方で、 過去

8 年 の 聞 に 20名 の新人が加 わ り 、 教室 は新た な

歴 史 を 重 ね て い る 。 現在、 教室 同 門 は 70名 を 超

え た が、 関 連病 院 に 在籍 す る 者 も 多 く 、 教室在

籍 の メ ン バ ー は 十 数名 に と ど ま る 。 日 常業務 は

多忙 を 極 め る が、 全員 協力 の体制 は 十分で、 行

事、 レ ク リ エ ー シ ョ ン な ど話題はっ き な い 。 一

つ あ げ る と す れ ば、 1997年富山脳神経外科野球

チ ー ム 「越 中 ラ プチ ャ ー ズj の 甲 子 園全国 大会

出場があ る 。 楽 し い 思 い 出 と な っ て い る 。

2 . 研究体制 の 変遷 と 現状

脳神経外科学 は脳神経疾患 と 対峠す る 学 問 で

あ り 、 診療 で は外科手術 を 中 心 と す る 治療 に よ

り 、 個 人 の 生命、 神経機能 を 守 る こ と が責務で

あ る 。 近 年 の 目 覚 ま し い 医学研究 ・ 医療技術 の

進歩 と 医療環境 の 変革 の 中 、 人 間 の 本質 と も 言

え る 脳 を 主 た る 対象 と す る ゆ え に 、 求 め ら れ る

課題 は よ り 高度かつ多様な も の と な っ て い る 。

1 ) 研究実績 の概要

教室で、 行 わ れ て き た研究 は 、 最先端の脳神経

科学研究か ら 、 日 々 の 診療 に 根差 し た 臨床研究

ま で幅広 い 。 最近 10年 (1995年 4 月 �2005年 3

月 ) の発表論文総数 は444編、 内 英文論文が191

編 で あ る 。 獲 得 し た 研 究 費 は 、 科学研究 費36件、

そ の他18件、 計54件で あ る 。 20名 が学位 を 取得

し 、 8 名 が海 外長期研究 ・ 研修 を 行 っ た 。 1997

年 に は 高久が富 山新 聞 文化賞 を 受賞 し た 。

2 ) 主 た る 研究 テ ー マ

従来か ら 取 り 組ん で き た研究テ ー マ と し て は 、

1 ) 頚動脈閉 塞性病変、 硬膜動静脈療 な ど、 脳

血管病変の病態解明 と 治療法の 開発、 2 ) 脳機

能研究 (生理学講座 と の 共同研究) を 基盤 と し

第 2 節 医 学 部 199 

た 新 し い手術法 や 関 連機器の 開発 と 臨床応 用 、

3 ) 悪性脳腫蕩の病態解明 と 治療が柱 と な っ て

い る 。 特 に 頚動脈病変 に 関 す る 臨床研究 に つ い

て は 、 循環器病委託研究 に よ る 全国 調査研究 を

遠藤が責任者 と し て 総括 し 、 成果 を あ げて い る 。

そ の 他、国 外 を 含め 学 内外 と の 共 同研究 な ど、

複数の課題 に つ い て研究 を 進 め て き た 。 教室 メ

ン バ ー が中 心 と な り 行 っ て き た テ ー マ で主 た る

も の を 、 獲得 し た科学研究費 課題 に よ り 紹介す

る 。 「 グ ル タ ミ ン 酸神 経毒性 に お け る PAF の

役割J I 脳虚血後の神経細胞 壊 死機構J I頭蓋 内

動脈解離の 病理形態 と 発生 メ カ ニ ズ ム J I 胎 児

脳 の 発達 に 対す る 先天性水頭症 の 影響 と 胎 内 治

療 の 検討J Iマ ウ ス 発生工学 を 用 い た 先 天性水

頭症モ デ ル 動 物 の 開 発J I NF-kB を 標 的 に し た

悪性 グ リ オ ー マ 治療 の基礎的研究」 な どで あ る 0

4 ) 学会活動等

第 1 に 記すべ き 事 は 、 1995年 に 高 久が第65 回

日 本脳神 経外科学会会長 に 選 出 さ れ、 富 山 に お

い て 学会総会が開催 さ れ た こ と で あ る 。 新設医

科大学 の 主催 に よ る 脳神経外科学会総会 の 開 催

は 他 に 例 が な く 、 我 々 教室の 大 き な 財産 と 自 負

し て い る 。 ま た 最近 5 年 間 で は 、 日 本老年脳神

経外科学会、 脳神経手術手技 と 機器学会 な ど 5

つ の 全国 学会、 研究会 も主 催 し て い る 。

3 . 教育体制 の変選 と 現状

患者 さ ん に 信頼 さ れ る 医学知識、 技能 に加 え 、

倫 理観、 人 間 性 に あ ふ れた脳神経外科 医 の 育 成

が、 教室卒後教育 の 目 標 で あ る 。 そ の 中 で、 卒

後10年 以 内 の脳神経外科専 門 医 お よ び学位 の取

得 を 、 特 に 重要 な ポ イ ン ト と 考 え て い る 。 専 門

医試験は合格率が60%前後 と 極 め て 難 関 の 試験

で あ る が、 教室 メ ン バ ー は こ れ ま で全員 合格 と

い う 確 固 た る 実績 を 維持 し て い る 。 日 々 の活動

に 加 え 、 手術外科解剖 や 顕微鏡手術手技 に 関 す

る 講習 会や勉強会の定期 開催 な ど、 教室員 全員

で こ れか ら も 切瑳琢磨、努 力 を 重 ね て い き た い 。

卒前の 学生教育 に つ い て は 、 ク リ ニ カ ル ク ラ

ー ク シ ッ プ を 積極 的 に 取 り 入 れ た 臨床実習 の 実

践等、 新 し い 試み に も 取 り 組 ん で い る 。 自 分か

ら 学 び、 考 え 、 行動す る 能力 を 持 っ た 学生が、

よ り 多 く 育 っ て く れ る 事 を 願 っ て い る 。
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整形外科学

整形外科学講陪 は 昭和53-\f 4 月 に 辻 陽雄教授

が千葉大学 よ り 着任 し 開 講 し た 。 臨床活動 ・ 学

究活動 と し て 脊椎 脊髄疾患 を メ イ ン テ ー マ に あ

げ、 行椎外科 医 の 育 成 に 力 を 注 ぐ と と も に 、 基

本腰椎外科子術書 な ど後世 に 残 る 多 く の 文献 を

著 し た 。 平 成 7 年 か ら は 医学部長 を 歴任 し 、 全

同 医学部長病院長会議理事 に も 就任 し た 。 こ の

間 、 医 学 ・ 看護学教育 に も 尽力 し 、 教 室 の み な

ら ず大学 の 基礎 を 築 く と と も に 、 そ の 後 の 発展

を 牽 引 し た 。 第 2 ft 木村友厚教授 は 平成 ] 0年 7

月 に 大阪大学 よ り 赴任 し た 。 リ ウ マ チ 関 節疾患

の 病 態 、 な か で も 軟骨 の 変牲 と 破壊 メ カ ニ ズ ム

の 解 明 に 力 を 傾注 し 、 そ の 治療 と 軟骨 の 修 復 に

向 け た 先端研究 を 展 開 し て い る 。 大学 と 大学病

院 を 取 り 巻 く 環境が急速 に 変化 し て 対応 を 迫 ら

れ る 中 、 高 い 目 標 を 有 す る 、 考 え る 整形外科 医

の 輩 出 が 目 指 さ れ て い る 。

同 門 か ら は 千葉大学 出 身 で和 歌 山 県 立 医 大 の

玉置哲 也前教授、 東 京 交子 医 大 の 伊藤達雄教授、

加 藤 義治教授、 ま た 桐 蔭横浜大の松野博明前教

授 ほ か 多 く の 整形外科 医 を 輩 出 し 、 令 国 に 活 動

の 拠 点 を 広 げ て い る 。 同 門 会 員 は 1 1 6 名 ( 平 成

] 7年 4 月 現在) を 数 え る 。 関 連 病 院 と し て 富 山

県 内 を 中 心 に 近 隣 県 ド の 病 院 と も 連携 し 、 同 門

会 員 が地域医療 の 場 で、 も 活躍 し て い る 。 主 な 関

連病 院 ・ 高 岡 市民 病 院 、 社会保険高 岡 病 院、 糸

魚 川 総合病 院 、 富 山 労災病 院、 町 立 三 国 病 院 、

飯山赤 十字病院、 富1 1 1赤 卜宇病院、 け い な ん病院、

あ さ ひ総合病 院、 黒部市民病 院、 飛騨市民病 院、

能 美 Jtî ι病院、 高志 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院 、

西 能病 院 な どコ

教本 で は 、 初代辻陽雄教授 を 小 心 に 新 し い 手

術療法 の 開 発 や 改 良 が行 わ れ て き た 。 腰椎椎 弓

切 除後 の 不安定性 を 予 防 し 、 長期 成績安定化 を

図 る た め の ト ラ ン ベ ッ ト 型椎 弓 切 除術 お よ び腰

椎脊柱管拡大術 と し て 開発 さ れ た 術式 は す で に

世 界 的 に 知 ら れ て い る 。 さ ら に 頚椎椎 弓 形成術

(en bloc cervical laminoplasty) を 開 発 し 、 本

法 は 国 内 外 で の 評価 を 得 て 今 lJ で は 頚髄症 に お

け る 一般 的 な 子術子技 と な っ て い る 。 こ れ ら の

争jìj式 に つ い て は 、 現在 も 継続 し て 調 査 が行 わ れ

て お り 、 術 後 の 増 志 因 子 あ る い は 術後 回 復余地

に 関 与 す る 困 子 が明 ら か に さ れ て き て い る 。 臨

床研究の も う 宇 つ の 柱 は 脊髄 に お け る 電気牛会理

学的研究 で あ る 。 脊髄刺 激脊髄誘発電位 の 意 義

と 解釈 に つ い て の 一連 の 研究 と 、 脊髄虚血、 冷

却l の 影響 が検討 さ れ、 そ の 結 果 は 臨床 に 還元 さ

れ た 。 現在 さ ら に 這気生理 的 / 神 経生物学 的 ア

プ ロ ー チ に よ る 神 経損傷予 防 に 関 す る 研究が行

わ れ て い る 。 ま た 、 腰椎疾患 に 関 す る 疫学 的研

究 に よ り 、 椎 間 板ヘ ル ニ ア や 椎 間 板変性 に お い

て も 遺伝的背景が存 在す る こ と が示 さ れ た 。 さ

ら に い く つ か の 遺 伝子 多 型 が椎 間 板疾患 に 関 連

し て い る こ と も 明 ら か と な り 、 特 に 腰椎椎 間板

ヘ ル ニ ア の 原 同 遺 伝 fの ひ と つ が解 明 さ れ た 。

こ の 知 見 は 、 椎 間板 に 限 ら ず、 広 く 軟骨 変性の

早 期 診 断 と 新規治療法 開 発 に 繋 が る も の と し て

大 き く 期 待 さ れ る 。

一 方 、 関節疾患診療体制 の 充実 と と も に 、 特

に リ ウ マ チ 性疾患 を 中 心 に 、 生物学的手法 を 介

し た 関 節破壊の 制 御療法 に 関 し て 研究が展 開 さ

れ て い る 。 関 節 リ ウ マ チ に 対 し て は 、 人 [ 関 節

置換術 を 含 む 関 節形成術 と 軟部組織バ ラ ン ス 、

お よ び 再 建 関 節 機 能 に 検討 を 加 え 、 ま た 四 肢関

節 子術 に 関 す る 臨床 的研究が行 わ れ て い る 。 基

礎 的 研究 と し て 、 関節破壊 の 制 御 を 目 指 し て 、

滑膜へ の 新 た な ア ポ ト ー シ ス 導入療法や血管新

生 制 御 療 法 が 開 発 さ れ た 。 ま た 関 節軟骨側 か ら

の 破壊抑制 と 修復 を U 指 し て 、 細胞移植 な どの

細胞制御療法 の研究が行 わ れ て い る 。

種 々 の研究 テ ー マ か ら 主 と し て 科学研究費補

助 金等 に よ り 行 わ れ て き た も の を 列 記す る と 、

( 1  ) 関 節 リ ウ マ チ 病態解明 の研究、 ( 2 ) 関 節破壊制

御研究、 ( 3 )骨軟部腫傷研究、 ( 4 )脊椎研究 (椎 間

板研究、 医原性腰椎疾患研究、 傍脊柱筋機能障

害病態研究、 後縦靭帝骨化症 の 発折l' お よ び病態

解 明 に 関 わ る 研究) で あ る 。 こ れ ま で取得 し た

文部科 学 省科学研究 費 はお件 、 厚生労働 省 科 学

研究費 は 351午 、 学会奨励賞 な ど は 20件、 学 内 特

別 予 算 は 1 6件 を 数 え る 。

( J l I 口 善治)



産科婦人科学

産科婦人科学教室 は 泉 陸一初代教授 (現、 名

誉教授) の 下 に 1976年 4 月 に 開 設 さ れ た 。 1979

年、 附属病 院 の 開 設以来、 第一級の 臨床家 を 育

て る と い う 目 標 を 掲 げ、 教室員 の確保 と 教育 、

関連病 院 の 充実 に 大変 な 尽力 を さ れ た 。 そ の 目

標 は 見事 に 達成 さ れ、 富 山 県 内外の 数多 く の病

院 に 当 教室 出 身 の 医 師が部長や 医長 と し て 名 を

連ね て お り 、 地域 医療 に 多 大 な 貢献 を し て い る 。

研究面 で は 、 婦 人科腫蕩学、 特 に 病 理形態学の

臨床応用 に 関 す る 研究 を 中 心 に 展 開 さ れ た 。 な

かで も ヌ ー ド マ ウ ス を 用 い た 各種婦人科癌 に 対

す る 多剤 化学療法 の 開発や悪性匪細胞 腫蕩 に 用

い ら れ る 抗癌 剤 の 卵 巣毒性 に 関 す る 研究 は 、 現

在 の 臨床 に も 大 き な 影響 を 与 え て い る 。 周 産期

分野で は 、 1987年 ヒ ト パ ル ボ ウ イ ル ス B19 の胎

児感染 に よ る 胎児水腫の発生 を 本邦 で初 め て 報

告 し 、 ヒ ト パ ル ボ ウ イ ル ス B19感染の疫学 と 胎

児障害性 に 関 す る 研究 に つ な げた 。 泉 陸一先生

は 1999年 3 月 に 退官 さ れ た が、 最終講義 「女性

と し て の QOL を 維持 し う る 婦 人科治療 を 目 指

し て j は ま さ に ラ イ フ ワ ー ク そ の も の で あ っ た 。

1999年 4 月 よ り 第 2 代 目 の 教授 と し て 斎藤滋

先生が奈 良県 立 医科大 学 よ り 赴任 さ れ た 。 「臨

床 に 貢献 し う る テ ー マ 」 をモ ッ ト ー と し て 基礎

お よ び臨床研究面が著 し く 活性化 さ れ、 産婦人

科領域 で は 本邦 で の 最 高 レ ベ ル の学会 で あ る 日

本産科婦人科学会学術集会への演題採択 も 例年

14、 5 ì寅題 を 数 え る ほ ど に な っ た 。 各学会 で の

シ ン ポ ジ ス ト も 続 々 と 輩 出 さ れ、 全 国 的 に も

ト ッ プ レ ベ ル の 仲 間 入 り を 果 た し た 。 周 産期分

野の研究 で は 、 子宮頚管 炎 に 対す る 治療 と 早産

予 防効果 に 関 す る 前 方視的研究 を は じ め と し 、

切迫早産 に お け る Tocolysis Index、 子宮頚管

中 IL - 8 と 早 産 予 後、 切 迫 早 産 治 療 に お け る

硫酸マ グ ネ シ ウ ム の有用性 と 安全性、 子宮頚管

短縮例 に対す る 頚管縫縮術の有用性、 双胎 妊娠

の新生児予後 と 妊娠管理、 妊娠 中毒症 に お け る

Th 1 /Th 2 バ ラ ン ス 、 な ど枚挙 に 暇 が な い 。

腫蕩分野 で は 進行子宮頚癌 に お け る 動注化学療

法の有用性、 子宮頚部初期病変 に お け る 縮小手
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術の 可能性、 抗癌化学療法 に よ る 免疫低下 に 対

す る M-CSF の効果、 卵 巣癌患者 を 対 象 と し た

化学療法 に お け る 有効性 と 安全性 に 関 す る 遺伝

子発現パ タ ー ン 、 Taxol を 用 い た 抗癌化学療法

に対す る 布薬甘草湯 に よ る 筋 肉 痛 の軽減、 卵 巣

明細胞 腺癌 に 対す る 治療戦 略、 T 細胞 、 NK 細

胞 欠損担癌 マ ウ ス お よ び ヒ ト 野生型 p53遺伝子

過剰発現担癌 マ ウ ス に お け る 腫蕩 の 分子生物学

的解析、 婦人科腫傷 に お け る イ ン ド ー ル ア ミ ン

2 、 3 ー ジ オ キ シ ゲ ナ ー ゼ (IDO) の 発現、 婦

人科腫蕩 の浸潤 進展 と 制 御 性 T 細胞 の 関 係、

な どが な さ れ て い る 。 生殖 内 分泌分野 で は 子 宮

内膜症合併不妊症 に対す る 腹腔鏡下手術の効果、

脱落 膜 リ ン パ 球の Th 2 ケモ カ イ ン リ セ プ タ ー

の発現 と 局 在 、 脱落 膜 リ ン パ 球の NKT 細胞 、

IL - 2 receptor y i員 ノ ッ ク ア ウ ト マ ウ ス に お け

る 生殖性 と 妊字性 に 関 す る 研究、 着床部 に は 、

Th 2 、 Tc 2 細胞 が PGD 2 の作用 に よ り 集族す

る と い う 免疫寛容 に 関 す る 研究、 妊娠初期脱落

膜 に お け る 樹状細胞 サ ブ セ ッ ト 、 エ ス ト ロ ゲ ン

と 糖代謝 に 関 す る 研究 な どがな さ れ て い る 。 婦

人科漢方部 門 で は 文部科 学省 の21世紀 COE プ

ロ グ ラ ム と し て 「東洋 の 知 に 立脚 し た 個 の 医療

の 創 生」 に 関 し て 婦 人科 分野 で 更 年 期 障 害 と

「証」 と の 関 連 を 遺伝子 お よ び タ ン パ ク 質 レ ベ

ル で 明 ら か に し よ う と い う 臨床研究が進行 中 で

あ る 。

こ れ ら の 臨床 的 お よ び基礎的研究 は い ず れ も

臨床 に 直結 ・ 貢献 し う る テ ー マ お よ び専 門 領域

の最先端 の 知 識 ・ 技術の導入 と 充実 を 念頭 に 斎

藤教授 自 ら 指揮 ・ 指導 に あ た り 、 そ れ に教室員

が応 え た 結果の賜物で あ る 。 ま た 、 教室 に 不 十

分 な 分野 は積極的 に 本邦 の ト ッ プ ラ ン ナ ー ( 臨

床分野 で は 鹿 児 島市立病 院新生児 セ ン タ ー に お

け る 周 産期 ・ 新生児医療、 国立 が ん セ ン タ ー に

お け る 癌化学療法 ・ 癌免疫療法、 国立京都病 院

に お け る 腹腔鏡手術、 自 治 医科大学 に お け る 不

妊治療、 基礎分野 で は 東北大学生体防御学講座

免疫学分野 に お け る 免疫系細胞 の制御機構等)

の も と で研修 し た 後、 教室 に そ の最先端 の 臨床

技術や研究手法 を 還元 ・ 導入す る こ と で レ ベ ル

ア ッ プが な さ れ た 成果 と も い え る 。
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眼 科 学

昭 和 54年 4 月 1 円 、 眼科学講座が 開 設 さ れ ま

し た 。 窪 田 靖夫先坐が初代教授 と し 、 中 村 泰 久

先生が助教授 と し て 、 就任 し ま し た 。 窪 田 教授

は 網 膜 色 素 変 性 . ERG を 主 に 研 究 さ れ、 中 村

助 教授 は 眼宵疾患 を 主 に 担 当 さ れ ま し た 。 中 村

助教授が昭和 62年 1 2 月 に 辞職 さ れ た あ と 、 武 田

憲夫先生が平 成 2 1f 4 月 よ り 助 教授 に な ら れ、

網膜硝子体疾患等 の 臨床面 を 広 く 担 当 さ れ ま し

た 。 窪 出 教授 は 平成 6 年 3 月 に 退官 さ れ、 武 田

助 教授 は ミド 成 6 :\f 9 月 に 辞職 さ れ ま し た 。 窪 田

教授時代 に は 、 窪 田 叔子 、 桜 井 泉 、 栗 原 秀 行 、

山 田 祐 司 、 狩野俊哉、 石 田 俊郎 、 回 q ' 良則 、 山

本修 」 、 片 山 寿 夫 、 山 町 成 明 の 諸先生が講師 と

し て 活躍 さ れ ま し た 。

平成 6 年 1 0 月 1 日 に 、 早坂征次が 2 代 日 教授

と し て 就任 し ま し た 。 山 本修 牟先生が平成 6 年

1 1 月 か ら 平 成 8 年 1 2 月 ま で助 教授 と し て 、 ERG

や 網 膜尚子体疾患 を 主 に 研究 し ま し た 。 山 本先

生 は 東邦大学佐倉病 院 に 移 ら れ、 現在 は 千‘葉大

学眼科学講座 の 教 授 に な ら れ て い ま す 。 門 井 千

春先't は 、|三 成 1 2 {f 1 月 か ら 平成14年 3 月 ま で助

教授 と し て 、 角 膜疾忠等 を 担 当 さ れ ま し た 。 長

木康典先生 は 平 成 14年 7 月 か ら 、ド 成 1 7 1f 4 月 ま

で助教授 と し て 、 臨床而 を 広 く 相 当 し ま し た 。

早坂が教授 に な り 、 間 繁義、 沼 間 こ の み 、 福 尾

7守 史、 平 田 秀樹、 加藤剛、 門 井千春、 松本真幸 、

長本康典、 山 田 哲 也 、 柳沢秀 白日、 北 川 清 隆 、

渡辺 宇彦の諸先生が講師 と し て 活躍 さ れ ま し た 。

林 由 美 子 、 向 井悦代、 斎藤 こ ず え 、 若林直子、

柴 出 千恵 の 諸氏が視能訓練師 と し て 、 清水裕 f、

噌 田 果、 増 川 史英子、 水谷洋子、 高 橋 忠 の 諸氏

が |夫 局 秘書 と し て 活躍 さ れ ま し た 。

開 講 師 と 張助 手 ( 学 内 講 師 ) を 中 心 に 、 実験

的 ぶ ど う 膜 炎 と そ の 治療法 に つ い て 、 多 く の 論

文 を 発表 し ま し た 。 ま た 、 松本講師 と 山 田 講 師

を 中 心 に 、 遺伝性眼疾患 の 分子遺伝学 に つ い て

多 く の 論文 を 発表 し ま し た 。 こ の グ ル ー プ を 中

心 に 、 雑誌 「眼科j の 網膜変性疾患 の 総説 を 約

10年 間 に わ た り 医薬大眼科 と し て 執筆 し ま し た 。

漢庁薬お よ びそ の 成 分 の 眼疾患 に 及 ぼす研究 も

行 わ れ、 多 く の 論文 を 発表 し研究助 成 金 を 得 ま

し た 。 臨 床 的研究 も 行 い 、 症例報告 と と も に 発

表 し て い ま す 。 多 く は 英 文 論 文 と し て Invest

Ophthalmol Vis Sci. Exp Eye Res. Ophthalmic 

Res. Arch Ophthalmol. Am J Ophthalmol. Br J 

Ophthalmol. Graefe Arch Clin Exp Ophthal

mol. Jpn J Ophthalmol. Ophthalmologica. Eur 

J Ophthalmol. J Cataract Ref Surg. Ophthal

mic Surg Laser二 Retina 等 の イ ン パ ク ト フ ァ ク

タ ー の 高 い 雑誌 に 発表 し て い ま す 。

日 本眼科 学会総会 と H 本 臨 床 眼科学会総会、

日 本眼薬理学 会 で は毎年数題発表 し て い ま す 。

日 本緑 内 障学会や 日 本 臨 床 眼科学 会 で は優秀 ポ

ス タ ー 賞 を 得 た 者 も い ま す 。 ミド成 8 年 7 月 に は

第34 回 北 日 本眼科学会 を 富 1 1 1 で 、 平 成 1 5 年 9 月

に は 第 14 凶 国 際眼研究会議 日 本部 会 を 金沢で 医

薬大眼科 が主催 し ま し た 。 富 山 眼科 集 談 会 は 年

2 lliJ 、 医薬大眼科臨床 カ ン フ ァ ラ ン ス は 不 定期

で 開 催 し 、 県 内 の 眼科医 と の学術的交流 を も っ

て い ま す 。 福 井 眼科集談会 と 金沢医大眼科研究

会で も 発表 し て い ま す 。

教育 に は 、 早 坂 は n 苦 「 眼 科 学 Q&AJ を 用

い て い ま す 。 ま た 、 各教 員 が創 意 工 夫 し て い ま

す。 医 局 員 の勉 強 と し て 、 術前 カ ン フ ァ ラ ン ス 、

抄読会、 ス ラ イ ド カ ン フ ァ ラ ン ス が行 わ れ て い

ま す。 外来 で は 診断医制 を と り 、 病煉で は教授

!日l 診等が行 わ れ指導 さ れ て い ま す 。

米 国 の Harvard 大 へ 黒 田 葉 子 、 Cleveland

Clinic へ 松 本 真 幸 、 Yale 大 へ 早 坂 依 里 子 、 長

木 康 典 、 柳 沢 秀 」 郎 、 Ll l m 哲 也 、 Columbia 大

へ張 学 云 、 の 諸先生が留 学 し ま し た 。 ま た 、

中 間 の 延辺大学 よ り 張 学云、 経 虎 山 、 池

在 龍 の 諸先生が、 イ ン ド ネ シ ア の ハ サ ヌ デ イ ン

大学 よ り Budu、 Tenri Esa、 Ichsan の 諸先生

が 当 教宰へ米 ら れ ま し た 。

'1平iド主 成 7 {年I

得者者今 は 、 18名 で す 。 平成 7 年 か ら 平成 1 7年 ま で

の 眼科専 門 医試験の 合格者 は 24名 で す 。 合格率

は ほ ぼ100% に 近 く 、 全 国 平 均 ( 年 度 に よ り

66. 1 - 88. 3%) よ り は る か に 高 く な っ て い ま す。

(早坂 征次)



耳鼻咽喉科学

1 ) 研究体制 の 変選 と 現状

- 研究 テ ー マ と ス タ ッ フ

耳鼻咽喉科学 の 専 門 分野 は 多 岐 に わ た っ て い

る 。 こ の う ち 、 当 教室 と し て は耳科学 と く に 神

経耳科学 に主 体 を お い た テ ー マ を 中 心 に研究活

動 を 行 っ て い る 。 特 に 、 メ ニ エ ー ル病 を 中心 と

し た 前庭機能障害疾患の疫学、 検査技術 と 診断、

治療 に 関 す る 臨床 に 直結 し た 高 度の研究 を 主体

に 活動 を 行 っ て お り 、 こ れ ら の研究 は 囲 内 的 、

国外的 に 高 い 評価 を 受 け て い る 。 こ れ ら の研究

テ ー マ は主 と し て 神 経耳科学的領域の機能面が

中心 で あ っ た が、 よ り 基礎 的 な 面 で の展 開 が今

後必要で、 あ る 。 と く に 前庭入力 と 視覚入力 の 関

連、 前庭代償過程、 音刺激 誘発前庭反応、 前庭

自 律神経反射な どの機能 的 テ ー マ に つ い て の基

礎的 な研究 に 着 手 し て い る 。

今後、 こ れ ら 研究 テ ー マ の 一 層 の 発展 を 図 る

と 共 に 、 音声分析 な ど新 た な 分野 に も 着 手 し た

い。 ま た 、 耳鼻咽喉科学 は 臨床系の学科で あ り 、

今後 と も 臨床 的 テ ー マ を主 体 と し た研究 を 進 め

る と 共 に 、 基礎的分野 に 関 し て は 臨床上の諸問

題 と 関 連 あ る 形態、 機能 な どの 領域の研究 を 進

め た い と 考 え て い る 。

教授 渡辺行雄

助教授 中 川 肇 (学内併任 ・ 医療情報部)

講師 将積 日 出 夫、 浅井正嗣

助手 安村佐都紀、 藤坂実千郎、 伏 木宏彰、

十二 町真樹子、 本 島 ひ と み 、 石 田 正幸

先任技術官 武 田 精一

・ 主 な研究業績 (平成 7 年~平成16年)

原著論文 1 10編 ( う ち 英文37編) 、 症例

報告 13編 ( う ち 英文 2 編)

- 科学研究費 等 の 受 け 入 れ状況 (平成 7 年~平

成 17年)

日 本 学術振興 会 科 学研 究 費 補 助 金 15件

(総額 3， 140万 円 )
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厚生労働省科学研究費補助 金 11件 (総額

1， 926万 円 )

受託研究 : 日 本ケ ミ フ ァ (株) 、 (財) 日

本宇 宙 フ ォ ー ラ ム 他

受 賞 : 第20 回 パ ラ ニ ー 学 会 奨 学 金、

(財) 医科学応 用 研 究 財 団 第20 回

助成金

共 同研究機関 : シ ド ニ ー 大学、 ウ プサ ラ 大

学、 UCLA、 名 古屋 大学環

境医学研究所、 虎の 門病院、

木戸病 院、 富 山 県 高志 リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院

2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状 講義、 実習体制

と 内 容等-

3 年次生 に 対 し 耳鼻咽喉科学の系統講義 を 行

い 、 総論 ・ 各論の基本的知識 を 学 ばせ る 。 ま た 、

5 - 6 年 次生 に 臨床講義お よ び臨床実習 に お い

て 、 個 々 の 疾 患 に 対 す る 診 断、 治 療 、 手 術 適

応 ・ 手技 の基本 を 学 ばせ る 。 当 科 に お け る 臨床

実習 は 、 開 設以来学生一名 に教官一名 を 割 り 当

て て 日 常診療 を 共 に体験す る よ う に 、 ク リ ニ カ

ル ク ラ ー ク シ ッ プ を 先取 り す る 形で計画 し で あ

る 。 ま た 、 教室 と 県 内 耳鼻科 医 師 と の交流の場

で あ る 、 抄読会、 富 山 県地方部会臨床研究会 な

ど に 参加 さ せ、 実地医科の 考 え 方、 臨床の実際

に接す る よ う に し て い る 。

耳鼻咽喉科学 は 、 局所観察、 処置、 手術操作

が微細 で顕微鏡、 内視鏡下操作 と な る こ と が多

い 。 ま た 、 術野 も 術者本人 し か立体視で き な い

事が多 く 、 学生教育、 卒後研修上 の 大 き な 臨路

と な っ て い る 。 近時、 ビ デ オ カ メ ラ な ど光学的

手法の進歩 に よ り こ れ ら の 問題が改善 し つ つ あ

る が、 今後、 視覚資料 を 中心 と し た教育体系 を

確立す る 必要があ る だ ろ う 。

ま た 学部学生 に 、 臨床的課題 に 直結 し た研究

の一端 に接す る 機会 を 与 え る よ う な 計画 を 考慮

し て い る 。



204 第 4 章 講座等 の 沿 苧

泌尿器科学

平 成 8 年 4 月 布 施秀樹助教授が、 2 代 日 教授

に 昇任 し た 。 こ の 10年 間 は ス タ ッ フ の 充実 に 伴

な い 布 施教授 の 指 導 の も と 研究 、 診療、 教 育 の

い ず れ の 面 で も 著 し い 充実が は か ら れ て き た 。

主 な 教宗 人 事 は 以 下 の と お り で あ る 。 助教授

に は 平成 8 年 に 秋元晋 (現在井 トー記念病 院) が、

平 成 1 3 年 に 古谷雄三 (現在帝京大学 市 原 病 院)

が着任 し た 。 講 師 で は平成 8 年 に 風 間 泰蔵 (現

在 済 性 会 富 山 病 院) 、 j同 本 護 両 講 師 ( 現在 高 岡

市民病院) の 転 出 に 作 い 、 計崎雅志 (現在み は

ま 病 院) と 奥村 昌 央 (現在かみ い ち 総合病 院)

が、 平 成 1 1 年 に 永 川 修が、 平 成 1 5 年 に 水野 ム 郎

がそ れぞれ昇任 し た 。 平成 9 年 に は 渡部明彦が、

平 成 1 0年 に は 保 田 賢 司 、 大武礼文が入局 し 、 以

後毎年 1 - 3 名 の 入 局 者 を 数 え る 。 新入 l天 局 員

の 情加 と 共 に 関 連病 院 も こ の 1 0年 間 に さ ら に 充

実 し 、 高 岡 市 民 病 院 、 新湊市 民 病 院 、 済生会富

1 1 1 病 院、 済 生 会 高 阿 弥j 院、 あ さ ひ総合病 院 、 か

み い ち 総合病院、 糸 魚l ) 1 1 *会合病 院、 長野県立須

坂病 院 、 飯 山 赤 卜字病院、 上越総合病 院、 久美

愛 病 院 な となの 県 内 外 の 公 的 病 院 に 常勤 医 が派遣

さ れ、 診療 に あ た っ て い る 。

研究 に つ い て は 、 主 な も の と し て 雄性生殖生

理、 )ノメ路性器悪性腕場 お よ び性機能障 害 な どが

あ げ ら れ る 。 雄性生殖生理 の 基礎的研究 で は 、

各種精 子 機 能解 析 法 の 評11l1î、 不 死 化 Leydig お

よ び Sertoli 細 胞株 の 樹 、止 と そ の 機 能 の 解 析 、

精 禁 中 の サ イ ト カ イ ン な ど の研究、 免疫抑制剤

お よ び抗痛烈l に よ る 造精機能障害 に 関 す る 研究

な どで あ る 。 以路性器忠性腫湯 は 、 前 立腺痛 の

増 殖 と IGF と の 関 連 の ヒ ト 前 、k 腺癌 応 義 細 胞

株 を 用 い た 研 究、 uPA に 及 ぼ す 各 検 サ イ ト カ

イ ン やLPS の 影 響 、 GRP な ど の 各 種 神 経 ペ プ

チ ド 、 ク ロ モ グ ラ ニ ン A お よ び HGF の ヒ ト 前

立腺痛細胞株の浸潤 能への影響 、 細 胞 接 着 や 浸

i閏 に 及 ぼす ア ン ド ロ ゲ ン レ セ プ タ ー の 影響、 tlS

sue factor の 前 立腺癌組織 で の 発現 と 血管新生

に 及 ぼす 影 響、 前 立 腺癌 に お け る IL - 6 シ グ

ナ ル 伝達系 の 解析、 超音波 を 用 い た 遺伝 子導入

の検討 な どがあ げ ら れ る 。 時脱癌 で は 組織 中 の

テ ロ メ ア ー ゼ活性 の 測 定、 腎細胞癌 で は 腎細 胞

鼎 株 を 用 い た 漢方製剤 の 抗腫場効 果 や 肺転移抑

制 効 果 の 検討 を 行 っ て い る 。 性機能 障 害 で は 分

子生物学的子i去 に よ る 漢方 薬 の性機能へ の 影 響 、

Regiscan や 超 音 波 カ ラ ー ド ッ プ ラ ー に よ る 性

機能 の 評価 な どがあ げ ら れ る 。 灯、 L の 成 果 は 国

際学会 を は じ め 多 く の 学 会 で 報告 さ れ て お り 、

最 近 10年 間 の 研究業績 を 通 覧 す る と 原 著235編

( 内 英 文 130編) 、 著 書 及 び 総 説的編 で 、 原 著 の

、[:数以上 が |玉l 際 誌 に 投稿 さ れ て い る ハ

学 会 の 開 催 に 関 し で も 平 成 1 1 年 ・ 12 年 の 2 年

間 に 日 本泌尿器科学 会北陸地方会 を 、 平 成 14年

に は 日 本性機能学 会 中 部総会 を 、 そ の 他北陸前

立 腺癌 研 究 会 、 北 陸排 尿 障 害 研 究 会 、 北 陸 Ba

sic Research Meeting な どの 多 く の研究会 を 開

催 し た 。 ま た 年 に 4 回 、 宮 山 県j必尿{，�科 医 会 を

主催 し 、 症例検討会 を 行 う と と も に 県外か ら 講

師 を 依頼 し 、 排尿障害、 尿路感染症、 オ ン コ ロ

ジ ー な ど の 幅広 い テ ー マ で講演 い た だ き 県 内 の

泌尿器科 医 の 生保教育 に 貢献 し て い る 。

教育 に 関 し て は カ リ キ ユ ラ ム の 改 定 に 伴 い 従

米 の 泌 尿器科学総論、 各論の講義か ら 腎)ポ路系

疾 忠 ( 3 年 生) 、 内 分 泌 ・ 栄 養 ・ 代 謝 ・ 乳 房

( 3 年 生) 、 生殖系 ( 4 年生) を 担 当 し 、 - frpの

講義 は チ ュ ー ト リ ア ル形式で、講義 を 行 っ て い る 。

こ れ ら の 官11 は 学外 の 諸先生 に 非常勤 講 師 と し

て ご協力 い た だ い て い る 。 臨床実習 で は 学生が

指導教宵 の も と で思考様 1 名 を 担 当 し 、 最終 日

に は 症例検討 会 の 場 で症例提示 を さ せ て い る 。

大学院生 に 対 し で も |専 士課程 で は 生殖生理学 を 、

修 1 :課程 で は 臨床 医 学概論、 高 度先 進 医療実践

学 の 講義が行 わ れ て い る 。 看護学科で、 は 形態機

能学、 外科系 臨 床 の 講義 を 担 当 し 、 薬学部 で は

病 態 臨 床 医 学 の 宇 部 を 担 当 し て い る 。

教室行 事 は 新 年 会、 医 局 旅行 、 忘 年 会 な ど毎

年 盛 ん に 行 わ れ て お り 、 医 局 員 相 FI: の 親 睦 に 役

立 っ て い る 。 ま た 毎 年 1 2 月 に は 教 室 の 例 会が行

わ れ、 平成16年 に は 17l�J を 数 え る よ う に な っ た 。

例 会 に は 大 学 の み な ら ず 関 連 病 院 か ら も 多 数の

演 題が発去 さ れ る が、 勉 学 の み な ら ず そ の 後の

懇親会で は お 花 い の 親睦 を 深 め て い る 。

(文責 永 川 修)



麻 酔 科 学

1 . 研究活動

開 講 当 初 、 電子顕微鏡等 を 用 い た 形態学的手

法 に よ る 低酸素血症後の神経学的変化 に つ い て

の研究 を 行 っ て い た 。 昭和60年代 か ら 、 心筋 ・

血管平滑 筋 の 電気生理学的 な 手法 を 用 い た研究

を 薬 理学教室 と と も に 開 始 し た 。 こ の研究 の 流

れ は 山 崎、 広 田 、 畠 山 ら に 引 き 継がれ現在 に 至 っ

て い る 。 平成 5 年 以 降 中枢神経系 に 及 ぼす麻酔

の作用機序 に つ い て の研究 を カ ル ガ リ ー 大学麻

酔 ・ 薬理学教室 と 、 平成12年 以 降 中 枢 に お け る

鎮痛機構 の解 明 に つ い て の研究 を 星薬科大学薬

品作用学教室 と 共 同 で、 行 っ て い る 。 今後 は 、 病

態や各種薬物 の効能 ・ 副作用 な ど を 解 明 す る こ

と に よ り 、 よ り 安全 で 効 果 的 な 麻 酔 ・ 集 中 治

療 ・ ペ イ ン ク リ ニ ッ ク での方法 を確立す る こ と

を め ざ し て い る 。 科 学研究 費 に 関 し て は 、 ほ ほ

毎年数名 が取得 し て い る 。 平成 7 年以降、 新規

に 基 盤 研 究 (B) 2 回 、 基 盤 研 究 (C) 7 回 、

若手研究15 回 を 取得 し て い る 。 こ れ ら の研究成

果 を も と に 平成 7 年 以 降、 英文原著50編、 英文著

書 3 編 を 発 表 し 、 Anesthesiology に は 6 編 が掲

載 さ れて い る 。 主 な 所属学会 と し て 、 日 本麻酔

科学会、 日 本臨床麻酔科学会、 日 本ベ イ ン ク リ

ニ ツ ク 学会、 日 本集 中 治療学会があ る 。 現在 日

本麻酔科学会指 導 医 5 名 、 専 門 医 6 名 が 当 講座

に 在籍 し て い る 。 こ れ ま で に 、 日 本 臨床モ ニ タ

ー 学会、 日 本麻酔科学会東海 北 陸地方会 な どの

学会 を主 催 し て き た 。

2 . 教育体制

開 講以来、 医学部学生 に 対 し て 全身 ・ 局所麻

酔 な どの 麻酔方法や呼吸 ・ 循環 な どの全身管理

を 中 心 と し た系統講義 を 行 っ て き た 。 平成15年

か ら は 、 主 に 基本的診療知識の 中 で、 麻酔 ・ 全

身管理学 を 中 心 と し た 講義、 チ ュ ー ト リ ア ル教

育 を 行 っ て い る 。 教育の な か で も 2 週 間 の ベ ッ

ド サ イ ド教育 に は 力 を 入 れ て お り 、 手術室 内 で

担 当 麻酔科医 と い わ ゆ る man to man で の 実習

を 行 っ て い る 。 そ の 他 ICU に お け る 実 習 、 ベ

イ ン ク リ ニ ッ ク 外来 で の 実習 、 麻酔科術前診察
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の実習 を 行 っ て い る 。 ま た 以前か ら 、 麻酔研修

目 的 の研修医 を 受 け入れ教育 を 行 っ て き た 。 平

成 17年 度 か ら は 卒 後 前 期 臨 床研 修 の な か の 麻

酔 ・ 救急部 門 の 一環 と し て研修医 を 受 け 入れ、

基本的 な 麻酔技術 ・ 全身管理学が習 得 で き る よ

う 指導 し て い る 。

3 . 沿革

昭和54年 4 月 1 日 麻酔科学講座が富 山 医科薬

科大学 に 設置 さ れ た (初代伊藤祐輔教授) 。 最

近10年 間 、 講座 に 関 連 し た主 な 出 来事 と し て 、

以下 の こ と があ げ ら れ る 。

平成 8 年度、 手術室 内 に 新生体情報監視 シ ス テ

ム を 導入。

平成11年度、 手術室 内 に 麻酔 シ ス テ ム (麻酔器、

麻酔記録装 置) を 導入。

平成12年 3 月 31 日 、 伊藤祐輔 定年退官。

平成12年 8 月 1 日 、 山崎光章 麻酔科学講座 2

代 日 教授へ昇任。

平成13年10月 1 日 、 広 田弘 毅 医学部助教授へ、

釈永清志 講師へ昇任。

平成15年度、 手術室 内 に お い て 麻酔記録 シ ス テ

ム の 運用 を 開始。

こ れ ま で講座 に は 約90名 ( 同 門 会員 と し て 65

名 ) が関与 し て お り 、 現在 当 講座 お よ び関 連病

院 に は34名 の 医 師が在籍 す る 。 同 門 会員 か ら 、

国 立病 院機構熊 本医療セ ン タ ー 院長宮崎久義、

東京大学救急 医学教授矢作直樹 ら が輩 出 し 第一

線で活躍 し て い る 。

4 . そ の 他

恒例行事 と し て 、 医 局 旅行 (毎年夏 に 親睦 を

図 る た め に 1 泊 で の 旅行 を 行 っ て い る ) 、 忘年

会 (毎年御用 納 め の 日 に泊 ま り が け で の忘年会

を 行 っ て い る ) 、 バ ー ベ キ ュ ー の 会 な どがあ り 、

さ ら に 、 新入生歓迎会、 麻酔 ロ ー テ ー タ ー 歓送

迎会、 人事異動 に 伴 う 歓送迎会 な ど と 称 し て 毎

月 の よ う に飲み会 を 行 っ て い る 。 ま た 、 毎 月 第

3 木曜 日 に 若 手研究会 を 開催 し て い る 。 こ こ で

は 、 関連病院の 持 ち 回 り で 、 臨床 で経験 し た 貴

重 な 体験 を フ リ ー デ イ ス カ ッ シ ョ ン 形式 に て 検

言す し て い る 。

( 山 崎 光章)
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歯科 口 腔外科学

本講座 の 開 講 は 昭和 6 1 年 4 月 で あ る 。 昭 和 54

年 の 本学 問 学 当 初 は 、 附属病 院診療科 と し て 始

ま っ た 。 東 京 医科歯科 大学 よ り 赴任 し た 戸塚盛

雄が、 初 代教授 ・ 診療科長 を 担 当 し た 。 当 初 、

研究室 は 病 院 1 階 (輸血部) に 仮 医 局 が あ る の

み で あ っ た が、 そ の 後 、 医学部研究棟 1 階 の 一

角 に 移 っ た 。 講限昇格後、 平成元年 に は 現在の

研究棟の 1 階 お よ び 2 階 に 教授室 、 研究宅、 カ

ン フ ァ レ ン ス ル ー ム 、 資料 ・ 凶 書室 な ら び に 実

験室 を 有す る こ と と な り 現在 に 至 っ て い る 。

Hfi和 57年 7 月 、 戸塚の岩手 医科大学歯学部へ

の 転 出 に と も な い 、 昭和58年 1 月 、 札幌医科大

学 医 学 部 口 腔外科 学講座 よ り 、 古 田 勲がて代

日 教民 と し て 着任 し た 。 ま た 同 年 4 JJ に は 足寄

町立病 院 よ り 早津良和が講師 と し て 赴任 し た 。

こ れ に よ り 教授以下、 IÜ 本康 A助教民 ( 昭 和 55

年 よ り ) 、 早 津 良 和 講 師 、 助 子 2 名 、 l定 員 4 名

の 医 局 員 が、 教育 ・ 研究 に携 わ る こ と に な っ た 。

昭和60年 に は 本講座 の 第 宇期大学院生 と し て 、

杉本裕 史 、 小竹 悩 の 両 名 が入学 し た の ま た いj

年 、 札幌医科大学 口 腔外科学講座 よ り 、 岩 ) 1: IE 

行が講師 と し て 赴任 し 、 大学院生 の研究指導 に

あ た っ た 。 1 1 1 本 の 退職 に と も な い 、 平 成 5 年 よ

り 、 有 井 が助 教授 に 、 平成 9 年 に は 佐 渡 忠 日] が

講 師 に 就任 し 、 教 ネ の 臨 床 ・ 教育 ・ 研究 を 担 当

し た 。

現 在 の 教 室 員 は 古 田 以 下 、 野 口 誠 助 教 授

( 'r 成 1 7 'rf 9 月 よ り ) 、 和 国 重 人 講 師 ( 平 成 1 5 {f

3 }j よ り ) 、 今村 和 代 助 子 、 桃 立 助 子 、 医 員

8 名 、 研修医 2 名 、 大学院生 1 :?'I の 百1.1 5 名 で あ

る 。

本講昨今 は Hf{和55年 よ り 、 海外か ら の研究留学

生 を 交 け 入 れ て お り 、 ブ ラ ジ ル 、 中 |五| 、 ロ シ ア 、

ア ル ゼ ン チ ン 、 エ ジ プ ト な どか ら 留 学牛 が訪 問

し 研究 を 行 っ て い る 。 平成 4 年 に は エ ジ プ ト 政

府 に 公費 官 学 't. の マ レ イ ・ ア ハ メ ッ ド ・ ハ ッ サ

ン が、 デ ン タ ル イ ン プ ラ ン ト に 関 す る 研究 を 行

い 、 所属 す る AL Azhar 大学 に お い て 学位論

丈 と し て 提 出 し て い る 。 本年 は 中 国北京大学 よ

り 、 張障が公費 留 学生 と し て 訪 問 し 、 口 腔癌細

胞 の 抗癌 剤 感受件一 と 遺伝子発現 に 関 す る 研究 を

行 い 成 果 を あ げた 。

本講座 の研究 テ ー マ は 商科 口 腔外科 を 中 心 と

し て 、 病理学、 生化学、 生理学等 の 分野 に か け

て 多 岐 に わ た っ て お り 、 そ れ ぞ れ の 領 域 に お け

る 専 門 的研究が、 学際的 な 広 が り を み せ て い る 。

特 に 古 田 は 顎 顔面補綴学 会 の 理事 長 (平成 4 年

~平成 8 年) と し て 、 学 会 を リ ー ド し た 。 ま た、

関 連領域 で あ る 口 腔1重傷学、 日 腔 イ ン プ ラ ン ト

学、 生体材 料 学 の 分野 に お い て も 多 く の研究成

果 を あ げて い る 。 平成 2 年 に は 第44 回 日 本 口 腔

科 学 会 総 会 に お い て 、 「バ イ オ マ テ リ ア ル と 外

科 手術併用 に よ る U 腔 ・ 顎顔面欠損の修復 と 機

能 回 復 に 関 す る 総合的研究」 と 題す る 宿 題報告

を 行 い 、 高 い 評価 を 受 け た 。

学会活動 と し て は 、 昭和60年10 月 に 第28 回 日

本 口 腔科 学 会 中 部地方会、 H11和62年 4 月 に 第 4

M 日 本顎顔而補綴学会総会、 平成 5 {f 6 月 に 第

1 8 1111 日 本 口 腔外科学 会 q l 部地方会 を 開 催 し た 。

平 成 1 6年 1 0 月 に は 第羽 田 (社) 日 本 fl R空外科学

会 総 会 を 主 催 し 、 演 題 数 は 過 去 最 多 の 667題、

参加者約2， 300名 が 米 富 し 、 歯 科 U 腔 外科全般

に わ た る 活発 な 研究報行 が な さ れ た 。 ま た 、 同

時 に (社) 日 本 U 腔外科学会70同 年記念式典が、

合 わ せ執 り 行 わ れ た 。

県 内 活動 と し て は 、 昭和59年 よ り 歯科 口 腔外

科 学 の 砕 蒙 な ら び に 臨床 ・ {I)I 究活 動 の 報 告 の 一

環 と し て 、 寓 山 歯 科 日 腔外科学会懇話 会 を 主宰

し て い る 。 平 成 6 年 か ら は ア ル ペ ン f 1 腔 科 学

フ ォ ー ラ ム と し て 、 最先端の研究分野 に かか わ

る 基縫 的 お よ び臨床 の研究者 を 招 き 、 県 内 の み

な ら ず 近 隣 諸 地 域 に お け る 歯 科 口 腔 外科 の 臨

床 ・ 研究活動の拠点 を LI 指 し て い る 。

本講陪 は 、 第 4 学年 の 系 統講義お よ び第 5 �

6 学年 の 臨床実習 を 担 当 し 、 l宥 科 11 腔外科学 に

関 す る 基礎 的 臨 床 的 教育 を 行 っ て い る 。 [1 腔 は

消化器の 門 戸 で あ る と と も に 、 発 iT . 構 日 の 重

要器官 で あ り 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 道 具 と し

て の 口 腔 ・ 顎顔面 の 重 要性 は 論ず る ま で も な い

が、 こ れ に 関 す る 丙科 医学教育 は 必要不可 欠 で

あ り 、 医学生 に と っ て 唯 今 の 教育 機会 と な っ て

い る 。



臨床検査医学

1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状

- 研究 テ ー マ と ス タ ッ フ

初代教授棲川 信男 の 指導下 で 、 先天性血液凝

固 異常症、 と く に ア ン チ ト ロ ン ピ ン 欠乏症 の 分

子病態解析が精力 的 に 行 わ れ て き た 。 こ の研究

成果 に よ り 病 院検査部が 「高 度先進医療 ・ 先天

性血液凝 固 異常症遺伝子診断」 施設 に 認定 さ れ

た 。 現在 も 全国 か ら 検体 を 受 け 付 け 、 解 析 を

行 っ て い る 。 平 成 12年9月 よ り 2 代 日 教授北 島

勲 の 指導 下 で 、 「転写 因 子活性化 を 中 心 に し た

疾患 の 分子病態解析」 研究が開始 さ れ た 。 と く

に 「転写 因 子 1 分子測定法 に よ る 敗血症 ・ 全身

性炎症反応症候群 の 迅速診断法 の 開発」 の産学

共同研究 を 進 め て い る 。 ま た 、 血栓症早期診断

の た め の凝血分子 マ ー カ ー を 検討 し 、 フ イ プ リ

ンモ ノ マ ー 複 合 体 (FMC) ・ 可 溶性 フ イ プ リ

ン (SF) が深 部静脈血栓症や 肺血栓塞栓症 の

早期診断 に有用 で あ る こ と を 明 ら か に し て き た 。

平成16年 よ り 、 「神経科学」 領域 に も 参画 し た 。

「エ ピ ジ ェ ネ テ イ ク ス と 高 次脳 機 能」 と い う 新

し い研究 テ ー マ を 展 開 し て い る 。 米国 ハ ー バ ー

ド 大 学 と の 共 同 研 究 で 精 神 遅 滞 関 連 遺 伝 子

ATR-X 変 異 マ ウ ス を 作 成 し 、 DNA メ チ ル 化

異常や脳神経エ ピ ジ ェ ネ テ イ ク ス と 記憶 ・ 学習

障害 と の 関 連 を 研究 中 で あ る 。 さ ら に平成17年

4 月 よ り 大塚稔久助教授が着任 し 、 神 経 シ ナ プ

ス と く に プ レ シ ナ プス 構成分子の発見や神経ス

パ イ ン 形成分子 の研究が始 ま っ た 。 ま た 平成17

年 9 月 よ り 仁井見英樹助手が着任 し 、 検査部 に

お け る 遺伝子検査室 を 担 当 し 、 感染症の 遺伝子

診断 と DNA マ イ ク ロ ア レ イ を 用 い た 網羅 的 遺

伝子発現解析 を 展 開 中 で あ る 。

- 主 な研究業績集計 (平成12年 9 月 平成17年

8 月 ま で)

著 書 : 14、 英 文 原 著 論 文 : 56、 和 文 原 著 論

文 : 25、 総説 : 62 

国 際学会 : 9 、 囲 内 学会 ( シ ン ポ ジ ウ ム 、 招

聴講演、 教育講演 の み) : 45 
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- 科学研究費補助金等 の 受 け 入 れ状況 (平成12

年 9 月 一平成17年 8 月 )

[科学研究費] 基盤研究 C 8 件

基 盤 研 究 B 4 件、 萌 芽 研 究1件 [そ の 他] 、 ] ST

1 件、 民 間 助 成 9 件

2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状

コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム 導入 に と も な い 「臨床検

査」 の 医学教育 に お け る 重要性が増 し 、 教官 は

多 く の コ ー ス へ 出 向 き 講義担当 を 行 っ て い る 。

学部教育 は 入 門 チ ュ ー ト リ ア ル (M 1 前期、

教科主 任) 、 基本的診療知識系、 基 本 的 診療技

能、 神経系、 運動器系、 血液系

ク リ ニ カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ は 病 院検査部で尿

一般検査、 細 菌検査、 血液検査、 生理検査、 免

疫 ・ 生化学検査、 リ パ ー ス CPC を 教 官 と 検査技

師 で 行 う シ ス テ ム を 確 立 し 、 成 果 は 「富 山 方

式」 と し て 臨床検査医学会で高 く 評価 さ れ て い

る 。

大学院教育 は 、 修士大学 院生 1 年生 に 対 し 、

「病態検査学」 を 実 施、 医学科大学 院 生 に 対 し

て 神経分子病態学特論、 遺伝子検査実習 と し て

「パ ル ス フ ィ ー ル ド 電気泳動」 を 実施 し て い る 。

3 ) 沿革 に つ い て

- 設置年 月 日 : 平成元年 6 月 28 日

- 主 要人事 (教官、 :事務官等の任免)

教授 : 棲川信男 (平成元年 6 月 28 日 平成12

年 3 月 30 日 ) 北 島 勲 (平成12年 9 月 1 日

現在) 、 助教授 〔最近 5 年 の 任 免〕 小 方 則 夫

(平成 1 1 年 平成16年 6 月 ) 、 大塚稔久 (平成

17年 4 月 一現 在) 、 助 手 「最 近 5 年 の 任 免」

小 津哲 夫 (平 成 6 年 平 成 17年 4 月 ) 、 岩 城

有佳 (平 成16年 9 月 平 成 17年 3 月 ) 、 仁 井

見英樹 (平成17年 9 月 一現在)

4 ) そ の他の行事 (平成12年 9 月 平成17年 8

月 ) : 平 成15年 度 公 開 講座 ( テ ー マ : 消 化 器疾

患 に お け る 臨 床検査) 、 平成16年度 ( テ ー マ :

感染症 と 院 内 感染) 、 平成17年度 (血液疾患 と

く に 白 血病 診断 に お け る 臨床検査 の 進歩) 、 富

山 県 ス ー パ ー ハ イ ス ク ー ル事業 に参画。



208 f;f\ 4 主主 講座it の 治 �:

和漢診療学

本学 の 創 立 に あ た っ て 建 学 の 理 念 の 宇 つ で あ

る 「東 洋 医 学 と 西洋 医 学 の 融 合」 に 基づ き 、 昭

和 54{f 8 月 に 富 山 医科薬科大学 附属 病 院 に 和 漢

診療室 が 院 内 処置 と し て 設 置 さ れ 、 同 年 1 0 月 、

当 時 国 立大学で、 最 初 の 和 漢診療外米 が 開 設 さ れ

た 。 そ の 後 、 昭和58年 4 月 に 和 漢診療部 に 名 称

変 更 し 、 昭和60年 5 月 、 当 時 の 文部省 に よ っ て

附 属 病 院 中 央診療施設 と し て 認可 さ れ、 さ ら に

平成 5 年 4 月 1 日 に 医学 部 に 和 漢診療学講座 が

開 講 さ れ た c 寺津捷年初代教授 の あ と 、 平 成 1 5

年 1 2 月 1 n に 嶋 田 豊 が教授 に 就任 し た 。

教 fi' に 関 し て は 、 平 成 1 3 年 3 月 、 医学教育 モ

デ ル ・ コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム の '1 ' に 「和漢薬 を 概

説で き る j と い う 項 目 が組 み 込 ま れ、 全 国 の 医

学部 ・ 医科大学で漢方医学教育への取 り 組 み が

始 ま っ て い る つ 本学 で は 干u ì莫 主主 と そ の 治療 学 の

教育 は 長午 に わ た り 行 っ て お り 、 各大学 の 先駆

的 。")必 と し て i主 11 さ れ、 平 成 1 3 年 度 � 1 5 年 度 の

科学研究 費 補助 金 に よ り 「 漢 H 医学教育 に お け

る グ ロ ー パ ル ス タ ン ダ ー ド の構築」 を 子が け 、

本邦 の 漢 }J 医学教育 の 格 f作成 に 取 り 組 ん だ。

本学 の 平 成 17{f今 度 カ リ キ ュ ラ ム で は 、 2 年 次 前

期 に 和 漢 医薬学 入 門 の 中 で 漢 万 医 学 診 断 の 実 習

( 1 5 時 間 ) を 担 当 し て い る 。 4 年 次 に は 和 漢 診

療学 の 系 統 講 義 ( 1 2 H� 問 ) 、 5 午 次 に は ク リ ニ

カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ と し て ] 人 5 日 間 の 臨床 実

宵 、 6 年 次 に は I 人15 f1 問 の 選択制臨床実習 を

行 っ て い る 。 看護学科 に お い て も 薬剤学の 中 で

和 漢診療学 を 講義 ( 6 時 間 ) し て い る

診療 の場 で は 、 現代 医学的 に 治療 法 の 確 立 し

て い な い疾患、 あ る い は 現代 医 学 的 治療効果が

卜分で な い疾忠、 現代 医 学 的 治療 の 副 作 肘 や 病

変が多臓器 に 及 び治療が 困 難 な 疾患 な ど を も っ

た 忠者が和 漢診療 を 求 め て 来 院す る わ こ の よ う

な 患者 に 対 し て 、 束両両医学 を 駆使す る こ と に

よ っ て 街益 な 治療 を 提供 で き る も の と 考 え て い

る ハ

研究の分野で は 、 漢方医学的病態 (証) に 基

づし ミ て 診 断 し 治療 万剤 を 決定す る と い う 漢方 医

学 の 特性 を 十 分 に 考慮 し 和 漢 薬 の 効 果 に 関 す る

臨床研究 に 取 り 組 ん で き た 。 代表的 な 成 果 と し

て 、 プ ラ セ ボ を 対象 と し た 多 施設J重 吉検試験

に よ っ て 釣藤散の脳 血管性痴 呆 に 対す る 有 用 性

を 明 ら か に し た c ま た N-of-one デ ザ イ ン に よ

る ラ ン ダ ム 化比較試験 と い う 子i去 を 用 い て 、 虚

弱 高齢者 に 対す る 補剤 を 中 心 と し た 漢 方 方 剤 の

有 効性 に 関 す る 臨 床 試験 を 行 っ た 。 さ ら に 各穐

漢 H 方 剤 や 生 薬 の 微小循環改善作用 、 細 胞や臓

器 の 保護作用 、 生 態 防 御 ・ 免疫調整作用 等 の メ

カ ニ ズ ム に つ い て の研究 を 主主 ね て き た 〉 侠血等

の 漢 方 医学的病態 に 対す る 血液 レ オ ロ ジ ー 学的

視点か ら の研究、 舌 診 な ど の 漢 方 医 学 的診察所

見 の 意義 に 関 す る 現代 医学的視点か ら の研究 も

行 っ て き た 。 現在、 和 漢 薬 の 脳 血管 障 害 に お け

る 神 経保護作用 、 糖尿病性 合併佐の 進展抑制作

用 、 肥満等 の 生活習慣病 に 対 す る 効果 、 自 然免

疫 に 及 ぼす影響、 病 原体感染 防御機構等 に つ い

て の 研究が進行 し て い る 。 ま た 、 ブ ロ テ オ ー ム

解析 を 用 い て 、 渓 }j 医 学 的 病 態 や 和 漢薬 の レ ス

ボ ン ダ ー ・ ノ ン レ ス ポ ン ダ ー の 解析 に 関 す る 研

究 に も 取 り 組 ん で い る 。 こ れ は 平 成 1 5年 度 に 丈

部科学 省 に よ り 採択 さ れ た 2 1 世 紀 COE プ ロ グ

ラ ム 「東洋 の 知 に 立脚 し た 佃 の 医療 の 創 生j に

よ る も の で あ る 。 1 7 {f J主 か ら は 、子 i事t走年 に 代 わ

り 、 的 lU 豊が COE 拠点 リ ー ダ ー を 務 め て い る 。

対 外 活 動 と し て 、 Hfi 和63年 4 月 に WHO 1iJf Î\: 

協 力 セ ン タ ー (伝統 医学) に 指 定 さ れ て 以米、

わ が 同 の 伝統医学教育 ・ 研究 の 分野で 責務 を 果

た し て い る 。 ま た 、 厚生科 学研究 費補助金 に よ

り 特定疾患対策耐 究事業 の 分担研究、 長寿科 学

総合研究事業 の L任 ・ 分担研究 も 行 っ て き た 。

21 世紀 は l1. 命科学の著 し い 発達 に よ っ て 、 臓

��移植、 遺伝 f 医療 な ど の 高 度先進医療が さ ら

に 一 般 的 に な る と 忠 わ れ る 。 - }j で 、 高 度 に 専

門 分化 し 細 分化 し て き た 医学 ・ 医療 を 横 断 的 あ

る い は総合的 に 見 る 必要性 も 問 わ れ て い る 。 こ

の よ う な 似点 か ら も 研究 ・ 教育 ・ 診療 に お い て 、

心 身 攻日 の 束 洋 医 宇 的玉県念 に 丘脚 し た 和 漢診療

学 の 果 た す役割 は さ ら に 大 き く な る も の と 思 わ

れ る 。

( 占 旧 一 史、 i嶋 田 豊)



救急 ・ 災害医学

1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状

救急 ・ 災害医学講座 は 、 2003年 に予算化 さ れ

同 年 9 月 1 日 に 奥寺敬の教授着任 に よ り 開 講 と

な っ た 。 開 講以前 は 附属 病 院救急部 と し て の 中

央診療 部 門 し か な か っ た た め救急医学 や そ の 応

用 で あ る 災害 医学 に かか る 医学教育、 医学研究、

診療指導等 の 体制 は な く 、 文字 どお り 0 か ら の

ス タ ー ト と な っ た 。 講座 と し て の教育 テ ー マ は

「 医 育 機 関 と し て 緊急 時 に 適切 な 対応 を と れ る

医 師 を 養成 す る 」 、 研 究 テ ー マ は 「複雑化す る

21世紀の社会 に対応す る 新 た な 救急 ・ 災害医療

シ ス テ ム を 開発す る j と し た 。 翌2004年 6 月 3

日 に 、 第18回 日 本神経救急学会 ・ 学術集会 を 富

山 市 内 で 開催 し 、 神経系 の救急 医学の学術情報

を 集約 レ情報発信 を 行 っ た 。 ま た 市民公開講座

を 開催 し 大学 の 知 的財産 の 地域社会への還元 を

すす め た 。 ま た 、 2004年 4 月 3 日 ・ 4 日 に 日 本

救 急 医 学 会 北 陸 地 方 会 と し て 行 っ た ICLS

(ACLS 基 礎) コ ー ス と 指 導 者 養 成 ワ ー ク

シ ョ ッ プ を 契機 と し 日 本救急 医 学 会 認 定 ICLS

コ ー ス (略称 ・ 銀 コ ー ス ) を 開催 し 、 以降、 月

1 � 2 回 の ペ ー ス で連続開 催 し て い る 。 受講者

は 1 2都道府県 に 達 し わ が国 で も 有数の コ ー ス と

し て 成長 し て い る 。

国 内 共 同 研究 と し て は 、 「病 院 防 護 に 関 す る

国 内 共 同 研究」 ゃ 「新 し い 意識障害ス コ ア の 開

発 と 検証J I 脳 卒 中 初 期 診療 コ ー ス の 開 発」 な

ど の 社 会 的 側 面 を 持つ 研 究 か ら 、 「災害現場 で

の 医 療 に 用 い る 新 し い 医 療 機 器 の 総 合 開 発」

「災害派遣 チ ー ム (DMAT) の 運用J な ど の国

内 共 同研究 を 担 当 し て い る 。 2006年 6 月 3 日 に

は 第 四 回 日 本脳死 ・ 脳蘇生学会 の主 催 を 予 定 し

て お り 本方面 の学際的デー タ の収集 に 着 手 し て

い る 。

2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状

学部教育 に お い て は 3 年次の基礎配属 の学生

を 受 け入 れ心肺蘇生 に 関 す る 原理や救急検査法

な どの実習 を 提供 し て い る 。 講義 は 、 4 年次 を

対象 と し て 、 救急 ・ 災害 医学 と し て 8 コ マ (平

成 18年度 よ り 10 コ マ ) 行 っ て い る 。 講義の 目 標
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は 、 「すべて の 日 常診療 の 基礎 と な る 救急 医 療

と そ の 基礎 と な る 救急 医学、 そ の 応用 で あ り 幅

広 い社会 と の接点 を も っ 災害 医療 と そ の 基礎 と

な る 災害医学 に つ い て学ぶ。 具体的 に 総論、 最

近 の 具体的 な 事例 の解説、 外傷初療 の 基礎知識

と 体系 、 国 際 ガ イ ド ラ イ ン に 基づ く 緊急心血管

治療 の 基礎知識 と 体系 、 災害医療 と 災害医学の

基礎 に つ い て 学 ぶ 。 」 で あ る 。 こ の 講 義 は 、 全

て 公 開 講義 と し て 登録 し て お り 学 内外の聴講が

可 能 と な っ て い る 。 4 年 次 末 の 臨 床 技 能 評 価

OSCE に お い て は 、 心肺蘇生 の ブー ス を 担 当 し

実技指導 と 評価責任 を 担 当 し て い る 。 5 年生 の

臨床実習 は 、 開 講 当 初 は 5 日 間 で あ っ た が、 2005

年 よ り 各 グ ル ー プ 2 週 間 と な り 、 実習 時 間 の振

り 替 え に よ り 夜 間 や 休 日 な ど の 実 習 が 可 能 と

な っ た 。 臨床実習期 間 中 に 、 標準化 さ れ た 外傷

初 療 (JPTEC お よ び JATEC) の 導 入 や 消 防

署 に お け る 学外実習 等 を 組み 込 ん で、 い る 。 ま た 、

実習 内 容 に国 際的 に 標準化 さ れ た ス キ ル を 導入

し 緊急事態への対応が可能 な 医 師 の養成への方

向 付 け に努 め て い る 。 大 学 院 博 士 課 程 は 、 救

急 ・ 災害医学 と 危機管理医学 を 担 当 し 囲 内 の 複

数の研究施設 と 提携 し研究体制 を 構築 し て い る 。

修士課程 も 同 様 な研究体制 を構築 し て い る 。

3 ) 今後 の展望

医学部講座 の 中 で最 も 遅 く に誕生 し た 講座 で

あ る た め 、 医学生教育 を 最優先課題 と し て 取 り

組 ん で き た 。 今後 は 、 医学部看護学科や他学部

の教育支援や 卒後医師 臨床研修 な ど を 教育面の

重点課題 と し て 取 り 組み を すす め た い 。 ま た 、

研究面 で は 、 現在、 参加 中 の厚生労働科学研究

を 推 進 す る と と も に 、 教 室 の 各研 究 テ ー マ に

沿 っ た研究体制 の確立 を 進 め 、 健康危機管理医

学の確立 を 目 指 し た い 。

4 ) ス タ ッ フ 構成

設置年 月 日 2003年 9 月 1 日

教授 奥寺 敬 2003年 9 月 1 日 ~

講師 若杉雅浩 2004年 4 月 1 日 ~

助手 井川 晃彦 2004年 4 月 1 日 ~

助手 旭 雄士 2005年10月 1 日 ~

(奥寺 敬記)
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〈 看 護 学 科 〉

人間科学 ・ 基礎看護学 基礎看護学

現在、 基礎看護学 で は 、 看護 の 恭礎理論、 看

護診断、 看 護 の 基礎技術 ・ 方法等 を 担 当 分野 と

し て い る 。 運営方針 と し て は 、 教育 で は 、 看 護

学 の 科学領域、 学 問 の 対 象 、 学 問 す る 意 味、 人

間 の 牛 き る 目 的 等 、 看護学 を 学ぶ 目 的 、 究 め る

目 的 等 に つ い て の 悲 本 的 事項 に つ い て 理解 さ せ

て い る 。 研究で は 、 看 護 の 対 象 で あ る 人 間 の 身

体 的 、 精神 ・ 心理 的 、 行 動 的 、 社 会 的 側 面 か ら

評価す る た め の ア セ ス メ ン ト ・ ツ ー ル の 開 発 を

日 的 と し た 研究 を 行 っ て い る 。 こ れ ら の 方 針 の

基礎 は 、 前任 の 高 間 静 子 教授 の 街l尽力 に よ る と

こ ろ が大 き い 。 基礎看護学講座 は 平成 5 年 に 看

護学科 開 設 と 同 時 に 発足 し た 。 教授 に は 金沢大

学 よ り 高 間 静 f 、 助教授 に は 埼 玉 県 立 短期 大学

よ り 漬畑 辛子が着任 し 、 翌平成 6 年 に は [..野栄

ーが、 ま た 千 成 7 年 に は福村 平代が助子 と し て

着任 し 、 本講座 の 実 質 的活動が開始 さ れ た 。 教

育 ・ 研究 向 と も 高 間 静子教授の功績 は 大 き く 、

看護学科設 。: の た め に 多 大 な る 御尽)J を い た だ

い た 。 ま た 、 大学 院修士課程昼伐 開 講制 度 に も

ん き な 貢 献 を さ れ た 。 さ ら に は 、 学科 主 任 、 教

務委員長な どを は じめ多 く の役職 を 照任 し て き た。

教 育 面 で は 、 1 干γ年「下ゐ 次 間 講 の 看 護 J則引 論、 石 υ

史 . 市嗣制|リl 度論、 看護技術お よ び看 護技術実習 と 担

当 し た 。 研究面 を み る と 、 主 要研究領域 を 看護

管 理 領 域 に お き 、 主 と し て 看 護 職 の リ ー ダ ー

シ ッ プ ・ 専 門 的 i'I 律度 ・ 職務満足 度等 に 関 す る

似品検証型 調 査紛| 究が行 わ れ、 [..野栄 宇 助 手 が

作業部隊の 要 と な り 、 教授の制 究 に 賛 同 し て 集

ま っ て き た 医療施設か ら の 5 人 ばか り の 看 護 師

を 入 れ て の研究組織 を 構成 し た 。 以 米 、 こ れ ら

の研究課題 は 教 室 の 骨 格 を な し 、 こ れ ま で に 1 5

名 に 達す る 多 く の修士院生の研究 テ ー マ に も 組

み 入 れ ら れ た 。 そ の 結果、 こ れ ま で に リ ー ダ ー

シ ッ プ に 関 す る 研究 3 編 、 専 門 的 白 律度 に 関 す

る 研究 5 編 、 勤労志欲に 関 す る 論丈 6 編 、 職務

満足 度 に 関 す る 論文12編、 尺 度 開 発 に 関 す る 研

究10編 な ど を q l 心 に し て合計6 1 編 の 論文が ま と

め ら れ た c ま た 、 学会発表 も 積極 的 に 参加 し 、

[j 本看護研究学 会 、 日 本看護科学学会 な ど を 中

心 に 多 く の 発 表 を し て き た 。 さ ら に 、 講庵 主催

の研究会や リ カ レ ン ト 教育 を 積極的 に 行 い 地域

頁献活動 も 実践 し て き て い る 。

発足 当 時 の研究索、 教官室 は 臨 床研究棟の 4

階 で 暖 房 も 冷 房 も エ レ ベ ー タ ー も な く 背 し い

夏 ・ 冬 を 過 ご し た 。 そ れ だ け に 想 い 出 も 感慨深

い も の で あ る 。 i賓畑助教授 は 完 成 年 度 前 の 学部

教育 4 年 後 の 平成 9 年 3 月 に 本学 医 学博上 を 取

得 し て 愛 知 県玄看護大学 に 転 出 し た 。 そ の 後、

平成 8 年 1 1 月 に 講 師 と し て 本学 I�t 属 病 院 の 塚原

節 f婦長 が着任 し た 。 福村助 子 は 1 午 後 の 退職

に 伴 い 、 後任 と し て 平 成 1 0年 4 月 に 本学 看 護学

科 を 卒業 し た ばか り の 高 島 佐 知 子 が 助 手 と な っ

た 。 平 成 1 1 年 4 月 、 L野助子が旭川 医科大学医

学部看護学科 に 助 教授 と し て 転 11\ 0 そ の 後助 手

籍 に は 、 " 1 村佳代 (平成 1 1 年 4 月 ~ 同 年 6 月 ) 、

小 洋 明 子 (平 成 1 1 年 7 JJ � 平 成 1 2 年 3 ) J ) 、 次

い で 八塚美樹 と 新 谷恵 f ( 平 成 1 2 年 4 月 ~ 平成

1 3年 3 月 ) の 2 名 が務 め た 。 1 年 後 に 八塚美樹

は 成 人看護学 (急性期 ) の 講 師 に 昇格す る 。 そ

の 後 、 新 谷 恵 子 の 後 任 に 本 学 科 2 期 生 の 横 田

(坪 同 ) 恵 子 が助 子 と な り 現 在 に 至 っ て い る 。

こ の 問 、 も う 1 籍 の 助 手 籍 は 助 産 学科 目 の 導入

に よ り 、 母性看護学領域 に 議 り 、 そ の 代科 と し

て 人 間科学 2 の 篠 原 治 道教授転 出 後 の 教授籍 を

基礎看護 学 の 教授籍 と な り 、 そ こ へ助教授 の ま

ま 塚原 節子が移籍 し た 。 同 時 に 基礎看 護学の助

教授籍 に は 、 平 成 144 4 月 旭 川 医科大学 に 転 出

し て い た 上野栄 ・ が助教授 と し て 着任 し た の こ

う し て ぷ礎看 護学教室 は 向 学 1 0年 に し て 、 大学

人 と し て 庖切 な 人材がそ ろ い 講時 の 発展 に 寄 守

で き る 教育 ・ �)I 究者 と し て ふ さ わ し い 陣容 で基

礎看 護学が組織 さ れ る こ と に な る 。 基礎右 護学

領域 の 初 代教授の 高 間 静 r は 教本一 の 安 定化 を み

て 平成 1 5 年 3 ) J で 定年 ill宵 と な り 、 そ の 後 、 平

成 1 5 年 4 月 ~ 平成17年 3 月 ま で 11 本赤 ト字北海

道看護大学 に 学 部長 と し て 赴任 し た 。 平成16年

9 月 に は 、 成 人看護学 よ り 吉 沖 美穂が講 師 と し

て 昇任 着 任 し 、 基礎看護学教宗 は 、 助 教授 卜今野

栄 ， !Î品 自ni 吉 井 美穂 、 助 手坪 田 恵 子 の 3 名 で運

営 さ れ 今 日 に 至 っ て い る 。



人間科学 ・ 基礎看護学 人間科学 ( 1 ) 

当 講座 は 、 教授 1 名 の 講座 と し て 、 平成 6 年

4 月 に ス タ ー ト し た 。 当 初 は 、 現在の 臨床研究

棟 4 階 に 一 時 的 に 整備 さ れ た 教官室 を 使用 し た

が、 同 年 1 2 月 1 期 工事が終了 し た 看護学科研究

棟 に移転 し 、 平成 8 年 2 月 の 2 期 工事竣工 に よ

り 現在 の 4 階教官室 と 5 階 の 感染看護研究室の

2 室が教育 ・ 研究活動 の拠点 と な っ た 。 平成 7

年 に は “ 看護学科微生物学への実習導入" が文

部省 ( 当 時) 大学改革推進計画 に 採択 さ れ、 教

育研究環境 は 一挙 に 充実 し 、 下 記 に 示す よ う な

本格的活動が開 始 さ れ た 。

今 ま で に 担 当 し て き た講義 ・ 実習 を 列挙 す る

と 、 医学概論、 生化学、 解剖生理学、 微生物学、

英語四 で あ る 。 医学概論で は 医学史、 健康 と 疾

病、 診断か ら 治療 に い た る 過程、 医学 ・ 医療 に

関 す る倫 理規定 と 用 語解説、 日 本の 医療の現状

と 問 題点等 を 講義 し て き た 。 夏休み に 行 わ れ る

早期介護実習 も 担 当 し て き た が、 平成17年新 カ

リ キ ュ ラ ム の導入 に 伴 い 、 医療学入 門 に組み入

れ ら れ、 医学概論 と い う 科 目 は な く な っ た 。 生

化 学 で は 、 生 体 高 分 子 (糖、 脂 質、 蛋 白 、 核

酸) の構造 と 機能、 酵素の働 き 、 エ ネ ル ギ ー 代

謝、 遺伝子発現 と そ の調 節 の 講義 の ほ か に 、 ガ

ン の発生 と 抑 制 、 遺伝子治療、 ES 細胞 と 再 生

医療の講義 も 行 っ て い る 。 平成17年 度か ら は 、

栄養学 も 加 え る こ と と な っ た 。 解剖 生理学 は 、

平成12年度 よ り オ ム ニ パ ス 方式 を 採用 す る こ と

と な り 、 コ ー デ イ ネ ー タ ー に 加 え 細胞 の構造 と

機能、 組織学、 内 分泌系 を 担 当 し て い る 。 平成

17年 度 よ り 、 科 目 名 も 形態機能学 と 変更 に な り 、

コ ー デ イ ネ ー タ ー も 本来 の 人 間科学 2 が担 当 す

る こ と に な っ て い る 。 微生物学で は 、 開 講 当 初

よ り 実習 を 導入 し 講義展 開 に も 工夫 を 加 え て い

る 。 病 院感染 に 対す る 世評 は 厳 し く 、 特 に 看護

介入がそ の 原 因 と し て ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れて き

た こ と が多 い 。 こ の こ と を 十分意識 し 、 感染看

護 の歴 史 と 感染管理看護師の役割、 看護か ら み

た 感染予 防 の 3 要素、 病 院感染予 防 と ホ ス ピ タ

ル ・ サ ニ テ ー シ ョ ン に は 時 間 を 割 き 、 特 に 洗

浄 ・ 消毒 ・ 滅菌 に 関 し て は 、 実習 を 行 い 、 理解
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を 深 め る 工夫 を し て い る 。 ま た 縦断的 な 各論終

了 後 は横 断的症候別 の講義 も 行 っ て い る 。 英語

四 は 、 一般教養科 目 語学系 の 単位 に 含 ま れ る が、

専 門 英語 と し て 、 医学英語の 成 り 立 ち 、 看護現

場 で役立つ 英語、 看護 に 関 する 英文抄読 を 行 っ

て い る 。 こ れ ら の 講義 に は 自 製の教科書形式 の

プ リ ン ト を 用 い 、 さ ら に 生化学 と 微生物学 で は 、

単元毎 に セ ル フ ・ チ ェ ッ ク を 配付 し 学生参加型

の 講義形態 に し て い る 。

研究 は 、 イ ン フ ル エ ン ザ、 と 感染看護 に 関 す る

研究 と 2 つ に 分け ら れ る 。 前者 で は 、 イ ン フ ル

エ ンザ ウ イ ル ス の増殖機構、 感染 に 伴 う 生体応

答 、 抗 イ ン フ ル エ ンザ ウ イ ル ス 剤 が 中 心 で あ り 、

医学部和 漢診療学、 薬学部薬 品 製造学、 生理化

学研究室 な ど と 共 同研究 も 大 き な 位置 を 占 め て

い る 。 平 成 1 5年 に 採択 さ れ た COE I 東 洋 の 知

に 基づ く 個 の 医療 の創生」 に研究 フ エ ロ ー と し

て 加 わ り 、 直接の ウ イ ル ス 増殖抑制 を 示す和 漢

薬 と し て 麻黄 (脱穀阻害) 、 桂皮 ( ウ イ ル ス 蛋

白 合成阻害) に 加 え 、 マ ク ロ フ ァ ー ジ を 介 し て

そ の作用 を 発揮す る 乾菱、 舞茸 ( い ず れ も TNF

q 産 生 誘 発) 等 を 同 定 し て い る 。 特 に 乾 菱 の

抗 ウ イ ル ス 作用 は 、 当講座出 身者の博士論文で

あ り 、 本 学 看 護 学 科 出 身 者 で 第 1号 の 博 士 と

な っ た 。 感染看護 に 関 す る 研究 は 、 附属病院感

染看護チ ー ム と の 「病室花器水汚 染 の細菌学的

f食言す 」 か ら は じ ま り 、 ラ テ ッ ク ス ア レ ル ギー の

発症要 因 と そ の 予 防 に 関 す る 研究、 病 院感染予

防 に 関 わ る 分子疫学的研究、 和漢薬の 感染看護

への活用 に 関 す る 研究へ と 進 め た 。 こ の う ち 、

ラ テ ッ ク ス ア レ ル ギー の研究 と 分子疫学 (感染

経路追求法の 簡便化) に 関 す る 研究 は 、 科学研

究補助金基盤研究 C に 、 ま た 和 漢 薬 の 感 染 看

護 ・ 感染予 防への活用 に 関 す る 研究 は 同補助金

若 手 B に 採択 さ れ た 。 こ れ ら の 成 果 は 、 著 書

7 編 (英 文 4 編 を 含 む) 、 総説 5 編、 英 文 原 著

45編、 和文原著18編 に ま と め ら れ た 。 全て の研

究 は 、 医学部、 薬学部あ る い は 附属 病 院感染看

護チ ー ム と の協力 に 加 え 、 科学技術振興調整費、

COE、 県 受 託研 究 費 、 学 長 裁 定 費 、 民 間 企 業

研究助成金、 委任経理金の財政的援助 を 受 け た 。
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人間科学 ・ 基礎看護学 人間科学 ( 2 ) 

1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状

開 設 当 時 、 人 間 科学 2 は教授 1 人 の 議時 で あ

り 、 主 な 研究 も 解剖 学 に ま つ わ る 研究 を 中 心 に

行 わ れ て い た 。 現存ー も 助教授 l 人 の 講座 に は 変

わ り は な い 。 研究 は 、 疾患 を 持 っ た 人 間 に 焦 点

を 当 て 、 疾 病 の 受容 や 疾病 に よ っ て 変化す る 身

体状況 を 患者が ど う 捉 え て い る の か 、 ま た そ の

家 族が患者 と の 関 わ り の 中 で ど う 対応 を 変化 さ

せ て い く の か を テ ー マ に 分析 し て い る 。

2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状

人 間 科学で は 看 護 の 専 門性、 特殊性 を 与 え 、

人 聞 を 心 身 一体の統一体 と 社 会 で の 午 i日本 と と

ら え 理解す る こ と を 目 標 と さ れ た 。 つ ま り 生物

体 と し て の 身体構造や機能 を 学 びつ つ 、 社 会 で

の 生活 を と ら え 、 そ の構造や機能が疾 病 に よ っ

て ど ん な 変化や 障 害 を 持つ の か を も 加 味 し た 人

間 学 を 学 ぶ こ と に あ る 。 誕生か ら 死 に 向 か う 人

聞 の 発達過程の 中 で の 身体の構造 と 機能 、 疾病

と 傷害、 社 会生活 に お け る 人 間 と 人 間 と の 関 係

性 、 社 会環境の構造 と そ の 中 で の 人 聞 の 適応 の

あ り 方 を 理解 し 看護 の 対 象 と し て ど う と ら え る

か を 学ぶ こ と に あ る 。

、 IC 成 5 年 医学部看護学科 開 設 当 時 、 こ の 人 間

科学 2 に は 解剖学教室 か ら 医 師 が教授 と し て 赴

任 さ れ、 主 に 身体の構造 ・ 機能 の 部分で ご尽)J

を つ く さ れ た 。 完 成 年 度 を 迎 え 教授 は ご専 門 の

解剖 学へ転任 さ れ た 。 そ の 後 、 こ の ポ ス ト に つ

い て 検討 さ れ解剖 生理学お よ び基礎看護学の授

業 を 担 与 す る 看護系教官で、 と い う こ と と な り 、

平成 14年基礎看護学か ら 人 間科学 2 に 配置換 え

と な っ た 。

講義 は 、 上記 の こ と く 人 間 の 身 体構造 と 機能

を 解剖 今理学 か ら 平成 1 7 年 度 に 形態機能学 と し

て カ リ キ ュ ラ ム が編 成 さ れ た 。 今 ま で の 解剖 生

理学 と ほ と ん とな変 わ ら な い が、 看護教官 の 担 当

部分が増 え た こ と で 看 護学 に 必 要 な 身体の構造

と 機能 の 理解 を 深 め て い け る の で は な い か と 自

負 し て い る 。 し か し そ れ も 部分的 に す ぎず今 ま

で通 り 医系教官 に も お 願 い し て い る c ま た 、 解

剖 学教 雫 の 大谷修教授 に ご協 力 を 得 て 実際 の 人

体解剖 見学実 習 も 取 り 入 れ て い る 。 さ ら に 人 間

理解 の 部分 と し て 新 た に 看 護対象論が加 わ り 担

当 す る こ と と な っ た 。 発達過 程 に お け る 様 々 な

人 間 模燥の変化 を 瑚解す る こ と に よ っ て 、 看 護

の対象 を ど う 捉 え る かの 学 び を 目 的 と し て い る 。

ま た 、 tt.命倫理学 で、 は哲 学 の 盛永審 牟 郎教授か

ら 教 養 部分 と し て の 倫 理 的 な 理 解 、 「 人 の 生」

を ど う 考 え る か、 「 人 の 死」 を ど う と ら え る の

か を ご教授 い た だ い て い る 。 ま た 、 看 護 の 部分

で は 「患者 の 生 命 と 倫理的配慮」 に つ い て の 学

び を 深 め て い く こ と を 目 的 に 授業 を 展 開 し て い

る 。 基礎看護学 で は 、 基本的 な 看護技術 を 理論

的 に 理解 し 、 実践可 能 な 状況 ま で理解がで き る

よ う 学 内 の 演 習 を 取 り 入れ な が ら 講義 し て い る 。

ま た 、 法礎看護 に お け る 臨地実習 で は 、 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン を 主 と し た 忠者理解 を 中 心 に 実背

を す す め て い る 。 疾病 に よ っ て 忠J雪 は い か に 自

分 を 見 つ め て い る の か、 疾病が患者 の 日 常生活

や 社 会環境、 他 の 人 間 と の 関 係性 に ど の よ う な

変化 を も た ら し て い る の か 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を 通 し て 情報 を 収集 し 、 そ の 後1[.';1 人 カ ン フ ァ

レ ン ス を 行 っ て い る 。 こ こ で は チ失J討 の ま塑角ヰ と そ

れ に よ る 忠者理解、 つ ま り 人 間 を 心 身 一 体の統

字体 と し て別解す る こ と を 目 的 と し て い る 。

3 ) 人 間 科学 2 の 沿革 に つ い て

平成 5 年 医学系教宵 (篠原 治道教授) の 赴任

に よ り 、|え成 1 2 年 度 ま で学部教育 の 解 剖 生 理学 を

担 当 さ れ た 。 卒業年次 を 迎 え る に 当 た り 看護学

科教官 は そ れぞ れ学生の卒業論文 を 分担 し た が、

い か ん せ ん担 当 授業科 目 が解剖 生理学 と い う こ

と で平成 1 0年 初 回 の 卒業論文 に 関 わ る と い う 状

況 で あ っ た 。 大学院教育 の 産婦 人科 医 と し て の

経験か ら 母 子看護専攻領域の特論 と j寅 習 を 分担

さ れ て い た 。 千 成 1 2 年 か ら の 2 年 間 人 間科学 2

は 空席 の ま ま す ぎ た が、 そ の 間 人 間 科学 1 の 落

合宏教授が解剖 生用学 の コ ー デ イ ネ ー タ ー と な

ら れ講義 を 進 め ら れ た 。 現存夜、 は 、|え成14{f.度か

ら 解剖 /十 理学 を も 担 当 す る 看護教宵 と い う こ と

で、基礎看護学 よ り 配置換 え で 人 間 科学 2 に 席 を

お き 、 形態機能学 を は じ め 看 護 の 基礎教育 と な

る べ き 看護対象論、 生命倫理学、 基礎看護技術

論 の 講義お よ び演習 を 担 当 し て い る つ
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当 講座 は 、 平成 5 年 4 月 に 、 初代教授 と し て

神郡博先生が着任 し 、 看護学科 の 中 で は 最 も 早

く ス タ ー ト し た 。 そ の 後、 平成 7 年 4 月 1 日 に

は 、 堀 内 園子助手が着任 し 教授 と 助手 1 名 の研

究室の体制 は 整 え ら れた 。 神郡教授 は 、 平成10

年 1 1 月 1 日 よ り 平成 1 1年 3 月 31 日 ま で初代学科

主任 の 重責 を 果 た し 定年退官 さ れ た 。 こ の 問 、

堀 内助手の辞職 に 伴 い 、 平成 9 年 4 月 1 日 に 田

中 い ず み助手が着任 し 、 現在 ま で、 教育研究 に

携 わ っ て い る 。 そ の 後、 平 成 1 1 年 4 月 1 日 を

も っ て 2 代 目 教授 と し て 筒 口 由 美子先生 を 迎 え

る こ と と な っ た 。 筒 口 先生 は 、 教育研究 は も と

よ り 、 平成13年 よ り 1 年 間 学科主任 と し て 、 看

護学科の管理運営 に多大の貢献 を な さ れ た が、

残念 な が ら 病魔 に お か さ れ、 平成16年11 月 12 日

に他界 さ れ た 。 こ こ に 心 よ り ご冥福 を 祈 る 次第

で あ る 。

本講座 で は 、 心 の 問 題の理解 に 対す る 強 い社

会の要請 に 応 え る た め に 、 精神 の 健康 問 題 を 、

病気の面か ら ばか り で は な く 、 健康 ・ 不健康、

成長 ・ 発達、 環境 と 適応 な どの面 か ら 広 く 理解

し 、 そ れ ら を 看護 の 場 に 活用 で き る 能力養成の

視点 に 立 ち 、 「精神看護学総論」 、 「精神看護論j 、

「精神 臨床 医学」 の 各 講義 と 「精神 看 護 臨 地 実

習 」 を 担 当 し て い る 。 さ ら に 、 卒業研究選択学

生 に は 、 精神看護 的研究方法の基礎 を 学ぶ機会

(文献検索、 研究立案 と 実施) を 提供 し て い る 。

「精神 看護学 総論」 で は 、 単 に 精 神 障 害 者 に

限 ら ず、 広 く 人 間 の 精神 的諸 問 題 に つ い て 理解

を 深 め る こ と を 目 標 と し 、 精神 的健康、 青 年期

の 人格の発達 と 危機、 現代家族の特徴、 対 人 関

係 に お け る 自 己理解、 看護師の メ ン タ ルヘ ル ス 、

精神福祉 法、 ケ ー ス マ ネ ジ メ ン ト な どの講義 を

通 じ 、 精神 的健康 の 保持、 増 進 に 関 わ る 基礎知

識 を 習 得 で き る よ う に 工 夫 し て い る 。 「精 神 看

護論」 は 、 総論で得 た 知 識 を 精神保健福祉 看護

の 実践へ と 結 びつ け る 講義 と 位置付 け、 精神 の

健康 に 問 題 を 持つ 人への 看護援助 に 必 要 な 知 識

と 技術 に つ い て 学習 す る こ と を 目 標 と し て い る 。
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そ の 内 容 に は 、 看護師 ・ 患者 関係の発展過程、

病 む 人 の 体験の 理解、 問 題状況 に お け る 看護 師

の対応、 精神障害者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の

特徴、 精神看護 に お け る 観察 ・ 記録の意義、 精

神科 に お け る 管理 的 問 題 と 事故 に 対す る 看護の

在 り 方、 家族への 看護面接、 精神看護 に お け る

看護過程 の 展 開 、 精神保健医療チ ー ム に お け る

看護師の役割 な どが含 ま れて い る 。 両講義 と も 、

単元毎 に 、 質 問 書 を 書 い て も ら い 、 回答 書 を 返

す こ と で、 学生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り 、

学 習 意欲 を 高 め 、 教育効率 を あ げ る 工夫 を 行 っ

て い る o í 臨 床 精 神 医学」 は 、 精 神 科 医 師 が担

当 し 、 患者の立場 に 立 っ た援助 を 行 う た め に 必

要 な 見方 や 考 え 方がで き る よ う 、 患者 の 問 題の

捉 え 方や診断 ・ 治療 に視点 を 置 い た授業 を 、 事

例 を 提示 し つ つ 展 開 し て い る 。 そ れ ら に は 、 精

神症候学、 て ん か ん ・ 睡眠障害、 脳波検査、 症

状精神病、 統合失調症、 気分障害、 老年期精神

障害、 児童 ・ 思春 期精神障害、 神経症、 神 経心

理学、 精神疾患の 治療が含 ま れ、 看護 師 と し て

求め ら れ る 最低限の知識の習 得 を 目 指 し て い る 。

「精神看護 臨 地 実 習 j で は 、 上 記 の 講 義 で 学

ん だ こ と を 、 実践の 中 で展 開 し 、 そ の 理解が深

め ら れ る こ と に 主眼 を 置 き 、 指導 に 当 た っ て い

る 。 具体的 に は 、 1 . 対象の発達各期 の精神 的

成 長 と そ れ に 伴 う 問題が理解で き る 。 2 . 精神

障害 を 持つ対象 を 理解 し 、 必要な援助がで き る 。

3 . 対象の も つ 病気 と 治療法 を 理解 し 、 必要 な

援助がで き る 。 4 . 対象の看護問題 を 把握 し 、

そ れ ら を 適切 に 判 断 し 、 看護計画立案、 実施、

結 果 の 評価がで き る 。 5 . 精神医療 を 支 え る 最

近 の 考 え 方 と そ れ ら が健康 回 復 に 果 た す役割 を

理解 し 、 看護の 中 に 取 り 入 れ る こ と がで き る 。

こ れ ら 5 つ の 目 標 を 掲 げ、 学生がそれぞれ 1 人

の 患者 を 受 け 持 ち 、 い つ で も 必要 に 応 じ て 個 別

指導が受 け ら れ る 方法 を と っ て い る 。 到達度の

評価 は 、 受 け持 ち 患者の理解度、 看護計画 の 内

容及 び実践、 個別指導時の理解度、 実習 レ ポ ー

ト 、 カ ン フ ァ レ ン ス の検討 内 容 を 総合 し 行 っ て

い る 。
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臨床看護学 成人看護学 ( 内科系)

成 人看護学 ・ 内科系の現在の構成 メ ン バ ー は 、

田 q ' 二三 千雄教授、 安 田 智 美助教授、 若林理忠l f

助 手 、 寺境友紀子助 手 の 4 ?'， で あ る ( 大 学 院 で

は こ れ に 泉 野 潔 助 教授が加 わ る ) 。 過 去 の 構 成

メ ン バ ー と し て 、 看護学科 開 設 時 か ら 、ド成 1 6 年

ま でi宰 出愛子教授が在籍 し 、 そ の ほ か に は 助 手

と し て 、 塚本 尚 了 、 中 林美奈 f 、 宥 旧 美千代、

守 山 由紀子、 塚本亜紀 子、 三 輪 の り 子が在籍 し

た 。

本講座 は 主 と し て 成 人 の慢性疾患患者 を 対象

と し て 、 そ の 看 護 の 玉県念や、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン ・ セ ル フ ケ ア に 関 す る 方法 を 研究 し 、 教育 し

て い く こ と を 目 的 と し て い る 。

1 . 研究体制 の 変遷 と 現状

1 ) 術究 テ ー マ と 研究業績

田 中 は 本学 附 属 病 院 の 光学医療診械 部 の 部

長 を 併任 し て い る 関 係 も あ り 、 特 に 「 内 悦鏡

看護」 の 領域 を 小 心 に 研究 を 行 っ て き た 。 ま

た 富 山 県下 の 病 院 の 内 視鏡室 に 勤 務 す る 看護

日rli と と も に 、 「官 山 |人j 視鏡 看 護研 究 会」 を 組

織 し て 毎 月 勉 強 会 を 行 っ て い る が、 そ の 関 係

者 ら と い っ し ょ に 専 門 書 1m 化 器 内 悦 鏡 石

護 J ( 11 総研) も 発 刊 し た 。

次 に 安 刊 は 、 woc ( 創 傷 ・ オ ス ト ミ ー ・

失禁) 看護認定看護 師 の 立場 か ら 、 ス ト ー マ

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 分野の ス ト ー マ 用 具 の 皮

膚保護剤 に よ る iiJf究 や 、 オ ス ト メ イ ト の セ ク

シ ャ リ テ ィ ー や 社 会環境 な どの研究、 特 に オ

ム ツ 着 用 の 寝 た き り 高齢者 の 皮 膚 生理機能 と

ス キ ン ケ ア 、 関節拘紡患者の袴始予 防 の ポ ジ

シ ョ ニ ン グ に 関 す る 研究 を 行 っ て い る 。

11=境 も ス ト ー マ 関 連 の研究 を 進 め て い る 。

若林 は 主 に タ ー ミ ナ ル ケ ア を 研究 テ ー マ と

し 、 特 に 終末期忠者 の心理 に 注 目 し 、 家族や

タ ー ミ ナ ル ケ ア に 関 わ る 看 護 師 か ら の イ ン タ

ビ ュ ー を 行 っ て い る 。

前任 の 津 田 は ホ ロ コ ー ス ト 及 び、原爆被爆者

の ト ラ ウ マ の 3 世代伝婚 に 関 す る 研究 、 看護

に お け る 倫理的 問 題 を 中 心 に研究 を 行 っ て い

た 。

2 ) 学会活動 な ど

田 中 は 第7 2 回 日 本 消 化 器 内 視 鏡 学 会 総 会

( 平 成 18{f.ιo月 ・ 於 . 札 幌 市 ) の 会 長 を 務 め

た 。 そ の 中 で は 「 内 視鏡看護」 に 関 連す る 特

別 企 画 を 設 け 、 全 国 に 向 け て 内視鏡看護 に つ

い て の 様 々 な 問 題提 起 を し た 。 ま た 上 述 の

「古 山 内 視鏡看護研究会」 の メ ン バ ー や 修 と

過 程 の 学 tt を 指導 し て 、 種 々 の 字 会 や 内祝鏡

技師研究会で、研究発去 を 行 っ て き た 。

安 田 は 日 本 ス ト ー マ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学

会 の 編 集 ・ 査読委 員 や 北 陸 ス ト ー マ 研究会

北越 ス ト ー マ 講習 会 の事務局 を 担 当 。 2006年

に は 第 1 4 回 北越 ス ト ー マ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

講習 会 の 会 長 を 務 め て い る 。 ま た 日 本看 護協

会研究 セ ン タ ー の woc 看護認定看 護 師 、 東

京女 f 医 科 大学 の 子術宅看 護認定看 護 師 コ ー

ス の 非常勤 講 師 や 、 百 山 県看護協 会 の 訪 問 看

護研修 コ ー ス に お い て ス キ ン ケ ア の 講義 を 担

当 し て い る 。 ま た 富 山 地 [ヌー の 看 護 師 ・ 介護師

を 対 象 に 予 防 ス キ ン ケ ア の 勉 強 会 を f丁 っ て い

る 。

前 任 の i宰 出 は 学 会活動 に お い て 、 主 な も の

で は 第22 回 日 本医学哲学 ・ 倫理学 会 大 会 の 会

長 を 務 め た 。

2 . 教育体制 に つ い て

1 ) 学部教育

成 人 看 護 学総論、 成 人 看 護 論 ( 慢 性 期 ) 、

成 人看護学実習 、 成 人 臨床 医学、 ク リ テ イ カ

ル ケ ア 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を Ì'_ と し て 1F! 当

し て い る 。

2 ) 大学院教育

特論、 演 習 、 特別研究 を 担 当 し 、 こ れ ま で

本講座か ら は 1 6 人 の 修 了 生 を 出 し て い る 。 修

士論文の テ ー マ に つ い て は 、 こ れ ま で 「 内 視

鏡 看 護」 、 「が ん 看 護J 、 「 タ ー ミ ナ ル ケ ア 」 、

「透析患者 の 看護」 、 「在宅酸素療法J I臓器移

植」 に 関 す る も の な どが あ っ た 。

(若林 理恵子記)



臨床看護学 成人看護学 (外科系)

当 講座 は 、 成 人急性期 に お け る 健康維持 と そ

の ケ ア を 教育 ・ 研究 目 標 と し て 平成 7 年 4 月 に

開設、 回 i宰賢次教授、 川 西 千恵 美講師、 松 田 美

千代助手、 中林美奈 子助手、 笹野京子助 手 で 開

講 し た 。 平成17年 3 月 、 田i事 賢次教授 ご退官、

現在、 八 塚美樹助教授、 原元子助手、 松井文助

手の計 3 名 で構成 さ れて い る 。

講座 と し て の 活動 は 、 定期 的 に 各教室員 の テ

ー マ に 関 す る 抄読会 を 開催 し 、 ま た 、 週 1 回 の

教室会議 を も つ こ と に よ り 講座 員 相互 の 交流 を

図 っ て い る 。 さ ら に 、 年 1 回 「成 人看護学急性

期 集談会J を 開催 し 卒後教育 の 一 環 と し て い る 。

学部教育 で は 、 急性期疾患 の 基礎 と な る 「病

理学J I栄養学J I外科系 臨床医学」 を 通 し て 、

成 人 に お け る 外科 的療法が必要 と な る 病 因 ・ 病

態 に つ い て 教授 し 、 続 い て 「成 人看護学総論」

「成人看護論J I ク リ テ イ カ ル ケ ァ J I リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン 論j に お い て 、 急激 な 健康破綻 を 来

し た 成 人 の 理解 と 看護 に 必要 な 知識 と 技術 を 教

授 し て い る 。

「栄養学」 で は 、 主 と し て 周 手術期 の 栄 養管

理 に つ い て の基本的知識 と 疾病治療 の 手段 と し

て の 食餌療法 の 重要性 に つ い て 教授 し て い る 。

「外科系 臨 床 医 学」 で は 、 各分野 の 専 門 家 に

一部依頼 し 、 各分野 に お け る 重要 な 疾患 と 看護

に 必 要 な 実 質 的 な 講義 と し て い る 。 ま た 、 特 に 、

消化器 は も と よ り 外科系全般 の 周 手術期管理 に

重点 を 置 き 、 更 に創傷管理 に 関 す る 講義 を 看護

の エ ビ デ ン ス に 関 連づ け て い る 。

「病理学」 で は 、 特 に ス キ ン ケ ア や 創 傷 治 癒

を 中 心 と し た 、 実践の場です ぐ に 役立つ実用 的

な 講義 を 行 っ て い る 。

「成 人看護論 (急性期 ) J で は 、 急激 な 健康破

綻 を 来 し た 成 人 の 理解 と 看護 に つ い て 講義 し て

い る 。 基 本 的 知 識 (侵 襲 と 生 体 反 応 、 ス ト レ

ス ・ コ ー ピ ン グ理論、 危機理論、 創傷治癒過程、

痛み と 看護、 不安 と 看護) に つ い て 理解 を 深め 、

主 要 な機能障害 と 心理 ・ 社会的要因 を も っ 事例

の看護診断過程演習 を 行 っ て い る 。

「 ク リ テ イ カ ル ケ ア 」 で は 、 生 命 の 危 機状態
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に あ る 人への全身状態 の 観察 と 判 断、 患者 ・ 家

族への危機介入、 救急で、働 く 看護 師 の ス ト レ ス 、

看護制 度 に つ い て 講義 ・ 演習 を 行 っ て い る 。

「 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 論J で は 、 リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン 看護 に 必要 な 知識 を 講義 し 、 特 に 、 オ

ス ト ミ ー リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を と り あ げ、 専 門

的 な 立場 か ら の 講義 を 行 っ て い る 。

「 成 人 看 護 実 習 」 に お い て は 、 既存 の 知 識 や

技術 を 実際の 臨床の場で、 看護診断過程 を 用 い

て 実践す る こ と で、 人 間 理解 と 看護職 と し て の

態 度 の 育成 を 目 的 に 行 っ て い る 。

研究 と し て 、 ま ず、 ス ト ー マ 周 回皮膚管理 を

中 心 と し た 度膚保護剤 の役割 を メ イ ン テ ー マ と

し て研究 を すす め て お り 、 ス ト ー マ ケ ア に お け

る 皮膚保護剤 の研究 に つ い て は 他 の 追従 を 許 さ

ぬ ほ どの進歩 し た 業績 を あ げて い る 。 こ れ ら の

成果 を 基盤 に し て 、 平成 14年上部消化管管理 に

使用 さ れ る 高機能付皮膚保護剤 の 開 発 を し た 。

さ ら に 、 創傷治癒 メ カ ニ ズ ム の研究 は 、 患者の

ス ト レ ス や リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン の 関 連か ら 用 手療

法、 温熱療法、 マ イ ナ ス イ オ ン 療法 を 介入 と し

て 治癒促進 因 子 の解 明 を 行 っ て い る 。 心理面 で

の調査研究 ・ 質 的研究 に も 力 を 入 れ、 ス ト ー マ

造設患者の術前 か ら 社会復帰への プ ロ セ ス を 主

に 患者の疾患や ス ト ー マ の ボ デ ィ イ メ ー ジ と 受

容過程、 ス ト ー マ 造設患者 の性機能 と セ ク シ ャ

リ テ ィ ー の 内 容、 ス ト ー マ 造設患者 の ソ ー シ ャ

ル サ ポ ー ト の機能 と 内容、 オ ス ト メ イ ト の 「 に

お い 」 へ の対処等解析 し て い る 。

抗酸化物 質 の癌抑制作用 と 健康保持 に お け る

研究 は 、 主 に ESR 装 置 を 用 い て 活性酸素種 と

し て の ・ O2一 、 ・ OH ラ ジ カ ル 面 か ら 検 討 を 加

え 、 食品成分の抗酸化能の検定 シ ス テ ム の 開発

や 、 水の機能性 に も 注 目 し ヒ ド ロ キ シ ラ ジ カ ル

抑制 シ ス テ ム の 開発 に よ っ て水の抗酸化作用 を

測 定 し 、 体 に よ い水 の 開 発 な ど を 行 っ て い る 。

ま た 、 ス ポ ー ツ 選手の競技力 向上 に 関 す る 研

究 で は 、 ス ト レ ス 蛋 白 質 と し て 知 ら れ る HSP

に 注 目 し 、 よ り 有効 な 生体内 に お け る 、 遠赤 外

線加温照 射 に よ る HSP 誘 導 を 試 み 、 そ の ピ ー

ク が加温後48時 間 後 に な る こ と を 世界 で は じ め

て ヒ ト に も 誘導 さ れ る こ と を 証明 し た 。



216 �} 4 章 講座等 の 沿 午:

臨床看護学 小児看護学

、1" 成 1 1 年 3 月 ま で の 経緯 : 小 児看護学領域 は 、

平成 5 年 4 月 に 開 設 さ れ た 看護学科の 宇 講 座 で

あ る 、 臨床看 護学講座 (大講座) に 含 ま れ る 一

領域 で あ る 。 ス タ ッ フ は 、 教授 と 助 手 の 2 人体

制 の 不完全講座 で あ り 、 平成 6 年 4 月 に 名 古屋

市立大学看護短期大学部 よ り 、 湯 川 倫代教授、

平 成 7 年 4 月 に 富 山 医 科薬 科 大 学 附 属 病 院 よ り 、

下 条 由 季子助 子 が着任 さ れ た の 湯 川 教長 は 、 学

部 2 年 次 の 小 児 看 護学総論、 3 年 次 の 小 児 看 護

論、 4 干「ム 次 の 小 児 看護実習 お よ び小 児看護研究

を 担 当 さ れ た 。 大学院で は 、 母子看護学特論、

母 子看護学演 官 、 母子看護学特別研究 を 母性看

護 学 の 塚 田 教授、 人 間 科学 の 篠 原 教援 と 分担 し

て 担 当 さ れ た 。

湯 川 教授 は 、 母 子 看 護 の 環境管理、 養 育 態 度 、

慢性疾 患 の 看 護 、 病 児 の 権 利 、 母子感染等 を 研

究 テ ー マ と し て 取 り 組 ま れ た が、 教授 1 名 と 助

手 l 名 の 体制 で あ り 、 成 果 を 得 る に は 大変苦労

さ れ た 。 小児看護領域 に お い て 学'tô ( 学 部 4 年

生 ) に 指 導 さ れ た 看 護 研 究 は 、 難 病 児 の QOL

に 関 す る 研究 か ら 保育 悼| 児 の 生活習慣、 思春期j

の 親子 関 係 、 付 親 の 養 育 態 度 に 関 す る テ ー マ で 、

広 範 囲 で 多 111支 に 渡 る 内 存 で あ り 、 か っ 小 児 看 護

学 に と っ て 意義 の あ る 主要 な も の で あ っ た υ 指

導 さ れ た 学生 は 、 平成 8 年 度 2 名 、 平 成 9 年 度

5 名 、 、i三成 1 0 年 度 5 名 で あ っ た 。 大 学 院生 は 、ド

成 1 01f 皮 に 1 名 の 修 了 'j-: を 出 さ れ た 。 、|λ 成 1 1 年

3 H に 、 湯 川 教授お よ び |イ 条助 手 が辞職 さ れ た 。

、|正成 1 1 {↓'. 4 月 以 降 : 平 成 1 1 年 4 月 に 、 神 奈 川

県立衛生短期大学 よ り 底瀬 が教授 に 、 富 山 医科

薬科大学附属 病 院 よ り ー 本 ( ! H 姓飯烹) 美智 子

助 手が就任 し た c 看護学科 開 設 7 年 目 を 迎 え 、

本議時 は新 た な メ ン バ ー で ス タ ー ト を 切 っ た が、

開 設 当 初 か ら の 不 完全講時 の ま ま で 、 教授 l 名

と 助 子 1 名 の 体制 は 変 わ ら ず、 さ ら に 平 成 1 61f

度ぶ ま で の 聞 に 4 名 の 助 手 が交 替 に な っ た ( 平

成 1 3年 9 月 か ら ム 木助 子 の 代替 と し て 守 山 由 紀

子助 子 、 平 成 14年 4 月 か ら は 一 木助 子が退職 し

長 谷 川 嘉 奈子 助 手 が 着 任 、 千 成 15年 3 月 ま で 就

任 、 平 成 1 5 年 4 月 か ら 宮 本 干 史助 手 が 着 任 し 、

現在 に 至 っ て い る ) 。 学 部 の 担 主 科 目 は 、 前 任

の 湯 川 教授 と 変 ら な い が、 大学院の 担 当 は 、 科

U の 一部改正 に よ り 変更 に な っ た 。 母 子 看護学

特論が な く な り 、 新 た に 、 小児看護学特論 1 . 

1I と 母性看護学特論 1 . II の 4 科 日 が設定 さ れ、

小児看護学領域の担 当 は 、 小児看護学特論 1 . 1I 、

時子看護学演習 、 n 子看 護学特別研究 と な っ た 。

学部教育で は 、 湯 川 教授が 京要侃 さ れ た 、 成

長発達や健康 な 生活 の 保証 に 関 わ る 権利擁護 の

主主要性 を 継承 し 、 ラ イ フ サ イ ク ル に お け る 初期

の 成 長発 達 の 理解 と 援助 、 f ど も と 家族 と の 関

係形成 と 健康課題 に 関 す る 援助 、 環境や ケ ア シ

ス テ ム に 閲 す る 援助 の 宵 得 を 目 標 と し て い る 。

大学 院 で は 、 看護研究 の 主主礎 的 能 力 を も っ た 研

究者の育 成 と と も に 、 社 会 の 要 請 に 対応 で き る

看護実践能力 を も っ 専 門 職 の 育 成 を u 指す と い

う 木学 の 教育 日 標 を 踏 ま え 、 本講座 で は 、 健康

障吉 を も っ 子 ど も の ア セ ス メ ン ト に 必要 な 専 門

的 知 識 ・ 技術 を 学 び、 効 果 的 な 支援 を 実践す る

上 で の 基 本 的 な 考 え 方 を 習 得す る こ と を 日 標 と

し て い る 。 ま た 、 研究指導 に お い て は 、 研究成

果が看護実践 に ど の よ う に 寄与 で き る か の 視 点

を 強調 し て い る 。

研究 で は 、 先 天性心疾患児 の療育支援 に 関 す

る 研究 、 子 ど も の 感染予 防 に 関 す る 母 親 ・ 家族

への健康教育 を 主 な 課題 と し て 取 り 組 ん で い る 。

さ ら に 、 乳幼 児 の 精 神 保健 お よ び地域 に お け る

育 児 支援 の 実践 に お け る 課題 に つ い て も 検討 を

重 ね て い る 。



臨床看護学 母性看護学

母性看護学 は 人 間 発達学 を 基盤 と し 、 医学、

人文 ・ 社会学、 心理学、 教育学的視点 を 包含 し

た 人類の継承な ら び に母子 ・ 家族の健康 に 関 す

る Well-being を 追 求 す る 領 域 で あ る 。 学 部 教

育 に お け る 卒業到達 目 標 は科学的判 断力 を 備 え 、

専 門 職 と し て 母性看護領域で修得 し た 実践能力

が発揮 で き 、 自 己 の 生命観、 母性観 を 確立す る

こ と と し て き た 。 さ ら に 大学院教育 で は よ り 高

度 な 専 門職業人 と し て の知識 ・ 技術 を 修得 し 、

修了 後 に は教育 ・ 研究活動 な ら び、 に 地域への 貢

献が可能 な 人材 を 育成す る こ と を 目 的 と し て 、

現在 に 至 っ て い る 。 な お 、 平成 14年度か ら 学部

教育 に 助 産 コ ー ス が 開 設 さ れ、 母性看護領域の

エ キ ス パ ー ト で あ る 助 産 師教育が加 わ る こ と と

な り 、 今後、 学部教育 ・ 大学 院教育 が ま す ま す

充実 ・ 発展す る こ と が期待 さ れ て い る 。

教員 の状況 は 初代、 塚 田 ト キ ヱ教授 (元聖霊

学 園 浜松衛生短期大学) の 辞任 (2000. 3) に 伴

い 、 後任 と し て 永 山 く に子 (2000. 8) が 山 口 県

立 大 学 よ り 就任、 堀 井 満恵 助 教 授 は2002 . 3 を

も っ て 定年退官、 そ の 後任 と し て 長谷川 と も み

助教授が就任 し 現在 に 至 っ て い る 。 助 手 に つ い

て は 前述 の よ う に助 産 コ ー ス 開 設 に 伴 い 、 1 名

増員 と な り 松岡 理加 (2003. 3退職) が富 山 医科

薬科大学 附属 病 院 か ら 配置換 え と な り 教員 4 名

体制 で そ の 任 に あ た っ て き た 。 な お 、 助手の異

動 に つ い て は 豊 岡 文恵 (2003. 4�2005. 3) 、 二
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川香 里 (2004. 3�現育児休業 中 ) 、 西村佳 余子

(2005. 4�) 、 お よ び北悠理 (2005. 3�) であ る O

学部教育 の授業科 目 で は 「母性看護総論」 に

お い て概論 を 「母性臨床医学」 で は フ ィ ジ カ ル

ア セ ス メ ン ト に 必要 な 知識 を 、 さ ら に 実践能力

取得 に 必 要 な 「母性看護論J I 母性 看 護 実 習 」

を 配置 し 、 看護 を 学 問 と し て 追求す る 目 的 で卒

業研究 (前看護学特論) を 設定 し て い る 。 助 産

コ ー ス で は統合 カ リ キ ュ ラ ム の 利点 を 生 か し 、

「助 産概論J I 助 産 ゼ ミ ナ ー ルJ I 助 産 診 断学」

「助 産技術論J I 助 産管理論」 な ら びに 「助 産学

実習J を 配置 し て い る 。 一方、 大学院教育 で は

よ り 高 度 な 知識 ・ 判 断力 を も っ 地域 の リ ー ダ ー

が求め ら れ る こ と に 鑑み、 Reproductive Health 

/Rights， 生殖補助 医療 と倫 理、 性教 育 な ど に

関 す る 授業 を 母性看護特論 1 、 E で、 母性 ・ 小

児看護学演習 で は 修士論文 に む け て研究活動 に

必要 な 演 習 を 展 開 し て い る 。 現時点で母性領域

に お け る 大学 院修了者は 7 名 で あ る 。

学部生の 卒業研究 は母子保健や母子 の 支援 に

関 す る 課題が主 で、 そ の 成 果 を 母性衛生学 会 な

ど に 公表 し て い る 。 大学 院生の修士論文の概要

は 「産祷期 の Wellness 看護モ デ ルJ I主 体的 な

出 産J I 切 迫早 産 妊 婦 の 心 理過程」 な ど概念モ

デル を 中 心 と す る 研究で、 量 的 ・ 質的研究 に 取

り 組 ん で い る 。 成 果 は学会誌 な ど に 投稿 し 、 原

著論文 と し て す で に 公表 さ れ、 今後 に期待 さ れ

て い る 。
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地域 ・ 老人看護学

当 講座 は 平 成 7 年村 I lj 正 f教授、 梶 田 悦子助

教授、 服部ユ カ リ 講師 、 出村須賀 子助手が赴任 、

開 講 さ れ た 。 そ の 後 谷 LJ 好 美 講 師 、 前畑夏子助

手、 大 野 昌 美助 子 、 安部良助手、 山 口 悦子技術

補 佐 員 を 経 て 、 現在 は 成瀬優知教授、 炭谷靖 子

教授、 泉 野 潔 助 教授、 q l 林美奈子講師、 新鞍真

理 f 講 師 、 寺西敬子助 子 、 須永恭子助 手、 最上

栄子技術補佐 員 で担 っ て い る 。

1 . 教育体制

1 ) 地域看護学領域

地域看護学領域 で は 、 看護 学 の 基盤 に 立 っ て

地域看護活動 を 行 う 看護専 門 職 と し て の 保健 師

を 育 成 す る こ と を 日 指 し て 、 そ の 基本 と な る 知

識や技術 (地域看 護学総論、 疫学、 健康管理論、

地域看護活動論、 家 族援助論、 在宅看護論、 公

衆衛生学) を 教授 し て い る 。 ま た 、 人 々 の 多 様

な 価値観 を 受容 し 、 地域 に 密 着 し た 緩助活動 を

行 う 適応能力 や 、 保健 医療や社 会福祉分野で、 の

看 護 の 役割 を 遂行す る 能力 の 育 成 を 教育 目 標 と

し て い る の 実習 は イ正宅看護実科 と 地域看護実宵

か ら 成 っ て い る 。 最 初 に 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン

で 在 宅 看 護 実 習 を 行 い 、 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト の 実

際 と 訪 問 看護活動 を '芋 習 す る 。 地域石 護実習 は

4 � 5 人 の 小 グ ル ー プ に 分か れ 、 県 内 5 か所 の

保健所 ・ 支所 と そ の 管轄 rU llIJ 村 8 か所で地域保

健治動 の 実 際 と 保健 F，rli活動 を 学科 す る 。 い ず れ

の 尖 尚 も 、 実 習 JHj与 に つ い て は 、 教 員 と 現場 の

実習 指導者が官接 な 連携 の も と に 共 同 で行 い 、

現場 の 実 宵 指導 (í- は 地域時性 に 応 じ た 実践 の あ

り 方 の 指 導 、 教 員 は 全実狩 施設 に 11'1 向 き 、 個 々

の 学生 の 学 宵 指 導 と 実習 施設 と の 調 整等 を 行 う

役割 を t.bl っ て い る 。

2 ) 老年看護学領域

老年看護学 で は 、 さ ま ざ ま な 生 活 の 場 に お け

る 高 齢 荷 を 対 象 に 、 ↑同 別性 ・ 多 様性 を 重視 し た

看 護 の あ り }j を 追求す る こ と に 主 眼 を お い て い

る c 、|三 成 1 2 年 度 、 公 的 介護保険制度が始 ま り 、

社 会 的 な ニ ー ズ に 対 応 す べ く 本 学 で も 新 カ リ

キ ュ ラ ム の 老年 看護学教育 が 開 始 と な り 、 高 齢

者 の 介護 の 問題、 地域て、健康 に 生活す る 高齢 汗

の 健康維持 ・ 増 進 に も 責任 を も ち 、 研究 ・ 実践

の 場 に お い て 貢献で き る 人材育 成 を め ざ し 、 教

育 活動 を 展 開 し て い る 。 平 成 1 2 年 度 か ら は 新 カ

リ キ ュ ラ ム ( 1 3 5 時 間 3 単 位 ) の 実 科 が 開 始 と

な っ た 。 従来 の よ う に 病 院 だ け で な く 、 老 人保

健施設や 訪 問 看護 な ど様 々 な 場 を 体験で き る よ

う 、 新 た な 実習 形態 を 構 築 し た 。

2 . 研究 の 現状

研究の 大 き な テ ー マ の 1 つ は 地域、 集 団 の特

性把握、 現状認識で あ る 。 近年具体的 な 数値 目

標 を 伴 っ た 計画 が さ ま ざ ま な 分野 で 求 め ら れ て

い る が、 そ れ は そ の 後 の 施 策 等 の 科学 的 評価 の

根拠 に も な る 必要不 可 欠 な も の で あ る 。 諸保健

行 動 の 実 態 、 母親の精神 的状況、 配偶者離別後

の状況、 労働者の精神 的 健康 度 、 脳 卒 中 発症状

況 、 介護保険認定者 の そ の 後 の 推移等、 現在わ

が 国 が抱 え て い る 多 く の 課題 に 対 し 、 そ の 基礎

的情報の把握 に 努 め て い る 。 研究の も う 1 つ の

側 面 は 大学 院 院 生 の 求 め る 研究課題 に 対 し 講J'ì�

ス タ ッ フ が 字申告 に な っ て 共 同 で研究 し て い る こ

と で あ る 。 以 前 か ら 当 講wが担 っ て い る 地域看

護専攻過程 は需要が多 く 、 かつ 課題が多彩 で あ

る 。 こ の 成 果 は 毎年学会党表や論丈 と し て 公表

し て い る 。

3 . そ の 他 の 活動

1 ) 地域保健看 護研究会

人 の 健康 に か か わ る 諸要 素 を 行政や 施設で活

動 し て い る 人 々 と 共 有す る こ と は 吋 議出 に お け

る 1 I 々 の 教育 ・ 研究活動 の 命綱 で あ る 。 今年で

5 {jて 目 を 迎 え る み;研究会 は 1f. 1 1111 の研究会、 毎

週 の セ ミ ナ 一 、 年 数 回 の 特 別 セ ミ ナ ー を 行 っ て

い る 。 こ の よ う な 日 々 の 活動 を 通 し て 、 本研究

会 は 連携 と 協働 の 場 と し て 少 し ずつ で は あ る が

着実 に 成 果 を 収め て い る 。

2 ) 宮 山 県 介護予 防研究 会

百 山 県寝 た き り ・ 痴呆予防研究 会 は 11年 日 を

迎 え る 今年富 山 県 介護 予 防研究会 と 名 称 を 改 め

た 。 こ の ;会 の LJ 的 は 県 内 の 保健 ・ 医療 ・ 福祉 の

各分野で働 く 専 門 職積 聞 の 相 互理解 と 連携 を 核

と し て よ り 大 き な 介護予 防 効 果 を 得 ょ う と す る

も の で あ る 。 当 講座 は 永 ら く 宇務 同 を 担 っ て お

り 、 会 の 発展 に 寄 ワー し て き た 。



〈 医学系研究科 〉

シ ス テ ム情動科学

関 学 の 昭和51年 よ り 医学部生理学第 1 講座 と

し て 基礎医学の教育 ・ 研究 に携 わ っ て き た が、

平成15年度の改組に よ り 大学 院医学系研究科 シ

ス テ ム 情動科学 と 改名 に な っ た 。 そ の 問 、 初代

川 崎 匠教授 (平成10年定年退官) か ら 2 代 目

西条寿夫教授 (平成10年-) へ と 、 ス タ ッ フ の

刷新 も さ れて い る 。 現在 の ス タ ッ フ は 、 西条寿

夫教授、 堀 悦郎助教授、 梅野克身助手、 小林

恒之 助 手、 北林伸英教務補佐員 、 栗脇淳 一教務

補佐員 お よ び飯 田 沙織事務官の 7 名 で あ る 。 加

え て 、 様 々 な国籍 ( 日 本、 ス リ ラ ン カ 、 中国 、

ベ ト ナ ム ) の博士課程大学 院生が12名 在籍 し て

い る 。 さ ら に 、 平成14年か ら は 医学修士課程 も

併設 さ れ、 す で に 2 名 の 医学修士 を 輩 出 し 、 現

在 も国 内外 ( 日 本、 ブ ラ ジ ル 、 ベ ト ナ ム ) か ら

医学修士課程大学 院生が 4 名 在籍 し て い る 。 ま

た 、 田 淵 英ー が富 山 短期大学 ・ 食 品 栄養学科の

教授 と し て (平成17年 4 月 -) 、 古 沢 ア ド リ ア

ネ 明 美が新潟 医療福祉 大学理学療法学科 の助手

と し て (平 成 17年 4 月 -) 、 田 積 徹 が 聖 泉 大

学人間学部人間心理学科 の 講 師 と し て (平成17

年 4 月 - ) 赴任 し て い る ほ か、 学位取得者 も 各

方面で活躍 し て い る (西村房江 ; 金沢大学環境

社会医学、 高倉大匡 ; 氷見市民病 院耳鼻咽喉科、

数井健一 ; セ ト 電子 工 業 な ど) 。 開 講 当 初 か ら

長年 に わ た り 講座 の 運営 に 尽力 し て き た五十嵐

勝美技官 は 、 平成 10年 に 医学教育等関係業務功

労者賞 を 受賞 し 、 平成15年定年退官 し た が、 退

官直後 に 逝去 さ れ た 。

現在 の 主 な研究テ ー マ は 、 高次脳機能 に 関 す

る 神 経生理学 的研究 を 行 っ て い る 。 と く に 、 西

条教授が平成 16年度 よ り 科学技術振興機構 の戦

略 的 創 造研究推進事業 (CREST) の 研 究 代 表

者 と し て 採択 さ れ、 学 内 外 の 研 究 者 と 共 同 で

「情動発達 と そ の 障 害発症機構 の 解 明J に 取 り

組 ん で い る 。 情動 は ヒ ト の 行動 に 強 い 影響 を 及

ぼ し 、 ま た そ の異常 は深刻 な社会 問 題 と な っ て

い る が、 情動発達 の 脳 内 機構 に つ い て は ほ と ん

ど解 明 さ れ て い な い 。 本研究 で は 、 情動の発達
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及 びそ の 障害発症機構 を 、 基礎医学 と 臨床医学

の両面か ら 、 遺伝子、 分子、 細胞 及 び行動 レ ベ

ル で総合 的 に解明す る こ と を 目 指 し て い る 。 と

く に 当 教室 で は 、 情動異常 を 呈す る ノ ッ ク ア ウ

ト マ ウ ス の 行動解析 や ス ト レ ス を 負 荷 し た ラ ッ

ト お よ びサ ル の社会行動解析、 な ら び に こ れ ら

の動物 を 用 い て 覚醒下 で大脳辺縁系 ニ ュ ー ロ ン

の 応答 性 を 解析 し て い る 。 ま た 、 光 ト ポ グ ラ

フ ィ ー と 脳波計測 を 組み合わせて ヒ ト の 高次脳

機能 を 非侵 襲 的 に 記録 ・ 解析 し 、 健常者お よ び

情動障害 を 有 す る 患者の脳機能 を 比較解析す る

こ と に よ り 情動障害発症機構 の解 明 を 目 指す こ

と も 計画 中 で あ る 。 こ れ ら の研究 に よ り 、 情動

の 脳 内 メ カ ニ ズ ム の理解が進み 、 さ ら に情動障

害 の 発症機構 の解 明 や そ の 治療法 の 開発 に 繋が

る こ と を 期待 し て い る 。 こ の CREST 研究 プ ロ

ジ ェ ク ト は 、 参加す る 研究者の 数お よ び資金 も

比較的大 き く 、 成果 も 大 い に 期待 さ れて い る 。

一方、 大脳辺縁系領域 は 、 情動 に 関 与す る と 同

時 に 学習 ・ 記憶機能 に も 重要 な 役割 を 果 た し て

い る こ と か ら 、 エ ピ ソ ー ド記憶 の脳 内 メ カ ニ ズ

ム に 関 す る 研究 も 進行 中 で あ る 。 こ れ ま で仮想

現実空 間 を 用 い た 実験 シ ス テ ム を構築 し 、 空 間

移動課題遂行 中 の サ ル海 馬 体ニ ュ ー ロ ン を 解析

し て き た他、 ラ ッ ト を 用 い て 空 間移動課題、 条

件性遅延刺激 一 反応連関課題 な ど を 訓 練 し 、 海

馬 体ニ ュ ー ロ ン が イ ベ ン ト 情報 ( い つ 、 ど こ で、

誰が、 何 を 、 ど う し た ) を 符号 化 し て い る メ カ

ニ ズ ム を 解 明 し て き た 。 さ ら に 、 音順列記憶課

題遂行 中 の ヒ ト 誘発電位の解析か ら 、 ヒ ト海 馬

体で も 順列情報処理が行 わ れて い る こ と を 明 ら

か に し て き た 。

カ リ キ ュ ラ ム 改訂 に よ り 、 担 当 す る 教育 内 容

に も 変遷があ っ た 。 医学科 3 年次生の 生理学実

習 は 平成15年 よ り 人体の 生理機能 に 名 称変更 さ

れ、 実習 時 間 も お よ そ 半分 と な っ た 。 そ れ に 伴

い 、 実習 項 目 の 削 減が図 ら れ た が、 自 ら 手 を 動

か し て生理機能 を 見 る こ と に重点 を 置 く 方法 は 、

従来の方法 を 踏襲 し て い る 。 医学部、 薬学部お

よ び大学院 医学系研究科の学生 を 対象 と し た 生

理学 関 連 の 講 義 は 、 生理学講座 と 相補 的 に 分担

し て 行 っ て い る 。 (堀 悦郎)
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分子神経科学

本研究室 は 昭和53年 に 生化学 第 2 講座 と し て

教授藤 岡蒸て、 助教授|品l 本光弘、 助手小川 宏丈、

技官高 田 義 美 の 4 :7， で ス タ ー ト し た 。 昭和55年

|判 本助 教授が大 阪大学 の 助 教授 と し て 転 出 し 、

小 川 助 手が助教授 に 昇任 し た 。 同 年 五 味知 治 を

助 手 と し て 迎 え 、 昭和 60年 に は 占 西 清 司 を 助 手

と し て 迎 え た 。 平 成 3 年 に 五 日未助 子が実験実習

機時 セ ン タ ー の助 教授 に 昇任 し 、 平成 7 年 藤 岡

ぷ -.�X授 は 定年退職 し 、 占凶j青 日j は 日 本商科 大

学 に 転 出 し た 。 こ の 問 、 「酵素 の 構 造 と 反 応 機

構 の研究j を メ イ ン テ ー マ と し て 酵素誘導機構

研究、 日 内 リ ズ ム の研究、 白 血球走化性 因 子 の

研究 に も 取 り 組 ん だ。

、 |勺 反 7 年 に 教授許南j告が着任 し た 。 平成 8 年

に 喜納 宏 Hf{ を 助 手 と し て 迎 え た 。 平成 9 年喜納

宏 昭 が東京大学 に 転 出 し た 。 平成10{f に 高 -tí樹

朗 を 助 手 と し て 迎 え た 。 平成13年 に 高石樹朗 と

許南市教授 は 岡 山 大学 に 転 /11， し た 。 こ の 問 、 哨

乳類 の形態形成 ・ 組織構築 の 分子機構 を 、 皮膚

を 主 な モ デ ル と し て 解 析 し た 。 ま た 、 DNA .J'員

傷 の 検 /1 1， に よ る 発が ん の 分子疫学的研究 を 行 っ

た 。 さ ら に 、 従 来 か ら の酵素 の構造 と 機能 に 関

す る 研究 も 行 っ て い る 。

平成 1 5 年 に 教授森寿が着任 し た 。 平成16年 よ

り 議陪 は 大学院 医学系研究科認知情動脳科学独

Îf.専攻分 f 神 経科学教�ー と な っ た 。 平 成 1 6年 に

助 手 石 本哲 也 を 迎 え た 。 ま た 、|勺戊 17{f に Zhao

Ying-Luan を 助 手 と し て 迎 え た 。

教育 で は 、 医学部 に お い て コ ア カ リ キ ュ ラ ム

の 「遺伝 と 遺 伝 fJ I生体物 質 の 代 謝」 な ら び

に 「生化学 実 背 」 を 、 生化学教容 と 共 に 分担 し

て い る 。 大学院教育で は 、 医 学系研究科修士課

程 の 「分了 ゲ ノ ム 医科学」 の 講義 を 分担 し 、 ま

た 博 士 課 程 の 「細 胞 内 シ グ ナ ル 伝 達 系 特 論」

I Ij  1 枢 神 経遺伝 f _l 学 特 論」 の 講 義、 な ら び に

「脳遺伝 子発現解析実 宵 J I神 経伝達物 質受容体

発現解析実 習 J を 実施 し て い る 。

研究で は 、 脳機能 と 病 態 の 分子機構の解析 を

テ ー マ と し 、 遺伝子操作マ ウ ス の 作製 と 解析 を

進 め て い る 。 特 に 、 脳機能解析 に 有効 な C57BL

6 系 統の マ ウ ス 目玉性幹 (ES) 細 胞 を 用 い た 標

的遺伝 f 組 み換 え 法 と 佐操作法 を 用 い て 、 遺伝

子 操作 マ ウ ス を 作製す る ア ブ ロ ー チ を と っ て い

る 。 ま た 遺伝子操作 マ ウ ス の 新 た な 作製 )j法 の

開 発 も 行 っ て い る 。 ES 細 胞 を 用 い た 遺 伝 子操

作マ ウ ス 作製 の 従来法 で は 、 標 的 遺伝子組み換

え ベ ク タ ー ( TV) の 構 築 に 制 限醇 素 を 用 い た

ゲ ノ ム 遺伝 子 断 片 の ク ロ ー ニ ン グ や 精製 ス テ ッ

ブが複数 |口卜，�、 要 で、 あ り 、 労力 と 時 間 を 要 し た 。

そ こ で 、 マ ウ ス ゲ ノ ム 遺伝子 を 組 み 込 ん だバ ク

テ リ ア 人 工 染 色 体 (BAC) と 相 |ロl 遺 伝 子 組 み

換 え 酵素 を 用 い た 大腸菌 内 で の 相 同 組 み 換 え 法

を 改 良 し 、 容 易 に TV を 構 築 す る )j 法 を 確 立

し た 。 こ の 改 良 は 汎 用 性 が 高 く 、 様 々 な TV

の作成 や 改 良 に 利 用 で き る も の で あ る 。 こ の よ

う な 方法論の 開 発 の も と に 、 脳 機 能 の 中 で も 特

に情動の分子基盤 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 に 、

情動 に 関 わ る 扇 桃体、 前頭前野、 視床 に お い て

興 奮 性 神 経 伝 達 を 担 う グ ル タ ミ ン 酸 受 容 体

(GluR) チ ャ ネ ル や 神 経伝達 を 修飾 し て い る ド

パ ミ ン 受存体の遺伝 f操作が可能 な 新 た な マ ウ

ス 系 統の作製 を 行 っ て い る 。 こ の 目 的 の た め 、

そ れ ぞ れ の 脳 領域 に 発現す る 遺伝子 を 検索 し 、

上 記 の BAC を 用 い た 大腸菌 内 で の 相 同 組 み 換

え を 利 用 し TV を 構 築 し た 。 ま た 、 こ れ ら の

脳領域 で ド ミ ナ ン ト ・ ネ ガ テ イ ブ な NMD A 刑

GluR や ド パ ミ ン 受谷 体 を 発現 さ せ る ベ ク タ ー

を 構築 し た 。 ま た脳病態 の 分 f 機構解析 で は 、

統 合 失 調 症 に 関 わ る NMDA 型 GluR チ ャ ネ ル

の 内 荘性 ア ゴ ニ ス ト と 想定 さ れ て い る D セ リ

ン の 合成酵素の コ ン デ イ シ ョ ナ ル ・ ノ ッ ク ア ウ

ト マ ウ ス の 作製 を 進 め て い る 。 さ ら に 、 難 治牲

の 小 児 て ん か ん に お い て 、 GluR チ ャ ネ ル サ ブ

ユ ニ ッ ト に 対す る 白 己抗体の 関 与 が示唆 さ れ て

い る 事 か ら 、 GluR サ ブ ユ ニ ッ ト の 融 合 蛋 白 を

用 い た 患者血清 ス ク リ ー ニ ン グ シ ス テ ム の構築

と 病 態 モ デ ル マ ウ ス のイ午製 を 進 め て い る 。
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〈 薬 科 学 科 〉

薬剤薬理学 (薬剤学)

薬剤学研究室 は 、 初代教授小泉保先生が定年

で退官 さ れ た後、 平成12年 (2000) 10月 に細谷

健ーが着任 し て 5 年が経過 し た 。 こ の 問 、 日 野

朋 美助手 (平成13年 3 月 ま で在籍 ) が退職 し 、

平成13年 4 月 か ら 登美斉俊博士が助手 と し て 着

任 し て 、 薬剤学研究室の教育 と 研究 に 大 き く 貢

献 し て き た 。 ま た 、 片 山和 憲助教授 (現在 リ ー

ド ケ ミ カ ル株式会社) が平成16年 3 月 に 退職 し 、

平成17年 4 月 か ら 立川 正憲博士が助手 と し て 着

任 し た 。 現在 の ス タ ッ フ は 、 登美斉俊助 手お よ

び立川 正憲助手で あ る 。

研究室の テ ー マ は 、 血液網膜関 門 を 中 心 と し

た 生体内 関 門 組織の 輸送機能解析で あ る 。 1 ) 

血液網膜関 門 を 介 し た 網膜内への必須成分の輸

送機構解析 ( ア ミ ノ 酸、 ビ タ ミ ン C、 ク レ ア チ

ン 等) 、 2 ) 血液網膜関 門 に お け る 排 出 輸送担

体の発現 と 輸送機構解析 (有機 ア ニ オ ン 輸送担

体、 ABC ト ラ ン ス ポ ー タ ー ) 、 3 ) 網膜 を 標 的

と し た 薬物送達法 の 開発、 4 ) 糖尿病網膜症治

療薬 開発 を 最終 目 的 と し た網膜血管新生抑制機

構の解明 に 関 す る 研究 を 、 生物薬剤学、 生理学、

分子生物学、 眼薬理学 の立場か ら 研究 し て い る 。

血液網膜関 門 は微小 な 組織 で あ り 、 今 ま で十分

な研究手法が無 か っ た こ と か ら 、 新 た に m Vl

tro、 ex V1VO、 in vivo 解析法 を 確立 し研究 に 取

り 組 ん で い る 。 ま た 、 新薬の 開 発 に つ な が る 研

究、 あ る い は 血液網膜 関 門輸送機能解析 を 通 し

て 網膜への 薬物送達法 開 発 を 目 指す研究 を 志 向

し 、 医療福祉 に 少 し で も 貢献で き る こ と を 重視

し て い る 。

こ れ ら の研究成 果 は Invest. Ophthalmol. Vis 

Sci . 、 ] . Neurochem. な ど眼科学、 神 経化学系

を 中 心 と し た 一流の 学会誌 に 発表 さ れ て お り 、

研究業績 は あ が っ て い る 。 ま た 、 内外で 開 か れ

た国 際学会、 国 内学会で発表 し て き た 。 新 た に

開発 し た 実験法お よ び研究成果 を 通 じ 、 国 内外

の研究 グ ル ー プ と も 積極 的 に 共 同研究 を 実施 し

て き た 。

科学研究費受け入れ状況 は 、 細谷関係 で は 、

基 盤 研 究 (B) (平 成 12 - 15年 度、 代 表 : 温 度

感受性 SV40T 抗原遺伝子導入 ラ ッ ト を 用 い た

血液網膜 関 門培養細胞 実験系 の 開 発) 、 基盤研

究 (B) (平 成15 - 16年 度、 代 表 : 網 膜 疾 患 に

対 す る 血 液 網 膜 関 門 の GLUT 1 を 介 し た 抗 酸

化 物 質 輸 送 の 意 義) 、 萌 芽 研 究 (平成15 - 16年

度、 代表 : 網膜ベ リ サ イ ト 分泌血管 内皮細胞 増

殖抑制 因 子 の 同 定) 、 厚 生 労働科学研究費 (感

覚 器 障 害研究事業) (平 成16 - 18年 度、 代 表 :

網膜血管新生抑制機構 の 解 明 と そ の 応 用 ) 、 科

学技術振興機構 ・ 戦 略 的 基礎 研 究 ・ 脳 を 守 る

(平成12 - 15年度、 分担 : 脳 関 門 排 出 輸 送 に 基

づ く 中枢解毒) で あ る 。 登美関係 で は 、 若手研

究 (B) (平 成14 - 15年 度、 代 表 : 血 液 網 膜 関

門 特 異 的 遺伝子 の 探索 と 機 能 解 明 ) 、 若 手研究

(B) (平成17 - 18年度、 代 表 : 血液網 膜 関 門 薬

物排 出 輸送 を 制御 す る 分子機構の解明) で あ る 。

ま た 、 博士課程 1 年生の 中 島寿 久 は 日 本学術振

興会特別研究員 と し て 、 特別研究員 奨励費 (平

成 17 - 19年度、 代表 : 網膜機能障害 に お け る 血

液網膜関 門 ク レ ア チ ン 輸送担体発現変動機構)

を 受 け て い る 。 ま た 、 民 間 等の研究助 成 団 体 に

よ る 研究助成 金 を 受 け た も の は 、 中 冨 健康科学

振興財 団 (細 谷、 平成14年 度) 、 持 田 記 念 医 学

薬学振興財 団 (細谷、 平 成 14年 度) 、 医 科 学 応

用 研 究 財 団 (細 谷、 平成14年 度) 、 富 山 第 一 銀

行 奨 学 財 団 (登美、 平成15年度) 、 北 陸 産 業 活

性化 セ ン タ ー . R&D 推進 ・ 研 究 助 成 (細 谷、

平成17 - 18年度) があ る 。

平成13年度か ら 平成16年 度 に 、 薬剤学研究室

で、 卒業研究 を 行 っ た 4 年次学生 は 2 1 名 、 大学院

修士課程修 了 者 は 8 名 で あ る 。 大学院修了 者 中

で 1 名 は現在博士課程 に 進学 中 で あ り 、 修了 し

た 中 で 5 名 は 製薬企業の研究職 に 就い て い る 。
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薬剤薬理学 ( 薬品作用 学 )

研 究 室 発足 以 来 担 当 し て こ ら れ た 木 村 正 康

(教授) が平成 8 年 3 月 に 定年退職 し 、 そ の 後 、

同 年 8 月 に 和 漢薬研究所 臨 床 利 用 部 門 か ら 異動

し た 倉石泰が担 当 し て い る 。 平成12年 9 月 に は 、

木村部子 (助教授) が臨床薬理学講座 の 教授 に

昇任 し た 。 野 島 浩 史 ( 助 手 ) が、 後 任 の 助 教授

と し て 昇任 し 、 平 成 1 7 年 4 月 に 奥 羽 大学薬学部

教授 と し て 転 出 し た 。 平 成 1 2 年 1 2 月 に 、 安東嗣

修 が NIH か ら 助 手 と し て 着 任 し 、 平 成 1 7 年 4

月 に 講 師 に 昇任 し た 。 大塚英治 は 、 平成 15年 4

月 に 3 年任期 の 助 手 に 採用 さ れ、 平 成 1 6 年 1 2 月

に 退職 し て 米 国 ア イ オ ワ 大学 に 留 学 し た 。 ま た 、

佐 々 木淳が平 成 1 7 年 4 月 に 助 手 に 採用 さ れ た 。

本 研 究 室 は 、 「痔 み 」 と 「痛 み 」 を 2 大 テ ー

マ と し て研究 を 進 め て い る 。

1 . 摩 み と 表皮 ケ ラ チ ノ サ イ ト : 強 力 な 起痔

物 質 で あ る サ ブ ス タ ン ス P に よ る マ ウ ス の 捧

み様反応 を 解析 し 、 そ の 主 な 作 用 点 が表皮 ケ ラ

チ ノ サ イ ト で あ る こ と を 明 ら か に し た 。 ま た 、

ケ ラ チ ノ サ イ ト が種 々 の産み 因 子 お よ び埠み増

強 因 子 を 産生 ・ 遊離す る こ と を 明 ら か に し た 。

2 . ア レ ル ギ ー の産み ・ ブ タ ク サ花粉 に よ る

ア レ ル ギ ー 性結膜炎の痔み を マ ウ ス で解析す る

こ と に よ り 、 眼験結膜 (粘膜) と 皮膚 で は 、 摩

み へ の ヒ ス タ ミ ン の 関 与 が異 な る こ と を 見 出 し

た 。 ブ タ ク サ花粉の み で 感作 さ せ た マ ウ ス は 、

眼験結膜 に庫み様反応 を 示 さ ず、 皮 膚 に 産 み 様

反 応 を 示 し た 。 こ の 状 態 で は 、 血 中 IgE は 増

加 せ ず 、 IgG 1 が増 加 す る 。 そ こ で、 IgG の 作

用 点 を 解析 し て 、 一次感覚ニ ュ ー ロ ン に 高 親和

性 IgG 受容体が発現 し 、 IgG 抗原 複合体の 形

成 がニ ュ ー ロ ン を 直接興奮 さ せ る こ と を 見 出 し

た 。 蚊 ア レ ル ギ ー に よ る マ ウ ス の摩 み 様反応 の

観察 に も 成功 し 、 こ の 反応 も ヒ ス タ ミ ン の 関 与

が少 な い こ と を 見 出 し た 。 急性事麻疹 で、 は マ ス

ト 細胞 か ら 遊離 さ れ る ヒ ス タ ミ ン の 関 与が古 く

か ら 知 ら れ て い る が、 ヒ ス タ ミ ン と 共 に 遊離 さ

れ る ト リ プ タ ー ゼ も 強力 な 痔 み 因 子 で あ り 、 プ

ロ テ イ ナ ー ゼ 活性化受容 体 PAR 2 を 介 し て 産

み を 起 こ す こ と を 、 マ ウ ス を 用 い て 証 明 し た 。

3 . ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 痔 み NC 系 マ ウ ス

の 慢 性 皮 膚 炎 は 、 血 中 IgE の 著 し い 増 加 、 皮

膚 の 乾燥 と 自 発 的庫 み 様反応 に 加 え 、 発症 に 環

境 要 因 が必要 な 点 で ヒ ト の ア ト ピ ー 性皮膚 炎 に

類 似す る 。 こ の マ ウ ス モ デ ル を 用 い て 痔み の 発

生機序 を 解析 し て い る 。 こ れ ま で に 、 摩み様反

応 が皮膚 の 乾燥 と よ く 相 関 す る こ と 、 表皮 内 の

神 経線維分布 が増加す る こ と 、 表皮 ケ ラ チ ノ サ

イ ト が 産 生 す る NO が 重 要 な 役 割 を 果 た す こ

と を 明 ら か に し て き た 。

4 . 皮膚 乾燥症 に 伴 う 庫み : 皮膚 乾燥症 に 伴

う 庫み 様 反応 を マ ウ ス に 引 き 起 こ す こ と に 成 功

し た 。 そ の産み 様反応、 を 解析す る こ と に よ り 、

表皮 内 の 神 経線維分布 の 増 加 、 表皮 ケ ラ チ ノ サ

イ ト が 産 生 す る NO の 関 与 な ど、 NC 系 マ ウ ス

の慢性皮膚 炎 の 庫 み 様反応、 と 類似性 の あ る こ と

を 見 出 し た 。

5 . 帯状抱疹痛 お よ び帯状抱疹後神経痛 : ヘ

ル ベ ス ウ イ ル ス の 経皮接種 に よ り 、 帯状庖疹痛

と 帯状抱疹後痛 を マ ウ ス に 発症 さ せ る こ と に 世

界 で初 め て 成 功 し た 。 こ の モ デ ル マ ウ ス を 用 い

て 、 痔痛 の 発生機序 の解析 と 帯状宿疹後神経痛

の 治療 薬 開 発 を 目 指 し た 研究 を 進 め て い る 。

6 . 癌性廃痛 : 臆蕩 に よ る 皮 膚 お よ び骨 の痔

痛 、 お よ び痛化学療法薬 の 治療 に よ る 廃痛 の モ

デ ル を マ ウ ス で作製 し 、 終痛 の 発生機序 と 治療

薬 の研究 を 進 め て い る 。



臨床分析学 (生体認識化学)

1 ) 研究

本研究室 は 、 関学20年 か ら 30年 の 聞 に お い て 、

前 半 は 谷村教授 の 主宰す る 分析化学研究室が主

に 分離 と 検出 法 の 開 発 を 推進 し 、 2000年の畑 中

教授着任以 降 は 生体認識化学研究室 と し て化学

的方法 に よ る プ ロ テ オ ミ ク ス を 展 開 し て い る 。

現在 は 、 教授畑 中 保丸、 助教授友庚岳則、 助手

中 野琢の ス タ ッ フ で、 X 線や NMR が 困 難 な 膜

タ ン パ ク 質 な ど を 対象 に 、 独 自 の 光反応性プ ロ

ー ブで機能構造解析 に取 り 組 ん で い る 。
[概要 と主 な 活動状況] 分析系 研 究 室 の主 題 と

し て プ ロ テ オ ミ ク ス 時代への対応 に取 り 組 ん だ。

膜 タ ン パ ク 質 は 主 な 薬物受容体で あ る が、 そ の

多 く は 結 晶化や大量発現が困 難 な た め 、 機能 プ

ロ テ オ ミ ク ス の 課題 と な っ て い る 。 現在 は 、 遺

伝子技術 と 分光学的方法が主 流 で あ り 、 化学的

方法論の整備 は 大 き く 遅れて い る 。 し か し 、 サ

ブ ナ ノ レ ベ ル の 最新合成技術 に 基づ く Chemi

cal Biology が、 生命科学の新 し い 先端領域 と

し て 注 目 さ れて い る 。 当研究室で は こ の よ う な

時代的進捗 を 踏 ま え 、 非結晶性 タ ン パ ク 質 の 機

能構造 を 探 る 有力 な 方法 と し て 溶液状態 で適用

で き る 化学的方法論 を 取 り 上 げ、 な か で も 機能

部位 を 直接釣 り 出 す こ と が可 能 な 光 ア フ イ ニ

テ ィ ー 法 を 、 機能 プ ロ テ オ ミ ク ス の 化学的分析

基盤 と し て確立す る 研究 を 推進 し た 。 ま ず、 効

率 的 な 光 ア フ ィ ニ テ ィ ー 法確立への イ ン フ ラ 整

備か ら 始め 、 有用 な 光反応、基 ジ ア ジ リ ン の 効率

的合成法確立、 こ れ を 組 み 込 ん だ種 々 の 光反応

性 プ ロ ー ブの 整備、 高速解析 を 可能 に す る チ ッ

プ テ ク ノ ロ ジ ー の導入等 に 力 を 注 い だ。 そ の 結

果、 ご く 最 近 の 成 果 を Proc. Natl. Acad. Sci. 

USA ， 102，  2796 - 2801 ( 2005 ) ， ChemBio

Chem ， 6， 814 - 818 (2005) に 報告す る な ど、 生

体認識化学研究室 と し て の 5 年 間 の 成果 を 、 論

文43、 米国特許 1 、 囲 内 特 許 出 願 5 、 そ の他総

説や著書 と し て 報告 し た 。 ま た こ の 間 、 文部科

学省 地域 ク ラ ス タ ー 創 成事業、 科学研究費特定

領域研究、 基盤研究 B、 C、 萌 芽研究、 若 手研

究 A 等 の 外部 資 金獲得、 受 賞 ( 定金 : 日 本 光
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医 学 光 生 物 学 会 奨 励 賞) 、 国 際 学 会 招 待 講 演

( 2 ) な ど を 行 っ た 。

2 ) 教育

講義 と し て は 分析化学 と 応用 分析化学 を 引 き

続 い て 担 当 す る 一方、 2000年 か ら 生物有機化学

II を 担 当 し て 、 化学 と 生物学の統合的理解 を 基

本 と し た創薬への基礎力 養 成 の 講義 を 行 っ て い

る 。 一方、 最初の専 門実習 と な る 物理化学系 実

習 (分析化学) で は 、 生体分析 の 実習 項 目 を 加

味 し て バ イ オ 時代への対応 を 進 め て い る 。 ま た 、

薬学専 門 英語 な ど を 始め少人数教育 に も 力 を 入

れ、 特 に 卒業研究で は 各 自 の研究テ ー マ の ほ か

に 、 英語力 と プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 技術 の 育成 を

行 っ て い る 。 大学 院 で は 、 隔年で生物分析学特

論 を 開 講 し て お り 、 新大学大学 院 で は ケ ミ カ ル

バ イ オ ロ ジ ー 特論が開講 さ れ る 予 定 で あ る 。

3 )  20周 年 (1995年) 以 降 の 沿革

1995年 3 月 : 山 崎重雄助教授退職 ( 岡 山 理科大

学助教授へ)

1995年 4 月 : 中 込和 哉助教授着任 (通産省工業

技術 院生命工学工業技術研究所 よ り )

1997年 4 月 : 定金豊助手着任 (通産省 工業技術

院生命工学工業技術研究所 よ り )

2000年 3 月 : 谷村志 徳教授退官

2000年 9 月 :畑 中 保丸教授着任 (富 山 医科薬科

大学和 漢薬研究所 よ り )

2000年1 1 月 : 生体認識化学研究室 に 名 称変更

2002年 3 月 : 中 込和 哉助教授退職 (帝京大学薬

学部教授へ昇進)

2002年1 1 月 : 友庚岳則助教授着任 (産業技術総

合研究所 よ り )

2004年 3 月 : 定金豊助手退職 (九州保健福祉 大

学薬学部講師へ昇進)

4 ) 新大学へ 向 け て

新大学 で は 生命科学融合教育部お よ び医学薬

学教育部 で大学院教育 を 担 当 し 、 医学薬学研究

部 で研究 を 推進す る 。 ま た 、 薬学 6 年制 がス タ

ー ト し 、 併設の 4 年制 と と もに新 し い 薬学部の

足場作 り が始 ま る 。 世界的 な Chemical Biology 

の 潮 流 の 中 、 我が国発の機能 プ ロ テ オ ミ ク ス の

先端技術が本研究室か ら 誕生す る よ う に 、 創 薬

指 向 の教育 ・ 研究 を 今後 と も 推進 し た い 。
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臨床分析学 (毒性学)

20同 年 を 迎 え た 1995年 の 1 1 月 か ら 、 現教授 の

根本信 雄 が ( 財 ) 癌研究会癌研究所 よ り 赴任 し

た 。 翌 年 4 月 に は 、 北海道大学 よ り 、 佐 久 間 勉

が助 子 と し て 着任 し た 。 30周 年 日 を 迎 え た 2005

年 3 月 で助教授 の 宮 原 龍郎が定年退官 し 、 後任

に 佐 久 間 勉 が昇任 し た 。

10年 間 の研究課題 は 、 根本が前 任 の 癌研究所

で化学発痛物 質 の 代 謝活性化 と 遺伝子障害 に つ

い て 研究 を し て き た こ と か ら 、 医 薬 大 で は 代 謝

酵素 の 発現調節 因 子 と そ の 機構解 明 を 中 心研究

課題 と す る こ と に し た 。 代謝酵素 と し て は 、 シ

ト ク ロ ム P450の rj l で も 性依存件ー に 党現 し て い

る 分子種 を 対象 と し て き た c 佐 久 間 に よ っ て 雌

マ ウ ス 肝臓 で、新規 に 発 見 さ れ た 、 CYP 3 A41 、

CYP 3 A44 に つ い て 、 発現機構や 調 節 回 子 の 研

究 を 行 っ て い る 。 |司 慌 に 性依存 的 に 発現 し て い

る P450 に つ い て も 検討 を 進 め て い る が、 性 ホ

ル モ ン 、 成 長 ホ ル モ ン 、 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン な ど

の 協調 的 な 制 御 機構が存在 し て い る こ と が示 唆

さ れ た の で 、 遺伝子 レ ベ ル の研究 に 進 め て い く

予 定 で あ る 。 ま た 、 発痛 物 質 の 活性化 に 関 わ る

CYP 1 A 2 の 肝臓 に お け る 常在 的 な 発現 を 担 う

遺 伝 子 領域 を 同 定 し 、 調 節 因 子 の持索 も 子 が け

て い る 。 そ の 他 に こ の 10年 間 に 行 っ た 研究課題

は 以 i、 で あ る 。
. CYP 1 A 1 の 党現調節

- 肝細胞初代培養系 を 毒性試験系 と し て の 応

用

- 糖尿病 マ ウ ス で の 薬物代謝昨 素 の 発現
. Cyp 2 b10遺 伝 子 の エ ス ト ロ ゲ ン 、 お よ び

内 分泌撹乱物 質 の 応答領域の解析

・ カ ド ミ ウ ム の 骨 代 謝 に 及 ぼす 影響

- 和 漢薬お よ び生薬 成分 に 関 す る 骨粗繋:JiI'治

療薬 と し て の 基礎 的検討

研究室 の 人 々

岡 費留 学生 と し て 、 タ イ か ら 3 名 の 官 学 生 が

大学院課程で学 ん で い る 。 う ち l 名 は既 に 学位

を 取得 し 、 タ イ に 戻 っ て 国 立大学薬学部の 助 教

授 と な っ た 。 さ ら に 、 彼女 は ( 財 ) 東京生化学

研究会 に よ る 東南 ア ジ ア の研究者の H 本背 学助

成 金 を 得 て 、 1 年 間 の 再官 学 を 当研究室 で、 行 っ

て い る 。 ま た 短期 間 で は あ る が、 タ イ か ら 2 名

の 官 学生 を 受 け 入 れ た 。

卒業研究 と し て 配属 を 希望 す る 学生 は 、 ほ と

ん ど毎年長大数で、 こ の 10年 間 に 卒業 生 は 70名

を 超 え て い る 。 し か し 、 残念 な こ と に 進学す る

学生 は 多 い と は 言 え な い υ 特 に 博 1: 後 期 課程 に

進学す る 学tt_ は 、 6 年制 が始 ま る と さ ら に 減少

す る と 予想 さ れ る の で 、 確保 に 頭 を 悩 ま せ て い

る 。

研究業績

1996  1 997 1 998 1999  2000 2001 2002 2003 2004 

著書 3 2 

!J;(著 J 戸 4 3 8 3 6 7 2 6 

��â見 2 

同 内 学 会 1 3  1 1  6 1 3  1 3  7 8 6 9 

国際学会 ワ 2 d 'v 

講義、 実習

学部学生 に 対 し て は 、 「放射 線学」 の 講 義 と

実 習 、 「環境 衛 生 」 、 「薬 物 代 謝」 、 「専 門 英 語」

を 講義 し て い る 。 大学院生 に は 、 隔 年 に 「毒性

発現学特論j と 「薬物相互作用 学特論」 を 講義

し て い る 。 さ ら に 、 医学部大学院生 に 対 し て は 、

環境衛 生 関 係 の 講義 を 担 当 し て い る 。

研究室の行事

毎 月 1 [!1J の Ijl 間 報告、 毎 週 開 催 す る 論丈紹介、

そ し て 4 年作 の 1 2 月 に 行 う 卒業発表 な どで、 学

生 は 準備 に 多 く の 時 間 を か け て い る 。 特 に 、 質

問 を す る よ う に 新 人 の 時 に い う の だ が、 な か な

か 言 い 出 せ な い よ う だ。 質 問 を す る と い う こ と

は 、 他 人 の 話 を 良 く 聞 く と い う こ と な の で 、 こ

れか ら も こ の 方針 を む し ろ 強 め る こ と に し た い 。

新歓 コ ン パ 、 追 い 出 し 、 の ほ か に 、 教室旅行

を 9 月 に 行 っ て い る 。 小型 パ ス を 利 用 す る に は

適 当 な 人 数で あ る の で 、 日 頃 の 運転 か ら 離 れ て 、

遠 く へ の ド ラ イ ブ を 楽 し ん で い る 。



医薬品化学 (薬化学)

〈 沿革 ・ 変遷〉

本薬学部 の 前 身 で あ る 富 山 大学薬学部 に 薬化

学講座が設 け ら れ た の は 昭和25年 4 月 で あ る 。

初代の 三橋監物教授 (昭和25年 4 月 ~ 昭和46年

3 月 ) 、 二 代 目 の 増 田 克 忠教授 (昭 和49年10月

~ 昭 和 57年 8 月 ) 、 三 代 目 の 吉 井 英 一 教 授 ( 昭

和58年 6 月 ~ 平 成 8 年 3 月 ) 、 な ら び に 四 代 目

の小泉徹教授 (平成 8 年 4 月 ~平成10年 1 月 )

時代 の研究 内容や研究室 の変遷 に 関 し て は 、 現

薬化学研究室の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲載 さ れて い る

沿革 を 参照 さ れ た い 。 以降、 本稿 で は 井上が研

究室 を 担 当 す る よ う に な っ て か ら の事項 を 記す。

21世紀 を 目 前 と し た 平成12年12月 、 井上が薬

化学研究室 の 第五代教授 と し て 着任 し た 。 井上

は 京都大学大学 院工学研究科 出 身 で、 大阪府立

大学大学 院工学研究科助教授か ら 弱冠38歳 で異

動 ・ 採用 さ れ た 。 平成13年 1 月 に は東京 医科歯

科大学 よ り 藤本和久助 手が採用 さ れ、 同 年 2 月

に は 本学薬用 資源学講座 の 阿部肇助 手 を 協力研

究員 と し て 迎 え (平成15年 4 月 に 正 式異動) 、

完全 に新 し い 布 陣 で21世紀の 薬化学研究室がス

タ ー ト し た 。

〈現在の研究室構成 ・ 研究内容 〉

現在の研究室 の 陣 容 は 、 井上以下総勢18名 で

あ る 。 こ の う ち 、 井上 は (独) 科学技術振興機

構戦 略的創造研究推進事業 の研究代表者 を 、 ま

た 阿 部 は 同機構の さ き が け 個 人研究員 を 兼任 し

て い る 。 始 ま っ て 5 年 に 満 た な い研究室 で は あ

る が、恵 ま れ た 人的資源 と 十分 な研究費 の も と 、

ケ ミ カ ルバイ オ ロ ジーの研究を強力 に推進 してい る 。

ケ ミ カ ル バ イ オ ロ ジ ー は 、 有機化学 ・ 分子生

物学 ・ 物理化学の研究手法 を 融合 し た 次世代の

基盤サ イ エ ン ス で あ る 。 我 々 薬化学研究室 は 、

ケ ミ カ ルバ イ オ ロ ジ ー の研究 を 通 し て 生体分子

と 人工分子 の 相互作用 を 厳密 に 解析 し 、 分子 と

生命の接点 を 探 り 、 さ ら に は 生命現象 を 人為 的

に 制 御 ・ 創 成す る こ と を 目 指 し て い る 。

以下 に主 要研究 テ ー マ と 代表的論文 を 記す。

1 . 人工 DNA プ ロ ジ ェ ク 卜

DNA は 生 物 の 遺伝 を 担 う 分子 で あ る 。 し か
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し な が ら 現在の 有機合成化学 を 駆使す る こ と に

よ り 、 遺伝子 の機能 と は 無 関係 な い か な る 化学

改変 も DNA に 施す こ と がで き る 。 本 プ ロ ジ ェ

ク ト の 目 標 は 、 光や電気 に 応答 す る 人 工 DNA

を 開発 し 、 次世代 の テ ー ラ ー ・ メ イ ド 医療 の 実

現 に 資す る ナ ノ バ イ オ 分子材料 を 提供す る こ と

に あ る 。 (代表論文 : Proc. Natl. Acad. Sci. USA 

2005， 102， 1 1606. ) 

2 . タ ン パ ク 制御 プ ロ ジ ェ ク 卜

DNA が生命の設計 図 な ら 、 タ ン パ ク は そ の

実行部隊で あ る 。 も し タ ン パ ク の機能 を 人為 的

に 制 御 で き れ ば、 種 々 の疾病 に 絡 む タ ン パ ク の

発現調整や、 タ ン パ ク 工学等の “ 実際の も の作

り " に も 新手法 を 提供す る こ と が出 来 る 。 本 プ

ロ ジ ェ ク ト で は 、 タ ン パ ク の機能 を 司 る 構 造 を

光や電気で可逆的 に制御す る こ と を 目 指 し て い

る 。 (代表論文 : Org. Lett . 2006 ， 8， 285. ) 

3 . 糖鎖認識プ ロ ジ ェ ク ト

糖 は 、 生物 の エ ネ ル ギー 源や構築材料 と し て

の み な ら ず、 細胞 接着 ・ 免疫 ・ 癌化 な ど の細胞

間相 互作用 に も 中 心 的 な 役割 を 呆 た し て い る 。

し た が っ て糖の 人工分子 に よ る “ 認識" は 、 無

限の応用 の可能性 を 秘 め て い る 。 本 プ ロ ジ ェ ク

ト で は、 一連の糖認識人工分子 を 設計 ・ 合成 し 、

糖 の セ ン シ ン グ ・ 糖変換反応 等 に 新機軸 を 確立

す る こ と を 目 標 と す る 。 (代表論文 : J Am. Chem. 

Soc . 2005， 12久 16189. ) 

く そ の他特記事項 〉

上述 し た よ う に 、 (独) 科学技術振興機構、

(独) 日 本学術振興会、 各種財 団 等 か ら 十 分 な

研究費 を い た だ い て い る 。 ま た そ の 成 果 は 、 化

学、 さ ら に は 自 然科学全体の な か で も 、 も っ と

も 権威 あ る 雑誌 に 多 数掲載 さ れて い る 。 現在の

薬化学研究室 は 、 設備 ・ 予算 ・ 成果、 そ の 全て

に お い て世界の ト ッ プ レ ベ ル の研究室 で あ る と

自 負 し て い る 。

平成16年10月 に は 、 薬化学研究室 に 在籍 さ れ

た諸先生方 な ら びに卒業生の諸先輩方 と 一緒 に 、

薬化学研究室生誕半世紀記念祝賀 会 を 催 し た 。

全国 各地か ら た く さ ん の方 に お 集 ま り い た だ き 、

盛会 と な っ た 。 こ の場 を借 り て お礼 申 し上 げ る

次 第 で あ る 。 (井上 将彦)
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当研究家の 沿革等 に つ い て は 十周 年 お よ び二

十 周 年 記 念誌 に 記載 さ れ て い る の で、 本稿 で は

開 学20周 年 以 降 に つ い て述べ る 。 平成 1 1 年 4 月

1 日 根本英雄が教授 と し て 赴任 し 、 平 成 1 3年 4

月 1 日 に は 高 畑 が東北薬科大学教授 に 、 同 年 4

月 1 日 に は 桐 原 が静 岡 理 工科大学理工学部助教

授 に 転 出 し た 。 こ れ に と も な い 、 平 成 1 3 年 4 月

1 日 豊 岡 が助教授 に 昇任 し 、 同 年 5 月 1 日 松谷

裕二が助手 と し て 赴任 し 現在の ス タ ッ フ ( 教授

根本、 助教授豊 岡 、 助 手松谷) に な っ て い る 。

教 室 の研究活動 に つ い て 、 恨本の赴任 後 に つ

い て 述 べ る 。 主 た る 研究分野 は 創 薬化学 で あ り 、

有機化学 を ベ ー ス と し て創 薬研究 を 行 う 事 を 目

的 と す る 。 も と よ り 創 薬 は 学 際 的 な 分野 で あ り

多 く の 学 問 分野 の 知 識 を 必要 と す る が、 化学の

分野 に 限定 し で も 、 有機反応化学、 有機合成化

学、 触媒化学 と い っ た 広 範 聞 な 有機化学、 無機

化学の経験 と 知識 を 必要 と す る 。 一 つ の研究家

で こ れ ら 全 て を 網羅す る 事 は 閑 難 で あ る が、 少

な く と も 有機化学 に 関 し て は ム つ の 狭 い 範 囲 に

限定す る 事無 く 、 幅広 い 分野 を 視野 に 入 れ た 日

常 の 教 育 ・ 研究活動 を 心が け て い る 。 こ の 様 な

観点か ら 現在 以 下 の よ う に研究課題 を 設定 し て

い る 。 第 宇 に 独創性 ・ 新規性 に 優 れ た 新 反 応 の

開発。 最 近一 つ の 操作 で複数の結合 を 形成 す る

新 反 応 を 見 出 し 、 ア メ リ カ の 有 力 化 学 誌 (].

Am.Chem.Soc . ) に 迷 報 と し て 掲 載 さ れ た 。 現

在本反応 の scope and limitation と 合成化学へ

の 展 開 を 検討 中 で あ る 。 第 二 に !生物活性化合物

の 合 成 研 究 。 現 在 、 Halenaquinol sulfate ( ナ

フ ト キ ノ ー ル 体 : 抗 ウ イ ル ス 活性) 、 Andrastin

( メ ロ テ ル ベ ノ イ ド : PFTase 阻害活性、 ras 遺

伝 子 発 現 タ ン パ ク 質 の 制 御 ) 、 Macrosphelide

( 1 6 員 環大環状化合物 : 細 胞 接 着 阻 害 活性 、 免

疫抑制作用 ) 、 OSW - 1 ( ス テ ロ イ ド 配糖体 ・

強 力 な 細 胞 毒 性 作 用 ) 、 Wortmannin ( 変 形 ス

テ ロ イ ド 骨 格 : 抗 カ ビ 、 抗炎症、 PI 3 - kinase 

阻 害 剤 ) 、 Hypothemycin ( サ リ シ リ ド 系 大 環

状 化 合 物 : 抗 マ ラ リ ア 作 用 ) 、 Cj - 13 、 357

( サ リ シ リ ド 系 大環状化合物 ・ 抗脂 血 症作 用 、

抗腫蕩活性) 、 ピ ロ リ ジ ン 、 ピ ベ リ ジ ン ア ル カ

ロ イ ド と い っ た 複雑 で 多 様 な構造 を 持 ち 、 し か

も 医薬 品 と し て 重 要 な 生物i舌 生 を 持つ 化合物 を

対 象 に 合成研究 を 行 っ て い る 。 合成戦略 と し て

は 従 来 の 天然物合成 の 様 に と に か く 標 的化合物

を 合成 す る の で は な く 、 ま ず上記化合物 が そ れ

ぞれの 生物活性 を 持つ 為 に 必要不可 欠 な 部分構

造 を 考察想 定 し 、 こ れ を 効率 良 く 合成す る ル ー

ト を 確 立す る 。 そ の 後標 的化合物 の 合 成 、 或 い

は よ り 有 効 な 生物活性 を 持つ 化合物 を 探索 し な

が ら そ の 合 成 を 行 う と い う 方法 を と っ て い る 。

最 近 の 研 究 成 果 と し て 、 Halenaquinol sulfate 

の 合 成 中 間体、 4 環性化合物が抗 ウ イ ル ス 活性

を 持つ 事 を 見 出 し た 。 本化合物 は 数種 の イ ン フ

ル エ ン ザ ウ イ ル ス に 対 し て か な り の 活↑生 を 持 ち

し か も ほ と ん ど毒性が無 い 事か ら 、 医 薬 品 の シ

ー ズ と し て の 可 能性 を 視野 に 現在構造活性相 関

の 詳 細 を 検 討 し て い る 。 ま た 、 従 来 興 味 あ る

種 々 の 生物活性 を 持つ こ と が知 ら れ て い た が天

然 か ら は 極微量 し か得 ら れ な い た め 十 分 な 牛A物

活 性 の 検 討 が な さ れ て い な か っ た Macro

sphelide 類 の 効率 の 良 い 合 成法 を 開 発 し た 。 こ

の 方法 を 用 い て 合成 し た 誘導体が抗が ん作用 を

持つ こ と を 凡 出 し 、 現在類似化合物 の 詳細 な構

造活性相 関 を 検討 中 で あ る 。 他 の研究課題 に つ

い て も 着 々 と 成果 が 出 て お り 今後 の 展 開 が期待

さ れ る 。 こ れ ら の研究成 果 は 当 研究室所属 の 学

生諸君 の 献身 的 な 努力 に よ っ て 達 成 さ れ た も の

で 、 平 成 8 年 3 月 ~ 平成17年 3 月 の 教5fi 出 身者

は 学 士41 名 、 修上2 1 名 、 博士 1 名 で あ る 。 こ の

10年 間 に 発 表 し た 原著論文 は 94報、 総 説 は 12編

で あ り 、 そ の 問 、 科 学 研 究 費 基 盤 研 究 (C)

( 平 成 12 、 13年) 同 基 盤 研 究 (B) ( 平 成 1 5 - 17  

年 ) を は じ め 、 上原記念生命科学財 団 (平成 1 1

年 ) 、 富 山 県 新 世 紀 産 業 機 構 ( 平 成 16 年 ) 等 か

ら の研究助成 を 受 け 、 研究 を 加 速 さ せ る こ と が

で き た 。 教育 面 で は 、 有機化学教育 を 学科 目 化

学 、 薬化学、 合成化学、 薬 品 分子化学 と 協調 し つ

つ 分担 し て い る 。 実験科学 の教育 は 勉 強 と 実験

が一定 の バ ラ ン ス を 持 っ て は じ め て 実 の あ る も

の と な る と の 考 え か ら 、 実習 、 卒業研究、 大学院研

究 の 教 育 ・ 指導 に あ た っ て い る 。 (根本 英雄)
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富 山 に お け る 衛生 化学 の 創 設 は 、 約 1 10年 以

上前 に 遡 る 。 明治26年 (1893) の 共立薬学校の

発足 に 際 し て 、 学 科 目 に 「衛 生 化 学 ・ 裁 判 化

学」 が必須科 目 と し て 課せ ら れ た 。 そ の 後、 市

立富 山 薬 業 学 校 ( 明 治33�) 、 県 立 富 山 薬 業 学

校 ( 明 治40�) 、 官 立 富 山 薬 学専 門 学校 (大正

9 � 昭和 24) と 続 い た が、 衛生化学 は 常 に 必須

科 目 と し て 講義 さ れて き た 。 そ の 後、 昭和24年

富 山 大学薬学部の 設立 に よ っ て 、 倉 田 軍一教授

が初代教授 と し て 就任 し た 。 次 い で 、 昭和50年

4 月 に 東京大学か ら 柳 田 友道教授が赴任 し た 。

同 時期 に 、 環境衛生分析学講座が新設 さ れ、 宮

原龍郎助手が助教授 と し て 転 出 し た 。 昭和50年

10 月 に 富 山 医科薬科大学が開学 し 、 昭和54年 4

月 に は衛生化学講座 は杉谷キ ャ ン パ ス に 移転 し 、

そ れか ら 間 も な く 、 昭和54年 6 月 に柳 田 教授 は

富 山 大学学長 に 選 出 さ れ転 出 し た 。

昭和55年 3 月 に 小橋恭一教授が、 生化学教室

か ら 衛生化学教授 に 昇任 し 、 そ の 後35年 間 に わ

た っ て 衛生化学教室 を 主宰 し た 。 そ の 問 、 酒井

立夫助教授 (平成 9 年 3 月 定 年 退 官 ) 、 赤尾 光

昭講師、 今村理佐助手 を ス タ ッ フ に 、 腸 内 菌 叢

( フ ロ ー ラ ) と 宿 主 ( ヒ ト ) と の 聞 の 生化 学 的

相互 作用 を 主題 に 多 く の 業績 を あ げて き た 。 専

門 教 育 科 目 と し て は 、 「衛 生 化 学J I 公衆 衛 生

学」 お よ び 「 医療生化学」 を 担 当 し 、 ヒ ト の 食

を 衛 ( ま も ) る 化 学 お よ び ヒ ト の 環 境 を 守 る

「生臭 い 化学」 をモ ッ ト ー に 学 生 の 研 究 ・ 教育

指導 に あ た っ た 。 小橋教授の 定年退官後、 平成

8 年 12月 に 岡 山 大学薬学部か ら 津 田 正 明教授が

4 代 目 教授 と し て 就任 し た 。 津 田 教授 は 、 分子

生物学分野 に 研究基盤 を 持 ち な が ら 神経系 に研

究 を 展 開 し て お り 、 衛生化学 と し て は異色の教

授で あ っ た 。 就任後 間 も な く 、 研究内容 を 外か

ら 見 え や す く す る た め に教室名 を 衛生化学教室

か ら 分子神経生物学研究室 と 変更 し た が、 基礎

研究 を 展 開 す る と と も に 、 衛生化学的観点 を 取

り 入 れた研究 も 開始 し た 。 講義科 目 も 小橋教授

の 担 当 講義 を そ の ま ま 引 き 継 ぐ こ と に な っ た 。
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津 田 教授の研究 の 主 眼 は 、 神経活動依存 的 な

遺伝子発現制御系の機構解明 に あ り 、 ①そ れが

記憶 ・ 学習 な どの高次神経機能発現 に どの よ う

に 関 わ る の か、 ま た 、 ②そ の 異常が神経疾患発

症や生後の脳 ・ 神 経機能発達障害 に どの よ う に

関 わ る の か、 さ ら に 、 ③そ こ か ら 神経疾患治療

薬 の 開 発 は 可 能 で あ る の か、 と い う 所 に あ り 、

大 き く ①②③の研究 テ ー マ に 分け る こ と がで き

る 。 平成 9 年 4 月 に 助 手 に 就任 し た 田 淵 明子助

手 が、 主 に 脳 由 来神 経 栄 養 因 子 BDNF 遺 伝 子

の発現 に 注 目 し て①の テ ー マ に 精力 的 に 取 り 組

み 、 多 く の 学 生 を 指 導 し 、 学 生 た ち の努 力 も

あ っ て 、 現在 で は 、 こ れ ら テ ー マ は い よ い よ 世

界 の槍舞台 に 立 と う と し て い る 。 田 淵 助 手 は 、

平成14年 に ア メ リ カ 合衆国 ジ ョ ン ズ ホ プ キ ン ス

大学医学部 に 一年余 り 留 学 し 、 帰 国後、 新 た な

研究テ ー マ で研究 を 開 始 し た 。 平成16年 4 月 に

は助教授 に 昇格 し て い る 。 一方、 今村助 手 は 一

連 の ピ レ ス ロ イ ド系殺虫 剤 の幼児脳発達 に対す

る 危 険性 を 指摘 し た 。 ま た 、 こ れ ら 殺虫 剤 は 高

い BDNF 発現誘導能 を 持 つ こ と か ら 、 神 経疾

患予 防 ・ 治療薬への 開 発 に 繋 が る 可能性 も 出 て

き た 。 平成14年 5 月 か ら 、 岡 山 大学薬学部か ら

安 田誠助手が 3 年任期 の 助 手 に 就任 し 、 神経可

塑性 に 関係す る 遺伝子発現系 の解析 に 実績 を あ

げつ つ あ る 。 現在、 本研究室 は 、 職 員 、 学生 を

含 め 20名以上の大所帯 に 成 長 し て お り 、 薬 窓 会

主催の ソ フ ト ボ ー ル大会 に お い て も 、 平成14、

15 、 16年度 と 三連覇 を 果 た し て い る 。

本年10月 か ら 三 大学統合 の 結 果、 (新) 富 山

大学 と な る 。 そ の 統合 を 迎 え る に あ た り 、 今村

助手が薬 品 生理学研究室 の助教授 に 転 出 し 、 赤

尾 光昭助教授がそ の ま ま 教授 に 昇格 し て 薬 品 生

理学研究室 を 担 当 す る こ と に な っ た 。 時代 の 移

り 変 わ り と と も に研究室 も 変 わ る の が 時 の常 で

は あ る が、 学生た ち に は “ 富 山 か ら 世界へ情報

発信 を ! .. と い う 合 い 言葉 は 言 い続 け た い 。 最

後 に 、 衛生化学教室 か ら 分子神経生物学研究室

へ と 変遷 し た 中 で 、 教室、 研究室運営や研究 に

携 わ っ て く れ た 多 く の 卒業生 に 対 し 、 担 当 教員

一 同 感謝 の 意 を 表 し た い 。
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1 . 研究需 の 沿革

本 研 究 室 は 、 富 1 1 1 大 学 薬 学 部 が 奥 同 校 舎 に

あ っ た 昭和 27 年 、 長谷純一先生 を 初代 教授 に 薬

品 生物化学講座 と し て 誕生 し た 。 そ の 後 、 11日和

38年 の 五福 地 区 へ の 移転 を 経 て 、 富 1 1 1 大学 か ら

富 山 医科薬科大学へ の 組織替 え に 伴 っ て 昭和53

年 に 衛生 ・ 生物化学講時生化学研究室 と な っ た c

昭和54年 に は研究棟完成 に 伴 い 、 杉谷地 区 に 移

動 し た 。 長谷教授 は 昭和57}t: に 定年退官 ( 富 1 1 1

医科薬科大学名 誉教授) し た の で 、 昭 和 5 1 年 か

ら 60年 ま で の 富 山 医科薬科大 学 の 最 初 の 1 0 年 間

は 彼 に 担 わ れ た と い え る υ 当 時 の研究 内 有 は 、

今 体色 素 で あ る ナ フ ト キ ノ ン 類 と ア ル コ ー ル 脱

水素酵素 の 活性 制 御 機構が 11 1 心 で あ っ た 。 長年 、

助 教授 を 務 め た 小橋恭一先生 は 、 杉 谷 に 移動後、

同 講座 の 衛生化学研究室教授 に 昇任 し た 。

次 に Hfi 干1J 6 1 年 か ら 、ド成 7 1f ま で の 10作会 問 は 、

昭和59年 4 )J に 2 代 H 教授 と し て 着 任 し 20年 間

研究室 を 主宰 し た 中 川 秀 夫 先 生 が十1 1 っ た 。 付| 究

も 教授 を 1 11 心 と し た 炎症 反応 の 制 御 |刈 子 と そ の

制 御 機構 の 研究 と 、 三井健 A郎助教授 の 毒素 タ

ン パ ク に 関 す る 研究へ と 移 行 し た 。

平成 8 年 か ら 1 7年 ま で の 10年 間 は 、 中 川 教授

が平成 1 6 年 3 月 に 退官 ( 名 手詩文授) ま で 、 研究

テ ー マ は 上 記 内 容 で あ っ た 。 ス タ ッ フ は 、 三 井

助 教授 に 加 え 、 柴 田 太が平成 5 年 に 助 手 と な り 、

加 藤 秀 fが平成 3 年 か ら 7 年 ま で教務職員 を 務

め た 。 そ の 後 、 高野克彦 が平成 9 {f今 に 教務 職 員

と し て採用 さ れ 、 1 1 年 か ら 助 手 を 務 め て い る 。

研究雫名 は 、 、iι成10{下 に fþJIj!化学研究室 と 変 更

さ れ 、 平 成 1 6年 1 2 月 ま で用 い ら れ た 。 教授の紅

任20年一 間 で は 、 1 2 1 名 の 学 部 作 、 38名 の 大 学 院

修士学生、 3 1'， の博士学生が巣立 っ た 。

平成17年 ] n に は 、 大阪大学大学院生命機能

研究科 か ら 大熊芳明が 3 代 日 教授 と し て 着任 し 、

研究室名 を 新 た に 「遺伝情報制 御学」 と し て 現

在 に 至 っ て い る 。 研 究 内 容 も 大 き く 転換 し た が、

こ れ は後述す る 。 現在の研究室 メ ン バ ー は 、 ス

タ ッ フ が三 井助教授、 柴 田 、 高野両助 子 で 前 教

授 の 時 か ら 留 任 し 、 事務補助 員 1 1"， 、 大学院博

上 後 期 課程 3 名 ( 2 1'1 は 大 阪大学 に 在籍 ) と 学

部 4 年 生 3 名 の 計1 1 名 か ら 構成 さ れ て い る 。

2 . 教育体制

講義 は 、 学部 2 年牛会前期 に お い て 「ぷ礎牛ー化

学 I と IIJ 、 後 期 に 「生 命 情 報 科 学 IJ 、 3 年 生

前 期 に 「専 門 英 語 IJ 、 後 期 に 「件 命 情 報 科 学

IIJ と 「専 門 英語 IIJ を 担 当 し て い る 。 実 習 は

「生物系実宵 (生化学) J を 2 年 生前期 に お い て

担 ヴ し 、 タ ン パ ク 質精製、 醇素活性 の 測 定、 細

胞死 の 観察 を 行 わ せ て い る 。 大学院修士学生 に

対 し て は 、 「病態生理化学」 を 担 当 し て い る 。

3 . 研究 テ ー マ 、 主 な 研究業績等

3 つ の研究 テ ー マ を 掲 げ、 ヒ ト と 分裂酵 母 を

対 象 に 進 め て い る 。 i) 遺 伝 情 報 の 転 写 機構 の

肩ìJf 究、 ii ) RNA ボ リ メ ラ ー ゼ II (Pol II ) の 活

性制御 を 基盤 と し て 協調 的 に 制 御 さ れ て い る 細

胞核 l人j事象の研究、 iii) 遺伝情報制 御 の 破綻 に

伴 う 疾 患 の 州 態 解 明 に 向 け た研究。 新 た な 研究

需 と な り 、 解析子i去 は 従 米 の /七化d字、 細胞生物

学 に 加 え 、 遺伝学、 分子生物学、 構造生物学 を

組 み 合 わ せ て 解析 を 進 め る 内 容 に 転換 し た 。

教授の 大熊 は 、 米 |玉| ロ ッ ク フ エ ラ ー 大 学 に お

い て 1990年 に Pol II の 転 写 開 始 に 際 し て 必須 と

さ れ る 5 稀 の 基 本 転 写 肉 f の 会 つ TFIIE を 世

界 に 先 駆 け て 精 製 し 、 翌 年会 そ の 2 つ の サ ブ ユ

ニ ッ ト の cDNA ク ロ ー ニ ン グ を 行 い Nature 誌

に 連 報 で 発 衣 し た 。 こ の TFIIE の 構 造 と 活性

を 解析 し 、 構 造 は 横浜市大 の 内 村 善文教授 と 共

同 で 向 サ ブユ ニ ッ ト の コ ア 領域の構造 を 決定 し

た 。 活性 は 、 変異体 を 用 い て 機能領域 同 定 を 行

い 、 ま た Pol II が 転 写 を 開 始 す る |祭 に TFIIE

が転写 開 始 点 近 傍 に 結 合 し て TFIIH に よ る プ

ロ モ ー タ ー 領域 の 間 裂 を 誘導す る こ と 、 さ ら に

今年 に な っ て TFIIEα サ ブユ ニ ッ ト が Pol II 自

身 の 転 写 開 始 に 伴 う 構造変化 の 引 き 金 を 引 く モ

デ ル を 発 衣 し た 。 外部 資 金 は 、 特 定 領 域 研 究

「遺伝情報 デ コ ー ド j の 言↑画 班 と 文 部 科 学 省 タ

ン パ ク 3000 プ ロ ジ ェ ク ト 分担拠点 と し て 研究費

を 受領 し て い る 。

最 後 に レ ク リ エ ー シ ョ ン に 関 し て は 、 研究室

旅行 を 行 う ほ か に 、 ス ポ ー ツ 大会への参加や花

見 な ど の 飲 み 会 で 親 睦 を 阿 っ て い る 。



衛生 ・ 生物化学 (分子細胞機能学)

本研究室 は 、 初代教授西荒介先生 (現富 山 医

科薬科大学名 誉教授) が平成 6 年 3 月 に 定年退

官 さ れ た 後、 平成10年 (1998) 4 月 に 今中常雄

教授が着任 し て 分子細胞 機能学教室 と な り 7 年

を 経過 し た 。 平成 6 年以前 に 関 し て は 、 開学二

十 周 年 記念誌 (細胞 生物学の項) に 詳 し く 掲載

し で あ る の で、 こ こ で は 、 平成 6 年以 降 の 本研

究室 の歩み に つ い て 述べ る 。

平成 6 年 か ら 10年 ま で教授不在の後、 平成10

年 に 帝京大学薬学部 よ り 今中常雄教授が着任 し 、

現在 に 至 っ て い る 。 こ の 間 、 平成10年 に は 黒 崎

文也助手が本学薬学部 附属薬用植物 園 の 講 師 に

転 出 、 守 田 雅志助 手 は 平成15年 6 月 よ り 平成16

年 3 月 ま で 米国 ジ ョ ン ズ ホ プ キ ン ス 大 学 ケ ネ

デ ィ ー ク レ ー ガ ー 研究所 に留学。 平成17年 に は

当研究室博士課程 出 身 の 柏 山 恭範君が助手 と し

て 採用 さ れ た 。 現在、 今中常雄教授、 岡村昭治

助教授、 守 田 雅志助手、 柏 山 恭範助手 の 4 人 で

教育研究 に 当 た っ て い る 。

当研究室 は そ の 名 称、 に あ る よ う に 、 細胞 小器

官 ( オ ル ガ ネ ラ ) の機能 と そ の 異常 を 分子 レ ベ

ル で解析す る こ と に よ り 疾患 の 原 因 を 解 明 し 、

医療 に 貢献す る こ と を 目 的 と し て お り 、 以下の

4 つ の テ ー マ で研究 を 展 開 し て い る 。 1 ) 脂 質

代 謝 に 密接 に 関 わ る ベ ル オ キ シ ソ ー ム と い う オ

ル ガ ネ ラ の機能、 特 に ABC ト ラ ン ス ボ ー タ ー

や lon protease の構造 ・ 機能 に つ い て の解析。

2 ) 副 腎 白 質 ジ ス ト ロ フ イ ー の 治療薬 開発の基

礎研究。 3 ) 動脈硬化症や血液凝 固 系疾患 と 関

連す る タ ン パ ク 質 の 小胞 体 に お け る 品 質管理制

御機構の解析。 4 ) 微小管 な ど細胞 骨格 を 形成

す る 各種 タ ン パ ク 質 の 分子種 と そ の機能 に つ い

て の解析。 現在、 研究室 に は博士課程 2 名 、 修

士課程13名 、 学部学生 5 名 が在籍 し て 各 々 前述

の研究 テ ー マ で実験 に 取 り 組 ん で い る 。 毎週金

曜 日 の研究セ ミ ナ ー で は 各 テ ー マ の学生が実験

結 果 に つ い て 発 表 を 行 い 、 活発 な 意 見 交換 を

行 っ て い る 。

こ れ ま で の研究成果 は一流の ジ ャ ー ナ ル に 発

表 さ れ て お り 、 研究業績 は 着 実 に 上が っ て い る 。
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こ の 7 年 間 に 発表 し た 原著論文 は37報、 総説 は

5 編、 著 書 は 7 編 で あ り 、 ま た 内外で 聞 か れ た

学会や 会議で発表 し て き た 。 主 と し て 発表 し て

い る 学会 は 、 日 本薬学会、 日 本生化学会、 日 本

分子生物学会、 ア メ リ カ 細胞 生物学会で あ る 。

大学院生 の 多 く は在学中 に 学会発表 を 行 い 、 さ

ら に 博士課程の学生 に は積極 的 に海 外で の 学会

発表の機会が与 え ら れて い る 。

こ れ ら の研究 を 行 う に あ た り こ れ ま で に 受 け

た 公的研究助 成 は 、 文部科学省科学研究費基盤

研 究 (C) (平 成 9 - 10年度、 今 中 常雄) 、 特 定

領域研究 (B) (平成10一 14年度、 今 中 常雄) 、

基盤研究 (B) (平成14 - 16年 度、 今 中 常雄) 、

萌 芽研究 (平成13 - 14年度、 平成15 - 16年度、

今 中 常雄) 、 奨励研究 (A) (平成11 - 12年 度、

守 田 雅 志) 、 基盤研究 (C) (平成16 - 17年度、

守 田 雅志) 、 厚生労働省科学研究 費 補 助 金特 定

疾患対策研究事業等 (平成 1 1 - 13年度、 平成14

- 16年度、 平 成 17年 度、 今 中 常 雄) 、 テ ルモ 科

学技術振興財 団 (平成11年度) 他 2 件、 ま た 財

団 法 人富 山 第 一 銀行奨学財 団 (平成17年 度、

守 田 雅志) で あ る 。

分子細胞 機能学研究室 に な っ て か ら 世 に 送 り

出 し た 卒業研究生 は44名 、 大学 院生修士課程15

名 、 博士課程 2 名 で あ る 。 博士課程の柏 山 恭範

君 は 「ベ ル オ キ シ ソ ー ム 膜 ABC タ ン パ ク 質

PMP70の ベ ル オ キ シ ソ ー ム 局 在 化機構 と ベ ル

オ キ シ ソ ー ム 膜上 で の ATP 結合 ・ 加水分解 に

伴 う 構造変化」 で、 田 中 幸 さ ん は 「変異型 ア ン

チ ト ロ ン ビ ン の細胞 内 蓄積 と Russell body 様

構造体形成 の 分子機構」 で平成17年 3 月 に 博士

号 (薬学) を 取得 し た 。 そ の 後、 柏 山 氏 は 当 研

究室の助 手 に 採用 さ れ、 田 中 氏 は 徳 島 文理大学

香 川 薬学部 の 助 手 に 採用 さ れ研究教育 に 活躍 中

で あ る 。

分子細胞 機能学教室で担 当 す る 講義及 び実習

は 、 学部で は 薬学概論、 基礎生化学 II、 基礎微

生 物 ・ 免 疫 学、 生 命 情 報 科 学 I、 専 門 英 語 I、

生 物 系 実 習 、 専 門 英 語 II 及 び卒 業 研 究 で 、 大

学 院薬学研究科 で は 分子疾患制御学特論 な ど を

担 当 し て い る 。
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薬用 資源学 (生薬学)

研究体制の変遷 と 現状 開 学20周 年記念事業以

後 、 千 成 7 {f 7 月 に つ I l i朝教授が就任す る ま で

の 当 研究室 の ス タ ッ フ は 、 清水写夫助教授 と 林

利 光助 手 の 2 人 で あ っ た 。 当 時 の 主 た る 研究 テ

ー マ は 「薬用 植物や伝示薬 な どの 天然物か ら の

炎症、 糖尿病、 ウ イ ル ス 感染症 な ど に 対 し て 有

用 な 生物活性成 分の探索研究」 と 「熱帯性薬用

植物 Scoparia dulcis L. が産 '-f_す る ジ テ ル ベ ン

類 の 組織培養系 を 片j い た 生合成研究」 で あ っ た 。

三 川 教授が就任 し た 翌 年 の 4 月 、 岩 j良 ( 斎 藤 )

l直 子 助 手が赴任 し 、 「 イ ン ビ ト ロ に お け る 生 物

i百件ー を 指標 に し た 創 薬 リ ー ド化合物 の ス ク リ ー

ニ ン グ」 と 「植物 の 三 次代謝 産物の 't合成酵素

を 対 象 と し た 遺伝 f レ ベ ル の 生合成研究J が新

た な テ ー マ と し て 開 始 さ れ た 。 そ の 後 、 清 水助

教授 は 平成 9 年 1 1 月 に 教授 に 昇格 し 、 翌 年 7 月

に 退職 し た 、 ま た 、 林助 手 は 、ド 成10{f 5 月 に 新

た に 設置 さ れ た 薬 品生理'芋研究室 の 助 教授 に 舛

格 し た 。 会 万 、 1' ;- ?良助 子 は 斗主 )，)(: 1 1 年 3 月 に 退職

し 、 三 川 教授 は 平成 1 2 年 3 月 に 定年 退行 し た 。

|口J {[: 8 川 、 林助教授 が 当 似| 究室 の 教綬 に 就任 し 、

1 0 JJ に 李 貞 範が助 手 、 q.f年 2 月 に 77 j与 誠が助救

援 と し て 赴任 し た 。 林教授就任 後 は 、 特 に Ii!英

方 薬 や 食用 ベ然物 を 対 象 と し た 新 規抗 ウ イ ル ス

活性分 子 の 探索 と 有効 利 用 J ， I熱'市↑午薬用 十l白物

Sco戸aria dulcis L. が生 産 す る ア フ イ デ イ コ リ

ン 頬 似引 の fト 物 i舌↑生 ジ テ ル ペ ン 類 の 代 謝 L学的

初| 究」 お よ び自 由助教授が実施す る 「縮 、 'j-:活

習 慣病 予 防 を 目 標 と し た 海 岸 薬 m 資源 の探索 と

剖 薬 化学TIJI 究jが主 な 研 究 テ ー マ と な っ て い る 。

研究業績 お よ び科学研究費補助金 10年 間 の 研

究業績 と し て 48報 の 町、 者 、 2 報 の 総説 お よ び 7

IlIJ の 著書が あ る υ ま た 、 科学研 究 費 補助 金 に よ

り 実 施 さ れ た 側 究課題の * な も の は 、 組織fi;: 益

系 を 利 用 し た ス コ パ ド ル シ 酸 B の 効 率 的 生 産

方 法 の 確 立 ( 、ド 成 7 年 度 1立研 究 C) 、 生 物 活

性天然物 を リ ー ド化合物 と す る 医 薬 品 開 発へ の

試験研究 ( 平 成 8 年 度 基 探 研 究 A) 、 細 胞 機 能

発現 に 関 す る シ グ ナ ル伝達系 を 標 的 と し た 't物

活性 ベ然物の探索研究 ( 、|λ成 9 年 度特 ;占領域研

究) 、 遺伝子治療へ の 応 用 と 抗 ウ イ ル ス 剤 作 用

増 強 を 日 的 と し た ウ イ ル ス 醇素活性化 因 子 の 検

索 ( 、|λ 成 9 年 度 基 盤 研 究 C) 、 海 藻 白 米 新 規 ジ

テ ル ペ ノ イ ド の リ モ デ リ ン グ に よ る 新型抗 ウ イ

ル ス 薬 の 創 製 ( 平 成 1 5年 度 基 盤 研 究 C) 、 コ ロ

ナ ウ イ ル ス の 増 殖特性 を 利 用 し た 阻害剤 の 開発

(平成16年 度基盤研究 C) 、 高等植物 に お け る 環

状 ジ テ ル ベ ン の生介成制御機構の ポ ス ト ゲ ノ ム

子i去 に よ る 解析 ( 平 成 1 7 年 度 萌 芽研究) な どで

あ る 。

学会活動 三 川 教授お よ び林助 手 は 、子成 8 年 か

ら 2 年 間 そ れ ぞれ 日 本植物細胞分 子生物学会の

会 長 お よ び幹事 の 任 を 、 ま た 、 三 川 教授 は 平 成

9 年 か ら 2 年 間 日 本薬学会北 陸 支 部 の 支部長 の

任 を 果 た し た 。 林教授 は 平 成 1 6 年 か ら 日 本薬学

会 北 陸 支部幹事 に 就 い て い る 。

教育活動 林教授が就任 す る ま で 、 当 研究室が

相 当 し て い た 科 日 は 「守A薬学」 、 「薬用 天然物 化

学」 、 「生 薬 学 実 習 」 お よ び 「生 薬 学 演 習 」 で

あ っ た 。 ま た 、 大 学 院 で の 担 当 は 「応)日 天然物

化学特論」 で あ っ た 。 平 成 1 4 年 度 か ら の 医学教

育 に お け る モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム の j草 入 に

伴 い 、 |玉| 公 、工 大学薬学部長 会議の 1'- に 「薬学 モ

デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム 案」 作 成 委 員 会が設置

さ れ た こ と か ら 、 林教J受 は そ の メ ン バ ー の 一 目

と し て と り ま と め に あ た っ た 。 本学で は 、 医学

部 の カ リ キ ュ ラ ム 改 正 に 合 わ せ て て茶 宇: {'ïll で、 も 大

幅 な カ リ キ ュ ラ ム 改正が実施 さ れ 、 'j:_薬 学 関 連

科 fl に つ い て も 見 直 し が行 わ れ た 。 現在 の 担 当

科 目 は 「和 漢 医 薬 学 入 門 J ( 2 年 次 、 全 学 共 通

科 1 1 、 講 義 と 体験 実 習 ) 、 生 薬 学 ( 2 年 次、 講

義 と 実 宵 ) 、 天 然 医 薬 資 源 学 ( 3 午 次、 講 義)

お よ び応 用 大 然物化学特論 (大学院) で あ る 。

こ の カ リ キ ュ ラ ム 改 l十ー で 新 た に 東 洋 医 学 概論

( 3 年 次 、 医 学 部 教 日 が担 当 ) が 開 設 さ れ、 薬

学 生 は 臨 床 の 制 点 か ら 漢方 薬 の 基 本 的 な 事項 を

学べ る よ う に な っ た 。 ア 成 1 R 年 度 か ら 薬学教育

6 -\f布リ が ス タ ー 卜 す る の を 契 機 と し て 、 社 会 の

ニ ー ズ ( 医療現場 で の 問 題解決) に 貢献て、 き る

薬 剤 師 や 薬学研究 (技術) 者 を す て る た め に 微

力 を 尽 く し た い も の で あ る 。



薬用 資源学 (合成化学)

当研究室 の 沿草 は 旧 富 山 大学薬学部 ま で遡 る

が ( 開 学 十 周 年、 三 十 周 年記念誌参照) 、 本稿

で は 二 十 周 年以 降 に つ い て 述 べ る 。 二 十周 年 当

時の職員 は 教授小泉徹、 助教授竹 内義雄、 助手

高橋た み 子 で あ っ た 。 暫 く 後の小泉教授の配置

替 え に 伴 っ て 平成 8 年 6 月 に 竹 内 が研究室 を 担

当 す る こ と と な っ た 。 翌年 に 柴 田哲 男 講 師が着

任、 12年 に 高橋助 手 の 配置替 え 、 同 年 に 阿部肇

助手 の 着任 と 続い た 。 そ の 後、 や や 込み 入 っ た

経緯があ っ て 阿部助手 は 配置 替 え 、 柴 田 講 師 は

転 出 、 15年 に 藤 原朋 也助手が着任 し て 現在 の 陣

容 (教授竹 内 、 助手藤原) と な っ て い る 。

研究分野 と し て は看板通 り に 、 合成化学 の 基

礎 と 応用研究 を 展 開 し て き た 。 そ の 第 一 は キ ラ

ル 誘 導化試薬 CFPA の 開 発 で あ る 。 こ の 試 薬

の 反応性が著 し く 高 い こ と か ら 、 そ の 後、 絶対

配置決定の た め の CFTA 試薬 の 開発へ と 展 開 、

最終的 に は 市販す る ま で に 漕 ぎ着 け た 。 一連の

研究 は 広 い 関 心 を 集 め 、 囲 内 で は 名 大 ・ 野依教

授、 東北大 ・ 甲 お よ び藤村教授、 海 外で も シ ン

ガ ポ ー ル の サ ヌ ー ン 博士、 南 ア の ス テ ィ ー ン カ

ン プ教授等 と の 共 同研究へ と 発展 し て い る 。

ま た 、 創 薬への応用研究 と し て 、 フ ッ 素原子

の特徴 を フ ル に 活用 す る 目 的 で 、 ア ミ ノ 酸や ペ

プチ ド に フ ッ 素 を 導入 し た イ ソ ス タ ー の 合成研

究、 よ り 医薬 品 に 近づけ た 主題 と し て サ リ ド マ

イ ド 、 ド ネ ベ ジ ル 、 プ ロ フ ェ ン 類 の キ ラ ル 部位

に フ ッ 素 を 直接 的 に 植 え 込む合成手法 の 開発 と

薬理学的研究 を 達成 し 、 い ず れ も 特許 と な っ た 。

最近 で は 生体重要分子 の 副互 変異性構造が活性

に 関 与す る と の仮定で、 そ の 等価体 ( シ ュ ー ド

ロ ー グ) の合成 と 活性発現機構 の解 明研究 を も

開始 し た 。 こ の研究 は 、 生体有機化学分野 に新

概念 を 取 り 入 れた も の と し て 注 目 さ れて い る 。

10年 間 の研究業績 は 原著論文60報、 総説 6 編

で あ る 。 職 員 が受 け た科研補助 金 は 、 基盤 B、

国 際学術 (共 同 ) 、 萌 芽 、 奨励研究 な ど、 継 続

を 含 め る と 年 平 均 2 件 で、 全 て 研 究 代 表 者 と

な っ て い る 。 と り わ け、 延べ 5 年 間 の国 際学術

研究 で は 、 囲 内 4 機 関 、 海 外 5 機 関 と の 共 同研
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究 を 展 開 、 在 外研 究 の 機 会 も あ っ て 、 キ ラ ル

フ ッ 素構造 を 背景 に し た 基礎研究で多 く の 実績

を挙 げ た 。 こ れ ら が高 く 評価 さ れて 、 平成17年

に 竹 田国 際貢献賞 を 受賞す る 栄誉 に も恵 ま れた 。

ま た 、 旭硝子財 団 を 始 め 多 く の 財 団 か ら 研究助

成 を 受 け た 。 関係者 に心か ら 謝意 を 表 し た い 。

継続的 に 参加 し て き た国 内 学会 は 、 日 本薬学

会年会、 反応 と 合成 の 進歩 シ ン ポ ジ ウ ム 、 フ ッ

素化学討論会 等 で、 10年 間 で の 発表件 数 は 101

件、 招待講演等 も 10件 を 超 え る 。 国 際学会 に も

積極的 に 参加 し 、 招待講演 か ら ポ ス タ ー 発表 ま

で含め る と 、 発表件数は39件 に の ぼ る 。 ま た 、

こ の 間 に 訪 問 、 講演 し た海 外の 大学 も 20 を 数 え 、

10名 以上の外国 人研究者の 訪 問 を 受 け て い る 。

更 に 、 学会活動 の 一環 と し て 平成 1 1 年 に 『 反応

と 合成 の 進歩 シ ン ポ ジ ウ ム 』 を 、 12年 に 『有機

合成化学北 陸 セ ミ ナ ー 』 を 主催 し 、 17年秋 に は

国 際会議 nnternational Fluorine Conference in 

Toyamaj を 、 更 に 18年 春 に は 別 の国 際 会 議

WMC2006j を 、 当研究室が富 山 でお 世話 を す る 。

教育面で は 、 有機系教 官が少 な か っ た 期 間 も

あ っ て 、 有機化学I、 有機化学II、 医薬 品化学 、

合成化学等 の講義 を 次 々 と 担 当 し て き た 。 ま た 、

担 当 す る 学生実習 の実施内容 は 、 過去 に確立 し

て き た 重要項 目 を 継承す る と 共 に 、 時代 に即 し

た新た な 項 目 を も 加 え た 。 開 学 時 に 設置 さ れ た

化学系 実 習 室 の 大型 ポ ン プ は 関係者の努 力 で新

た な 機種 と な っ た 。 他方、 開学時 に 苦労 し て 導

入 し た薬学部の バ キ ュ ー ム ラ イ ン は大 き な役割

を 果 た し て き た が、 設置以来 の連 日 稼働 の た め

か、 ポ ン プ等 を 再整備す る 時期が来 て い る 。

私 は 開学時 に お 誘 い を 受 け て そ の 1 年半後 に

五福 キ ャ ン パ ス に 赴任 し た の で、 人生の大半 を

本学 と 共 に 過 ご し て き た こ と に な る 。 平成 10年

正 月 に 、 最 愛 の 上 司 か っ 最 大 の 研 究 理 解 者 で

あ っ た 前任教授の小泉先生が急逝 さ れ た 。 開学

当 初 と は設備 も 研究陣 も 大 き く 様変 わ り し た が、

過去30年 聞 を 振 り 返 る と や は り 感慨深い も の が

あ る 。 折 し も 薬学部 6 年制が始 ま る 。 薬学の基

礎 と な る 有機化学 を 、 教育、 研究の両面か ら 支

え る こ と で 、 新生富 山大学の発展 に寄与す る こ

と がで き れ ば と 願 っ て い る 。 (竹内 義雄)



232 �存 4 章 講座等 の沿革:

薬用 資源学 (薬品分子化学 )

1 ) 沿革

平 成 1 6年 3 月 1 日 に 助 教授 の み の 講陪 と し て

新 設 さ れ、 矢倉隆之助教授が着任 し た 。 場所 は

薬 学研究棟 4 階 で 、 薬 用 資源学講座合成化学研

究室 の 第 2 研究宗 を 譲 り 受 け た 。

2 ) 研究体制 の 変遷 と 現状

平 成 1 6 年 4 月 に 矢倉助教授 の 前任校 か ら 大学

院修士課程 2 年 次生 1 ::71 が特 別 研 究生 と し て 派

遣 さ れ、 研究活動 が 開 始 さ れ た 。 同 年 10 月 下 旬

に 薬学部 3 年次生 2 ::71 が配属 さ れ、 本格 的 に 研

究室 と し て 動 き 始 め た 。 現在、 修上課税 1 年次

生 1 名 、 4 年 次 生 2 名 の 総 勢 4 名 に て 研 究 を

行 っ て い る 。

研 究 テ ー マ は 有 機化学、 特 に 有機合成化学 を

基盤 と し た 医薬化学研究で あ り 、 新規有機介成

反応 の 開 発 と そ れ を 用 い る 生物活性天然物 お よ

びそ の 誘導体の合成研究 を :主 た る 研究 テ ー マ と

し て い る 。

研 究 テ ー マ

1 生物 お よ び性別i斤性物 質 の 医 薬化学

的研究

2 抗腫場活性天然物 の 介成研究

3 実 肘 的 で汎用 性 の 高 い 有機台成反応

の 開 発研究

・ * な 研究業績 ( 平 成 1 6 年 以 降 )

( 1  ) 論文発表

Takayuki Yakura， Wataru Muramatsu， 

and J un'ichi Uenishi : Stereoselective 

synthesis of C 3 - C12  dihydropyran 

portion of antitumor laulimalide using 

copper-catalyzed oxonium ylide forma

tion - [2 ，  3J  shift. Chem. Pharm. Bull. ， 53 

( 8 ) ， 1436 - 1437 ( 2005) . 

( 2 )  学会発表

矢 倉 降 之 、 村松i歩 、 L丙1開 会 . 金属 カ ル

ベ ノ イ ド の オ キ ソ ニ ウ ム イ リ ド 形 成 一

[2 ，  3 J 転位 反応 を 鍵 反 応 と す る 抗腫場

活 性 ( 一 ) -laulimalide の C 3 - C 1 2 フ ラ グ

メ ン ト の 合 成研究. 日 本 薬 学 会 第 1 25年

会 (東京) 、 2005 . 3 .

- 科学研究 費補助金等の 受 入状況 (平成16年以

降 )

子成 1 6年 度 出 村科学技術振興財 団 助 成 金

200 千 円

「新規 ジ ア ゾ ケ ト ン 類 の 触 媒 的 イ リ ド 形

成 一 転位 反 応 の 開 発 と そ の 応 用 J

第25 回 ( 平 成 1 6 年 度 ) 薬学術究奨励 財 団

研究助 成 金 1 ，  000千 IJ]

「 ロ ジ ウ ム 触 媒 反応 の 効 系 化 と そ の 応 用

研究」

、ド成 1 7 年 度 科学研究費補助 金基盤研究

(C) 2 ， 400 下 円

「 実 用 的 な 環境調和 型 反 Lむ の 開 発 を 日 指

し た 高 効 率 的 金属 カ ル ベ ノ イ ド 反応 の 新

展 開 j

3 ) 講義、 実 習 等

薬学部 2 年 次 生 前期 有機化学 l 、 同 2 年 次

生後期 有機化学実習

大学院薬学研究科 分子設計学特論

4 ) 教育指導 目 標

研究 を 通 し て 、 学年 に ド 記 の 力 を つ け さ せ る

こ と を 目 標 に し て い る 。

0 ク ス リ を 化学構造式 で理解 し 、 そ の 作用 を

化学反応 と し て 解釈す る

。科学 的 か っ 論瑚的 に 思 考す る

o n 分の 考 え で行動 し 、 自 分の 行 動 に 責任 を

持つ

O f'j 分 の 言葉 を 持 ち 、 自 分の 亘葉で話す



薬剤設計学 (物理化学)

物理化学研究室 は 昭和38年 1 月 富 山 大学薬学

部製薬化学科薬 品物理化学講座 と し て 富 山 市奥

田 の 仮研究室で発足 し た 。 1 月 に榎本三郎教授、

4 月 に 井上正美助手 ( 昭和47. 4助教授) 、 星野

重孝助手 (昭和38. 4�昭和41. 3) が発令 さ れ

た 。 そ の 後、 棚 田 成 紀 助 手 ( 昭 和41. 4� 昭 和

47. 3) 、 上 山 勉教務職員 (昭和55. 4助手) 、 柏

木寛助手 (平成 12. 11講師) が加 わ っ た 。 昭和

51年 4 月 富 山 医科薬科大学への再編移転 に伴い、

研究室 の 名 称 を 物理薬剤学講座触媒化学研究室

と 変更 し た 。 榎本教授 は触媒化学 の 分野で多 く

の業績 を挙 げ、 平成元年 3 月 に 退官 さ れ た 。 上

山助手 は平成元年 8 月 に 退官、 井上助教授 は富

山大学 に 転 出 さ れ た 。 こ の 間 の 教室 出 身者 は 154

名 を 数 え 、 25名 が修士 の学位、 4 名 が博士の学

位 を 取得 し て い る 。

平成 2 年 2 月 上野雅晴教授が附属病 院薬剤 部

よ り 移籍 本研究室 を 担 当 す る こ と と な っ た 。 研

究 の 中 心が コ ロ イ ド物理化学 と そ の 医療応用へ

と 変化 し た 。 そ れ に と も な い研究室 の 名 称 を 物

理化学研究室 と 改 め た 。 4 月 に 2 名 の 修士学生

を 迎 え 、 柏 木助手 と と も に新 し い研究室 の 一歩

を 踏み 出 し た 。 同 年 6 月 講座再編成 に よ り 、 物

理薬剤学講座が廃止 さ れ、 旧構成 3 研究室の う

ち 、 本研究室 と 量子化学研究室が新 た に で き た

薬剤 設計学講座 に所属 す る こ と と な っ た 。 薬学

部 に お け る 物理化学の教育 を 担 う と と も に 、 研

究面で は 、 よ り 医療 を 志 向 し た 物理化学 の 展 開

が新講座 開設の趣旨 で あ っ た 。 周 年 8 月 京都薬

科大学 よ り 古 川 広之 助教授 (平成17年 4 月 広 島

国 際大学教授) が着任 し た 。 平成 3 年 4 月 に 松

本千香 技官 (本学薬学部 よ り 、 平成 4 年 7 月 退

職) を 迎 え た 。 平 成 6 年 4 月 小 暮 健 太 朗 助 手

(平成 10年 3 月 徳 島 大学へ転 出 、 現在北海 道 大

学講師) が着任 し た 。 同 年 9 月 に は 第 1 回 同 窓

会が聞 か れ た 。 ま た 毎年薬剤 部 と の合 同 テ ニ ス
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大会 を 開催 し 、 現在 も 続い て い る 。 平成15年 6

月 徳 島大学 よ り 新進気鋭の 木平孝高助手が着任

し た 。 平成17年10月 に 第 3 回 同 窓会 を 予 定 し て

い る 。 こ の 1 5年 間 に 88名 の学部学生、 25名 の 修

士、 4 名 の博士が本研究室 よ り 巣立 っ て い っ た 。

そ れぞれの分野で、 ま た そ れぞれの国 で活躍 し

て い る 。

本研究室 は教育面 で は 、 物理化学 2 (薬学部

2 年生) 、 薬 品物理化学 (薬学部 3 年生) 、 物理

化学実習 、 及 び大学 院 に お い て物性物理化学特

論 を 担 当 し て い る 。 物理化学 そ の も の の 知識の

習 得 と 同 時 に 、 科学への憧れ と 探究心 を 引 き 出

す こ と を 目 的 に 教育 に 力 を 注 い で い る 。 研究面

で は 自 由 な 発想 と 基礎力 に 裏打 ち さ れ た 思 考 に

重 き を 置 き 、 大 き く 2 つ の グ ル ー プ、 物理化学

基礎研究 グ ル ー プ と 医療応用 グ ル ー プが互 い に

刺激 し つ つ研究 を 進 め て い る 。 基礎研究 と し て 、

両親媒性物 質 が 自 己組織化 に よ り 新 た な 機能 を

有す る 高次集合体 に 成長す る 道筋 を 、 特 に 、 リ

ン脂 質 を 水 に 分散 し た と き に 形成 す る 閉 鎖小胞

(ベ シ ク ル ま た は リ ボ ソ ー ム ) を 取 り 上 げ、 そ

の融合、 成長、 分裂、 増殖 を 支配す る 因 子 の 解

明 と い う 見地か ら 研究 を 進 め て い る 。 ま た 、 平

衡状態 に あ る ミ セ ル か ら 準安定状態 に あ る ベ シ

ク ルへの転移現象 に 関 す る 研究 も 興味の 中心で

あ る 。 医療応用 と し て は 、 癌化学塞栓療法の機

能性塞栓材料 と し て の リ ボ ソ ー ム の 利 用 、 人工

膜 ワ ク チ ン の 試作、 遺伝子や蛋 白 質 の キ ャ リ ヤ

ー と し て の ナ ノ 構造体の 開発な ど を 試み て い る 。

人工膜 ワ ク チ ン に 関 し て 、 日 本薬学会115年会、

120年 会 の ハ イ ラ イ ト に 選抜 さ れ た 。 こ れ ら の

研究は 文部科学省科学研究費補助金や 多 く の 財

団 (薬学研究奨励財団、 富 山 県新世紀産業機構

ほ か) の援助 に よ り 支 え ら れて き た 。 社会的要

請、 実用 性 の 高 い分野 に あ っ て も 、 流行や業績

主 義 に 陥 る こ と な く ほ ん も の の 学 問 を 追求す る

姿勢の 重要性 を 再認識 し て 物理化学研究室の紹

介 と し た い 。
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薬剤設計学 (構造生物学 )

構造生物学 は 、 タ ン パ ク 質 や核離 の 立体構造

か ら 生命現象 を 明 ら か に す る こ と を 日 的 と す る

学 問 で あ り 、 近 年 の 医 学 ・ 薬 学 の 分野 に お い て

も 重要視 さ れ て い る 。 薬剤 設 計 学構造生物 学 は 、

富 山 医科薬科大学 に お け る 構造生物学 の推進 に

努め て い る 。

本講座 は 、 物理薬剤学 足:子化学 ( 富 山 大学薬

学部製薬化学科薬 品 製造工学講座改め ) と し て

出 発 し た 。 富 山 医科薬科大学 に 移行 し た 時 の ス

タ ッ フ は 、 永 原 茂 ( 教 授、 故 人) 、 北 川 泰 司

(助教授) 、 森佳洋 (助手) の 3 人 で あ っ た が、

昭和 54年 か ら 新 た に 篠 田 裕之 (助手) が加 わ っ

た 。 昭和58年永原教授の 定年退官後、 平成 2 年 、

講内名 は 薬 剤 設計学量 子化学 に 変 わ る が、 教育

研究の 基本的体制 は 、 平成10年 に 現荘 の 薬 剤 設

計学構造生物学が発足す る ま で ほ と ん とョ変 わ ら

な か っ た 。 担 当 科 目 は 物理化学 と 量子化学 ( 永

原教授紅任 期 間 中 ) お よ び物瑚化学実習 で あ っ

た 。 こ の 問 、 本講座 は 学生諸君 か ら 「景子」 と

い う 名 前 で 親 し ま れ、 卒業生全数は そ れ ほ ど多

く は な い が、 今癖 も 二癖 も あ る ユ ニ ー ク な 学f主

が集 ま っ た 。 当 初 の研究 テ ー マ は 、 1 ) 量子化

学計算 を 用 い た 薬物 を 含 む 生 体 関 連 分 fの構造

や 反 応 性 に 関 す る 理 論 研 究 、 2 ) 水 素 結 合 に

よ っ て 会合 し た ク ラ ス タ 一 分 f の 分光学 (真空

紫外お よ び レ ー ザ 一 分光学) / 質量分析研究、 に

大 別 す る こ と が で き た 。 平成 に 入 っ て 、 後 者 の

研 究 テ ー マ の 一 部 は 、 (逆) ミ セ ル 溶 液 系 に お

け る 動力 学 お よ び レ ー ザ一 光化学研究へ と 発展

的 に 解消 し た n こ の 問 、 本学予算 に よ る 高 度 な

量子化学計算が可 能 な 計算 シ ス テ ム の 導 入 (平

成 9 年 ) お よ び レ ー ザ一 光源 ( エ キ シ マ ー レ ー

ザ ー ( 昭 和57年) と YAG レ ー ザ ー ( 平 成 9

年 ) の 導入 な ら び に 科研 費等 に よ る 周 辺計測 シ

ス テ ム の構築 は こ れ ら の研 究 テ ー マ を 遂行 す る

上 で不可 欠 で あ っ た 。

平 成 10年 に 河 野 敬 一 ( 教 授) が 着 任 し 、 ス

タ ッ フ は 河野敬一 (教授) 、 北 川 泰 可 (助教授) 、

森 佳 洋 (助 千) 、 篠 田 裕 之 (助 手) の 4 人 と

な っ た 。 平成13年北川 助教授 の 定年退官後、 水

1 1 峰之 ( 講 師 ) が着任 し た 。 平 成 1 6 年 度 か ら 河

野教授が北海道大学大学 院理学研究科 に 異動 し

た た め 、 現在の ス タ ッ フ は 水 口 峰之 (助教授) 、

森 佳 洋 ( 講 師 ) 、 篠 田 裕 之 (助 手) の 3 人 と

な っ て い る 。

河野教授が着任す る と 同 時 に 講座 名 を 薬剤 設

計学構造生物 学 に 変更 し た 。 こ の 頃 よ り 本議時

で は 、 物理化学 I お よ び構造生物 学 の 講義 と 物

理化学実宵 を 担 当 し て い る 。 主 な 研究 テ ー マ は 、

核 磁 気 共 鳴 (NMR) 法 に よ る タ ン パ ク 質 の 立

体構造解析 で あ り 、 こ れ ま で に 斗t物学的 に 重要

な タ ン パ ク 質 や ペ プチ ド に つ い て 多 く の 立体構

造 を 明 ら か に し て い る 。 さ ら に 、 タ ン パ ク 質 の

立体構造異常 と ア ミ ロ イ ド 病 に 関 し て い く つ か

の 重要 な研究成果 を 得 た 。 ま た 、 本講座 で は 多

く の研究 プ ロ ジ ェ ク ト に 参画 し 、 本学 に お け る

構造牛物 学 の 発展 に 努め て き た 。 参両 し た プ ロ

ジ ェ ク ト の 主 な も の と し て 、 新技術 ・ 新分野創

出 の た め の 基礎研究推進事業 「昆虫 成 長 岡 子 の

機 能 解 明 と 利 用 に Inj け た 基礎研究J (作 物 系 特

定 産 業技術推進 機構、 平 成 1 l � 1 5年 度) 、 科 学

技術振興調 整 費 「若 子 任 期 付 研 究 員 支援J ( 文

部 科 学 省 、 平 成 1 3 � 1 7 年 度) 、 タ ン パ ク 3000 プ

ロ ジ ェ ク ト 個 別 的解析 プ ロ グ ラ ム 「 タ ン パ ク 質

高 次構造形成 と 機 能 発 現J ( 文 部 科 学 省 、 平 成

14�18年 度) 、 有 用 遺 伝 f 活 用 の た め の 植 物

( イ ネ ) ・ 動物 ゲ ノ ム 研 究 「 タ ン パ ク 質 立体構

造解析 に 基づ く 遺伝 f 機 能 の 解 明J ( 農 業 生 物

資源研究所、 平成14�16年度) があ る 。 こ れ ら

の研究 プ ロ ジ ェ ク ト や 科学研究 費補助金等 の 助

成 金 は 、 本学 に お け る タ ン パ ク 質構造生物学 の

推 進 に 不可 欠 で あ っ た 。 特 に 、iえ成14年度か ら 参

画 し て い る タ ン パ ク 3000 プ ロ ジ ェ ク ト に 関 連 し

て 、 平 成 1 6年 2 月 に タ ン パ ク 質 、'r:体構造解析 シ

ス テ ム (Bruker A vance 800 NMR装 置) を 導

入 し た 。 こ の 装 置 は タ ン パ ク 質 用 NMR 装 置 と

し て は 世 界 最 高水準 で あ り 、 本学 に お け る 構造

性 物 学 の 発展 に は 欠 く こ と の で き な い 装 置 と

な っ て い る 。 さ ら に 本講座 は 、 本学 と 製薬 企業

21社が加盟す る 蛋 白 質構造解析 コ ン ソ ー シ ア ム

の 基本協定 (平成17if. 5 月 3 1 日 締結 ) に 基づ く

産学連携の推進 に 中 心 的 役割 を 果 た し て い る 。



薬物生理学 (生物物理化学)

医薬大発足時、 当 研究室 の 大講座名 称、 は物理

薬剤学で あ り 、 竹 口紀晃が助教授 と し て 富 山 大

学 よ り 配置換 え と な り 研究室がス タ ー ト し た 。

竹 口 は 昭和 57年 7 月 に 教授 に 昇任 し た 。 平成 2

年度の改組 に よ り 、 物理薬剤学 (教授定員 3 ) 

は薬剤 設計学 (教授定員 2 ) お よ び薬物生理学

(教授 定 員 2 ) の 2 つ の 大講座 に 分か れ、 竹 口

は 薬物生理学講座教授 に就い た 。 そ の 後、 竹 口

は平成16年 3 月 ま で の 長 き に わ た り 、 当研究室

の教育、 研究 に 多 大 な 尽力 を し た 。 平成17年 2

月 よ り 、 酒井秀紀が研究室 を 担 当 し て い る 。

平成 8 年 以 降 の 当研究室の ス タ ッ フ は 、 竹 口

(平成 1 1 年 4 月 薬学部長、 平成 14年 8 月 副学長、

平 成 16年 4 月 名 誉 教 授) 、 酒 井 (平 成 10年 5 月

助 教授、 平 成 17年 2 月 教授 に 昇任) 、 森 井 孫 俊

(平成17年 4 月 助教授 に 昇任) 、 浅野真司 (平成

8 年 3 月 当研究室助手か ら 遺伝子実験施設助教

授 に 昇任 、 現立命館大学情報理工学部教授) で

あ る 。 酒 井 は 平成 8 年 9 月 よ り 平成10年 4 月 ま

で フ ラ ン ス CNRS 分 子 細 胞 薬 理 学 研 究 所 で

Na+ チ ャ ネ ル の 分子生物学的研究 を 行 っ た 。

竹 口 は 胃 プ ロ ト ン ポ ン プの研究で世界 を リ ー

ド し 、 囲 内 製薬 メ ー カ ー の新規 胃 プ ロ ト ン ポ ン

プ阻害薬 の 開 発 に 重 要 な 役割 を 果 た し た 。 現在、

酒井 と 森井がそ の 流 れ を 引 き 継 ぎ、 酒井 は 胃 プ

ロ ト ン ポ ン プ と 分子会合や機能共役す る イ オ ン

輸送蛋 白 質 の研究、 森井 は 高性能 コ ン ピ ュ ー タ

を 駆使 し た 胃 プ ロ ト ン ポ ン プの 分子動力学的研

究や 胃 プ ロ ト ン ポ ン プの フ リ ッ パ ー ゼ機能の分

子機構 の 解明 な ど を 行 っ て い る 。 当研究室で発

見 し た 胃 酸分泌細胞 の細胞 防御塩素 イ オ ン チ ャ

ネ ル も 重要 な研 究 テ ー マ で あ る 。

大腸の イ オ ン 輸送の研究 も 精力 的 に 行 っ て き

て お り 、 ラ ッ ト 大腸粘膜で抗 ガ ン 剤 に よ り 5 1 き

起 こ さ れ る 新規下痢機構 を 発見 し た 。 酒井 は 第

2 外科塚 田 教授 と 、 ヒ ト 大腸組織 を 使 っ た 共 同

研 究 を 行 っ て お り 、 大腸粘 膜 に お け る イ オ ン

チ ャ ネ ル の 調節機構や大腸 ガ ン 組織 に お け る ポ

ン プ や チ ャ ネ ル の発現変動機構 な どの テ ー マ に

取 り 組 ん で、 い る 。
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平成 8 年 以 降 の 科学研究費補助金の受 け 入 れ

状況 は 、 竹 口 関 係 で は 、 重点領域研究 ( 8 - 10 

年度、 2 件、 分担 ， 9 年度、 代表 ; 10年度、 分

担) 、 特 定 領 域 研 究 (10年 度、 代 表、 12 - 15年

度、 代 表) 、 基 盤 研 究 A (13  - 15年 度、 代 表) 、

基 盤 研 究 B (10 - 12年 度、 代 表) 、 荷 芽 研 究

(10年度、 代 表) 、 酒井関係 で は 、 重点領域研究

(10年 度、 分 担) 、 特 定 領 域 研 究 (12年 度、 代

表 ; 16年度、 代表) 、 基盤研究A (13 - 15年度、

分担) 、 基 盤 研 究 B (10 - 12年 度、 分 担 ; 15 -

17年 度、 代 表) 、 基 盤 研 究 C (13 - 14年 度 ; 代

表) 、 奨励研究 ( 1 1 一 12年度、 代表) 、 萌 芽研究

(16 - 17年度、 代 表) 、 森井 関 係 で は 、 基盤研究

A (13  - 15年 度、 分 担) 、 特 定 領 域 研 究 (16年

度、 2 件、 分担) で あ る 。

ま た 財 団 等 か ら の助成 は 、 酒井関係で 医科学

応 用 研究財 団 (11年 度) 、 上 原 記念生命科学財

団 (1 1 年 度) 、 薬学研究奨励財団 (12年度) 、 武

田 科学振興財 団 (12年度) があ る 。 受賞 に 関 し

て は 、 酒 井 関 係 で 日 本 薬 学 会 奨 励 賞 (1 1 年 3

月 ) 、 と や ま 賞 (14年 5 月 ) があ る 。

当研究室が担 当 し て い る 平成17年度の 講義科

目 は 生物物理化学 ( 2 年次生対象、 酒井、 森井

担 当 ) 、 製 剤 学 ( 3 年 次 生 対 象 、 森井、 酒 井 担

当 ) 、 ト ラ ン ス ポ ー タ ー 論 ( 3 年 次 生 対 象 、 酒

井、 森井担 当 ) で あ る 。 講義で は 、 基礎的 内 容

に 加 え 、 時代 に 沿 っ た新規内容 を 盛 り 込 ん で、 い

る 。 実習 は 医療系実習 (生物物理化学 ・ 製剤j学

実習) を 担 当 し て い る (酒井、 森井) 。

平成17年 3 月 ま で に 当研究室 で修士課程 を 修

了 し た 学 生 は 74名 、 博士課程 を 修了 し た 学生 は

14名 で あ り 、 主 と し て 製薬企業研究者や 大学教

員 と し て 活躍 し て い る 。 最後 に 、 当研究室 の 設

立 当 時 か ら の伝統 を 3 つ o 1 ) 毎週月 曜 日 夕 方

の セ ミ ナ ー 。 学生の 英語文献読解力 を 高 め て い

る 。 就職 し で も こ こ で、養 っ た 力 が通用 し て お り 、

企業か ら の 評判 も 良 い 。 2 ) 土曜 日 は 休み で は

な い 。 学生全員 が実験等 に 励 ん で い る 。 鉄 は 熱

い う ち に 打 て 。 3 ) 教授室 の ゴム の 木。 竹 口 が

育 て 、 こ れ ま で 在籍 し た す べ て の 研 究 室 員 に

と っ て 共 通 の 話題 に な る 大切 な 木。 現在 は大木

と な り 元気 に 生 育 中 。 (酒井 秀紀)
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当研究索 は 平 成 2 {f の 改組 に よ り 、 物理薬剤

学講座が薬剤 設計学 と 薬物生理学の 2 つ の 大講

座 に 分か れ 、 そ の 薬物生理学議院 の 1 研究2主 と

し て 誕生 し た 。 し か し 、 実 質 的 な 研究室 ス ペ ー

ス が な か っ た た め 発足が遅れ、 そ の 後 当 研究室

区域 を 含 む 医薬研究棟が建設 さ れ た こ と に 伴 い 、

平成10年 5 月 に林利光 (助教授) 及 び酒井秀紀

( 助 教 授 ) が 着 任 し た 。 平 成 1 2年 7 月 に は 林 が

生薬学研究室 に 、 平 成 1 6年 1 0 月 に は 酒井が生物

物理化学研究室 に 移籍 、 そ れ ぞれ教授 と し て 活

躍 し て い る 。 そ の 問 、 平成 1 2年 9 月 に は 赤尾光

昭 (助教授) が新 た に 加 わ っ た 。

薬学部 6 干「ム 制 が平成18守会 4 月 よ り 発足 す る に

あ た り 、 当 研究室 は 平 成 1 7 年 9 月 よ り 医療薬学

研 究22 に 改組 さ れ、 赤尾が教授 に 昇任 、 新 た に

今村理1ft (助教授) が加 わ り 、 6 年 制薬学科 に

お け る 薬 剤 師養成教育 に 関 わ る 研究室 と し て の

役割 を 担 う こ と と な っ た 。 6 年 制 薬 剤 師養成教

育 の 最大 の 特徴 は 、 2 年 間 の 延長 に 伴 い 実務 実

育 期 間 が 6 か 月 以 卜ー に 延長必修化 さ れ、 薬剤 師

職 能 に 関 わ る 医療現場 に お け る 教育 が病 院 及 び

保 険薬 局 で 行 わ れ る こ と で あ り 、 こ の 長期 実 務

実 習 の 粂 学部 に お け る 刊一 当 研 究宗 と し て 内 出 発

す る 。

子�研究室 で は 、 x 然 物 、 消 化 管 、 告Ij 薬 を key

word � こ in vitro か ら tn V1VO ま で l幅 広 い 視野 で 、

生体 レ ベ ル に お け る 生理及 び"�Ij;j態解 明 、 薬物作

用 機序 解 明 、 自j 薬研究 を 」 貫 し て 行 っ て き た 。

林 は 、 ①天 然物 由 来 の新規生物活性分子 と し

て 、 ít肘i菜類; ゃ 放線菌 由 来 の 抗 ウ イ ル ス 作 用 成

分 の 分離 、 そ の構造 と 作用 機序解 明 、 ウ イ ル ス

感染症 に 対す る 有 用 性 の 検討 、 ③高等植物 由 来

ジ テ ル ベ ン 、 ponicidin 及 び scopadulciol に よ

る 抗 ウ イ ル ス 薬 acyclovir氾anciclovir の 作 用 増

強効果解 明 、 そ の 癌 の 遺伝子治療へ の 応 用 、

熱帯性 薬 用 植物 Scoparia dulcis L. がjZ 生 す る

'4-:物活性 ジ テ ル ペ ン 類 の lf.合 成 関 連遺伝 子 の ク

ロ ー ニ ン グ 、 生合成調 節 因 f の 解 明 と 効率的 生

産 シ ス テ ム の 確立 に つ い て の 研究 を 行 っ た 。

酒 井 は 、 ① 胃 酸 分 泌 細 胞 の 新 規 発 見 sub-pS

塩素 イ オ ン チ ャ ネ ル が関 ワム す る 新 し い 細 抱 防御

機構 の 解 明 、 ② 胃 酸 (塩酸) 分泌機構 に お け る

塩素 イ オ ン 分j必蛋 白 質 の 分 子実体の 解 明 、 ③大

腸粘膜塩素 イ オ ン 分泌機構 に お け る ト ロ ン ボ キ

サ ン 九 の 新 規機 能 の 解 明 、 ④)( 腸 ガ ン に 関 与

す る イ オ ン 輸送 蛋 (1 質 の 解 明 を 目 的 と し て 、 電

気作理学的、 細 胞 年 玉県学 的 、 薬 理 学 的 、 分 子生

物 学 的 等 の 多 角 的 ア プ ロ ー チ に よ る 研究 を 遂行

し 、 こ の 分野 を リ ー ド す る 数 々 の新規知 見 を 発

表 し た 。

赤尾 は 、 主4柴 t薬効成分の薬効発現 と 腸 内

細 菌 代 謝 と の 関 連 に つ い て 、 in vitro 実験か ら

無 向 及 び ノ ト バ イ オ ー ト ( !)\fi菌 ラ ッ ト に ヒ ト 糞

便 由 来代 謝 菌 を 感染) ラ ッ ト を 用 い た in vivo 

実験 に よ る 検討 に よ り 、 高等植物 由 来 の 著 名 な

主 成 分で あ る 配糖体成分が腸 内細 菌 に よ り 活性

化 さ れ る 天然 の プ ロ ド ラ ッ グ で あ る こ と 、 ②オ

ウ ゴ ン の 抗 ア レ ル ギ 一 作 用 主 成 分 パ イ カ リ ン

( フ ラ ボ ノ イ ド 配糖体) も 腸 内 細 商 代 謝 物 パ イ

カ レ イ ン と し て 吸収後腸管 で、 バ イ カ リ ン へ と 復

元 さ れ る ブ ロ ド ラ ッ グ で 、 生 じ た パ イ カ リ ン は

multidrug resistance-associated protein 2 に よ

り 腸管腔 に 排 出 さ れ る ユ ニ ー ク な 腸管動態 を 示

す こ と 、 伺著名 な 1]:.薬 2 味か ら な る λ7 主主 甘草湯

の 薬 効 解 明 に 向 け 、 腸管 、n背筋収縮抑制 成分の

分離、 そ の 作 用 機 序 、 ④デ キ ス ト ラ ン 硫酸 ナ ト

リ ウ ム 誘発漬場性大腸 炎 モ デ ル ラ ッ ト に お け る

発症 に 及 ぼす 腸 内 網 菌 の 関 与 に つ い て 明 ら か に

し て き た 。

今村 は 、 薬剤 師養成教育 を 基盤 に 、 今後臨床

現場 に 根 ざ し たliJI 究 を 日 指 し て い る 。

(赤尾 光昭 )



附属薬用植物園

富 山 医科薬科大学薬学部 附属薬用植物 園 は 本

学 の 開 学 に 伴 っ て 昭和52年 に 設置 さ れ、 翌日年

に は 寺 町 の 富 山 大 学 旧 薬 用 植 物 園 か ら 現杉 谷

キ ャ ン パ ス への植物 の移動が完了 し た 。 本植物

園 は 1 万3， 000 凶 余 り の 敷地 に約2， 000種の植物

が栽培 さ れ て お り 、 そ の 規模 と 保有数 は国 立大

学 法 人 の 中 で も 群 を 抜 い て い る 。 杉 谷 地 区 へ

移 っ て か ら の 施設責任 者 は 、 初代が吉崎正雄先

生、 二代 目 が有津宗久先生、 そ し て 平成15年度

か ら は 黒崎文也が担 当 し て い る 。

元来、 薬学部附属薬用植物 園 は薬学関連の学

術研究及 び学生 の 教育 に 資す る こ と を 目 的 と し

て 設 け ら れ た も の で あ る 。 し か し な が ら 本学 で

は薬学部学生対象 の 実習 に と ど ま ら ず、 独 自 の

教育 プ ロ グ ラ ム で あ る 「和 漢医薬学入 門 」 に お

い て 医 ・ 看 ・ 薬 の 約260名 の 学 生 を 対 象 と し た

学部横断の実習 を 行 っ て い る 。 更 に 、 薬学部や

和 漢薬研究所の研究室 ・ 部 門 等 か ら 依頼 さ れ た

植物 の 栽培管理や研究材料の供与、 医学部研究

室への気象デー タ の提供、 依頼 を 受 け た 植物 の

鑑定等 も 業務 の 一環 と し て 手 が け て き た 。 ま た

対外的 に は 、 漢方薬 ・ 生薬認定薬剤 師研修会 の

実 習 を 担 当 し 、 薬 剤 師 の 卒 後 教 育 と キ ャ リ ア

ア ッ プの補助 の 一端 を 担 っ て い る 。 毎年春 季 と

秋季の 2 回 開催 さ れ る 薬用植物 園一般公 開 で は

500 - 1200人の 学外者が本 園 を 訪 れ、 近 年 大 学

に 強 く 求 め ら れて い る 地域貢献 に お い て も 大 き

な 寄与があ る も の と 自 負 し て い る 。

一般に植物 園 と 名 の付 く 施設は 「展示型」 あ

る い は 「研究型」 の い ずれか に 分類 さ れ る が、

本学薬用植物 園 は上述の よ う に展示型植物 園 と

し て 充分 な 実績 を 上 げ な が ら 、 研究型植物 園 と

し て も 時代 の ニ ー ズ に 合わせて そ の 内 容 の 衣替

え を 行 っ て き て い る 。 初代の 吉崎先生 は 主 に 薬

用 植物 資 源 の 栽培育種研究、 次い で有i畢先生 は

生理活性 を 有す る 植物 由 来 の 天然物有機化学、
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そ し て 黒崎 は 分子生物学的手法 を 用 い て細胞内

プ ロ セ ス の 改 変 に よ る 二次代謝制御 を主 な研究

課題 と し て い る 。 昨年度 よ り 新進気鋭 の 杉 山 博

士がス タ ッ フ と し て 参加 し て く れ た こ と に よ っ

て研究室 内 の 分子生物学的手法の基盤がい っ そ

う 整備 さ れ、 ま た 、 こ れ ま で、手が出せ な か っ た

植物 ゲ ノ ム の解析や in situ hybridization に よ

る 遺伝子発現 の 評価 が可能 と な っ た 。 薬学領域

で は研究者 人 口 が少 な い テ ー マ で あ る こ と か ら

得 ら れ た 成 果 に 対 し て 必ず し も 充分 な 理解 を 頂

く こ と がで き な い 面 も あ る が、 我 々 の研究 に 対

す る 評価 の メ ル ク マ ー ル の ひ と つ と し て 、 こ こ

5 年 間 に 科学研究費萌芽 3 件、 基盤 C 1 件、 基

盤 B 1 件 (分担 を 含 む) 、 受 託 研 究 5 件、 新 世

紀産業創 出 機構、 住友財 団 、 山 崎香 辛料振興財

団 の 補助 金 な ど を 外部資金 と し て獲得 し た 事 を

挙 げて お き た い 。

薬用横物 を 維持す る こ と は 生 き た細胞が有用

物 質 を 生産す る 能力 を 維持す る こ と で あ っ て 、

言 う ま で も な く こ の 生合成能 は購入 あ る い は保

存す る こ と が不可能 な も の で あ る 。 「研 究型植

物 園 」 に お い て は い わ ゆ る ス ク ラ ッ プ ア ン ド ピ

ル ド で そ の 時 々 の 要 請 に 応 え る 形で仕事 を し な

け れ ば な ら な い が、 「展 示型植物 園 」 と し て の

側 面 に お い て は あ る 意味で 「変 わ ら な い こ と j

が重要 な 使命の ひ と つ で も あ る 。 こ う い っ た ジ

レ ン マ の解決 と 法人化後特 に 強 く 要求 さ れ る コ

ス ト パ フ ォ ー マ ン ス の 向 上 と を 目 指 し て 、 最近

多 く の国 立大学法 人 で セ ン タ ー 化 な どの薬用植

物 園 の 再編 ・ 改組の動 き が活発化 し て い る 。 富

山 医科薬科大学薬学部附属 薬用植物 園 と し て の

30年 の歴史がい っ た ん幕 を 閉 じ た 後で、 研究施

設 と し て ま た 展示施設 と し て の 本植物 園 に どの

よ う な 未来が待 っ て い る の だ ろ う か。 当 事者 で

あ る 我 々 が適切 な 舵取 り を 行 う こ と は も ち ろ ん

で あ る が、 関係諸賢 の ご理解 と ご助言並 び に ご

支援 を 頂 け れ ば幸 い で あ る 。
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臨床薬理学

1 . 研究体制 の 変遷 と 現状
. ス タ ッ フ

教 授 : 笹 岡 利 安

教授 (前) : 木村郁子

助 教 授 : 恒枝宏 史

助 手 : 和 田 努
. 研究 テ ー マ

1 )  2 型糖尿病 の 成 因 と イ ン ス リ ン 作 用 機 序 の

解 明 を 基盤 と し た 新 た な イ ン ス リ ン 抵抗性

改 善薬 の 開 発

2 ) 糖尿病性血管 障 害 の メ カ ニ ズ ム と 治療 法 の

開 発

3 ) 脳 で の イ ン ス リ ン 作用 と エ ネ ル ギ ー 代謝調

節 機構 の 解 明

4 ) 中 枢 神 経疾患 に お け る ニ コ チ ン 受符体の役

割 の 解 明

・ 主 な 研究業績 ( ス タ ッ フ が筆頭著者 あ る い は

責任著者の 原 著 の み 記載)

1 )  Tsuneki H et al .  Eur.  ] .  Neurosci . 1 2  : 

2475 - 2485 ， 2000. 

2 ) 羽Tada T. Sasaoka T et al .  Mol.  Cell. 

Bio1. 21 : 1633 - 1646 ，  200 1 .  

3 ) Sasaoka T et al. Diabetologia 4 4  : 1258  

1267 ， 200 1 .  

1 )  Sasaoka T et al. Endocrinology 142  : 5226 

5235 ， 200 1 .  

5 )  Tsuneki H . . .  Kimura I. Eur. ] .  Pharma 

co1 . 448 : 245 - 252 ，  2002.  

6 )  Ishihara H. Sasaoka T et al .  Mol .  Endocri. 

no1 . 16 : 2371  - 2381 ， 2002.  

7 )  Hori H. Sasaoka T et al .  Diabetes 5 1  : 

2387 - 2394，  2002.  

8 )  Sasaoka T et al .  Endocrinology 144 : 4204 

4214 ， 2003 . 

9 )  Ishihara H. Sasaoka T et al. FEBS 

Lett. 554 : 450 - 454， 2003.  

1 0) Tsuneki H et al .  ]. Physio1 . (Lond. )  

547 : 169  - 179 ， 2003 . 

1 1 )  Tsuneki H " ' Kimura I. Dani JA. Mol. Phar 

maco1 . 66  : 1061  - 1069 ，  2004. 

1 2 ) Sasaoka T. Wada T et a1 ]. Biol. Chem. 279 : 

14835 - 14843 ， 2004. 

13) Murakami S， Sasaoka T et al . Endocrinol

ogy 145 : 3215  - 3223 ， 2004. 

14) Sasaoka T et al .  Diabetologia 48 : 336 

344， 2005.  

15)  Kagawa S， Sasaoka T et al .  ]. Clin. Endo司

crinol. Metab. 90 : 2 9 1 1  - 2919 ，  2005 .  

1 6 )  Tsuneki H . . . Kimura I. Eur. ]. Pharma

co1 . 5 1 2  : 105 - 1 1 5 ，  2005.  

17)  Fukui K . . . Sasaoka T. Diabetes 54 : 1958 

- 1967 ，  2005 . 

- 科学研究補助 金 の 受入状況、 学 会活動

科学研究補助 金 の 受 入状況 (研究代表者 と し

て の 実績 )

笹 同 利 安

1 . 平 成 1 2年 度 : 科 学 研 究 補 助 金 ・ 法 盤 研 究

(C) ; 

研究課題名 : PI 3 キ ナ ー ゼ代謝産物 の 制

御 が イ ン ス リ ン 作用 に 及 ぼす

影響 と 病 態 で の 意 義 の 解析

2 . 平 成 1 3 ・ 14年 度 : 科学研究補助 金 ・ 基盤研

究 (C)

研究課題名 : リ ピ ッ ド ホ ス フ ァ タ ー ゼ に よ

る イ ン ス リ ン 作用 の 制 御 が個

体の精代 謝 に 及 ぼす影響の解

析

3 . 平 成 17 年 度 : 科 学 研 究 補 助 金 ・ 基 盤 研 究

(C)  

研究課題名 : 女性の糖尿病発症 防止 に 向 け

た エ ス ト ロ ゲ ン に よ る イ ン ス

リ ン 感受性調 節 機構 の 解 明

恒校宏 史

上 平成 1 4 ・ 1 5 1f 度 : 科学研究補助 金 ・ 若手研

究 (B)

研究課題名 : 喫煙 お よ び糖尿病 に よ る 脳血

管新生 の 修飾機構

2 . 平 成 1 6 ・ 17年 度 : 科学研究補助 金 ・ 基盤研

究 (C)

研究課題名 : 統合失調症 に 関 わ る ニ コ チ ン



受容体の 遺伝子多 型 と 機能異

常の解析

学会活動 (現ス タ ッ フ の所属学会)

笹 岡 利安 : 日 本内科学会、 日 本薬学会、 日 本糖

尿病学会、 日 本内分泌学会、 日 本病

態栄養学会、 ア メ リ カ 糖尿病学会

恒枝宏史 : 日 本薬理学会、 日 本薬学会、 日 本糖

尿病学会、 日 本神 経科学学会

和 田 努 : 日 本内科学会、 日 本糖尿病学会、 日

本内分泌学会

2 . 教育体制 の変遺 と 現状

・ 講義、 実習体制 と 内 容

学部講義 : 薬理学II で、 血液 ・ 造血器 ・ リ ン パ

系 、 内 分泌 ・ 代謝、 感染症、

妊娠 と 分娩/婦人科疾患 を 担 当

大学 院薬学研究科臨床薬学専 攻 で の 講義 ・ 実習

講義 : 臨床薬学概論、 病態薬理学特論 を 担 当

実習 : 臨床薬学専攻で の病棟実習 を 担 当

大学院教育 は 、 臨床現場で求め ら れ る 高 度 な

知識 と 豊富 な 経験 を 有 し た 臨床薬剤 師 の 育 成 を

め ざ し て本学第一内科の ご協力 を 得 て 行 っ て い

る 。

3 . 沿革 に つ い て
. 設置年 月 日

平成12年 4 月 1 日

臨床薬学の教育 と 研究 の 充実 を 図 る た め に 設

置 さ れ た 。

- 主 要人事 (教官 の 任免)

教 授 木村郁子 (平成12年 9 月 ~平成17年

3 月 )
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笹 岡 利安 (平成17年 5 月 ~現在 に 至

る )

助教授 : 笹 岡利安 (助教授 : 平成 1 2年 4 月 ~

平成17年 4 月 )

恒枝宏史 (平成17年 7 月 ~現在 に 至

る )

助 手 : 恒枝宏史 (平成12年10月 ~平成17年

6 月 )

馬 思龍 (平成15年 4 月 ~平成16年

3 月 )

和 田 努 (平成17年 8 月 ~ 現在 に 至

る )

- 施設、 設備 の 整備、 充実

平成12年 の 本講座設置 当 時 は 、 5 つ の研究室

と 実験台があ る の み で 、 何 も な い状態 か ら の 出

発 で あ っ た が、 現在 で は培養細胞 や病態モ デ ル

マ ウ ス や ラ ッ ト な どの動物 を 用 い て 、 遺伝子や

蛋 白 レ ベ ル で の 解析がで き る よ う 、 実験機器 を

整備 ・ 充実 さ せ て い る 。

4 . そ の他

・ 受賞 : と や ま 賞 (平成15年度) 笹 岡 利 安 「 リ

ピ ッ ド ホ ス フ ァ タ ー ゼ に よ る イ ン ス リ ン シ グ

ナ ル の制御機構 と イ ン ス リ ン抵抗性病 態 で の

意義の解明」

- 博士取得者 : 講座 開講後、 5 年 間 で 7 人 の 学

位取得者 を 輩 出 し た 。

そ の他、 当 講座 で は 年 1 回 の研究室旅行 と 定

期 的 な 親睦会 の 開催や、 講座対抗 ソ フ ト ボ ー ル

大会やバ ド ミ ン ト ン 大会参加 な どで、 研究室員

と の 懇親 と 親睦 を 図 っ て い る 。
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医薬品安全性学

医 薬 品 安全性学講座 は 、 薬学研究科 ・ 臨床薬

学 専 攻 の 基幹講座 の 1 つ と し て 、 平 成 1 2 年 4 月

に 新設 さ れ、 開 設 時 に 橋本征也教授 と 合葉哲也

助 教授が、 ま た 同 年 9 月 に 同 日 雅登助手が着任

し た 。 臨床薬学専攻 は 、 資 質 の 高 い 臨床薬剤 師

の 育 成 、 地域医療 を 担 う 薬 剤 師 の 再教育、 お よ

び臨床薬学研究 を 通 し て 新 た な 視点 に 立 っ た 薬

学研究者 の 育 成 を 、 主 な 設置 の 目 的 と し て い る 。

本議内 で は 、 こ れ ら の H 椋 に 沿 っ て 、 薬 剤 学 、

生物薬剤 学 を 基盤 と す る 医療薬剤学、 臨床薬物

動 態 学、 薬 物 治 療 管 理 学 と そ の 関 連 領 域 の 教

育 ・ 研究 を 行 っ て お り 、 大学院生が博上前 ・ 後

期 課 程 の 5 年 間 で 、 臨床薬学 に 関 す る 幅広 い 専

門 知識 ・ 技能 ・ 態 度 を 修得す る こ と を 目 指 し て

い る 。 特 に 、 臨床薬学 専 攻 の 博士前期課程の l

年 で は 、 臨床薬学 (病棟) 実宵 を 通 じ て 、 具体

的 な 薬物的法 フO ロ ト コ ー ル や薬物治療管理 の H

法 論 を 学ぶ と と も に 、 入 院患者ー さ ん の カ ル テ や

薬 歴 ・ 臨床検査値 な ど の 整 理 ・ 調 育 i去 を 勉 強 し 、

副作用 や 薬物相互作用 に 関 す る 情報 の 収集 と 分

析能力 を 習 得す る よ う 指導 し て い る 。 現在、 薬

物 治療管理や 臨床試験 を 担 う 臨床薬剤 師 、 あ る

い は 創 薬研究 ・ 開 発担 当 者 な ど の 高 度専 門 職業

人 を 目 指 し て 、 I事 1 :後期課程 3 年 l 人 、 後期課

程 2 {f 1 人 、 後期課程 1 年 l 人 、 前期課粍 2 年

5 人 、 前 期 課税 1 {jコ会 4 人 、 お よ び 1 luJ 生 6 人 の

方 々 が、 精力 的 に 講義 ・ 実習 ・ 研究 に 取 り 組 ん

で い る 。

医 薬 品 安 全 性 学 議 出 で は 、 「薬 物 動 態 と 薬

効 ・ 毒性 の 基礎 と 臨床 、 特 に疾忠 ・ 薬物併用 ・

遺伝的 多 型 に 伴 う 薬物代謝酵素 と ト ラ ン ス ポ ー

タ 一 機 能 の 変動機構 の 解析 、 お よ びそ れ ら に 基

づ く 薬物倒 別 投 号 設計 に 関 す る 研究」 の テ ー マ

で研究 を 進 め て お り 、 以 ド に 抜粋す る よ う な 具7

体 的 な テ ー マ を 設定 し て研究指導 を 行 っ て い る 。

1 ) 薬物代謝酵素 の 遺伝子多型診断 に 基づ く 薬

物伺 別投与設計 : ß 遮断薬 は 心 不 全 の 治療薬 と

し て 期 待 さ れ て い る が、 患者 さ ん の 中 に は 常用

量 で は 血 中 濃度が高 く な り 過 ぎ て し ま う 体質 の

方 が い る 。 こ の テ ー マ で は 、 こ の よ う な 患 者 さ

ん を 、 薬物代謝酵素 の 遺伝 f診断で い ち 早 く 見

つ け て 伺 別 に 投 与量 を 調 節 す る 研究 を 行 っ て い

る 。 2 ) 腎疾患 時 に お け る 肝代謝型薬剤j の 体内

動 態 変動 機構 : 腎 障 害 の 患 者 さ んへ肝臓代謝型

薬物 を 選択 し て 投与 し た に も か か わ ら ず 、 血中

濃度が異常 に 卜会昇す る 場合があ る 。 こ の テ ー マ

で は 、 こ う し た 奇妙 な 現象が生 じ る メ カ ニ ズ ム

を 、 実験動物 を 用 い て 解析す る こ と に よ っ て 、

病 態 時 の 薬物選択、 投 与量設定の 合理化 を 目 指

し て い る 。 3 ) 小腸 に お け る 薬物 初 凶 通過代謝

機構 : 近年 、 小腸 に お け る 薬物代謝が、 バ イ オ

ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ の 個 体 間 変動 や 薬物相 圧作用

の 原 因 と し て 注 U さ れ て い る 。 し か し 、 個 々 の

薬物 に 対 す る 肝臓 と 小腸 の 初 fn] 通過代謝の寄与

王手 な ど に つ い て は 、 始 ど明 ら か に な っ て お ら ず、

臨床薬物療 法 や 創 薬 上 の 大 き な 問 題 と な っ て い

る 。 本 テ ー マ で は 、 実験動物や ヒ ト 治養細 胞 を

用 い て 、 小腸 に お け る 薬物代謝機構 を 検討 し て

い る 。

主 な 研究業績 ・ 1 ) Poor correlation between 

intestinal and hepatic metabolic rates of CYP3 

A4 substrates in rats. Pharm. Res . . 20 : 745 

748 ， 2003 . 2 ) The increased intestinal absorp

tion rate is responsible for the reduced he 

patic first-pass extraction of propranolol in 

rats wァith cisplatin-induced renal dysfunction. 

]. Pharm. Pharmacol . ， 55 : 479 - 486 ， 2003. 3) 

Effect of CYP2D6 * 10 on pharmacokinetic vari

ability of routinely administered metoprolol in 

middle-aged and elderly ]apanese patients 

Eur. ]. Clin. Pharmacol. ， 59 : 385 - 388，  2003. 4)  

Effect of CYP2D6 * 10 on the pharmacokinetics 

of R目 and S-carvedilol in healthy ]apanese vol

unteers . Biol. Pharm . Bull . ， 28 : 1476 

1479 ， 2005 . 8 )  

主 な 科 学研究費取得状況 1 ) 腎 障 害 時 に お

け る 肝代 謝111 薬剤 の バ イ オ ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ 変

動 機 構 ( 基 盤 研 究 C、 平 成 1 5 � 1 6 年 度) 0 2 )  

心 不 全 の 倒 別 薬 物 療 法 を 日 的 と し た 戸 遮 断 薬

の 体 内 動 態 変動 機構 と 人積差 の 解 明 ( 基盤研究

C、 平 成 1 7 � 18年度) 。
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和 漢薬研究所

よ り 着 目 点 は 変 わ っ た が、 一貫 し て和 漢薬 に 関

す る 基盤研究 を 行 っ て き た 。

当 講座 は 、 最近 の 10年間 を 3 名 の 教授が担 当

し 、 部 門 名 も 変更 さ れて き た 。 時代 の ニ ー ズ に

研究体制 の 変遷 と 、 各部 門 名 の 下 で 行 わ れ て

き た研究の 目 的 、 課題、 成果等 を 以下 に 記す 。

研究体制 の変遷

部 門 名

教授

助教授

助 手

平成 8 年 | 平成 9 年 | 平成10年 l 平 成 1 1 年 i 

l 資源 開発部 門 漢方薬学部門

l 難波恒雄 ー一一一--! ( � 3 /31 ) 鈴 忠人 ( 3 / 1 -) j

l 門 田重利 (- 4 /30) : 
i 小松かつ子 ( 5 /1川 つ ( � 3 /ω

( 山路誠一 (10/16-) i 

平成12年

ー ト一一 一一一 一一一 一「一 一一一 一一一一一一ーイ

科研費取得 !
l 山路 (奨励 A)(代表分)

音11 門 名

教授

助教授

助 手

平成13年 i 平 成 1 4 年 ! 平 成 1 5 年 ! 平成16年 平成17年

1 漢方薬学部門 生薬 資源科学分野 一一一ー+

; 諮 忠人 t------ ( �  3 /31 ) 小松かつ子 i
( 1 1 / 1 �) : 

; 山路誠 →

田 中 謙 ( 7 / 1 ザ

(� 3 /31 )  

川、松 (基盤 B 2 ) ! 小松 (基盤 B 2 ) --

科研費取得 l l l i ! 
1 1 小松 (萌芽) 一一一ー(代表分)
川、松 (21世紀 COE 分担) 二
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資源開発部門 平成 8 年� 9 年

目 的 : 伝統 、 伝承医学で用 い ら れ る 薬物 の 基源

の 解 明 、 活性成 分 の 解 明 、 品 質評価法 の 確 立 、

天 然 薬物 か ら の 新薬 の 開発

1 . 和漢薬の生薬学的研究 :

升麻、 花淑 ・ 山搬、 雪蓮花

2 . 和 漢薬 の 品 質評価 に 関 す る 研究 :

柑橘類 生 薬 、 花板 ・ 山根

3 . 民 族 医 薬 学 の 調 査研究 :

仏 教 医 学 の 調 査研究

4 . 和 漢 薬 の 薬 効 発現 に 関 す る 研究 :

Barbaloin の 腸 内 細菌 に よ る 代謝*

5 . 和 漢薬 の 生理活性成分の研究 :

Helicobacter pylori に 対 す る 抗 菌 活 性 ー

ホ ッ プ成 分 ; 肝保護作用 青荷子 の 酸性 多

糖体、 丹参の Lithospermate B ; 抗骨粗転

症作用 一 升麻 の Triterpenoids本

6 . 伝統薬 か ら の ウ イ ル ス 病治療薬 の 探索 :

抗ヘ ル ベ ス ウ イ ル ス 作用 ; 抗サ イ ト メ ガ ロ

ウ イ ル ス f乍用 ダ イ コ ン ソ ウ エ キ ス *

7 . 糖尿病 と そ の 合併症治療 薬 の 開 発 :

ア ル ド ー ス 還 元 酵 素 阻 害 作 用 一 丹 参 の

danshenol A. B * い 共 同研究)

漢方薬学部門 平成1 0年� 1 6年

目 的 : 漢 )j 医 薬 の 経験知 を 継承 し 、 現代 医療 に

資 す る 価値 (客観知) を 創 造す る

1 . 漢)j 医 薬 の 資源科学的研究

- 地球環境保全 に 配慮 し た 栽培 資源 の 開 発 と

評 価 ( 有 機 溶 媒 節 減 型 生 薬 分 析 法 の 開

発) : 甘草、 黄 苓

・ 医方書収載の漢方用 薬 を デー タ ベ ー ス 化 し 、

使用 頻 度 か ら 用 法 や 薬 能 を 検証す る : 傷寒

論、 金匿要略

2 . 漢方 医 薬 の 薬 剤 薬理学的研究

- 漢方方剤 の 応 用 展 開 に 関 す る 薬理研究 : 動

脈 内 皮擦過病 変 の 軽減作用 柴胡加竜骨牡

蛎湯

- 漢方製剤 と 西洋薬剤 の 併 用 療 法 を 検証す る

生物薬剤l 学 的研究 苛薬甘草湯 と 抗菌剤 等
. 生薬製剤 の 配合意義 を 検証 し 新 た な 配置薬

を 開 発す る 研究 : 富 山 オ リ ジ ナ ル ブ ラ ン ド

配置薬

3 . 漢方 医 薬 の 医療情報研究

4 . 生 薬 学 的研究 : 中毒植物 ( チ ョ ウ セ ン ア サ

ガ オ 属種子、 キ ン ポ ウ ゲ科植物) の 鑑 定

資源開発研究部門 ・ 生薬資源科学分野 平成 1 6

年1 1 月 � 1 7年

目 的 : 生 薬 資 源 を 永続的 に 利 用 す る 方 策 を 確立

す る 目 的 で 、 薬 用 生物 お よ び伝統薬物 の 調 査 と

そ れ ら の 分子系統学 的 、 生薬学 的 、 成 分化学的、

薬 理学 的 多 様性 の 解析 を 行 う 。 遺 伝 子多 型 に 基

づ く 生 薬 の 同 定法等 を 開 発 し 、 和 漢 薬 お よ び健

康 食 品 の 品 質 の 規格化 に 応用 す る 。

1 . ア ジ ア に お け る 漢薬 資源 の 調 査 と 薬用 生物

の 多 様 性 の 解 析 : 人 参 類 、 麻 黄 、 甘 草 、 管

金 ・ 義Ifì:類、 刺五加 ・ 五加皮

2 . 栽培薬 用 植 物 の 選択 と 拡充 を 志 向 し た 生薬

の 基源 と 品 質 に 関 す る 研究 : 大黄

3 . 薬 用 植物 の 遺伝子多型 の解析 と 生薬基源解

析用 DNA マ イ ク ロ ア レ イ の 開 発 : 人参類

4 . 生 薬 の 三 次 代 謝 産 物 の メ タ ボ ロ ー ム プ ロ

フ ァ イ ル 分析 : 人参類、 大黄

5 . 生 薬 の 薬 理活性成 分の 構造解析 : 黄者お よ

び刺 五 加 の 神 経突起伸 展 、 シ ナ プ ス 再形成作

用 成分

6 . 漢方処方 を 進化 さ せ る 科学的 ア プ ロ ー チ

痴 呆 を 治療す る 処方 の 開 発 本

7 . 生 薬 ・ 健康 食 品 の 安全性確保 の た め の 残留

農薬分析法 の 開 発 と 束同薬物併用 に よ る 薬物

問 相 互作用 の 検討 * . 人参類 、 欝 金 ・ 我J!t類

8 . 民族薬物 デ ー タ ベ ー ス の構築 と 拡充 ・ 証類

本草 の 翻訳 と デー タ ベ ー ス 化

(*共 同研究)



化 学 応 用

平 成 8 年 (1996) 、 化学応用 部 門 の 初 代 教授

菊 池徹の 後任 と し て 現教授で あ る 門 田 重利が就

任 し た 。 今年 ま で の 9 年 間 に研究室 の 職 員 は 教

授 を 除 い て 、 3 度入れ替わ り 、 現在 は 手塚康弘

助 教授、 Suresh A wale 助 手 で研究 に あ た っ て

い る 。 ま た 、 研究所の大部 門 制移行 に 伴 い 、 化

学応用 部 門 か ら 資源 開発研究部 門 化学応用 分野

と な っ た 。

平成 8 年 か ら 今年 ま で の研究活動等 に つ い て

以下 に 簡潔 に記す。

化学応用分野では、 化学 (有機化学、 生薬学 、

天然物化学等) を ベ ー ス に 、 和 漢薬お よ び東南

ア ジ ア を 始め と す る 世界の 天然薬物 に 注 目 し て 、

そ の 生理活性分子 の 医薬化学 的 及 び生物有機化

学 的研究 を 行 っ て い る 。 研究活動 の柱 と し て 、

1 1  : 東南 ア ジ ア 等 の 未解 明 天 然 薬 物 資 源 の 調

査 と そ の 生物活性成分の化学的研究、 rr : 漢方

方剤 の 品 質評価法 の 開発、 III : 天然薬物成分 と

合成医薬 品 の 薬物動態学的相互 作用 に 関 す る 研

究J を 掲 げ、 職員 の 指導 の 下 、 現在 は 総勢13名

で そ れぞれ調査 ・ 研究 に あ た っ て い る 。

主 な研究業績 と し て 、 総説12報、 原著論文202

報 ( 内訳、 平成 8 年25報 ; 平成 9 年20報 ; 平成

10年30報 ; 平成11年18報 ; 平成12年20報 ; 平成

13年20報 ; 平成 14年17報 ; 平成15年20報 ; 平成

16年15報 ; 平成 17年 17報) を 発表 し た 。 研究者

育成 と し て 課程博士17名 ( 内 訳 : ネ パ ー ル 人 3

名 、 中 国 人 4 名 、 ベ ト ナ ム 人 3 名 、 日 本人 4 名 、

イ ン ド ネ シ ア 人 2 名 、 バ ン グ ラ デ シ ュ 人 1 名 ) 、

論 文 博 士 3 名 ( 内 訳 : 中 国 人 2 名 、 日 本 人 1

名 ) を 送 り 出 し た 。 ま た 、 交 換 留 学 生 等 ( 中

国 ・ 溶陽薬科大学 3 名 ; イ ン ド ネ シ ア ・ ハ サ ヌ

デ イ ン 大学 1 名 ) に 対す る 教育 ・ 指導 を 行 い 、

帰国後そ れぞれの母校 に お い て 学位 を 取得 さ せ

る こ と カtで き た 。

科学研究費補助 金 を 代表者 と し て 9 件、 分担

研究者 と し て 14件取得 し た 。 国 際伝統医薬 シ ン

ポ ジ ウ ム ・ 富 山 を 第 6 回 か ら 第 8 回 の 3 回 に わ

た っ て 、 実行委員 ・ 事務局 と し て 開催 し た 。

こ れ ま で に 中 国 、 韓国、 イ ン ド ネ シ ア 、 ベ ト
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ナ ム 、 タ イ 、 ミ ャ ン マ ー 、 バ ン グ ラ デ シ ュ 、 イ

ン ド 、 ネ パ ー ル 、 パ キ ス タ ン 、 コ ン ゴ民主共和

国、 ギ リ シ ャ 、 ド イ ツ 、 ブ ラ ジ ル等14 カ 国 の 外

国 人留学生等 の研究者が在籍 し 、 国際色豊か な

環境 の 中 で、研究指導 を 行 っ た 。 研究指導以外に

も 、 平 日 に 毎 日 正午か ら 30分間 の 有機化学の 教

科書の輪読会 と 、 週 1 回 の 文献紹介セ ミ ナ ー を

聞 き 、 天然薬物研究 に 必要 な 基礎知 識 に 関 す る

教育 に も 力 を 入 れ て き た 。 ま た 、 ] ICA に よ る

ミ ヤ ン マ一 国保健省伝統医療局 に対す る 技術協

力 と し て 、 専 門 家 と し て 6 度派遣 さ れ、 一方、

技術協力 の 一環 と し て ミ ャ ン マ ー か ら の研修員

7 名 、 大学院生 2 名 を 受 け 入 れ た 。

フ ィ ー ル ド調査 も 中 国 で は 内モ ン ゴ ルや新彊

干 田 県 で の ニ ク ジ ュ ヨ ウ の 調 査、 ベ ト ナ ム 、

ミ ャ ン マ ー 、 タ イ 等 で は 、 沈香 な ら び に伝統医

薬学 と 天然薬物 資源の調査研究等、 各 国 に い る

教 え 子や研究者の協力 の も と 、 ほ ほ毎年の よ う

に実施 し 、 研究室 の若手研究者 に フ ィ ー ル ド 調

査の重要性 を 体験 し て も ら う よ う に努 め て い る 。

こ れ ら の 調 査研 究 成 果 報 告 書 (研 究 課 題番号

09041177 r ベ ト ナ ム 、 タ イ 、 ミ ャ ン マ ー に お け

る 伝統医学並 びに 天然薬物 資源の 調査研究J

研究課題番号 13576027 r ベ ト ナ ム ・ ラ ム ド ン 省

お よ び ミ ャ ン マ ー ・ シ ャ ン 州 に お け る 天然薬物

資 源 の 調 査研究j ) を 作 成 し 、 文部科学省 に 提

出 し て い る 。 ま た 、 5 年 目 の 平成 14年 (2002)

に は 「新世紀 ま で の 5 年 間 の 天然薬物研究業績

集」 を 出 版 し た 。 平成10年度研究基盤重点設備

費 と し て タ ン デ ム 質量分析計 を 整備 し た 。

レ ク リ エ ー シ ョ ン 活動 と し て 、 宇奈 月 源泉 の

黒薙温泉、 京都 ・ 奈 良観光、 デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド

と 都 内 観光、 愛知万博 と 伊勢 ・ 鳥羽 等へ教室旅

行 に 行 っ た 。 ま た 日 帰 り で も 、 馬 場 島 でバ ー ベ

キ ュ ー 、 島尾海 岸 や 千里浜 等 で、 の海 水浴 に 行 っ

た り 、 五箇 山 の合掌集 落 、 縄 ケ 池 の ミ ズ バ シ ョ

ウ 、 利賀村 キ ャ ン プ場等県内外の施設 ・ 観光地

を 訪れ、 親睦 を 深 め た 。 研究所内 や薬学部 の研

究室対抗の バ ド ミ ン ト ン や ソ フ ト ボ ー ル の 大会

等 に も 、 全 く ル ー ル も 知 ら ず初体験の外国人が

多 く 下 手 な が ら も 参加 し 、 留学生 た ち に と っ て

も い い経験 と な り 思 い 出 に な っ た と 思 わ れ る 。
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薬物代謝工学

ス タ ッ フ

細 胞 資 源 工 学 (H 6 - 1 2 年 ) : 教 授 服 部 征

雄 、 助教授 横淳隆子、 助 子 符代 博紙、 技官

中村憲犬。

薬 物 代 謝 工 学 (H13 - 1 7 年 ) : 教 授 服 部 征

雄 、 助 教 授 横 淳 隆 子 、 助 教 授 中 村 憲 夫 (H

1 7 年 か ら ) 、 助 手 宮 代 博 継 、 事 務 補 佐 員 黒

岩純 f。

研究 テ ー マ

①和漢薬の薬効発現 に 関与す る 腸 内 細 菌 の 解 明 、

②抗 ウ イ ル ス 作用 を ;有す る 天然薬物 の 開 発、 ③

担 子 菌 類 の 薬効計価、 ④腎疾患病態 の 解 明 と 腎

臓病治療薬 の 開 発。

主 な研究業績

①C 配糖体 を 還元 的 に 開 裂す る 腸 内 細 菌 を 単

離 し 、 そ の 酵素 を 精製 し た 。 ②腸 内 細 菌 に よ り

た|主 ホ ル モ ン 様物 質 に 変換 さ れ る リ グ ナ ン の 代

謝 過 程 を 明 ら か に し た c 岳 山 区 か ら 強 力 な 抗

HIV 作 用 を 有 す る 化 合 物 を 単 離 し た 。 ま た 、

鎖 防 か ら HIV プ ロ テ ア ー ゼ 阻 害 活性 を 有 す る

成 分 を 単離 し 、 更 に 強 力 な 阻害活性物 質 に 議導

し た 。 (4)生 薬 成 分の 酵素免疫測 定法 を 開 発 し 、

薬 動 力 学パ ラ メ ー タ の 解析 を 行 っ た 。 ⑤霊 芝 、

樟 芝 な どの活性成分 を 明 ら か に し た 。 (長〉 カ テ キ

ン 類 が腎疾患 の 予 防 、 治療 に 有効 で あ る 事 を 明

ら か に し た 。 ⑦l腎不全、 糖尿病性腎症 な ど に 対

す る 温牌湯 、 桂校夜 苓丸、 八味地黄 丸 の 効 果 を

明 ら か に し た 。

博士取得者 と 博士論文 ( 年 度 )

Kanjana Sangul ICleavage of a C-glucosyl bond 

in mangiferin by enzyme from a human intes 

tinal bacterium ， Bacteroides sp ， strain 

MANGJ (H17 ) 、 佐藤亜希 [- I加 齢 に よ る 酸化

ス ト レ ス に 対 す る 冠元頼粒 の 作用 と そ の 機序 に

つ い て J (H16 ) 、 高 江 静 「 霊 芝 苦 味成 分 に 関 す

る 研究J (H1 5 ) 、 安思美 「千斤抜の エ ス ト ロ ゲ

ン 及 び抗 エ ス ト ロ ゲ ン 活性 に 関 す る 研 究J (H 

1 5 ) 、 謝麗華 IBiotransformation of plant lignans 

(arctiin and pinoresinol diglucosidel to mam

malian lignans by human intestinal mi

crofloraJ (H14 ) 、 柳 東!jì( I A novel activity of 

Chinese prescription Wen-Pi-Tang and its 

component ( 一 ) - epicatechin 3 - 0- gallate 

against peroxynitrite-induced renal inj ury J 

(H14) 、 Supinya Tewtrakul IInhibitory effects 

of Thai medicinal plants， their constituents and 

related compounds on HIV - 1 integraseJ (H 

13) 、 馬超美 「抗日IV - 1 プ ロ テ ア ー ゼ 活 性 を 有

す る 数 種 の 天 然 薬 物 の 研 究J (H1 3 ) 、 陳 翠 淳

「伝統 生 薬 の NO 消 去 活性 と NO 、w. び に NO 酸

化物 に よ る 腎 障 害 に 対 す る 地検の役割 と 機序」

(H13) 、 Sahar EI-Mekkawy I Anti -HIV- 1 phor

bol ester from the seeds of Croton tiglium 

L. J (H1 2 ) 、 Ghazi Hussein IInhibitory effects 

of Sudanese medicinal plants and their con

stituents on the proteases of hepatitis C and 

human immunodeficiency virusesJ (Hll ) 、

As' ari Nawawi I Anti-herpes simplex virus ac

tivities of natural medicines， Toona sureni and 

Stephania cepharanthα J (H10 ) 、 金東郎 「羅布

麻葉 の 新 し い 薬 効 、 抗動脈硬化作 用 J (H10) 、

来 同 浩 明 「 ヒ ト 腸 内細菌 に よ る サ イ コ サ ボ ニ ン

の 代 謝J (H10 ) 、 Yasmina Aura Lim IEffects 

of Panamanian medicinal plants and their con

stituents on HIV and its essential enzymesJ 

(H 9 ) 、 Ola Ahmed Heikal !Enzyme immu

noassay of paeonimetabolin 1， a major metabo

lite of paeoniflorin from paeony rootsJ (H 9 ) 



複合薬物薬理学

本分野 は 、 昭和39年 4 月 に 富 山 大学薬学部和

漢薬研究施設 に 設置 さ れ た 生物試験部 門 が前 身

で あ る 。 本研究所が富 山 大学か ら 本学の 附置研

究所 に 移管 さ れ た 昭和 53年 6 月 当 時、 渡辺和 夫

教授、 渡辺裕司助教授、 後藤義明助手の 3 名 で

活動 を 開 始 し 、 翌年10月 に 萩原 昌 樹技官 (本部

門 よ り 任用 ) が加 わ っ た 。 そ の 後、 昭和 58年 3

月 に 渡辺教授が千葉大 (薬) へ、 後藤助手が徳

島文理大 ・ 助教授 と し て 転 出 し 、 昭和 田年 5 月

に 広 島大 (医) よ り 第三代教授 と し て 野村靖幸

博士が着任 し た 。 さ ら に 翌年 4 月 、 京大 (薬)

よ り 金子周 司 博士が助手 と し て 着任 し 、 5 月 に

萩原技官が富士薬 品工業怖 に 転 出 し た 。 昭和61

年 4 月 に 小西理佐 (学内) 技官が任用 さ れ た 。

昭和62年 7 月 、 野村教授が北大 (薬) へ転出後、

同 年 1 2 月 に 渡辺裕司助教授が教授 に 昇任 し た 。

昭和63年 5 月 、 金子助手が京大 (薬) に転出後、

新 た に 東大 (薬) よ り 周 年 6 月 に松本欣三講師

が、 10月 に 太 田 浩之助手が着任 し た 。 平成 3 年

1 月 、 今村 ( 旧 姓小西) 技官が本学 (薬) 助手

と し て 転任。 平成 4 年10月 、 松本講師が助教授

に 昇任 し た 。 平成 4 年 4 月 、 村上孝寿技官 (学

内) が任用 さ れ、 平成 5 年 9 月 、 太 田 助手が武

田 薬 品側へ 転 出 後、 同 年 10月 に 東 田 道 久 助 手

(北 大 ・ 薬 よ り ) が 参 画 し た 。 平 成 16年 4 月 、

渡辺裕司 教授が本学理事 ・ 副 学長 に 就任 し 、 主

任教授 を 退任 さ れ た 。 平成16年 4 月 か ら 17年 2

月 に か け て松本助教授が教授 に 就任 し 、 東 田 助

手が助教授 に 、 村上技官が助 手 に そ れぞれ昇任

し た 。 こ の新 た な 体制 で本格的研究 を ス タ ー ト

さ せ る 意 味 を 込 め 、 平成16年10月 、 研究室名 を

「複合薬物薬理学分野」 に変更 し た 。

本分野 で は 一貫 し て 、 和 漢薬 を 含 む伝統薬物

の 薬効 に 関 す る 計量薬理学 的評価 と そ れ ら が薬

効 を 発現す る 基盤 と な る 生体病態生理の研究 を

進め る と と も に 、 伝統薬物の分子 レ ベ ル で の作

用機序の解 明 と 作用 本体 を 追求す る 研究 を 行 っ

て い る 。 渡辺和 夫教授 ら は 実験i貴蕩モ デル動物

を 用 い 、 黄連や黄苓 な どの和漢薬の抗潰蕩作用

を 明 ら か に し 、 中枢性ペ プチ ド や 神 経伝達物質
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の 胃 酸分泌抑制機構 と そ れ に 及 ぼす和 漢薬作用

を 見 出 し た 。 ま た 、 パ ー キ ン ソ ン 病治療 に 有用

な 厚 朴 の 有 効 成 分 と し て magnolol を 突 き 止 め

た 。 野村教授 ら は脳神経膜受容体 ・ 効果器系制

御機構及 び情報伝達 因 子 の 分子的性質 と 細胞 内

動態 に 関 す る 研究 を 進展 さ せ た 。 ま た杜仲葉 の

降圧 及 び中枢抑制作用 を 見 出 し 、 そ れ に ア デニ

ル酸 シ ク ラ ー ゼ抑制が関与す る 可能性 を 示 し た 。

創 立20周 年 以 降 の研究活動 と し て 、 渡辺裕司

教授 は現ス タ ッ フ の松本、 東 田 、 村上 ら と と も

に 基盤研究費 、 萌 芽研究費、 長寿科学振興財団

等 の 助 成 を 受 け 、 脳血管性痴呆や 白 質脳症等 に

類似 し た病態モ デル動物の作製 と そ れ ら を 用 い

た和 漢薬作用 の 評価法の確立 に 関 す る 研究で多

く の 成果 を 挙げた。 特 に 脳血管性痴呆患者で有

効 な 釣藤散の抗痴呆予 防効果 を 薬理学的 に 実証

し た 。 ま た 駆療血薬の 四物湯 に抗痴呆効果 を 見

出 し 、 そ れが布 薬成分 paeoniflorin に 起 因 す る

可能性 を 示 し た 。

こ れ ら の研究成果 を 踏 ま え 、 松本教授 を 中 心

と し た 新体制 で は 、 和 漢薬 に 関 す る 新 し い 発想、

と 先端的神経科学実験技術 を 導入 し 、 従来の薬

理学的評価法 に加 え て 分子生物学的 薬効評価法

の検討 と 確立、 更 に は和 漢薬作用 に 関 わ る 生体

内 因 子 の探索 と 作用機序 の 解 明 を め ざ し て新 し

い研究展 開 が な さ れつ つ あ る 。 そ の た め の 基盤

研究 と し て 、 今 日 の老齢化社会お よ びス ト レ ス

社会が直面す る 課題であ る 認知症 と ス ト レ ス 性

中枢疾患 に 焦 点 を あ て 、 ①認知症の 病態動物 モ

デル や不安、 う つ 、 攻撃性 な どの ス ト レ ス に 起

因 す る 情動障害モ デル の作製、 ② こ れ ら の 高次

機能障害の発症 因 子や発症機構の解明 と ③薬物

作用 の 病態薬理学的評価 を 通 じ 、 「疾 患 の 仕組

み 」 と 「薬物 の作用機序J の 解 明 お よ び有効 な

治療薬 ・ 予 防 薬 の 開 発 を め ざ し て い る 。 さ ら に

こ れ ら の研究 プ ロ ジ ェ ク ト を 基礎 に 、 本学の21

世紀中核 的研究拠点形成 プ ロ グ ラ ム 「東洋 の 知

に 立脚 し た 個 の 医療 の 創 生J (平 成 1 5 年 度 文 科

省採択 ; 拠点 リ ー ダ ー : 嶋 田 豊教授) で は 分

担課題 「多成分系薬物 の薬理」 に 取 り 組 ん で い

る 。
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病態生化学

本部 門 は 、 1978年 6 月 に 富 山 大学 か ら 本学 附

置和 漢薬研究所へ移管 さ れ、 荻 田 善 A教授 を ql

心 に 、 「和 漢 薬 効 果 に 対 応 す る 体 質 ( 遺 伝 的 要

因 ) な ら び に 病 態 に 対す る 和 漢 薬 の 効 果 を 遺伝

学、 生化学、 分子生物学 な ら び に 免疫学 な ど多

面 的 に 解析 す る 」 と い う 設 置 目 的 で 新 た な研究

活動 を 開 始 し た 。 十数年の 在任期 間 中 に 生 薬 や

漢方方剤 を 用 い て 精 力 的 、 多 彩 な 研究活動 を 展

開 し 数多 く の 業績 を 挙 げて き た 。

1993年1 2 月 に は 、 後任 の 教授 と し て 北海道大

学免疫科学研究所 か ら 済木育夫が着任 し 本部 門

を 受 け継 ぐ こ と に な っ た 。 平 成 6 年 4 月 に 磯部

正治助 手が富 山大学工学部へ助 教授 (現教授)

と し て 転 出 し 、 同 年 7 月 に 米 国 国 立 衛生研究所

(NIH) 同 玄 癌 研 究所 の 村 田 純 が助 子 に 任 用 さ

れ た 。 従 来 の 免疫応答及 び発痛 に 対 す る 和 漢 薬

効 果 の 解析 に 関 す る 研究の継続 と 、 先端的 な 研

究技法 を 取 り 入 れつ つ 、 1高 及 び、痛 の転移の抑止、

免疫応 答 及 び ア レ ル ギ ー 性 炎症 を 含 む 免疫疾患

の 制御 に 関 す る 本礎的研究 を 中 心 に 展 開 さ れ た 。

200 1 年 3 月 に研究活動 の 充 実 と 推進 に 多 大 に 貢

献 し て く れ た 村 田 純助 手が、 秋 田 県 立大学牛ゐ物

資源学科応用 生物科学科分子 生物 の 助 教授 と し

て 栄転 し た 。 |司 年 4 月 に は 小泉桂一博士 ( 惚 学

中 の NIH よ り ) が助 手 と し て 、 2002年 4 月 に は

楼井宏 明博士 ( 田 辺製薬株式会社 よ り ) が助教

授 と し て 加 わ っ た 。 新 た な 研究分野 と 背景が加

味 さ れ て 、 分子 細 胞 生体 レ ベ ル の 実験が連

係 し た 多 面 的 な 研 究 を 展 開 し て い る 。 さ ら に

2004 年 7 月 に は 研 究 所 に 大 部 門 制 を 導 入 し て

「病態 生 化学 部 門 J か ら 「 病 態 生 化 学 分野」 と

名 称が変 わ っ た 。 2004年 4 月 か ら は 本学 の 独 立

法 人化 が ス タ ー ト し 、 2005 年 1 0 月 に は 本学、 富

山 大学 、 高 岡 短期 大学 の 県 内 同 志 3 大学が統合

さ れ、 新 ・ 富 山 大学の 中 で 「和 漢 医 薬 学総合研

究所j と し て 再 出 発す る こ と に な り 、 ま さ に 大 き

く 変革 し つ つ あ る 。

研究 テ ー マ と し て 、

1 ) 癌転移お よ び免疫 ア レ ル ギ ー 性疾患 の 制 御

機構 の 解 明 : 伝統薬物 を 中 心 と し た 癌転移

の抑制物 質 の 探索 な ど。

2 ) シ グ ナ ル伝達分子 に よ る 病態 制 御 機構 の 解

明 : 自 然免疫 シ グ ナ ル に 影響 を 及 ぼす 漢 方

薬 の探索。

3 ) 漢 方 医 学 の 証 の解 明 を 日 指 し た 血紫 プ ロ テ

オ ミ ッ ク ・ パ タ ー ン 解析 : 漢 方 医学 に お け

る 体 質 や 症 候 を 含 む 、 い わ ゆ る 「証J (病

態 の 変化) を 西洋 医 学 的 に 解 明 す る た め 、

発現 プ ロ テ オ ミ ク ス 研究 の 技術 を 導入 し 、

病 態 の 変化 (証) お よ び疾患 に 関 連 す る タ

ン パ ク 質 の 発現 プ ロ フ ァ イ ル を 解析。

i斉木が赴任 し て か ら 約 10年 を 経 て 、 開 学30周

年 を 迎 え る こ と に な る が、 こ の 間 に 約80名 を 超

え る 薬学 、 医学、 理学系 お よ び外 国 か ら の学部

学 生 、 大 学 院 牛ー (修 1: 及 び、博寸:) 、 研 究 生 及 び

研究員 が在籍 し 、 そ の 聞 に 2 ] 名 の博士学位取得

者 (薬 学 ・ 医学 ・ 理学) を 輩 出 し て い る 。 国 内

外 と の 共 同 研 究 も 活 発 に 行 う と と も に 、 270編

以 上 の 原 著 英 語 論 文 、 30編 以 上 の 著 書 、 370程

の 同 内外の学術発去 を 通 し て 研究成果 を 報告 し

て い る 。 研究費 も 校 費 以外 に 、 文部省科学研究

費 、 科学技術庁振興調整 費 、 財 団 助 成 金 、 委任

経理金な ど を 、 研究成果 の 向 上 及 び大型設備あ

る い は 先端機器 の 整備 ・ 更 新 の た め に 獲 得 し て

い る 。 特 に 、 文部科学 省 知 的 ク ラ ス タ ー 創成事

業 「 と や ま 医 薬 バ イ オ ク ラ ス タ ー j 、 文 部 科 学

省 産 業 ク ラ ス タ 一 連携 プ ロ ジ、 ェ ク ト に研究代表

と し て 参 画 し 、 さ ら に 、 平 成 1 5 年 度 7 月 に 選定

さ れ た 本学21 世紀 COE プ ロ グ ラ ム 「 東 洋 の 知

に 立脚 し た 個 の 医療の創生」 の研究担 当 に も 携

わ っ て い る 。

研究室 も 充実 し 、 賑や か さ も 増 し て き て お り 、

ま た 、 国 内 外 を 問 わ ず積極的 に 共 同研究 を 行 い 、

徐 々 に 活性化 し つ つ あ る の さ ら に 、 教 窒 員 と の

グ ル メ 旅行、 忘 年 会 、 ソ フ ト ボ ー ル 大会参加等

の 学外活動 も 活発 に 行 っ て い る 。 白 由 閲 達 、 文

武両道 を モ ッ ト ー に 、 明 る く 、 楽 し い 、 活 発 な

研究部 門 と し て 躍進す る こ と を 期 待す る と と も

に 、 良 い 巡 り 合 い と 優 れ た研究が 出 来 る よ う に 、

教室 員 一 同 が一丸 と な っ て 頑張 っ て い る 。



消化管生理学

消化管生理学研究室 は平成16年 5 月 に 和 漢薬

研究所病態制御研究部 門 に新設 さ れた新 し い研

究室であ る 。 ス タ ッ フ は 、 教授の 門 脇 真 と 助

手の 山 本 武、 矢原夏子の 3 名 で あ る が、 学 内

外、 国 内外の多 く の研究室 と 協力 し な が ら 研究

を 進 め て い る 。 平成16年10月 に は 薬学部講座配

属学生 2 名 を 初 め て 迎 え 、 現在 は 8 名 で研究 に

取 り 組ん で い る 。

消化管生理学分野 で は 、 近年、 患者が急増 し

て き て い る 腸管免疫性疾患、 す な わ ち 炎症性腸

疾患 (IBD) の潰蕩性大腸炎、 さ ら に 食物 ア レ

ル ギ ー を 対象疾患 と し て 考 え て い る 。 若年層 を

中 心 に 患者が急増 し て い る 潰蕩性大腸 炎 は 、 厚

生労働省 の特定疾患 に 指定 さ れて い る 慢性で難

治性の疾患で あ る 。 腸管での免疫異常 を 背景 と

す る IBD に 対 し て は 、 近 年 の 粘 膜 免 疫 学 の 発

展 を 背景 に 、 精力 的 な 免疫学的病態研究 に も か

か わ ら ず そ の 病 因 や遷延化 因 子 な ど は い ま だ不

明 で あ り 、 従 っ て 病態 を 基盤 と し た 治療法 は確

立 さ れ て い な い 。

ま た 、 食物 ア レ ル ギー は腸管粘膜免疫機構 の

未熟 な小児 に そ の 頻度が高 く 、 ま た ア レ ル ゲ ン

を 含 む食品 に は 高 栄養食 品 が多 い た め 、 そ の摂

取不足 に よ る 小児 の 肉体的精神 的発育への影響

は重大 で あ り 、 そ の解 明 と 対策 は急務で あ る が、

未だ充分な病態生理学的解明 は な さ れて い な い 。

食物 ア レ ル ギー の 治療 で は 、 従来 の ア レ ル ゲ ン

除去食の よ う な 消極 的 な 治療法 だ け で は な く 、

積極 的 な 治療法の 開発が強 く 求 め ら れ て い る 。

腸管粘膜免疫機構 は 、 病原微生物 や異種抗原

な ど を 排 除す る た め の 局 所 に お け る 最前線の生

体防御機構で あ る と と も に 、 腸 管 で の 食物 な ど

の 異種抗原 に対す る 過敏で過剰 な 免疫応答 (食

物 ア レ ル ギー ) を 抑制す る 経 口 免疫寛容 を 誘導

す る 機能 も 併せ持つ 、 巧妙で ダ イ ナ ミ ッ ク な 免

疫機構で あ る 。 粘膜免疫機構 は 「免疫学の ニ ュ

ー フ ロ ン テ イ ア j と し て 注 目 さ れ、 そ の解明 は

進 ん で は い る が、 未 だ未解明 な 点 が多 く 残 さ れ

て い て 、 「 ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 」 の 域 を 出 て い な
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い 。 全身免疫系 で は神経系 さ ら に は 内 分泌系 と

の 聞 に 密接 な 強 い ク ロ ス ト ー ク が明 ら か に さ れ

て い る 。 腸管 で は粘膜免疫系組織が集積す る 粘

膜固有層 を 中心 に 密 な 神 経線維 の存在が知 ら れ

て い る に も かか わ ら ず、 粘膜免疫系 、 腸管神経

系 、 消化管内分泌系 な どで構成 さ れ る 「腸管 イ

ン ト ラ ネ ッ ト J と い う 統合的考 え 方 か ら の研究

は 世界 的 に も 始 ま っ た ばか り で あ り 、 「腸管 イ

ン ト ラ ネ ッ ト 」 の破綻 と い う 観点 か ら 、 腸管疾

患 の 病 因 、 病態 に 迫 る 研究 は ほ と ん ど な さ れて

い な い 。

消化管生理学分野 で は 、 こ の 点 に 着 目 し 、 自

律神経系 ・ 腸管神経系 や リ ン パ球や肥満細 胞 な

どの粘膜免疫系 と 腸管免疫性疾患の病 因 ・ 病態

と の 関 連 を 、 機能的側面 の み な ら ず形態 的側面i

か ら も 解明す る こ と を 目 的 と し て い る 。 特 に 、

我 々 の作業仮説 で あ る 「神経系 と 免疫系 の接点

と 考 え る ニ コ チ ン 受容体 を 介す る コ リ ン 性抗炎

症 ・ 免疫機構」 な どの病態生理学 的役割 を 解 明

す る た め 、 新規腸管免疫性疾患病態 モ デ ル を 確

立 し 、 遺伝子改変動物 な ど を 用 い て 病 因 及 び病

態形成機序 を 解析 し て い る 。 さ ら に 、 そ の病態

解析 に 基づ き 新規特異的治療薬 を 創 出す る た め 、

和 漢薬 を 含 め た 治療薬探索研究 を 行 っ て い る 。

主 な 科学研究費補助金等

日 本学術振興会科学研究補助金

平成14� 16年度基盤研究 C ( 2 )  

研究代表者 : 門脇 真

研 究 課 題 : 食物 ア レ ル ギ ー と 腸 管 免 疫 性 疾

患 : 特 に 腸管求心性知覚神経の役割 に つ い て

日 本学術振興会科学研究補助金

平成14�15年度基盤研究 B ( 2 )  

研究分担者 : 門脇 真

研究課題 : 病態 モ デル動物 に お け る 結腸 自 動

運動お よ びベ ー ス メ ー カ ー 機構の解明

日 本学術振興会科学研究補助金

平成18�19年度基盤研究 C ( 2 )  

研究代表者 : 門脇 真

研究課題 : 実験潰蕩性大腸炎モ デ ル に お け る

ニ コ チ ン 受容体 を 介す る コ リ ン 性抗炎症免疫

機構 の役割
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臨 床 利 用

t な 人事異動 と 平成 9 年 ま で の 研 究 内 脊

当 分野 は 、 [1日和40年 4 月 に 古 山 大学薬学部付

属 和 漢薬研究施設第 3 部 門 と し て 設立 さ れ 、 昭

和49年 6 月 に 宵 山 大学付 置和漢薬研究所 に 昇格

し 、 [I(j和53tf 6 月 に 寓 山 医科 薬科大学 に 移 管 さ

れ現在 に 至 っ て い る 。 開 設 当 初 の ス タ ッ フ は 教

授大浦彦 古 、 講 師 日 合焚、 助 手 中 島松一 、 技官

大 出 洋子 で あ っ た 。 Hf{和52年 9 月 に 長津哲郎が

技官 に 任 肘 さ れ、 昭 和 54年 1 0 月 に 助 子 と な っ て

い る 。 平成 3 年 3 月 大浦が定年退官、 平成 4 年

2 月 に は 、 金 |司 x.雄 が教授 に 昇任 、 同 3 月 に 定

年退官 し た 。 平成 4 年 7 月 に 教授 と し て 倉七ー泰

が着任 し た 。 平成 8 年 8 月 に n石が、 本学 の 薬

学部教授 と な り 、 、ド成 9 年 7 月 に 第 一 内 科 よ り

浜崎初仁が 4 代 日 教技 と し て 着任 し た 。 同 年 1 0

月 に ìR谷裕 子事務補佐 貝 が加 わ り 、 1 1 年 1 月 に

は 波辺志朗が助教授 に 着任 し た じ 平 成 1 2年 1 2 )J

か ら は研究 支援推 進 員 と し て 武 市鎮子 が参加 し

て い る 。

昭和53年 か ら 平成 3 年 ま で は 、 薬 用 人参、 大

黄 、 丹参 な ど の ノ七 柴 と そ の成分の 件化学的研究、

さ ら に 腎不 全 に 対す る 生 薬 や j昆牌湯 な となの i英 )J

方 剤 の 作用 、 ま た 、 甘-�� 、 柴胡 、 人参の サ ボ ニ

ン の 作 用 機序 に 関 す る 研究が行 わ れ た 。 平成 4

年 度 か ら は 、 倉正j ら が痛 み と 伴 み に 有効 な 和 漢

薬の研究 を 展 開 し た 。 大浦 は 、 第 4 回 和 i英 医 薬

学大会 ( 昭和62年 8 月 ) を 1'.1lii し て い る 。

1 997年 ( 平成 9 ) 以 後

浜崎着任 後 は 、 魚、 油 の 布 効 成 分 で あ る n - 3 

系 脂肪酸が研 究 の 大 き な テ ー マ と な っ た 。 日 -

3 系 脂肪酸 は 、 副作用 が基本 的 に は な い こ と 、

新生児か ら 老齢者 ま で影響 を 及 ほ、 し 、 し か も 虚

血性心疾患 か ら ア レ ル ギ ー に 至 る 多 く の疾患 に

関 与す る こ と か ら 、 最 強 の 生薬 成 分 と い え る 。

当 部 門 で は 行動 に つ い て の研究 を 進 め た 。 � 重

育験 に よ る 小 学 生 ( 16011 以 上 ) で の 介 入 試験

を 行 い 、 女子 で は DHA 強化 食 が衝動性 を 低 下

さ せ る こ と を 突 き 止 め た 。 ま た 、 ス マ ト ラ 島 の

小学午 (230名 以上) へ の 三 重 吉験介入試験で、

DHA カ プ セ ル の 投与 に よ り 、 3 ヵ 月 の 研 究 期

間 Ifl に 宇 度 で も 学校 を 休 ん だ生徒の 数が、 有 意

に 、[':減 し た 。 こ の研究 は も と も と は 魚 油 の抗マ

ラ リ ア 作肘 を 検討す る も の で、 終 了 時 の 血液検

査 で マ ラ リ ア に 感 染 し て い た 生 徒 は 、 DHA 群

で 4 名 、 対 照 群 で 8 名 と な っ て お り 有車、 差 は な

い も の の DHA で 少 な か っ た c さ ら に 大 連 市 で

行 っ た 自 殺未遂の 症例対照研究 で は 、 赤血球 qJ

の 魚、 油 布 効 成 分EPA濃度で 4 分{立 に 分 け る と 、

白 殺未 遂 の 危 険率 は 各種危 険 肉 fで補正す る と

低 4 分位 で は 高 4 分位 の 1 / 8 と 大 き な 差があ

る こ と が判 明 し 、 魚、 を 食べ な い こ と が行動 に 影

響 し 、 自 殺未遂 に も 関 わ る nJ 能性が あ る こ と が

分か つ た 。

一 }j渡辺助教長 の 着 任 後 は 、 炎症反応 と 行動 、

特 に 痕 食 と の 関 連 に 関 す る 法礎柑! 究 が ス タ ー 卜

し た 。 今後 こ の研究 は 和 良 薬 の 食欲不振の 改 -善

効果 を 定最 的 に 評価 し 、 そ の 機構 を 明 ら か に す

る た め に 応 用 で き る と 期待 で き る 。

学 会活動

浜 崎 は 日 本脂 質 栄 公学 会 の 会長 (用事長) を

平 成 12{F よ り 務 め て い る 。 ま た International

Society for the Study of Fatty Acids and Lip

ids 第 ![ rnl 大 会 (ISSFAL2000) が 日 本 で 、下 成

1 2年 に 間 信: さ れ る こ と に 決定 し た が、 浜崎がそ

の 会 頭 と な る こ と に 決定 し た 。 こ の 大 会 は 6 月

に つ く ば 国 際 会議場 で 開 催 さ れ た の � 時 は 2000

年 問 題 が世 界 的 に騒がれ て い た こ と と 、 バ ブ ル

崩 壊 後 で 日 本経済が最悪 の H封切 で あ っ た た め 、

こ の 年 に 大 会 を 聞 く こ と に そ れ な り の恐怖感が

あ っ た が、 結 同 は 成 功 裏 に 終 了 し た の 6011 の 海

外招 待 演 者 、 300名 を 超 え る 参 加 �. を 迎 え 、 脂

肪酸栄 養 を ql 心 と し た 重要 な 発点がな さ れ た 。

最 終 日 前 日 の パ ー テ ィ ー で は マ グ ロ の解体 シ ョ

ー な どがあ り 大盛況で、 い ま だ に 海外研究者か

ら そ の と き の 話が出 て く る 。 た だ 、 準備 に 大 き

な 組織 を 利 肘 で き た わ け で は な く 、 重要部分は

ほ と ん ど ム 人 で ま と め た た め 、 ス ト レ ス は か な

り の も の で あ っ た 。 5 年 た ち 冷静 に 振 り 返 っ て

み る と 、 今 度 は も っ と う ま く で き る 、 い や も う

て 皮 と で き な い と い う 気持 ち 、 重 要 な と こ ろ で

い ろ い ろ な 人 に 助 け て も ら っ た と い う 感謝 - ・ い

ま だ に い ろ い ろ な 気 持 ち が渦巻 く 。



漢方診断学

生活習慣病 や慢性 ・ 難治性疾患 と い っ た 西洋

医学 の み で は 対応 出 来 な い疾患 ・ 病態が増加 し

て い る 状況 の 中 で、 身体の総合的調和 を 重視 し

て 自 然治癒力 の 賦活 を 主 と す る 伝統医学の有用

性が認識 さ れ、 欧米諸国 を 中 心 と し て 関心が高

ま っ て い る 。 そ の趨勢は本邦 に お い て も 同様で

あ る 。 現在、 医療保険の薬価 に 収載 さ れて い る

漢方製剤 は 147種、 生薬 は約200種 で あ る が、 平

成 9 年 に 薬 価 収載 の 漢 方 製 剤 の 全 て に つ い て

「漢方医学 的 な 病 態 (証) に 基づ い て 適正 に 使

用 す る こ と 」 と の 項 目 が明記 さ れ、 漢方薬 の 適

正使用 が求め ら れて い る 。 漢方方剤 を 証 に基づ

い て 適正 に 使用 す る た め に は 、 患者の 証 を 的確

に 判 断す る こ と が必要で、 あ り 、 そ の た め に は 漢

方医学の基礎概念 の学習 と と も に 臨床 に 根 ざ し

た研修 を 必要 と す る 。 し か し 、 本邦 に お い て 体

系 的 に こ れ を 教育す る 場 は 医薬両学部 と も に 整

備 さ れ て い な い 。 そ こ で本部 門 は 、 漢方医学の

固 有 の 体系 を 科学 的 な 医 ・ 薬学 的研究手法 を 用

い て 明 ら か と し 、 研究及 び教育の た め の 漢方研

修 プ ロ グ ラ ム を 作成す る こ と を 目 的 と し て 、 平

成 1 1 年 4 月 1 日 付 け で株式会社 ツ ム ラ の 寄付部

門 と し て 設置 さ れ た 。

漢方医学的病態や 各漢方方剤 の 証 は 、 こ れ ま

で古典の記載に基づい た理解がな さ れて き た が、

生活様式や社会環境 は 大 き く 変化 し て お り 、 古

典 に 縛 ら れ る こ と な く 新 た な 指標 を 探索 し 、 現

代 に 即 し た 理解 を 行 な う こ と が必要で あ る 。 こ

れ ま で 、 当 寄付部 門 で は 問診形式 に よ る 心理 的

要 因 の解析や 電気生理学的指標 を 用 い た 自 律神

経 活 動 解 析、 さ ら に 品 質 工 学 的 手 法 で あ る
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MTS 法 を 取 り 入 れ た 問 診項 目 の 解析 な ど を 行

い 、 漢方医薬学的病態や 漢方方剤 の 証 の 一 面 を

明 ら か に し て き た 。 ま た 、 ヒ ト に お け る 各種漢

方方剤 あ る い は生薬の薬物動態 ・ 薬理作用 を 解

明 す る こ と が重要で あ り 、 ヒ ト 健常人 に お い て

有薬 ・ 甘草 ・ 持薬甘草湯経 口投与時の ベ オ ニ フ

ロ リ ン 、 ベ オ ニ メ タ ボ リ ン I、 グ リ チ ル レ チ

ン 酸の 薬物動態 を 検討 し 、 ヒ ト で の 血 中動態 は

個体差が大 き い こ と を 見 い だ し た 。 現在 は 、 附

子 ・ 桂皮、 あ る い は桂枝湯 な どの 漢方方剤 の 指

標物質 の体内動態 を 検討 し 、 そ の 一端が明 ら か

と な っ て き て い る 。 さ ら に 、 漢方医薬学 に 基づ

い た 基礎的研究 と し て 、 各種病態 モ デ ル動物 を

用 い て 、 生薬や 漢方方剤 の血管収縮 弛緩作用 ・

腎機能改善作用 ・ 血流改善作用 ・ 創傷治癒促進

作用 に 関 す る 研究 と い っ た 臨床 に 即 し た 基礎研

究 を 行 っ て い る 。

当 寄付部 門 は 漢方医薬学研修 を 行 っ て お り 、

こ れ ま で に 日 本 国 内 、 及 び中 国 ・ タ イ ・ ア メ リ

カ な ど か ら 180名 を 越 え る 研修生 を 受 け 入 れ て

き た 。 漢 方 医 薬 学研 修 に は 、 漢 方 医 薬 学 的 概

念 ・ 証 を 理解す る 研修 プ ロ グ ラ ム の 開発が必要

で あ り 、 漢方医薬学の基礎概念 を 概説す る 講義

や 漢 方 医 学 的 診 察 に 関 す る 講義、 臨 床 見 学 と

い っ た 受動 的研修 と 、 症例 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン

と い う 能動的研修 を 併用 し 、 よ り 深 い 漢方医学

的病態把握が可能 と な る 研修 プ ロ グ ラ ム を 開発

し て い る 。 ま た 、 学 内 での教育 に つ い て も 、 薬

学部 3 年 次 を 対 象 と し た 「東洋 医 学概論J 、 大

学 院薬学研究科前期 課程 を 対象 と し た 「東西医

薬学特論」 、 大学 院薬学研究科前 期 課程 臨 床 薬

学 コ ー ス の実習 を 担 当 し て い る 。
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和漢薬製剤開発

和 漢薬製剤 開 発部 門 は 平成 1 6 年 7 月 に 和 漢薬

研究所 (現 ・ 和 漢 医薬学総合研究所) の 寄 付 部

門 と し て 4 年 時 限 で 開 設 さ れ た 。 富 山 県 と 富 山

県薬業連合会 な ど地元薬業 界 か ら の 奨学寄付金

が 原 資 で あ る 。 設置 さ れ た 契 機 は 和 漢薬研究所

の 地域連携活動 の 実績 に あ り 、 さ ら に 平成 1 3年

度 か ら 配置薬処方 を 創 案す る 富 山 県 内 の 産官学

プ ロ ジ ェ ク ト (富 山 オ リ ジ ナ ル ブ ラ ン ド 配置 薬

開 発研究会) を 担 っ て き た こ と に あ る 。

本 部 門 の 教授 ( 2 年任期) と 助 手 1 名 ( 1 年

任 期 ) は 資 源 開 発部 門 の 漢方薬学分野か ら 異動

し た 。 筆 者 (諮) は 「研 究 者 が 惚 れ 込 む “ 製

品 " で は な く 、 消 費者が支持す る “ 商 品 " を 開

発せ よ J と い う “ 物創 り " の 基 本 を 企業の研究

所 で経験 し て き た 。 こ れが地域連携活動 や 産 官

学 プ ロ ジ ェ ク ト に 参画 し た 理 由 で あ る 。

1 . 研究活動 : 本部 門 は 「 人 間 、 環境、 情報、

総合」 を 意識 し 「生活習慣病 ; 相 花作用 ; 薬用

資源 (甘 草) の 評価 ; 柴胡加竜骨牡蛎湯 ; 持薬

甘草湯」 の key words の も と に ド 記 の 4 領域

で活動 し て い る 。

1 )  Kampo-pharmaceutics : 富 山 県 の 配置薬

業 を 支援す る シ ン ク タ ン ク 機能 と 実用研究 を 担

当 し て い る 。 そ の 中 で新 た な 配置 薬 の 開 発研究

を 研究所 の 済 水教授 と 医学 部 の |嶋 田 教授 と 共 同

で進 め て き た 。 新配置薬処方 の 考案 に 際 し て 、

漢 Ji 薬 の 経験主IJ ( 薬 能 ) と 客観主n (薬理情報)

を 摺合 わ せ て 配合生薬 を 選 ん だ点 が漢方医療薬

学 の iknow-howJ で あ る 。 さ ら に こ の 新 配 置

薬 の 年活 習 慣病 に 対す る 予 防作用 を 明 ら か に し

た ( 原著論文 4 報) 。

新配置薬 は 特 許 /1\ 願後、 平 成 1 7 年 8 月 に パ ナ

ワ ン (PanaWang) と い う 名 称 で 製造承認 を 得

た (黒 色 の 丸剤 ) 。 実 際 の 生 産 ラ イ ン で 製 造 さ

れ た 製 品 の 品 質試験 を 経 て 平成 1 8年 か ら 配置薬

市場で販売 さ れ る 予 定 に な っ て い る 。

2 )  Kampo-informatics : 漢 方 医 療 の 経 験 知

と 客観知 を 加 味 し た 漢方 医療情報 を 蒐集分析 し 、

配置薬業 の 担 当 者 (売薬 さ ん ) の 薬事研修 と 県

民 の 生涯学習 を 担 当 し て い る 。 本 部 門 が富 山 の

方土 に 存続す る 根拠 は 、 こ の よ う な 富 山 県 の 配

置薬業 と 県 民 の 健康福相 に 関 す る 要望 に 応 え る

こ と に あ る 。

3 ) COE プ ロ グ ラ ム の 基 盤 研 究 ・ 筆 者

(諮) は 本 学 の 2 1世 紀 COE プ ロ グ ラ ム 「 東 洋

の 知 に 丘 脚 し た 個 の 医 療 の 創 生j の 基 盤 研 究

「地球環境 に 配慮 し た 薬 用 資 源 の 開 発 と 漢 方 薬

学 的 評価」 を 分担 し て い る 。 天然薬用 資源 を 確

保す る 研究 と し て 、 甘 草 の 原 植物 を 中 国 内 蒙古

白 治 区 で 栽培 し 日 本薬 局 方 の 諸基準 に 適合す る

栽培根 を 得 た 。 さ ら に 栽培根の 薬理作用 と 生物

薬 剤 学 的特性が既存 の 薬 用 甘草 と 同 等 で、 あ る こ

と を 明 ら か に し た 。 こ の 栽培が実用 化 で き れ ば

野生植物採取 に よ る 砂漠化 を 防 l上 で、 き る こ と が

期 待 さ れ る ( 原 著 論丈 6 報、 総説 1 編) 。

4 ) 漢方薬剤l 学研究 : 漢方薬 の 占典 『神農本

草経』 に は 生薬 を 組 み 合 わ せ る と 単純 な 相加作

用 だ け で な く 、 相殺や十日 反 な どマ イ ナ ス の相互

作用 も 起 き る こ と が例 示 さ れ て い る 。 こ の よ う

に 相 互作用 は 古 く て 新 し い 課 題 で あ る 。 医療用

漢方製剤 は 各穏 の 西 洋 薬 と 組 み 合 わ せ て 使用 さ

れ て い る 。 本部 門 で は 持 薬 甘草湯 と 併用 さ れ る

各 種 の 西 洋 薬 と の 相 虻作用 を 検証 し 、 H. pylori 

除 菌 柴 と 緩 下剤 は 腸 内 細 雨 に よ る 配糖体成分の

代 謝 l吸収 を 悶害 す る こ と を 明 ら か に し て い る

( 原 著論文 7 報) 。

i莫 万 医 療 の 基 本 は 「 治 未 病 ( 予 防 医 療 ) J に

あ る 。 柴胡加 道骨牡蛎湯、 防風通聖散お よ び新

配置薬 と 牛 黄 の 動脈硬化子 防作用 を 血管 内 皮細

胞擦過後 の 内 膜肥厚病態 を 用 い て 明 ら か に し て

い る (原著論文 7 報) 。

2 . 教育活動 : 本 部 門 は 附置研究所 に 属 し て

い る た め 教育への 関 与 は 大 き く な い 。 学 部 で は

和 漢 医 薬 学 入 門 の 講義 と 実習 ( 医 看 薬 2 年次) 、

医 学 薬 学 史 ( I芙 2 年 次) 、 天 然 |実 薬 資 源 学 (薬

3 年次) の 講義 を 分担 し 、 大学院薬学研究科修

士課程の 医療漢方薬学特論 を 担 当 し て い る 。

以上、 和 漢薬製剤 開 発部 門 は 漢方 医療文化 の

医 薬 史学考証や 薬 用 資 源 の 現地調査で思考 の 時

空 を 広 く し 、 現代 を i府搬す る 視野か ら 現代 医療

に お け る 価値 の 創 造 を 目 指 し て い る 。



薬効解析 セ ン タ ー

沿革

和 漢薬研究所 の 約属薬効解析 セ ン タ ー は 、 平

成 8 年 5 月 に 、 下記の研究 目 的 を 掲 げて 、 小松

か つ 子 助 教 授 (平 成 8 年 5 月 ) 、 東 田 千尋 助 手

(平成 8 年10月 ) の 着 任 に よ り 発足 し た 。 平 成

10年か ら は 、 外国 人客員 教授及 び助教授 を 招 聴

し 、 延べ13人が就怪 し た 。 民族薬物資料館 を 中

心 と し た デ ー タ ベ ー ス 構 築 と い う 大 き な ミ ッ

シ ョ ン を 着 実 に 遂行 し た だ け で な く 、 世界の伝

統薬物 に 関 す る 研究 を 、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク も 含

め た ダ イ ナ ミ ッ ク な 生薬学、 神 経科学 を 志 向 し

た 薬理学、 天然物化学、 伝統医薬学 な ど を 基盤

と す る 各 ス タ ッ フ が、 有機的、 合理的 に 連携 さ

せ て 、 成 果 を 挙げて き た 。 平成12年 度か ら の 5

年 間 に 、 博士課程修了者 4 名 、 修士課程修了者

8 名 、 学部卒業生 8 名 を 輩 出 し た 。

研究 目 的

世界各地 の民族薬物 に 関 す る 資料の収集 及 び

整理、 薬効の評価及び解析並 びに デー タ ベ ー ス

の構築 を 行 い 、 世界の伝統薬物 及 び薬用植物 に

関 す る 共 同研究 を 推進す る 。

研究実績

1 ) 伝 統 薬 物 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス (ETH

MEDmmm) の構築

民族薬物 資料館 に保有 さ れ て い る 伝統薬

物標本の 同 定 を 行 い 、 そ れ ら の 分類学 的 デ

ー 夕 、 化学成分及 び薬理作用 、 伝統医学的

薬効等 に 関 す る 詳細 な デー タ を 付加 し た 、

画像 を 主体 と し た デー タ ベ ー ス を構築 し 、

「和 漢 薬 ・ 日 本語版」 を イ ン タ ー ネ ッ ト 上

で公開 し た 。
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2 ) 伝統薬物 の薬効の評価 と 解析 に 関 す る 研究

難治性の神経疾患、 特 に 痴呆性疾患 に 焦

点、 を 当 て て 、 治療薬 の 開発 と 薬理作用 の解

析 を 目 指 し た 。 イ ン ド 生 薬 Ashwagandha、

人参類生薬 に 、 神経団路網再構築活性があ

る こ と を 見 出 し 、 活性成分の 同 定 と 、 作用

機序 の 解 明 を 行 い 、 新 し い作用機序 の 抗痴

呆薬候補 と な る 数種の化合物 を 提示 し た 。

3 ) 生 薬 の 品 質 評価 に 関 す る 研究

同 定が 困 難 な 生薬 を 遺伝子解析 に よ り 、

確実 に かつ 簡便 に 同 定す る 方法 を 開発 し た 。

人参類、 大黄類、 欝金類生薬の基源が明 ら

か と な り 、 基原植物 の 違 い に よ る 成分組成

や薬理活性の特徴 を 明 ら か に し た 。

4 ) 世界の伝統医薬学の調査研究

中 国 に お け る 道地薬材 の 理論 を 証明 す る

目 的 で、 Panax 属 、 Rheum 属 、 Curcuma

属植物の植生 と 用 法 を 調査 し た 。 モ ン ゴ ル

国 の 有 用 植物 を 調査 し 、 図鑑 に ま と め た 。

新 セ ン タ ー と し ての出発

薬効解析セ ン タ ー は 、 平成17年 8 月 1 日 よ り 、

新 た に 民族薬物研究セ ン タ ー に 改組 さ れ た 。 こ

れ ま で の セ ン タ ー の研究 は以下の 4 つ の 部 に そ

れぞれ受 け継がれ、 さ ら な る 推進が図 ら れ る 。

薬効解析部 : 難治性疾患の発症機序及 び制御機

構の解析、 治療薬 の 開発

外国人客員 部 : 薬効解析、 成分分析、 資料館 デ

ー タ ベ ー ス の構築支援

民族薬物 資料館 : 民族薬物 デー タ ベ ー ス の拡充

と 生薬標本の蒐集 ・ 管理

国際共 同研究部 : 和 漢医薬学研究推 進 ネ ッ ト ワ

ー ク の 国 内外での構築
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II({和51\年1 0 月 大学 附 属 病 院 開 院、 矢 野 三 郎教

授 を は じ め と す る 第 ゐ 内 科 創 l任 期 は 、 診 療 ス

タ ッ フ が浅沼助教授、 講SI!i と し て 伊藤 、 中 尾 、

助 手 と し て 加 藤 、 藤 打 、 杉森、 鈴木以 卜'.*t:勢 わ

ずか 8 名 で ス タ ー ト し た が、 こ の 過 程 は 20周 年

記念誌 に 譲 る 。

平成 4 年 に 小林 Ii�教授が着 任 さ れ た が、 平 成

4 年 か ら 、子 成 1 1 年 ま で 毎年 5 1'， 以上 の 新 人研修

医 を 病棟 に 迎 え 、 半年 間 を と も に 過 ごす オ ー ベ

ン と と も に 朝 H 病煉医長 の も と で 活気 に 満 ち た

僻修医修行が行 わ れ た 。 ' 1 ' で も 毎週水曜 日 と 金

曜 日 の 新 患紹介で は 、 沢、 l11 崎 ら が温か く も 、

厳 し い 指導 を と ば し て い た 〉 ま た 2 年 日 の研修

医 を 土十象 と し た 内 干ト ロ ー テ ー シ ョ ン シ ス テ ム に

よ り 、 他科 の 多 く の ロ ー テ ー タ ー が病棟研{I釦こ

参加 し 、 科 を 超 え た 人 の つ な が り も 強 く な っ た 。

当 時 の 病棟診療体制 を 振 り 返 る と 呼吸器 は 丸 山 、

山 卜 を 中 心 に 、 松 井 、 六 rH 、 荒井、 糖尿病代謝

で は 、 高 !Il ( 康 ) 、 浦 風、 笹 |湖 、 1 II Ih奇 、 中 村 、

リ ウ マ チ 惨原払jで、 は幼11 、 i宰附 ら が奮 闘 し て い た 。

平 成 9 ;'f か ら 丸 山 が病械医長 と な り 、 呼吸器

で は 菓子井 や研修 を 終 え た 竺 輪 、 小 田 、 糖尿病

代 謝 で は 佐 藤 、 右 木、 リ ウ マ チ 穆原病 で は 多 喜 、

長 が 中 心 と な っ た 。 ま た 多 く の *i v 、 大 学 院生 が

加 わ っ て 、 診療 、 研究 に 熱気 あ ふ れ ん ばか り で

あ っ た c 病株で は 佐 藤が頚動脈エ コ ー を 導 入 し 、

糖尿病忠者の大lfrl管障害評価 に 新風 を 吹 き 込 ん

だ し 、 甲 状腺エ コ ー で は 隈病 院で研修 し て き た

薄 井 、 岩 間 ら が 甲 状腺 ABC を 習 得 し て 甲 状腺

診療 に 貢 献 し た 。

平 成 1 3年 か ら 佐 藤 が病棟医長 と な っ た が、 そ

の 年 は 104う の 新 人研修|矢 ( う ち 6 名 が女性) が

入 局 し た 。 病 院長 を 兼任 さ れ て い た 小林教授の

御配慮 で急逮 当 直 室前 に研修医 ル ー ム を 作 っ て

頂 き 、 ;tj: き エ ネ ル ギ ー の 溜 ま り 場 と な っ た 。 そ

の 後堀 、 山 干 、 大 角 ら は 開 業 さ れ、 rt1 村 は 故郷
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の 弘前 大学 に 転 出 し た 。 当 時 、 呼吸寄 で は 林、

藤 田 、 河岸 、 糖尿病代謝で は 計 四 、 宇野、 鷹 田 、

岸 出 、 リ ウ マ チ 限原市誌で は 多喜、 去、 篠 田 ら が、

そ れ ぞれ研修 や 大 学 院 を 終 え て 副 病棟医長 と し

て 診療業 務 に � た っ た 。 ま た 、 こ の 頃 よ り 医療

の 安全、 事故防 止 に 対 す る 意識が高 ま り 、 病棟

医 長 や 師 長 は リ ス ク マ ネ ー ジ ャ ー と な り 、 病 院

全体で 医療安全管理マ ニ ュ ア ル も 作 成 し た c 当

病棟 で も 佐 藤 病 棟 医 長 、 野 上 ßlIJ 長 ( 後 に 北 林 師

長 ) を 中 心 に 、 医 師 、 ナ ー ス 共 同 で イ ン シ デ ン

ト 報告会や 業務検討会 を 行 い 、 医療安全、 事故

防 止 に 努力 し た 。 ま た 、 病 院 当 局 か ら は 在院 ri 

数の 短縮化が指導 さ れ 、 気管支鏡一 泊 入 院 な ど

を 導 入 し て な ん と か25 日 前 後 を 維持 し た 。 リ ウ

マ チ 腰原病 グ ル ー プ は 、 整形外科\ 和 漢診療利 、

看 護 師 、 リ ハ ビ リ 科、 地域連携言、 薬 剤 師 、 栄

主主 J: ら と 共 同 で 、 5 1 1 同 の リ ウ マ チ 教育検診入

院 を 導 入 、 忠者 か ら も 高 L 寸 干価 を 得 た 。 し か し

な が ら 入 院医療 費 の 包括化、 屯 f カ ル テ の 導 入、

新研修制 度 の 導 入 な ど、 病棟 を 巡 る 環境 は め ま

ぐ る し く 変化 し 、 対応 を 余儀 な く さ れ た 。 平成

15年か ら は 、 今 ま で の研修医、 副 医 長体制か ら 、

診療 チ ー ム 制 を 病棟 に 導 入 し た 。 2 iノ! の 専 門 の

異 な る 指導 |天 に 、 研修医 1 名 が配属 さ れ、 BST

学生 も 配属 さ れ て チ ー ム で 診療 に あ た る 。 こ の

シ ス テ ム は 診療 と 教育が有機 的 に 結 びつ き 、 概

ね学生 た ち に も 好訴で あ っ た 。 ま た 、 小林教授

は 病 院 長 を 併任 し て い る が、 多忙の lド 、 恒例 の

金 曜 の 教 授 凶 診 、 医 局 会 は 熱心 に 行 わ れ 、 弁 当

会 食 で も 学生 た ち と の 交流 を 深 め ら れ た 。 平成

1 6年 か ら 新卒後研修制 度 が始 ま っ た が、 こ の 制

度 で は 人 局 が 2 年留 保 さ れ る 上 、 研修医が 2 か

月 毎 に め ま ぐ る し く ロ ー テ ー シ ョ ン す る た め 病

棟医 の 負 担 は 大 き く 地 え た 。 特 に 、 平 成 1 6 - 17 

年 の 病棟l天 は病棟診療 に 振 り 回 さ れ、 医 局 に も

ど る 暇 も な い ほ ど で あ っ た 。 こ の よ う に 病棟の

環境 は大 き く 変化 し て い る が、 今 後 と も 第 牟 内

科 の 診療 、 教育 の 質 の 向 上 を め ざ し て 努h し た

い (佐藤 啓、 小林 正 )



第 二 内 科

附属病院第二 内科 は 昭和52年 4 月 ( 内科学 2

開設) か ら 昭和52年10月 15 日 ( 附 属 病 院 開 院)

ま で、 富 山 県立 中央病院内科、 富 山 市民病 院 内

科 を 借 り て 診療 を 行 っ た 。 10月 15 日 の 開 院 当 初 、

病棟は西 5 階 に あ り 25床で、 ス タ ッ フ 以下 医 局

員 は 合計1 1名 で あ っ た 。 外来診療 は 10月 16 日 か

ら 開 始 さ れ、 初 日 は外来41名 、 入 院 1 名 で あ っ

た 。 そ の後、 病床数は 昭和55年 8 月 1 日 に35床、

56年 4 月 30 日 に 50床 (束 5 階、 う ち 3 床 は 共通

病 床) 、 一 平 成16年 6 月 1 日 に は 56床 (東 5 階、

6 階) に増加 し た 。 平成 4 年 4 月 心拍監視装置

が整備 さ れ、 集 中 治療 ( 2 名 ) に 対応 で き る よ

う に な っ た (551 、 552病室) 0 平成 6 年 5 月 ICU

が独立 し た 診療 部 門 と し て 開 設以来、 急性冠症

候群 は こ の 2 床 と ICU を 利 用 し て 管 理 し て い

る 。

初代杉本恒明教授時代 は 開 院以来、 循環器、

腎 ・ 高血圧、 神経内科 を 担 当 し 、 2 代篠 山 重威

教授 の 時代 は循環器の診療が積極 的 に 展 開 さ れ

た 。 平成 4 年12月 よ り 井上博が 3 代教授 と な り 、

平成 5 年 5 月 に は神 経 内科専 門 医 が助 手 と し て

着任 し 、 数年 間 に わ た り 途絶 え て い た神経内科

最近10年 間 の 診療実績

平成 7 8 9 10 

病床稼働率 (%) 101 .  1 99. 0 105 . 4 106. 7 

平均在 院 日 数

心臓 カ テ ー テ ル検査 139 97 99 115 

pcr 19 9 21 27 

電気生理検査 72 84 71  75  

ア フ* レ ー シ ョ ン 47 53 42 48 
ペ ー ス メ ー カ ー 21 25 20 19 

植 え 込み式除細動器 。 。 。 2 

ホ ル タ 一心電図 1 ， 292 1， 159 974 954 

ト レ ッ ド ミ ル負荷試験 818 650 592 560 

心エ コ ー 図 1， 946 1， 954 1， 984 2 ， 014 

経食道心エ コ ー 図 98 118 115 125 

核 医学検査 790 828 826 773 

腎生検 28 32 43 43 

pcr : 経皮的冠動脈イ ン タ ー ベ ン シ ョ ン
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の 診療が再 開 さ れ た 。 平成16年、 神経内科が診

療科 と し て 設置 さ れ る こ と と な り 、 平成 17年 6

月 16 日 田 中耕太郎教授が着任 し 、 第 二 内 科 の 診

療分野 は循環器 と 腎 ・ 高血圧 と な っ た 。 神経内

科設置 に 伴 い 、 7 月 1 日 よ り 第二 内科の病床数

は42床 と な り 、 高嶋修太郎 (保健管理セ ン タ ー

講師) と 田 口芳治 (病院助手) が神経内科へ ス

タ ッ フ と し て そ れぞれ昇任、 配置換 え に な っ た 。

8 月 以 降第二 内科の教官数は講師 2 名 、 助手 2

名 と な っ た 。

病棟婦長 は 、 境美代子 (昭和55年 4 月 ~ 昭和

59年 3 月 ) 、 村 上 桂 子 (昭 和59年 4 月 ~ 昭 和61

年 3 月 ) 、 塚 原 節 子 (昭 和61年 4 月 ~平 成 2 年

3 月 ) 、 高 橋 登 志 子 (平 成 2 年 4 月 ~平 成 8 年

3 月 ) 、 湯 浅 ゆ き 子 (平 成 8 年 4 月 ~平 成 15年

3 月 ) 、 高 木英 子 (平成15年 4 月 �) が 務 め て

い る 。

最近10年 間 の 代表的 な 診療実績 を 表 に ま と め

た 。 平 成 8 年 度 以 外 は 稼 働 率 が100% を 超 え 、

地域の循環器 ・ 腎臓 ・ 神経 内科疾患 の 診療 を 担

う 部 門 と し て 責 め を 果 た し て い る 。 平均在 院 日

数は不十分で は あ る が、 着実 に 減少 し て 来 て い

る 。

11 12 13 14 15 16 

107 . 3 103. 1 114. 2 111. 5 112. 2 100. 5 

34. 4 37. 2 30. 2 28. 4 27 . 4 

153 238 247 269 280 309 

53 83 90 107 1 16  114 

87 78 73 65 53 56 

49 54 53 56 45 45 

26 36 30 31 40 41 

3 4 5 11 7 13  

1， 033 1， 000 1， 023 1， 111 1， 020 1， 090 

605 556 494 501 449 481 

2 ， 055 2 ， 021 2 ， 081 2 ， 096 2 ， 077 2 ， 018 

152 169 180 139 168 1 1 5  

791 788 840 592 470 319 

44 48 35 28 46 25 
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第 三 内 科

第 三 内 科 の 誕 生 は 昭和 54年 4 月 佐 々 木博科長

の発令 に よ る も の で あ り 、 平 成 元年 に は 第 2 代

の 渡 辺 明 治科長 に 引 き 継がれ、 消化器疾患、 血

液疾患患者 を 受 け 入 れ て き た 。 さ ら に 、子 成 1 6 年

9 月 に 杉 L1 J 敏郎科長 に バ ト ン タ ッ チ さ れ現在 に

至 っ て い る 。 病 棟 の 病 床 稼働 率 は 常 に 100% を

超 え 、 在 院 日 数 も 22 日 と 院 内 で も ト ッ プ ク ラ ス

を 保 っ て い る 。 最 近 10年 間 の 第 三 内科 の 変遺 を

た と守 っ て み る 。

病棟診療体制 は チ ー ム 市IJ を 、 つ ま り 講 師 、 助

手 、 医 員 、 研修医 で 1 チ ー ム を つ く り 、 常 時 5

チ ー ム 体制 を と り な が ら 、 血液疾患、 消化管疾

患 、 肝胆隣疾患 を 担 当 し て い る 。 第 三 内 科研修

医 は 常時平均 5 人程度、 他科 ロ ー テ ー タ ー も 3

- 4 人所属 し て お り 大所 帯 で あ る 。 こ の 体制 は

研修医教育 に 加 え 平成 1 2年 か ら 始 ま っ た ク リ ニ

カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ学生教育 に も 極 め て 有効 に

機能 し て き た 。 ま た 大学病 院 と い う 専 門牲 を 高

め る た め に 専 門 カ ン フ ァ レ ン ス も 充実 さ せ、 高

レ ベ ル の 診療 を 心が け て き た 。 歴 代 の 病 棟 医 長

は若林、 高 原 、 清水、 南部、 加藤、 折 原 で あ る 。

看 護 師 長 は佐竹、 浜 、 そ し て 現在 は 西 谷 師 長 で

あ る 。

こ の 10年 間 の 入 院患者 は 疾病構造 の 変遷 と と

も に 徐 々 に 増 加 し 最 近 で は 年 間 約 900名 で あ る 。

血液疾患 で は 悪性 リ ン パ 腫 、 白 血病 を 中 心 に 、

平 成 1 2 年 か ら は 自 己末梢 血幹細胞移植 に も 積極

的 に 取 り 組 ん で き た 。 G-CSF な ど の 補 助 治 療

の 画 期 的 進歩 に 加 え て 、 リ ツ キ シ マ ブ (抗 CD

20t元 体) 、 イ マ チ ニ ブ (BCR-ABL チ ロ シ ン キ

ナ ー ゼ抑制) な ど の 分子標 的 治療 は 治療成績 を

大 き く 向 上 さ せ た 。 今後、 ア ロ BMT， ミ ニ BMT

併用 固 形癌 治療 の 準 備 を 進 め て い る 。

消化管疾患 は 上部消化管 内 視鏡治療 の 急 速 な

進歩 を 素 早 く 取 り 入 れ 内 視鏡 的粘 膜切 除術、 粘

膜 剥 離 術 (ESD) を 開 始 し 、 患 者 さ ん の QOL

向 上 に 大 き く 貢献 し て い る 。 杉 山 敏郎科長が赴

任 し て か ら は 難治性炎症性腸疾患 の 白 血球除去

療 法 、 分子標 的 治療 で あ る 抗 TNF-a 抗体 の 導

入 に よ り 、 一段 と 治療成績 は 向 上 し て き た 。 さ

ら に ヘ リ コ パ ク タ ー ・ ピ ロ リ 除菌 に よ る 胃 癌一予

防 、 GIST の 分子 標 的 治療 、 i貴傷 性 大 腸 炎 の 除

菌療法、 消 化器癌 の 新 規 多 剤 併 用 化学療法 な ど

最 新 の 消 化管疾患診療が導 入 さ れ て 、 北 陸 他県、

甲 信越地域の患者 さ ん が急増 し て い る 。

肝疾患で も 進歩 は 著 し い 。 B 型 肝 炎 で は ラ ミ

ブ ジ ン 、 ア デ フ ォ ビ ル の 導 入 に よ り 肝炎治療 が

目 覚 し く 向 上 し た 。 C 型 肝炎で は ラ ミ ブ ジ ン 併

用 の イ ン タ ー ブ エ ロ ン 治 療 の 導 入 に よ り ウ イ ル

ス 駆 除が可 能 と な っ て き た 。 し か し 、 最 近 の入

院患者 の 大半 は 肝細胞癌 で あ り ラ ジ オ 波焼灼療

法 が 中 心 と な っ て い る 。 2002 年 に 肝不 全で 入 院

中 の 患者 に 当 大学 第 宇 例 日 の 生体肝移植が施行

さ れ た こ と は特筆すべ き で 、 以後症例 を 重 ね移

植 医療 も 定着 し て き た 。

い ず れ の 診療 グ ル ー プ も 入 院患者 は癌患者が

多 く 、 平 成 1 1 年 か ら 西 6 階緩和 ケ ア 勉 強 会が医

師 、 看 護 師 を 交 え て 発足 し て お り 、 検討会が定

期 的 に 行 わ れ て い る 。

外来 部 門 で は 開 学 当 初 か ら の 週 2 回 の 外来体

制 で あ っ た が、 平成10年 に 臓器別 外来体制 が整

い 、 胃 腸 、 肝胆勝、 心身症、 血液の 4 部 門 に わ

かれ、 総合 内 科 と と も に 毎 日 外来が定着 し た 。

外来患者数は年間約 2 万5， 000人、 そ の う ち新患患

者 数 は 2 ， 700 人 で あ り 特 に 紹 介患 者 数 が 増 加 傾

向 に あ る 。 今後、 外来患者数の 増 加 に 見合 っ た

外来部 門 や検査部 門 の 拡充 と 整備 が望 ま れ る 。

こ の 10年 間 、 医療の 安全管理、 診療体系 の 変

化 に 対応 し て 事故防止対応や 各種書類 や 承諾書

の 記載、 さ ら に 、ド成16年度か ら 始 ま っ た 電 子 カ

ル テ 導入 は 医 師 の み な ら ず看 護 師 の仕事 を さ ら

に 増 加 さ せ、 し か も 複雑 に し て い る 。 平成15年

度 か ら 導 入 さ れ た DPC は 入 院 H 数 の 短縮 を 余

儀 な く し て お り 、 検査が多 い 当 科 は特 に 入退 院

が激 し く 、 一 方 で、 重症紹 介患者が急増 し 、 今後、

ま す ま す過重労働 を 強 い ら れ、 マ ン パ ワ ー は 限

界 に 達 し て い る 。 病 院実績 に 見合 っ た 職 員 再配

分が強 く 望 ま れ る 。 平 成 1 6年 度 に 大改 革 が 行 わ

れ た 卒 後 臨 床研修必修化 は 当 科 だ け で な く 研修

医 の 著 し い 大学離れ、 都市集 中 を ひ き お こ し 、

医療界全体 に 多 大 な 影響 を 及 ぼす こ と が危倶 さ

れ る 。 ( 文責 : 高 原 照 美 、 杉 山 敏郎)



神 経 内 科

1 ) 神経内科の 開 設

平成17年 6 月 ま で は 附属 病 院 で の神経内科の

診療、 教育、 研究 は 、 第二内科学教室 の脳神経

内科部門 と し て 、 高 嶋修太郎 (保健管理セ ン タ

ー ) 講師、 田 口 芳治助手、 道具伸 浩 医 員 (大学

院生) を 中 心 と し て 行 わ れて い た 。 し か し 、 富

山 県 に お け る 神経内科専 門 医 の 数 は全国平均 よ

り も か な り 低 く 、 当 県 に お け る 神経 内 科 に 対す

る 種 々 の 必要性 も 高 ま り 、 平成17年 6 月 16 日 よ

り 田 中耕太郎 を 初代の神経内科教授 と し て 迎 え 、

新 た に 神 経 内科 と し て独立 し た 診療科 を 立 ち 上

げ、 一層充実 し た 神経内科の診療 、 教育、 研究

を 目 指す こ と と な っ た 。

2 ) 診療業務 と ス タ ッ フ

神 経 内科 と し て の病棟業務 を 、 平成17年 6 月

27 日 よ り 東病棟 5 階 に 定床数14 と し て 開始 し た 。

入 院患者 は 当 初 よ り 常 に 14床 を 上 回 り 、 24床前

後で推移 し 、 あ ら た め て 神経内科の 必要性 の 高

さ を 実感す る 毎 日 で あ っ た 。 外来業務 は 、 7 月

1 日 よ り 内科診察室 の 17番 と 18番 を 使用 し て 開

始 し た 。 診 察 医 は 、 月 曜 日 ( 2 診) : 田 中 教 授

(道 具 医 師) ・ 田 口 助 手、 火曜 日 : 高 嶋 講 師、

水曜 日 : 田 中 教授 (道具 医 師) 、 木 曜 日 : 高 嶋

講師、 金曜 日 : 田 口助 手 で あ っ た 。

以上 の よ う に 、 開 設 当 初 は 、 田 中 、 高 嶋 、 田

口 、 道具の た っ た 4 名 の 医 師 か ら な る 大変小 さ

な 科 で あ っ た 。 し か し 、 各人がそ れぞれの役割

を 十二 分 に 果 た し 、 家庭 的 な が ら も 大変熱気 に

溢れ た 雰 囲 気 で 毎 日 の 業務 を 遂行 し た 。

な お 、 開設後 の 人事 と し て 、 8 月 1 日 付 け で 、

田 口 芳治が第二 内科助手 よ り 神 経内科助手 に 配

置換 え と な り 、 同 日 よ り 神経内科病棟医 長 に 就

任 し た 。 9 月 1 日 付 け で 、 高 嶋修太郎が保健管

理セ ン タ ー 講 師 か ら 神経内科助教授 に 昇任 と な

り 、 神経 内 科 医 局 長 お よ び外来 医 長 に 就任 し た 。

ま た 、 9 月 に 回 口 が 日 本脳卒 中 学会認定専 門 医

試験 に 合格 し 、 田 中 、 高嶋、 田 口 の 3 名 が、 日

本神経学会認定専 門 医 と 日 本脳 卒 中 学会認定専

門 医 の 資格 を 持つ こ と と な っ た 。

当 直業務 に つ い て は 、 第二内科 と の協力体制
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を 維持 し て 、 第二内科 と 神経内科の合同 で両診

療科の 当 直 に あ た り 、 第 二 内 科 医 師が 当 直 の 際

は神経内科で オ ン コ ー ル 態勢 を と っ た 。

3 ) 行事

平 日 の 毎朝、 新入院 カ ン フ ァ レ ン ス を 行 い 、

症例提示 の後、 新入 院患者の 回 診 を 行 っ た 。 毎

週金曜 日 午後 に 教授 に よ る 病棟 回 診 を 行 い 、 そ

の後、 全症例 の検討会 を 行 っ た 。 隔 週 月 曜 日 夕

方 に は 、 脳神経外科 と の 合 同 カ ン フ ァ レ ン ス を

行 い 、 脳 卒 中 症例 を 中 心 に 症例 の 検討 を 行 っ た 。

火 曜 日 の 抄 読 会 と Clinical Conference、 CPC

は 、 第 二 内 科 と 神経内科の 合 同 で行 う こ と に し 、

6 週 間 に 1 回 の割合で神経内科が当 番 と な っ た 。

隔 週水曜 日 夕 方 に 、 当 大学で富 山 神 経 内科 セ ミ

ナ ー を 開催 し 、 富 山 市、 高 岡 市 な ど近隣の神 経

内科医 と 共 に 、 症例検討 を 定期 的 に 行 っ た 。

4 ) 教育

5 年生が従来 3 週 間 、 第二 内科で実習 し て い

た も の を 、 そ の 中 の 1 週 間 は神経内科 を 回 り 実

習 す る こ と と な っ た 。 病棟症例 の 直接 的指導 に

は 田 口 と 道具が当 た り 、 田 中 と 高嶋 は 主 に 教育

セ ミ ナ ー お よ び口頭試聞 を 担 当 し た 。 ま た 、 4

年生の授業 と チ ュ ー ト リ ア ル に も 全員 の 医 師 が

参加 し 、 神 経内科実習 を 選択 し た 6 年 生 の 病棟

指導 も 行 っ た 。

初期研修医 に つ い て は 、 第二内科 を ロ ー テ ー

ト し て い る 研修医 の 中 よ り 原則 と し て 1 名 ずつ

1 か 月 間 、 神経内科 を 回 り 研修 し て も ら っ た が、

症例が大変豊富 で あ り 、 み ん な 満足 し て い た 。

5 ) 学会活動

第二 内科学教室 の脳神経 内科部 門 当 時 か ら の

学会活動 を 継続、 発展 さ せ た 。 す な わ ち 、 日 本

神 経学会、 日 本脳 卒 中 学会、 日 本脳循環代謝学

会、 日 本内科学会 な どで演題 を 発表 し た 。 ま た 、

富 山 地 区 や北 陸 地 区 の 様 々 な研究会で も 多 く の

演 題 を 発表 し た 。 富 山 県 臨床神経研究会の事務

局 が、 当神経内科 に 置 か れ る こ と と な っ た 。

以上、 神経内科 は 附属 病 院 の 中 で は最 も 新 し

い 診療科 で は あ る が、 ス タ ッ フ 一 同 、 神経内科

の 充実 を 目 指 し 、 多 く の研修医が入局 し て く れ

る 将来 を 信 じ て 頑 張 っ て い る 毎 日 で あ る 。
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皮 膚 科

1 ) 診療体制 の 変遷 と 現状

- 診療 部 門 の 内 容 と ス タ ッ フ

昭和54年 の 開 院時 、 諸橋名 誉教授 を は じ め 、

五十嵐助教授、 福居講師、 須藤助手の 4 名 で診

療 を 開 始 し た 当 科 は 徐 々 に ス タ ッ フ の 増 員 に よ

り 診療体制 の 基礎 を 築 い て い き 、 現在 は 8 � 1 0  

1'1 程度 で 診療 に 当 た っ て い る 。 午前 q l の 」般外

来 で は 3 診制 を 維持 し て お り 、 午 後 の 特殊外米

(脱毛外来、 レ ー ザー 外来) 、 ア ト ピ ー 外来 と 合

わ せ て 年 間 2 万 人程度の受診者 に 対応 し て い る 。

平 成 1 7 年 3 月 に 開 院以来 当 科 を 導 い て き た 諸橋

教授 の 退官 以 降 も ス タ ッ フ 全員 が協 力 し あ い 、

そ れ ま で に 築 い た 伝統 を 維持 し て い る 。 平 成 1 7

r，ド 1 0 月 に 清水教授 の 着任が決定 し て お り 、 今後

も 新 し い 治験の研究、 地域医療へ の 貢 献 と い う

当 科 開 設 以 来 の 目 標 に 遇進 し て い く 。

皮 膚 科 で扱 う 疾患 の う ち 当 科 で は諸橋名誉教

授 の 卜 、 特 に 皮肩 付 属 器疾患、 ア ト ピ ー 性皮膚

炎、 脱毛症 な ど に 力 を 注 い で、 き た 。 専 門 外来 と

し て 池 田 、 高橋、 松JI:、 龍浦、 大津 山 、 日 野、

桧垣 、 野本 ら が脱毛症、 高橋、 宮 入 、 小 丙 、 桧

垣、 長谷川 ら が座槍、 関 、 井 田 、 豊 出 、 森松、

q l 町 、 北川 ら が ア ト ピ ー性皮膚 炎、 桧担、 小 阿 、

宮崎 ら がパ ッ チ テ ス ト の 専 門 外来 を 担 当 し て き

た 。

ま た 皮膚 外科分野で は 高 橋 、 龍 浦 、 丸 山 、 須

藤 、 斉 藤 、 豊 出 、 日 野 ら が メ ラ ノ ー マ を は じ め

と す る 各種の皮膚腫蕩の加療 を 担 当 し て き た 。

さ ら に は 白 斑 、 1夜臭症 な ど に 対 す る 外科治療 も

行 っ て い る 。

さ ら に 平成 10年か ら は 最 近 の 皮 膚 科 の 重点 分

野 の ひ と つ で あ る レ ー ザー 外来 を も 開 設 し 、 各

種血管腫、 毛細血管拡張症、 扇平母斑、 太 田 母

斑 、 異所性 蒙 古斑 な ど に 対 し て 松井、 中 村 、 古

市 、 野本 ら が加療 に あ た っ て い る 。 ま た 、 薬疹、

勝原病、 先 天性疾患 な ど全身 の 多臓器 と 関 連 し

た 疾患 に 関 し て は 各科 と の 協調 を 図 り 、 協 力 体

制 で診療 に あ た っ て い る 。

- 専 門外来 と そ の 成 果

脱毛外来 (桧垣、 日 野 / 火曜午後)

SADBE 療 法 、 DPCP 療 法 、 免 疫 療 法 な ど に

よ り 難治性 円 形脱毛等 の 治療 を 行 っ て い る 。

レ ー ザ ー 外来 (野本、 古市 /水曜午後)

各 種 の 色 素性皮膚疾患 に 対 し て レ ー ザ ー 加療

を 行 っ て い る 。

そ の 他

月 、 水 、 金 の 午 後 は外来手術 H と し て 良↑生皮

膚腫湯の外科的切除や 難治性皮膚 疾 忠 の 皮 膚 生

検術 を 行 っ て い る 。

2 ) 治革 に つ い て
. 主要人事

諸橋名 誉教授の も と 、 こ れ ま で に病棟医長 は、

福居、 高橋、 須藤、 小丙、 丸 山 、 問 、 松井、 龍

浦 と 続 き 現在 は 北 川 が担 当 し 、 外米医長 は福居、

池 田 、 高橋、 桧垣、 問 、 斉 藤 、 龍 浦 、 豊 田 、 牧

野、 中 村 、 現在 は 野本が担 当 し て い る 。 な お 、ド

成 1 7年 1 0 月 に 清水教授が着任 予 定 で あ る 。

- 施設、 設備

現在外来 に は 色 素 レ ー ザ 一 、 ア レ キ サ ン ド ラ

イ ト レ ー ザ 一 、 CO， レ ー ザ ー な ど の レ ー ザ 一 機

器 の ほ か 、 ナ ロ ー バ ン ド UVB、 デ ル モ ス コ ピ

ー な どの 各種機器 を 導入 し 、 加療 に あ た っ て い

る 。 こ の う ち 、 色 素 レ ー ザー に 関 し て は 富 山 県

内 で導 入 し て い る 施設が 当 科 の み と い う こ と も

あ り 、 多 く の 患者が集 中 し て い る 。



小 児 科

附属病 院 開 院 当 初 は 、 外来 を 受診す る 患者数

は 少 な く 、 閑古鳥が鳴 く 日 も 少 な く な か っ た そ

う で あ る が、 呼吸器 ア レ ル ギ ー 班、 神 経班、 循

環器班、 未熟児 ・ 新生児班、 血液 ・ 悪性腫蕩班

等の各臨床班が編成 さ れ る に と も な い 、 患者数

は増加 し 、 か つ 多 様化 し て き た 。 平成 7 年 か ら

は 、 宮 脇 利 男 教 授 が就任 さ れ、 関 連 病 院 は 充

実 ・ 拡大 し 、 紹介患者 さ ん も 増 え て き た 。 最近

で は 、 遺伝子診断や生化学的診断 を 、 臨床 に積

極 的 に 取 り 入 れた り 、 ク リ ニ カ ル カ ン フ ァ レ ン

ス や地方会 を 通 し 、 地域の小児医療 レ ベ ル の 向

上 に も 力 を 注 い で、 い る 。 難治 な 疾患、 珍 し い疾

患の紹介 も 多 く 、 診断 ・ 治療 に 苦慮す る こ と も

多 い が、 今後 も 地域医療 向 上 に 貢献 し て い き た
し ミ 。

各診療班の 歴 史 と 展望

小児循環器班 は 、 市 田 蕗子助教授 を 中 心 に ス

タ ー ト し 、 第 1 外科の協力 の 下 、 診療 を 進 め て

き た 。 平成12年 に は 、 兵庫県立 こ ど も 病 院か ら

大嶋義博先生が赴任 さ れ、 手術数 も 飛躍 的 に 増

え 、 成績は全国の ト ッ プ レ ベ ル と な っ た 。 心エ

コ ー 検査 に よ る 出 生前診断や生直後 に 診断 さ れ

る こ と が多 く な り 、 ま た新生児科 医 に よ る 術前

術後管理体制 の 向 上 も こ れ に 貢献 し て い る 。 現

在、 北 陸 に お け る 小児循環器外科 セ ン タ ー と し

て の役割 を 担 う ま で に な っ て い る 。

呼吸器 ア レ ル ギ ー 班 は 、 乳幼児の気道過敏性

測 定 や ユ ス リ カ ア レ ル ゲ ン 解析 な どで輝か し い

業績 を 残 し て き た が、 現在 で は Th 1 / Th 2 バ

ラ ン ス に つ い て の 基礎研究、 ア レ ル ギー 疾患の

疫学や ウ イ ル ス 感染症診断 に お け る MxA 蛋 白

の 有用 性 な どの 臨床研究 を 行 っ て い る 。 ま た 小

児の気管支 フ ァ イ パ ー 検査が行 え る 数少 な い 施

設 と し て 小児呼吸器専 門 医 の 育 成 に 努め て い る 。

来年度 は 、 平成18年 に は 日 本小児難治瑞息 ・ ア
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レ ル ギー 疾患学会 を 富 山 で主催す る こ と と な り 、

ゼ ロ か ら ス タ ー ト し た こ の 30年 間 で一 定 の 成 果

を 挙 げて き た も の と 考 え ら れ る 。

未熟児 ・ 新生児班 は 、 富 山 県 の 周 産 期 医 療 に

貢献 し て き た が、 2001年 か ら 、 周 産 母 子 セ ン タ

ー と な り 、 施設 も 拡充 さ れ た 。 現在、 二谷 武

講 師 ら を 中 心 に 、 富 山 県 の 胤 産期 医療 の 中 心 的

役割 を 果 た し て い る 。 研究面 で は 、 腸管免疫の

発達 に 与 え る 母乳の影響 に 関 す る 研究 を は じ め 、

感染免疫の視点 に た っ た研究 を し て い る 。

血液 ・ 腫蕩班 で は 、 数年前か ら 末梢血幹細胞

移植や骨髄移植 な どの再生医療 に 取 り 組 ん で き

た が、 無菌室 も 完備 し 、 最近 で は 、 他科か ら の

患者 も 含め小児の悪性腫蕩 の化学療法 に つ い て

中心的役割 を 果 た し て い る 。

神 経班 は 、 精神 運動発達 の 診断、 て ん か ん診

療 を 中 心 に 展 開 さ れて き た 。 北 陸 で は 、 小児 を

対象 と す る て ん か ん専 門認定施設 は 当 院 の み で

あ り 、 診療活動 に 加 え 教育 に お い て も 期待 さ れ

て い る 。 こ れ ま で は 、 脳波、 誘発電位 な ど の 生

理学的側面か ら の研究 を 行 い 、 一定の評価 を 受

け て き た が、 現在 は 、 難治性 て ん か ん や小児精

神疾患 に対す る 診断 ・ 治療成績 の 向上 を 目 指 し 、

神経免疫学 的側面か ら の研究 を 中 心 に 行 っ て い

る 。

地域医療へ の貢献

全国 的 に 、 特 に 富 山 県 に お い て 、 小児科 医 の

不足が叫 ばれ る 中 、 教室員 の増加 に 呼応 し て 、

こ の 10年 間 、 富 山 県 内 の 公立病 院 の 小児科医派

遣 の 要 請 に 逐次対応 し て き た 。 明 日 の小児医療

を 支 え る 若手 を 育成すべ く 、 県 立 中 央病 院 、 厚

生連高 岡 病 院、 黒部市民病 院 な ど の 富 山 県 の 中

核病 院 を は じ め 、 多 く の 病 院 に優秀 な 中 堅医 師

を 派遣 し て い る と こ ろ で あ る 。

開学30周 年 に あ た り 、 諸先輩方 の ご努力 に敬

意 を 表す る と と も に 今 ま で ご支援 ・ ご指導い た

だ い た 関係各位 に深謝申 し 上 げ ま す。
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神経精神科

( 1 ) は じ め に

こ れ ま で 当 科 は 「神経科精神科」 と 標携 し て

き た が、 平 成 1 7 年 度か ら 当 院 に 「 神 経 内 科j が

設 置 さ れ る こ と に 伴 い 、 「神 経 精 神 科」 と 科 名

の 変更 を 行 っ た O 抄読会や症例検討 会 は心理学

教室 と 合 同 で、行 っ て い る 。

平 成 1 6 年 度 か ら 開 始 さ れ た 2 年 間 の 新 医 師 臨

床研修制 度 に よ り 、 当 科 に も 平成 1 7 年 度 か ら 常

時 2 � 3 名 の 研 修 医 が 2 か 月 ず つ の ロ ー テ ー

シ ョ ン で 回 っ て き て い る 。 こ れ に 伴 い 、 実 質 的

に 教 室 の ス タ ッ フ 全員 が、 チ ー ム カ ン フ ァ レ ン

ス を 含 む何 ら か の 形 で研修 医 の 指導 に 当 た っ て

い る 。 こ の 制 度 は 、 他科 に 進 む 医 師 が精神科へ

の 理解 を 深 め 、 精神科 に 進 む 医 師 に は 内科 を 含

め 基 本 的 臨床能力 を 身 に つ け て も ら う た め に 大

変 良 い シ ス テ ム で あ る と 思 う 。

( 2  ) 外来診療

平 成 1 5 年 度 の 外 来 新患 数 は 7 6 1 名 ( 1 日 平 均

3. 0 人 ) で 、 再 来 患 者 は 延 べ20， 3 1 1 人 ( 1 日 平

均81 . 2 人 ) で あ っ た 。 こ れ は 10 年 前 の 平 成 5 年

度 の 1 1 ， 566 人 の ほ ぼ 2 倍 に 相 当 す る 数 で あ る 。

新患 の 内 訳 (ICD - 10) で は 、 症候性 を 含 む 器

質 性 精 神 障 害 ( 1 5 . 6% ) 、 精 神 作 用 物 質 に よ る

精 神 お よ び行動 の 障 害 (2 . 6%) 、 統合失調症、

統合失調 症 塑 障 害 お よ び妄想性障害 (8. 9%) 、

気 分 障 害 ( 1 7 . 2%) 、 神 経 症 性 障 害 、 ス ト レ ス

関 連 性 障 害 お よ び 身 体表現性 障 害 (20. 1 % ) 、

生 理 的 障 害 お よ び身体的要 因 に 関 連 し た 行動症

候 群 (8. 9%) 、 成 人 の 人 格 お よ び 行 動 の 障 害

(2 . 3%) 、 精 神 遅 滞 ( 1 . 6%) 、 心 理 的 発 達 の 障

害 (2 . 8%) 、 小 児期 お よ び青年期 に 通常発症す

る 行動 お よ び情緒 障 害 (4. 1 %) 、 精 神 障 害 、 他

に 特 定 で き な い も の (6 . 6% ) 、 そ の 他 ( 1 5 . 1 % )  

で あ っ た 。

神経精神科医療 に 対 す る 昨 今 の 多 様化す る 社

会 的 要請 を 反映 し 、 毎 日 の新患外来 と 2 つ の 一

般再来 に 加 え 、 各種専 門外来 も 稼働 し て い る 。

平 成 17年現在、 臨床薬理 (住吉、 月 、 火、 金 ;

樋 口 、 金) 、 心 身 症 ( 上 原 、 火) 、 精神保健 ( 倉

知 、 水) 、 児童思春期 (木、 谷 口 ; 金、 岩 田 ) 、

も の わ す れ (金、 鈴木) 、 リ エ ゾ ン ( 川 崎) 、 神

経心理 (松井) 外来が行 わ れ て い る 。 ま た 、 月

曜 日 に 児 童 思 春期 の 患 者 様 を 対 象 と し た 初 診

( 岩 田 ) が併設 さ れ た 。 年 々 活 動 的 に な る 外来

診療活動 に 伴 い 、 平 成 1 5年改装 丁牟事 に よ り 、 診

療 室 を 8 室 か ら 9 室 に 増 や し た 。

( 3 ) 病棟診療

43床 の 東 2 階病棟が、 神経精神 科 で あ る 。 平

成 1 6 年 度 か ら の 閏立大学法人化 に 伴 い 、 ト イ レ

の 改 装 ・ 消 灯 時 間 の 変更 な どが行 わ れ た 。 作業

療 法 に 関 し て は 、 平成元年か ら 関作 業療法士が

毎 週 火曜 日 に 行 っ て お り 、 患者様の 退 院 か ら 社

会復帰への橋渡 し と し て 重 要 な 役割 を 果 た し て

い る 。 2 か 月 に 1 回 の 家 族 教室 の ほ か、 特筆 す

べ き こ と と し て は 、 鳥取 大学 で の 研 修 を 終 え た

占 市 医 師 に よ り 、 平 成 1 7 年 度 よ り 病棟 の 個 室 を

利用 し て 内観療法 を 開始 し た こ と が挙げ ら れる 。

平 成 1 5年 度 の 入 院患 者 は 305名 で あ り 、 内 訳

は 、 症候性 を 含 む器質性精 神 障 害 (9 . 2%) 、 精

神 作 用 物 質 に よ る 精 神 お よ び 行 動 の 障 害

( 1 .  3%) 、 統 合 失 調 症 、 統 合 失 調 症 型 障 害 お よ

び妄想性障 害 (22 . 6%) 、 気分障害 (18 . 4%) 、

神経症性障害、 ス ト レ ス 関 連性 障 害 お よ び身 体

表現性障 害 (9 . 8%) 、 生 理 的 障 害 お よ び身体的

要 因 に 関 連 し た 行動症候群 (6 . 9%) 、 成 人 の 人

格 お よ び 行 動 の 障 害 (4. 9%) 、 精 神 遅 滞

(0. 7%) 、 心 理 的 発 達 の 障 害 (0 . 7%) 、 小 児 期

お よ び青年期 に 通常発症す る 行動 お よ び情緒障

害 ( 1 . 0%) で あ っ た 。 病 床 稼 働 率 は 99 . 1 % で

あ っ た 。

( 4 ) 人事

医 局 長 . 福 田 英道 、 鈴木道雄、 江守賢次、 鈴

木道雄、 村 田 昌 彦 、 川 崎康 弘 、 住吉太幹 (平成

1 5 � 現在)

病棟医長 ・ 谷井靖之、 江守賢次、 黒 川 賢造、

角 田 雅 彦 、 川 崎康 弘 、 角 田 雅彦 ( 平 成 1 7 年 ~現

在 )

外来 医 長 : 鈴木道雄、 堤 学、 黒 川 賢造、 江

守 賢次 、 住吉太幹、 村 田 昌 彦 、 川 崎康 弘 、 住吉

太幹、 角 田 雅 彦 、 川 崎康 弘 (平成1 7 年 ~ 現在 )

(住吉 太幹)



放 射 線 科

1 ) 診療体制 の 変遺 と 現状

診療部 門 は 最初 の 頃 は 一般診断 (消化管造影、

血 管 造 影 を 含 む) と 特 殊 診 断 (CT、 MR) に

分かれて い た が、 近年 の技術革新 と 画像の デ ジ

タ ル化 に 伴 い こ の 二 つ の 部 門 を 統合 し て 画像診

断部 門 (担当 : 渡遺直人助教授、 野 口 京助手、

神前裕一助手、 川 部秀人助手、 森尻実 医 員 ) と

し て 画像診断の 中枢 を 担 っ て い る 。 血管造影 は

診断 よ り 、 む し ろ 新 し い 治療分野 と し て イ ン タ

ー ベ ン シ ョ ナ ル ・ ラ ジ オ ロ ジ ー (IVR) 部 門

(担 当 : 蔭 山 昌 成 講 師 、 富浮岳 人 助 手) と し て

独立 し 、 腹部お よ び頭頚部の大半の件数 を 担 当

し て い る 。 核 医学部門 (瀬戸光教授、 清水正司

講師、 亀 田 圭介助手) は通常の臓器 シ ン チ グ ラ

フ ィ ば か り で な く 、 陽 電 子 放 射 断 層 撮 影 装 置

(PET) の 導 入 に よ り 、 FDG-PET 検査 を 実 施

し て い る 。 ま た 、 放射性 ヨ ー ド に よ る 内 部照射

療法 も 行 っ て い る 。 放射線治療部 門 (担当 : 野

村邦紀講師、 小 川 心一助手) で は乳癌 、 肺癌、

食道癌 な ど に 化学療法 を 併用 し た 化学放射線療

法 に積極的 に 取 り 組 ん で い る 。

放射線治療 お よ び IVR の 特 徴 を 生 か し て 、

病変の確実 な 局所制御 を す る こ と に よ り 臓器機

能 を 温存 し 、 治療後の患者 の生活の 質 の 向 上 に

努め て い る 。 癌 の 放射線治療 (外部照射) で は

乳癌 、 肺癌 、 食道癌、 大腸癌 、 頭頚部癌患者が

多 く 、 特 に 乳房温存療法 で は 5 年生存率98% 、

5 年局所再発率1. 7% と 良好 な 成績 を 得て い る 。

放射性 ヨ ー ド 治療 ( 内 部照射) で は 甲 状腺機能

充進症患者の 1 年以 内 の 治癒率が90% を 超 え て

お り 、 内科的治療 に比べて 良い成績 を 得 て い る O

ま た 、 分化型 甲 状腺癌 で は腫蕩マ ー カ ー が低下

し 、 長 期 生 存 す る 患 者 が 増 え て い る 。 IVR 治

療 で は 肝臓癌、 転移性肝癌 、 婦 人科癌、 頭頭部

癌や骨腫蕩 な ど に 積極 的 に 治療 を 実施 し て い る 。

ま た 消化管 出 血 な どの 緊急症例 に は夜 間 や休 日

に も 対応 し て い る 。

画像診断で は新 し い 多 検 出 器 (64列 、 16列)

を 有す る 高速 コ ン ビ ュ ー タ 断層撮影装置 (CT)

の導入 に よ り 、 外来で心臓 CT が可能 に な っ た 。
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ま た 、 こ れ ま で予 約 制 で あ っ た CT 検査が外来

で予約無 し に 施行が可能 に な っ て い る 。 磁気共

鳴 画像診断 (MR) で は MR ア ン ギ オ グ ラ フ イ

と 最近 の 新 し い撮像法 で あ る 拡散強調画像お よ

び潅流画像 を 組み合せ る こ と に よ り 、 CT で 診

断 の 困 難 な 脳 の微小 出血や梗塞 を 早期 に 検 出 し

て 治療方針 を 決め て い る 。 核 医学診断で は 陽電

子 放 射 断 層 撮 影 装 置 (PET) を 導 入 し て 2001

年 か ら 先端 医学薬学研究 セ ン タ ー (石川 県羽咋

市) と FDG-PET 検査の 共 同研究 を 実施 し て き

た 。 2005年 10月 か ら 本格的 に 保険診療 を 開 始 し

て い る 。 癌 の 早期診断、 治療効果の評価 ばか り

で な く 再発診断 に有用 で あ る 。

画像診断件数 (2004年度/1994年度) は 年 間

で は CT : 12 ， 661 件 / 8， 109 件 、 MR : 4， 702 件

/ 1 ，  597件、 核医学 : 3 ， 890件/4， 359件で あ り 、

ほ ほ全例 を 放射線科お よ び放射線部 の 専 門 医 が

診 断報告書 を 作成 し て い る 。 2005年 に 高 速 CT

装 置 が 2 台導入 さ れ た た め 、 CT 検査 は 今後、

更 に 増加す る と 予想 さ れ る 。 MR 検査の 増 加 は

著 し く 、 新 し い MR 装 置 の 導 入 も 予 定 し て い

る 。 核 医学検査 は 若干減少 し て い る が、 2005年

10月 か ら FDG-PET 検査 を 開 始 し て い る の で、

年 間 1 ， 000件以上 の 増 加 を 予 想 し て い る 。 放射

線治療症例 数 (2004年度) は外部照射 と 内 部照

射 と 合 わ せ て 232件、 IVR 件 数 は312件 で あ り 、

特 に IVR 治療の 増加が著 し い 。

2 ) 沿革 に つ い て

病 院 開 院時 の 昭和 54年 10月 1 日 に 放射線科が

開 設 さ れ た 。 初代科長柿下正雄 (昭和54年10月

1 日 ~平成 8 年 3 月 31 日 ) で あ り 、 現在科長瀬

戸光 (平成 8 年 8 月 1 日 ~現在) が引 き 継 い で

い る 。 設備 は 超音波装置が 2 台 あ り 、 そ の他 の

画像診断装置 お よ び治療装置 は 放射線部が所有

し て お り 、 共 同 利用 し て い る 。

3 ) そ の他

現在 の 各学会の専 門 医 資格の保有者数 は 日 本

医学放射線専 門 医 : 1 1 名 、 日 本核医学専 門 医 :

3 名 、 米国核医学専 門 医 1 名 、 日 本放射線腫

蕩 学 会 専 門 医 1 名 、 日 本 IVR 学 会 専 門 医 :

1 名 、 日 本超音波学会専 門 医 1 名 で あ り 、 各

種学会 の 専 門 医修練機関 と な っ て い る 。
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昭 和 5 1 年 に 山 本恵一教授が科長 と し て 、 昭和

52年 に は トー 1 1 1 武 史助教授が加 わ り 大学附属 病 院

の 開 院 に 備 え た 。 昭和 54年 1 0 月 に 大 学 附 属 病 院

は 開 院 さ れ た が、 当 時 第一外科病棟 は 第 3 内 科

と の 混合病棟で あ り 、 Hfi和57年 に 束 6 階病棟が

開 設 さ れ る に い た り 独立 し た 。 当 初 は 、 第一外

科単独 の 病 棟 で あ っ た が、 現在 は 和 漢診療部 と

の 混合病棟 と な っ て い る 。

診療体制 は 山 本教授 を ql 心 と す る 呼吸器、 消

化器、 上 山 助 教授 を 中 心 と す る 成 人心臓、 小 児

心臓、 血 管 の 5 グ ル ー プ よ り な っ て い た 。 各 々

の グ ル ー プ に 龍村俊樹、 笠島与、 永井晃、 関 雅

博 、 寓 川 IE樹 が加 わ っ た c 平成 3 年 、 上 山 助 教

授 が 国 立 金沢病 院 に 転 出 し 、 --: 111奇拓郎助教授が

着f干 し た 。 平成 6 年 3 月 、 山 本教授が退官 さ れ、

そ の 後 山 本教授 は ]ICA ブ ラ ジ ル カ ン ビ ー ナ ス

大学消化器セ ン タ ー プ ロ ジ ェ ク ト で活躍 さ れ た 。

こ の 間 カ ン ビ ー ナ ス 大学、 富 山 医科薬科大学 と

の 同 際交流 に 大 い に 員 |献 し た 。

平 成 6 年 1 1 月 三 崎助教授が教授 に 昇 任 し 、 診

療体制 を 呼吸器 は 杉 山 茂樹 、 小 児心臓 は村上

新、 成 人心臓 は 金沢大学か ら 加 わ っ た 波辺 [i!ijU 、

パ リ 、 ア ン リ ー モ ン ド ー ル 病 院 よ り 戻 っ た 湖 東

慶樹、 Jfrl管 は 横 川 雅康 、 消 化器 は 津 田 基 晴 を 中

心 と し て 開 始 し た 。 平成10年 に 宵 山 県 の 肺癌 を

担 っ て き た 杉 1 1 1 は 光学診療 部 の 初 代専任助教授

に 選 出 さ れ た 。 翌年東名 厚 木病 院 に 就職 し た た

め 原 祐郎が呼吸器 を 継 ぎ 、 平 成 1 4年 か ら は 現

在 の 土岐善紀 に な っ て い る 。 l:I岐 は肺癌の超低

侵 襲 の 術式 を 開 発 し患者 に 貢献す る 発明 家 で あ

る と と も に 本大学の 呼吸器外科 の 精 神 的 後継者

で も あ る 。 一 木 克 之 は執万 者 と し て 第 A助手 と

し て 土岐 を サ ポ ー ト し て き た 。 な お 、 津 田 は 開

学 以 来 乳腺、 甲 状腺 を 中 心 と し た 一 般外科 を

行 っ て き て い る が、 学生教育 に 熱心で毎年最 も

人 気 の あ る 先牛 の 一 人 と し て 許価 さ れ て い る 。

ム 方 、 成 人心臓 は 人工心肺 を 使用 し な い 冠動

脈バ イ パ ス の 開 発 な どで 子術症例 の増加 を 見 た 。

渡辺 は 平 成 12年 に 助 教授 に な り 、 業績が認め ら

れ 同 年 金沢大学 第 今外科教授 と し て 就任 し た 。

そ の 後 、 湖 東 に ド イ ツ 、 バ ー ド オ イ ゼ ン ハ ウ ゼ

ン よ り 戻 っ て き た 深原 牛晃が加 わ り 成 人心臓 は

充実 を 図 っ た 。 こ れ に よ り 待機 的 お よ び、緊急 の

冠動脈バ イ パ ス 、 弁形成、 弁置換、 大動脈癌 に

対処可能 と な っ た 。 さ ら に 最 近 は 土居寿男 が三

人 目 の 執 刀 医 と し て 活躍 中 で あ る 。 血管 は 平 成

1 1 年 、 横 川 が高 岡 市民病 院 に 新 し く 胸部血管外

科 を 開 設 し た た め 、 鈴木衛 、 大竹裕志 を 経 て 山

下昭雄 に 受 け継がれ た 。 山 下 は 大動脈 内 ス テ ン

ト 治療 の 技術 を l司 内 留 学 で 宵 得 し 大動 脈癌 、 大

動 脈外傷 に 応 用 し 効果 を あ げて い る 。

小 児心臓 は村 卜会 が複雑心奇形 を 中 心 に 行 っ て

き た が、 平成 10年東大胸部外科 に 小 児 の 責任者

と し て 抜擢 さ れ能 力 を 発揮す る こ と に な っ た 。

抜 け た 穴 は パ リ 、 ア ン リ ー モ ン ド ー ル 病 院で研

修 を 受 け た 宇於l崎泰弘が引 き 継 い だ。 平成12年

に NICU が 開 設 さ れ る こ と に な り 兵 庫 県 、k こ

ど も 病 院 よ り 大嶋義博講師 ( 1 5年 か ら 助 教授)

を 迎 え 新生児手術で業績 を あ げた 。 そ れ ま で北

陸 で は 成 功 例 の な か っ た ノ ー ウ ッ ド 手 術 な ど を

成 功 さ せ、 そ れ を 機 に {:j ) 1 1 、 福 井 、 新潟 か ら も

紹 介 を 受 け る よ う に な り 小児循環器の セ ン タ ー

と し て の役割 を 担 う よ う に な っ た 。 本:\f 4 月 よ

り 大嶋が兵庫 県立 こ ど も 病 院 に 部長 と し て転 出 、

交代 に 芳村直樹 講 師 、 村 上博久がl司 病 院 よ り 着

任 し 、 引 き 続 き 先 天性心疾患 の 手 術 で 良好 な 成

績 を 収め て い る 。



第 二 外 科

1 ) 診療体制 の 変遷 と 現状

- 診療部 門 の 内 容 と ス タ ッ フ

第二外科 で は 、 食道 ・ 胃 ・ 大腸 な どの消化

器や肝臓. 胆道 ・ 勝臓 な どの腹部内臓領域の

疾患 と 乳腺 ・ 甲 状腺の疾患、 さ ら に 循環器 を

除 く 小児外科疾患 を 中 心 に 診療 し て い る 。

外科診療 の 目 標 は 必要最小 限の侵襲で最大

の 治療効果 を 挙 げ る こ と で あ る 。 消化器外科

部 門 、 乳腺内 分泌外科部 門 、 小児外科部 門 の

3 部 門 に副科長 を 置 き 、 各 グ ル ー プ に よ る 診

療が行 わ れて い る 。 消化器外科部 門 は さ ら に

消 化 管 外科 (食 道 ・ 胃 外 科、 大 腸 ・ 旺 門 外

科) 肝 胆 勝 外 科 (肝 ・ 門 脈 外 科、 胆 ・ 勝 外

科) の 4 グ ル ー プ に 分かれて 臨床、 研究 に 対

応 し て い る 。 乳腺 内分泌外科部 門 で は乳腺疾

患、 甲 状腺疾患、 副 甲 状腺疾患 を 中 心 と し た

乳腺 内 分泌外科 を 行 っ て い る 。 近年 は マ ク ロ

ビ オ テ ィ ッ ク の概念 に 基づ く 食事栄養法 を 取

り 入 れて い る 。 小児外科部 門 で は 周 産母子セ

ン タ ー な ど と 連携 し て新生児外科、 小児悪性

腫湯治療 な ど高 度先進医療 を 担 当 し て い る 0
. 特徴的診療 と そ の成果

H17年 日 経 メ デ イ カ ル 、 日 本経済新 聞 社 の

「 が ん 治 療 の 実 力 病 院全 国 調 査j 乳 が ん 治療

成績で 9 位、 構造部 門 で上位 に ラ ン キ ン グ さ

れ る な ど、 癌 治療 に お い て は全国 で も ト ッ プ

レ ベ ル の 治療成績 を 上 げて い る 。

外科外来 で は が ん 治療 に かか わ る 診療各科

と 連携 し て H17年 よ り 外来化学療法 セ ン タ ー

を 設置 し がん患者の化学療法 の 中 心 的診療科

と し て 活動 し て い る 。

肝移植 関 係 で は 、 京都大学移植外科 と 連携

し て 、 H14年 5 月 に は 富 山 県 で 第 1 例 日 と な

る 肝移植術が行 わ れ、 以 後 第 4 例 (H18年 1

月 ま で) ま で施行 し た 。

主 に が ん患者 に つ い て術後の管理や食生活

改善 に よ る 再発防止 な ど栄養代謝面 の 重要性

を 踏 ま え て 、 H16年 富 山 医科薬科大学 附 属 病

院 に 患者個人毎 に 適 し た 栄養管理 を 行 う 栄養

サ ポ ー ト チ ー ム (NST) を 立 ち 上 げ、 H17年
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に は 富 山 県 NST 研究会 を 設立、 病 院 食 の 充

実 に 力 を 入 れ て い る 。 H18年 医 学 の 見 地 か ら

食の役割 を 考 え る 「医療 と 食の 充実推進協議

会」 を 発足 さ せ取 り 組 ん で い る 。

- 外来 ・ 入 院患者の動向等

外来 の 初診 は 月 水金で再診 は 月 か ら 金、 手

術 日 は 火 木 金 の 週 3 日 で 年 間 350件 に 及 ぶ 手

術や救急 医療 に 対応 し て い る 。

入 院患者は手術患者以外 に救急患者、 化学療

法 目 的 や 末期がん患者 も 含 ま れ て お り 、 ま さ

に 総合外科 と し て 診断か ら タ ー ミ ナ ル ケ ア ま

で、 かか わ っ て い る 。

2 ) 沿革 に つ い て
. 設置年月 日

昭和54年10月 富 山 医科薬科大学附属病 院 開 院

平成 9 年 9 月 集 中 治療部 (ICU) 開 設 、 平 成

13年 5 月 周 産母子セ ン タ ー 開 設

平成14年10月 消化器外科部 門 、 乳腺内 分泌、外

科部 門 、 小児外科部 門 に 各副科長

平成15年 4 月 卒後 臨床研修セ ン タ ー 開設

・ 主要人事 (科長、 医長、 婦長等の任免)

平成 9 年 3 月 藤巻診療科長退官、 同 10月 塚 田

診療科長着任

医 局 長 の 変 遷 ( 田 淳 S52、 唐 木 S59、 坂 本 S

62、 山 田 H 2 、 新 井 H 5 、 清 水 H 8 、 唐 川 H

1 1 、 田 内 H12、 南村 H13、 長 田 H16)

・ 施設、 設備 の整備、 充実

ICU、 周 産母子セ ン タ ー 、 卒後 臨床研修 セ

ン タ ー 、 NST、 外 来 化 学 療 法 セ ン タ ー な ど

多 岐 に 渡 る 分野 に 展 開 し て い る 。

3 ) そ の他

近年 は 少子高齢化 と な っ て 、 疾病 自 体 も 複

雑 な 合併症 を も っ患者が多 く な っ て き て お り 、

診療側 と 患者側 の 求 め る 医療 と 医 師像の 聞 に

議離があ り 、 医療訴訟が増加傾 向 に あ る 。

富 山 大学第二外科で は消化器外科 を 通 し て 、

急性期 か ら 慢性期 ま で全身 を 診 る 事の で き る

general surgeon の養成 を 目 標 に 掲 げ、 今後

も 良好 な 医 師患者関係 を 保 て る よ う コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 技法 を も 重視 し た 臨床外科 医 の ト

レ ー ニ ン グ の 場 を 提供 し 、 患者中心医療の成

果 を 上 げて い き た い 。
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脳神経外科

1 . 診療体制 の 変遷 と 現状

1 ) 診療部 門 の 内 容 と 特色

脳 神 経外科 で は脳血管障害、 脳腫蕩、 頭部外

傷 の 三 大 中 枢 神 経疾患 を 中 心 に 、 専 門 領域 と し

て 脊椎 ・ 脊髄疾患 の 外科治療、 脳血管 内 治療 、

神 経変性疾患お よ び慢性廃痛 に 対 す る 定位脳手

術、 水頭症 ・ 小 児 中 枢神経奇形 に 対す る 外科治

療 な ど幅広 い 分野 の 診療 を 行 っ て い る 。

当 診療 科 の 一 つ の 特 色 と し て 、 脳 血 管 障 害

(脳 卒 中 ) に 関 す る 取 り 組 み に つ い て 一 部 を 紹

介す る 。 脳 卒 中 は 全 て の疾患の な か で，寵患率が

最 も 高 く 、 多 く の 患 者 さ ん が後遺症 に 苦 し ん で

い る 病気 で あ る 。 我 々 は 「診断か ら ケ ア ま で」

を 目 標 に 、 従来 か ら A 貫 し た 姿勢、 体制 で脳卒

中 診療 に 取 り 組 ん で き た 。 中 で も 脳梗塞発症急

性 期 治療 に つ い て は 、 外科治療お よ び血管 内 治

療 を 併用 し た 先 端 的 医療 を 実践 し 、 学術 的 に も

社 会 的 に も 多 く の 成果 を 得 て き た 。 特 に 頭部頚

動脈狭窄症 に 対す る 頚動脈内膜剥離術、 硬膜動

静 脈壌 の 血 管 内 ・ 外科 治 療 に つ い て は 、 国 内

ト ッ プ レ ベ ル の 手術数 と 治療水準 を 達成 す る と

と も に 、 病態 ・ 治療研究 に つ い て も 先駅的役割

を 担 っ て い る 。 科 長 の 遠 藤 は 、 頚動脈狭窄症 に

関 す る 全 国 多 施設 共 同 研 究 の 主任研究者 を つ と

め 、 本疾患 に 閲 す る 本邦独 自 の デ ー タ を 国 内 外

に 向 け発信 し て い る 。

患者 さ ん に 対 し て は 、 脳 卒 中 の 予 防 、 早 期 発

見 の 重 要性 や 問 題点 を 理解 し て 頂 く た め 、 市 民

講演 会 の 開 催 や 新 聞 記事 紹 介 な ど、 啓蒙活動 に

も 努 め て き た 。 今後 は 、 平 成 1 7 年 に 新設 さ れ た

神 経 内 科 と の 協力 に よ り 、 診療体制 の 整備 ・ 充

実 、 治療成績の 向 上 を 目 指 し 、 さ ら な る 努力 を

重 ね て 行 き た い 。

2 ) 先 端 的 治療技術 の 開 発 な ら び に 疾 患 別 専 門

医 制 度 の 導入

脳 神 経外科 と い う 大 き な 領域 の q l で 、 脳 神 経

血管 内 治療専 門 医 、 f子髄脊椎専 門 医 、 脳 卒 中 専

門 医 な ど、 よ り 高 い 診療 ・ 技術 レ ベ ル を 目 標 と

す る 新 し い 専 門 医 制 度 の 設 立 が な さ れ て き た 。

診療副 科 長 で あ る 桑 山 、 栗本両講師 ら 多 く の ス

タ ッ フ が、 こ れ ら の 資格 を 取得 し て い る 。

特 に 血管 内 治療 に つ い て は 、 本大学病 院が北

陸 で 唯 一 、 専 門 医指導施設 と し て 重 要 な 役割 を

担 っ て い る 。 平 成 1 6 年 か ら は全 国 に 先駆 け 、 脳

神 経外科診療 部 門 を (従来型) 脳 神 経外科 と 脳

血管 内 治療科の 2 科併設の体制 と し 、 本領域の

さ ら な る 発展 を 目 指 し て い る 。

そ の ほ か の疾患 ・ 治療領域 に お い て も 、 独 自

の 機器 開 発 や 治療展 開 を 行 い 、 様 々 な 先端 医療

の 分野で特定機能病 院 と し て の役割 を 果 た し て

き た 。 脳 立 体 画 像 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム

(EVANS) の 開 発、 神 経 内 視 鏡 治 療 の 改 良、

機能温存 の た め の 覚醒下手術の 実践 な ど、 国 内

で は 「富 山 の 仕事」 と し て 一定以上 の 評価が得

ら れ て い る 。 今後 は 世界 に 限 を 向 け た 、 さ ら な

る 発展 が 目 標 で あ る 。

3 ) 診療 ス タ ッ フ 、 実績

多 く の 成 果 に も 関 わ ら ず、 臨床現場 の 大 変 さ

は 今 も 変 わ ら な い 。 診療 ス タ ッ フ は 、 外来 ・ 病

棟 を あ わせ常時 7 � 8 名 で担 当 し 、 救急患者や

重症患者 の対応 に 奮 闘 の 日 々 を 送 っ て い る 。 手

術件数 は 年 々 増加 し 、 最 近 は 年 間 250か ら 300件

が行 わ れ て い る 。 病床数は27床 と 限 ら れ る が、

地域 関 連病 院 と の 連 携 に よ り 、 平均病床稼働率

100%以上、 平 均 在 院 日 数20 日 以 内 の 実績 を 維

持 し て い る 。

最 近 、 あ る 医 療 書 の 「病 院 実 力 度 ラ ン キ ン

グ : 脳 卒 中 の 治療 ・ ケ ア 部 門 J で 、 全 国 第 7 位

の 実 力 と 紹 介 さ れ た 。

2 . 今後の 課題、 展望

昨今、 医療 あ る い は大学病院 を 取 り 巻 く 環境

は 大 き く 変動 し 、 先行 き に 対す る 不安 も 大 き い 。

特 に こ こ 数年 来 の 1['矢療の 安全性、 透明性j に

対す る 社 会 意 識 の 変 化 は 大 き く 、 医療者側 は 戸

惑 い な が ら も そ の 対応 に 努力 を 重 ね て き た 。 ま

た 経済理論 を 取 り 入 れ た 、 病 院経営 に 関 わ る 意

識改革 も 避 け て は 通 れぬ課題 で あ る 。

「患者 さ ん に 信頼 と 満足 を 提供 で き る 医療j 、

「充実 感 と 希望 を も っ て 仕 事 に 励 む こ と の で き

る 新 し い 富 山 の 脳 神 経外科」 を 目 標 に 、 当 面す

る 課題 の 克服 を 目 指 し て 行 き た し ミ 。

(遠藤 俊郎)



整 形 外 科

附属病 院整形外科 は 、 昭和54年 10月 15 日 の 開

設以来、 今年で26年 目 を 迎 え る 。 外来診療 は 月 、

水、 金 は ス タ ッ フ が中心 と な り 初 診係、 再診係

に 分かれ、 な る べ く 患者様の待 ち 時 間 が少 な く

な る よ う 予約 制 と し て い る 。 午後 に は専 門外来

と し て 、 脊椎、 ス ポ ー ツ 、 膝 関 節 、 股 関 節 、 リ

ウ マ チ 、 骨軟部腫蕩、 手の外科、 電気生理外来

が あ り 、 そ れ ぞ れ専 門 の ス タ ッ フ が診 察 に 当

た っ て い る 。 外 来 総 数 は 、 平 成 15年20， 888人

(新患2， 666人) 、 平成16年19 ， 732人 (新患2， 918

人) で あ っ た 。 病 棟 は A : 関 節ース ポ ー ツ 整

形班、 B : リ ウ マ チ 、 手 の 外科班、 C : 骨 軟 部

腫蕩、 脊椎脊髄外科班、 D : 脊椎脊髄外科班の

4 チ ー ム 体制 で、 そ れ ぞ れ に BST の 学 生 1 -

2 名 を 配属 さ せ て い る 。

論 文 抄 読 会 や 朝 カ ン フ ァ レ ン ス 、 総合 カ ン

フ ァ レ ン ス を 行 い 、 術前 、 術後報告、 問 題症例

提示、 討論が行 わ れ、 学生や研修医 の み な ら ず、

専 門 医 に も お お い に 勉強 と な る 時 間 で あ る 。 手

術 は 週平均 8 - 10件が行 わ れ、 年 間 手術件数 は 、

平成 15年459 人、 平成16年449 人 で あ っ た 。

各分野別 に 流 れ を 概観す る と 、 リ ウ マ チ 班 は

木村教授 の指導の も と 診療 に 当 た っ て い る 。 当

院外来 で は (平成16年度の外来加療 RA 患者は

約130例) 、 積極的 に メ ソ ト レ キ サ ー ト 、 生物学

的製剤 を 使用 し 治療 に 当 た っ て い る 。 ま た 、 RA

患者が疾病 を 正 し く 理解 し 、 自 己 の 病状 を 把握

し て も ら う た め に RA 短期教育検診入 院 を 開始

し 、 こ れ ま で に 80名 以上の RA 患者の教育 ・ 検

診 を 行 っ た 。 患者様の満足度 は 高 く 、 今後 内 容

を さ ら に 充実 さ せ る と と も に 、 地元の病 院 と 連

携 を と り 、 よ り 多 く の RA 患者 に 教育検診入 院

を 提供 し て い き た い と 考 え て い る 。

関 節外科班 で は 、 よ り 生理的で機能的 な 関節

再建 を 目 指 し 、 最小侵襲 に よ る 人工関節置換術

を 中 心 に 行 っ て い る 。 ま た 、 同種骨保存 を 開 始

し 、 骨 欠損 や 高 度変形 を 伴 う 人工関節再置換術

に も 対応 し て い る 。 一方、 寛骨 臼 回 転骨切 り 術

や 大腿骨 頭 回 転骨切 り 術等 の 関 節温存手術 も 積

極 的 に 行 っ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 手 術 の 術
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中 ・ 術後の 関 節機能 を 日 常生活動作 に 即 し て 多

元 的 に 解析 し 、 日 々 の 臨床 に 還元 し て い る 。

ス ポ ー ツ 整形班 で は 半 月 板縫合術や靭帯再建

術等の 関 節鏡視下手術 を 行 っ て い る 。 前 十 字靭

帯再建術 は よ り 解剖 学的 な 二重束再建 を 行 い 、

生理的 膝 関 節 の 再建 を 目 指 し て い る 。 さ ら に 軟

骨損傷 に 対 し て は 、 当 科 で の 一貫 し た 関 節軟骨

再生 に 関 す る 基礎研究 を も と に 臨床応用 に 取 り

組 ん で お り 、 近 い 将 来 の 実現が期待 さ れ る 。

手の外科班 は 関 西労災病 院、 新潟手の外科研

究所 な どへの 国 内留学か ら 戻 っ た 長 田助手が中

心 と な っ て 行 っ て い る 。 上肢の外傷一般、 マ イ

ク ロ サ ー ジ ャ リ ー の技術 を 用 い た切 断指 の 再接

着 お よ び遊離組織移植 に よ る 再建手術、 リ ウ マ

チ の 上肢機能障害 に対す る 手術 な どに取 り 組み、

術後の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に も 力 を 入れて い る 。

脊椎脊髄外科班 は 、 年 間 約120例 前 後 の 手術

を 行 っ て い る 。 頚椎、 腰椎 の 変性疾患が多 く 、

そ の他、 脊髄腫蕩、 転移性脊椎腫傷、 化膿性脊

椎炎、 外傷性脊椎脊髄損傷 な ど幅広 い疾患 を 手

が け て お り 、 脊椎 コ ン ピ ュ ー タ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ

ン シ ス テ ム と 術中 脊髄機能モ ニ タ リ ン グ が高度

先進医療 に 認定 さ れて い る 。 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ

ス テ ム は 脊椎 固 定術時の ベ デ イ ク ル ス ク リ ュ ー

の刺入の み で な く 、 プ ロ ー ベ と し て の機能 を 有

す る 髄核甜子等 を 開 発 し応用 し て い る 。 術 中 脊

髄機能 モ ニ タ リ ン グ は 、 多 様 な 誘発電位 を 的確

に組み合わせて 用 い る こ と で、 知覚路 と 運動路

を 個 別 かっ 髄節別 に 評価 出 来 る よ う に な っ て き

て お り 、 学 内 の み な ら ず他施設か ら の モ ニ タ ー

依頼 も 増 え て き て い る 。

骨 軟 部 腫 蕩 班 は 最 近 8 年 間 で、 原 発 性 骨 腫

蕩 : 良性40例 、 悪性 7 例 、 原発性軟部腫蕩 : 良

性96例、 悪性48例 、 転移性骨軟部腫蕩 : 43例 、

総計234例 の 骨軟部腫蕩 に 対 し 手術 を 行 っ た 。

術前術後の化学療法 の発達 に 伴 い 、 原則 と し て

患肢温存 を 目 指 し腫蕩用 人工関 節 の み ばか り で

な く 、 術後 の よ り 良 い ADL の た め に 症例 を 選

択 し パ ス ツ ー ル処理骨 に よ る 自 家骨移植 を 施行

し て い る 。 今後 の 更 な る 治療成績 の 向上 を 目 指

し 、 臨床お よ び基礎研究 を 進 め て い る 。

(石原 裕和)
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産科婦人科

附 属 病 院 産 科 婦 人科 は 1979年10 月 よ り 診療 開

始 と な っ た が、 泉 陸 宇 初代 診療科長 は 診療科 と

し て の 基礎作 り 、 す な わ ち 外米 、 病棟の整備 ・

拡充 に 大変 な 尽力 を さ れ た 。 腫傷、 周 産期 、 不

妊 ・ 生 殖 内 分泌 の 3 部 門 で の ス タ ー ト で あ っ た

が、 熱 意 あ ふ れ る 指揮 ・ 指導 と 教室 員 の努力 に

よ り 各 部 門 の 医療 レ ベ ル は 北 陸 に お け る 産婦 人

科 医 療 の ト ッ プ ク ラ ス ま で に 引 き 上 げ ら れ た 。

1999年 4 月 よ り 第 2 代 日 の 教授 と し て 斎藤滋

先生が奈良 県 伝医科大学 よ り 赴任 さ れ、 同 時 に

診療科長 に も 就任 さ れ た 。 そ れ ま で の 外来診療

3 部 門 に 加 え て あ ら た に 更年期 ・ 産婦 人科漢方

外来、 子宮 内 膜症外来、 不育症外米、 リ ン パ 浮

腫外来 な ど を 特殊外来 と し て 追加設置 し た 。

国 産期 部 門 に 閲 し て は 早 産 の 予 知| ・ 予 防 を テ

ー マ に積械的 に 取 り 組み 、 早 産 に よ る 新生児死

亡 や 後障害発生 を 減 ら す こ と に 成 功 し た 。 多 胎 、

妊娠中 毒症等 に 対 し て も 最新 の エ ビ デ ン ス に 基

づ「い た 治療 法 を 実践 し 、 良好 な 結果 を 得 て い る 。

こ の よ う な 最先端治療 目 的 で の 母体搬送件数は

年 々 増加 し 、 2001 年 4 月 よ り 産科 、 小児科-、 小

児外科 の 専 門 ス タ ッ フ か ら な る 周 産母子 セ ン タ

ー が併 設 さ れ た こ と で 、 さ ら に 多 く の 患 者 の 受

け 入 れが可 能 と な り 、 富 山 県母 f救急 の 第 3 次

医療機関 と し て 重要 な 機能 を 担 っ て い る 。

腫場分野で は 、 進行 子宮 頚癌 に 対す る 術前動

注化学療 法 の 併用 や 放射線療法 と 組 み 合 わ せ で、

良好 な 治療効果 を あ げて い る 。 ま た 、 抗癌化学

療 法 に 積械 的 に 漢 方 を 併 用 す る こ と で 患 者 の

QOL を 向 上 さ せ た 。 ム 方、 当 科 で は 2004 年 1 0

月 に 全 国 的 に も 初 め て 、 産 婦 人科 リ ン パ 浮腫外

来 を 開 設 し た 。 当 科腫蕩外来お よ び他 院 か ら 紹

介 さ れた癌治療後の患者の リ ン パ 浮腫 に 対 し て 、

リ ン パ マ ッ サ ー ジ 、 弾性包帯 な どの 理学療法 と

漢 }j療 法 な どの 薬物療法 を 併用 し 、 患者 の ADL

改 善 を U 標 と し た 治療 ・ 管理 を 行 っ て い る 。

子宮 内 膜症 、 卵 巣嚢腫、 f宮筋腫、 子宮外妊

娠、 不妊症 な ど の 良性疾患 に 対 し て は 腹腔鏡下

手術 を 積極 的 に 行 っ て お り 、 長近 で は 、 良性疾

患手術の70%以 上 を 占 め る よ う に な っ た 。 腹腔

鏡下手術 は 、 術後終痛 の軽減、 美手干 上 の 利 点 、

術 後 早 期 の 退 院 可 能 、 社 会 復帰 の 早 さ な どか ら

み て も 、 今後 ま す ま す盛 ん に な る 子術法 と 考 え

ら れ る 。

不妊治療 に お い て は 1 990年 よ り 体外受精 ・ 目玉

移植、 1994年 よ り 顕微授精、 さ ら に 膝盤胞移植、

佐凍結、 凍結融解匹移植 な ど と 生殖補助 医療 を

展 開 し て い る 。 ま た 、 卵 管 閉 塞症例 に 対 し て は

北 陸 で は 唯一 、 卵 管鏡 下卵管形成術 も 行 っ て お

り 高 い 評価 を 得 て い る 。

更年期 障 害 に 対 し て は 従来、 ホ ル モ ン 補充療

法 が標準 的 治療法 と さ れ て き た 。 し か し 、 そ の

副作用 に 対 す る 危倶 と 自 ら 漢方治療 を 希望す る

患者 も 増 え て き た こ と も あ り 、 1999年1 2 月 よ り

和 漢診療音15 の 協 力 の も と に 産婦人科漢万外来が

開 設 さ れ た 。 富 山 医科薬科大学 な ら で は の試み

で 、 更年 期 障 害 、 不妊症 な ど の 治療 に 良好 な 成

績 を 収め て お り 、 他大学 か ら も 注 目 さ れ て い る 。

当 科 な ら で は の 試み と し て 2002年1 1 月 、 婦 人

科癌患者 聞 の 親睦 を 目 的 と し た 「青空 の 会 (婦

人 科 癌 患 者 の 集 い け を 北 陸 地 区 で は じ め て 立

ち L げ、 毎 年 開 催 し て い る 。 こ れ は 患者か ら の

ボ ラ ン テ イ ア 、 教室 員 、 医 局 事務 、 婦 人科病棟

お よ び外来 の 看 護 ス タ ッ フ に よ る 手作 り の 会 で

あ る 。 患者 に と っ て み れ ば、 かつ て も し く は 現

症 、 癌 と 戦 っ て い る 同 志 と の 再 会 の 場 で も あ り

大変好評 で 、 2004年 の 出 席者 数 は 60名 余 に も 及

ん だ。 開 催 に あ た り 毎 回 、 「 リ ン パ 浮 腫j や

「婦人科腫蕩 の 治療 に 伴 う 副 作 用 」 な ど の テ ー

マ を 設 け て い る が、 医療サ イ ド か ら の 情 報提供

お よ び医 師 一 患者 間 の 交流 の 坊 と し て 大変有意

義 な 集 い と な っ て い る 。

当 科 の 医療 レ ベ ル は い つ の 間 に か全 国 的 に み

て も ト ッ プ レ ベ ル ま で 引 き 上 げ ら れ た 。 こ れ は

泉 前診療科長 の 築 き 上 げ た 基礎 を も と に 、 斎藤

現診療科長がそ の モ ッ ト ー と し て い る 「最先端

の 医療 知 識 ・ 技術 の 導 入 と 充実」 を み ず か ら 指

揮 し 、 そ れ に 教 室 員 が応 え た 結果 の 賜物 と い え

る 。



目艮 手ヰ

構成

昭和54年 4 月 1 日 、 富 山 医科薬科大学眼科学

教室が開講 さ れ、 初代教授 と し て 窪 田 靖夫が千

葉大学 よ り 赴在 し た 。 同年10 月 15 日 、 附属病 院

眼科診療が開始 さ れ、 地域医療 の 中核 と し て の

役割 を 果 た し て き た 。 そ の 後、 平成 6 年 10月 か

ら 、 第 2 代教授 と し て 、 島根医大か ら 早坂征次

が転任 し た 。 平成17年 9 月 現在、 科長北川 清隆、

副科長兼外来 医 長阿部知博、 医 局 長柳 沢秀一郎、

病棟医長渡辺一彦、 柚 木達也助手及 び医員 2 名

で、診療 を 行 っ て い る 。

外来

一般外来 は 月 か ら 金曜 日 の 午前 中 で、 特殊外

来 と し て 、 網膜変性、 神経眼科、 斜視 ・ 弱視、

糖尿病網膜症、 ぶ ど う 膜炎、 未熟児網膜症、 白

内 障 、 緑 内 障 及 び角 膜疾患の診療 を 行 っ て い る 。

視能訓練士 は 、 林、 柴 田 の 2 名 で 、 毎 日 午後 に

斜視検査 を 行 っ て い る 。 外来看護 師 は 富 田 、 松

本の 2 名 が勤務 し て い る 。 平成 6 年10月 の 早坂

教授就任以来、 外来診療 で は診断医制 を 導入 し 、

教授、 助教授が診断医 と し て 、 外来患者の診断、

治療方針 の 指導 を 行 い 、 よ り 充実 し た 外来診療

を 目 指 し た 。 網膜色素変性症等の 遺伝性眼疾患

の 遺伝子解析や漢方薬 に よ る 眼疾患 の 治療 を 中

心 と し た 臨床研究が行 わ れ、 学会で積極 的 に 発

表 を 行 っ て き た 。 今後、 高 度 医療 を 行 う 地域中

核 病 院 と し て の 役 割 を さ ら に 果 た す た め に 、

OCT を 始 め と し た 外来診療機器 の 導入 を 検討

し て い る 。

病棟

現在、 眼科病棟 は 西 5 階20床 で あ り (野上師

長) 、 月 、 木曜 日 午前 か ら 手術 を 行 っ て い る 。

白 内 障、 緑 内 障 、 網膜剥離、 糖尿病網膜症 に 対

す る 硝子体手術 を 中 心 に 、 角 膜移植、 斜視手術
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等 を 行 っ て い る 。 火、 金曜 日 に は術後 回 診が行

わ れ、 毎週水曜 日 に は 総 回 診が行 わ れ る 。 ま た

水曜 日 の 午後 に は 、 症例検討会が行 わ れ る 。

県 下 の 病 院 の 充実 も あ り 、 容易 な 手術 は減少

し 、 難治 な 症例 に 対す る 手術の増加がみ ら れ る 。

手術手技の進歩 は 目 覚 し く 、 近年 は 入 院 日 数の

短縮 が 進 み 平 均 在 院 日 数 も 14 日 を 切 る よ う に

な っ て き た 。 近年、 富 山 市 内 に お い て も 日 帰 り

白 内 障手術 を 行 う 診療所 の充実 も 進み 、 白 内 障

手術の症例が減少 し て き た こ と も 影響 し 、 病床

稼働率 の 維持が課題 と な っ て き た 。 今後、 臨床

研修病 院 と し て 、 白 内 障手術の件数 を 増 や し て

い く こ と も 課題であ る 。

教育

眼科入 局 者 は 、 日 本眼科学会認定の 眼科専 門

医 の た め の カ リ キ ュ ラ ム に 沿 っ て 、 5 年 間 の研

修の の ち 専 門 医試験 を 受験す る 。 手術 は な る べ

く 早期 か ら 術者 と し て 経験 さ せ る よ う に し て い

る 。 1 年 目 に は 内 反症、 斜視手術の術者 を 経験

し 、 2 年 目 に は 白 内 障手術 を 週 に 1 例以上経験

す る よ う に し て い る 。 近年、 眼科 に お い て も 専

門化が進 ん で い る が、 当 科 の 方針 と し て 、 手術

も 含め て 、 眼科全般 に わ た る 広 い 範 囲 の 手術が

行 え る よ う に な る た め の 修練 を 行 う 。

関連病院

教室 出 身 の 常勤 医 師 の 赴任 し て い る 病 院 は 、

上越総合病 院、 け い な ん 総合病 院、 糸 魚 川 総合

病 院 、 あ さ ひ総合病 院、 済生会富 山 病 院、 済生

会高 岡 病 院、 社会保険高 岡病院、 高 岡 市民病 院

及 び飛騨市民病 院の 9 施設 で あ る 。 ま た 県下 を

中 心 に 非常勤 医 師 を 派遣 し て い る 施設 は 1 1施設

で あ る 。 現在、 関連病院か ら 医 師増員 の依頼が

あ る が、 医局 の 人員 不足 に よ り 派遣 の 依頼 に 応

え ら れ な い の が実情 で あ り 、 今後の 入 局 者 の 増

加 を 期待 し て い る 。 (北川 )



266 第 4 章 講座等の沿革

耳鼻咽喉科

1 ) 診療体制 の 変遷 と 現状

- 診療 部 門 の 内 容 と ス タ ッ フ

耳鼻咽喉科 は頭頚部全般の 診療活動 を 行 い 、

頭 頚 部 外 科 で あ る と 同 時 に 、 め ま い や 難 聴 と

い っ た 内 科 的 診療 の 必 要 な 面 も あ り 、 多 彩 な 分

野 の 診療 を 行 っ て い る c 当 科 の 診療体制 は 、 教

授 の 指 導 の も と に 、 助教授、 講 師 、 助 手 を 中 心

に 耳疾患、 鼻副 鼻腔疾患、 咽喉頭疾 患 そ れぞれ

に 専 門 性 の 高 い 診療 を 行 っ て い る 。

手術対象疾患 を 中 心 に そ の 一端 を 紹 介す る 。

中 耳 炎 ・ 中 耳伝音機構再建手術、 人 工 内 耳 手術

は 高 い 成功率 を 示 し 、 と く に 人工 内 耳 手術 で は

高 度 難 聴 者 の 聴 力 回 復、 QOL 向 上 に 貢 献 し て

い る 。 ま た 副 鼻腔 炎 に 対す る 内視鏡手術 は 早 期

よ り 導入 し 、 当 科 の 副 鼻腔炎手術 の 中 心 的 手術

法 と な っ て お り 、 近 年 で は ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス

テ ム の 導 入 も 試み て い る 。 ま た 、 近 年新生児 の

生存率 向 上 に 伴 い 増 加 し つ つ あ る 小 児声 門 下狭

窄 な ど、 一般的施設で は扱い に く い疾患 も 小 児

科 と の 連携 に よ り 積極的 に 治療 に あ た っ て い る 。

悪性疾患 に つ い て は 、 県 内 に ガ ン セ ン タ ー が な

く 、 当 科 入 院患 者 の 半数近 く を 占 め て い る の が

現状で あ る 。 こ の た め 、 科 を 挙 げて 頭頚部癌診

療 に あ た っ て お り 、 口腔癌 ・ 中 咽頭癌 な ど の 切

除後 に 遊離皮弁 に よ る 再建手術 を 推進 し て い る 。

下咽頭痛 な どの 切 除後 に は 、 遊離空腸 に よ る 再

建手術 も 、 外科 と の 連携 の も と に積板的 に 行 っ

て い る 。

ま た 、 当 科 は メ ニ エ ー ル 病 、 突発性難聴 を 中

心 と し た め ま い 難聴疾患 の 診断治療 に お い て は

全 国 的 に も 中 心 的役割 を 担 っ て き た 。 難治性の

め ま い疾患 に 対 し 種 々 の 治療 を 試み る ← 」 方 で、

多種多様の め ま い 難聴疾患の 治療 に あ た る た め 、

め ま い 外 来 、 聴 覚 外 米 に て 各 専 門 担 当 医 が、

日 々 診療 に あ た っ て い る 。

日 本耳 鼻咽喉科 学会認定専 門 医 20名 ( う ち

9 名 派遣 中 )

日 本 め ま い 平衡 医学会専 門 会 員 6 名 ( う ち

1 名 派遣 中 )

日 本気管食道科学会認定医 2 名

- 特徴 的 診療 と そ の 成 果

当 科 の 渡辺 は め ま い の 診断 に コ ン ビ ュ ー タ 解

析 を 取 り こ ん だ こ と で 世界 的 に 知 ら れ て お り 、

こ の 分野 の 第一 人 者 で あ る 。 平衡機能検査 と 呼

ばれ る 「 め ま い 検査J は 、 主 に 「 眼振」 と 言 わ

れ る 眼 の 動 き を 調べ る 検査 を 指すが、 こ の ほ か

身体の重心の動 き を 調 べ た り 、 姿勢 に よ る 血圧

の 変動 を 調べ た り 、 多 く の 項 目 を 含 ん で い る 。

こ れ ら を 中 央検査部 に あ る コ ン ビ ュ ー タ を 用 い

て 総合 的 に 解析す る こ と で、 検査の効率化 と と

も に 診断能力 の 向 上 に も 大 き く 寄与 し て い る 。

こ の ほ か 、 上 述 の 人工 内 耳 手術 を は じ め と す る

「 内 耳 手術」 と し て 、 外 リ ン パ 痩 閉 鎖 手術、 内

リ ン パ 嚢 開 放術 な ど も 積極 的 に 行 っ て い る 。 一

般 に 保存 的 治療が主体の感音難聴 に 対 し て 外科

的 治療が可能 な 施 設 は 少 な く 、 県 内 で も 当 科 の

み で取 り 組 ん で い る 医療 で あ る 。



泌 尿 器 科

診療科 と し て の泌尿器科 は 昭和54年10月 の 附

属 病 院 開 院 と 同 時 に 診療科長 片 山 喬、 病棟医長

中 田瑛浩、 外来 医長秋谷徹 ら の ス タ ッ フ に よ り

創 設 さ れ た 。 平成 8 年 4 月 か ら は 診療科長 と し

て布施秀樹教授がそ の任 に あ る が、 こ の 間外来

医長が永川 修、 村石康博、 藤 内靖喜、 明石拓也、

病棟医長が岩崎雅志、 奥村 昌央、 古谷雄 三 、 永

川 と そ れぞれ ほ ぼ 2 年毎 に 交代 し な が ら 、 外来

お よ び入 院 の 診療 内 容 は 質量共 に 著 し い発展 を

示 し て き た 。

毎 日 の 始 ま り は 朝 8 時30分か ら の モ ー ニ ン グ

カ ン フ ァ レ ン ス で あ る 。 当 直 医 に よ る 重症患者

な どの経過報告がな さ れ、 引 き 続 き 前 日 の外来

患者の レ ン ト ゲ ン 写真や超音波写真 な どが供覧

さ れ る 。 外来お よ び病棟業務、 あ る い は 手術 開

始前 の 短 い 時 間 で は あ る が密 度 の 高 い デ イ ス

カ ッ シ ョ ン が行 わ れ、 研修医 や 臨床実習 の学生

の 教育 に 大 い に役立 つ て い る 。 手術 日 は 火曜 日

と 金曜 日 の 週 2 日 で あ り 、 最近で は常時週平均

5 、 6 件の 手術 を 行 っ て い る 。 こ れ ら の症例 を

含む入 院患者症例 に 対 し て は 、 火曜 日 の 手術症

例検討会 な ら び に 金曜 日 の教授 回 診 に お い て 常

に 詳細 な 検討 を 加 え 、 適切 な 診療が行 わ れて い

る か否 か を 確認 し て い る 。 以上 の よ う な 診療体

制 の 向 上 に 伴 う 患者数の増加 に よ り 開 院時16床

で あ っ た 病床 も 現在 で は そ の 2 倍の32床 に ま で

増加 し て い る が、 常 に 高 い稼働率が維持 さ れ て

い る 。 入 院患者の疾患 の 内 訳 を み る と や は り 前

立腺癌 、 腎癌、 勝脱癌 な どの 悪性腫蕩 の 占 め る

割合が高 い 。 特 に 最 近 で は 前立腺癌検診の 普及

も あ り 前立腺癌 の 占 め る 割合が ま す ま す増 加 し

て お り 、 年 間 の新患数 は 50名以上、 前立腺全摘

除術の 施行件数 も 30例以上 と な っ て い る 。 ま た

こ れ ら 悪性腫蕩 に 対す る 手術術式の最近 に お け

る 大 き な 変化は腹腔鏡手術の導入であ り 、 腎癌、

前立腺癌 は も と よ り 平成15年 に勝脱癌 に 対 し て

本邦 で は じ め て 用 手併用 下腹腔鏡手術 を 導入 し
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て 跨脱全摘 除術 に 成功 し た こ と は特記 さ れ る 。

さ ら に小児の腹腔 内 停留精巣手術、 腎嚢胞 に 対

す る 開 窓術、 後腹膜繊維症 に お け る 尿管剥離術

な ど も 腹腔鏡下 に 施行 し て お り 、 そ の 応 用 範 囲

は 今後 も さ ら に 広 が る も の と 考 え ら れ る 。

外来診療 に 関 し て は 2 診制 の一般外来 に加 え 、

男 性 更 年 期 外 来 ・ 性 機 能 外 来 ( 月 曜 日 ) 、 不

妊 ・ 内 分泌外来 (水曜 日 ) 、 神 経 因 性腸脱外来

(木曜 日 ) の 3 つ の 専 門外来 を 設 置 し て 院 内 な

ら びに 院外か ら の 要求に 応 え て い る 。 特 に 男 性

更年期外来 は最 も 新 し く 平成 15年 7 月 に 開 設 し

た も の で あ る 。 男 性 の 更年期 障 害 は 加齢 に 伴 う

一般的現象 と 理解 さ れ こ れ ま で は そ の大部分は

診療 の 対象 に な ら な か っ た が、 最近、 性 に 対す

る 認識 の 変化 と 共 に 診療の現場 に お い て も 疾患

概念 と し て 認知 さ れ る よ う に な っ た 。 当 科 に お

い て も 男 性更年期 障害 を 訴 え 受診す る 患者様が

急増 し つ つ あ り 、 そ の ニ ー ズ に 対応すべ く 専 門

外来 を 開設 し た も の で あ る 。 一方不妊外来 は 当

科で最 も 伝統 あ る 専 門外来 で あ り 現在 に お い て

も 年 間 新患 数 は ほ ぼ100名 を 超 え る 。 精索静脈

癌 は造精機能障害 の 原 因 の ひ と つ で あ る が、 そ

の 手術療法 に 関 し で も 以前 は 内精静脈の 高位結

紫術 を 鼠径部皮膚切 聞 に よ り 行 っ て い た が腹腔

鏡下で行 う よ う に な り 、 現在 で は 顕微鏡下 で 内

精静脈低位結紫術 を 施行す る な ど、 常 に 治療成

績 の 向 上 を 目 指 し て い る 。

最後 に 腎移植 に 関 し で も 現在 ま で に 生体腎移

植が15例、 死体腎移植が22例行 わ れ て き た が、

平成 9 年 に 日 本臓器移植 ネ ッ ト ワ ー ク が確立 さ

れ た こ と も あ り 今後 そ の 件数が増加す る こ と が

見込 ま れ る 。 さ ら に脳死下臓器提供施設 と し て 、

院 肉体制整備 に も 努め て き た 。 こ れか ら も 教室

員 一 同 、 一致団結 し 、 地域の 中核的存在 と し て

地域医療 の 向 上 に 貢献 し つ つ 大学 附属 病 院 あ る

い は特定機能病 院 に相応 し い 高 度 の レ ベ ル の 診

療 を 実践 で き る よ う さ ら に 努力 を 重 ね る 所存 で

あ る 。 (水野 一郎記)
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麻 酔 科

昭和541f 1 0 月 の 附属 病 院 開 院時、 伊藤祐輔前

教授 の も と 、 富 山 県 に お け る 麻酔 ・ 集 中 治療 ・

ベ イ ン ク リ ニ ッ ク の 医療 レ ベ ル 向 上 を 目 指 し て

ス タ ー ト し た 麻酔科 で あ っ た が、 そ の 精神 は 現

在 も 山 崎光章教授 (診療科長) 以下 の ス タ ッ フ

に 引 き 継が れ て い る 。 子術部 副 部長 の 岳 山 登助

教授、 集 中 治療 部 副 部 長 の 渋谷伸 子 講 師 、 救急

部 副 部 長 の 若杉雅浩講 師 な ど、 当 科 を 基盤 と し

て 院 内 の 中枢で活躍す る 麻酔科医 も 多 い 。 ま た

本学第一期 生 の 山 崎教授、 第 三 期 生 の 債 回 助 教

授 を は じ め 、 本学 同 窓生 の l'î め る 割合が高 い の

も 当 科 ス タ ッ フ の特徴であ る 。

1 . 手術麻酔

手 術 室 の 内 科 医 と し て 、 第 一 に 「 安 全 な 麻

酔」 、 第 て に 「患者 に と っ て 快適 な 麻酔j 、 第 三

に 「手術が行 い や す い 環境 を 作 る こ と 」 を 心が

け 、 年 間 2 ， 500例 前 後 の 麻酔 管 理 症 例 を こ な し

て き た 。 麻酔 を 「受 け る ノ 受 け な い ] の 判 断 は 、

周術期 の risk/benefit を 考慮 し た 上 で 社 会 的 要

因 も 含 め 総 合 的 に 決定 し て い る 。 不徹底 な 麻酔

依 頼 に は 毅 然 と し た 態 度 で 臨 む が、 high risk 

と い う 理 由 だ け で い た ず ら に 麻酔 を キ ャ ン セ ル

す る こ と は な い 。

臨 床 医 学 は Science で あ る 前 に 「 社 会 学」 で

あ る と と ら え 、 同 術期 に お け る 司 令塔 と し て 臨

ん で い る υ

2 . 麻酔科研修

麻酔科学 は 呼吸 ・ 循環管理学 で あ る か ら 、 気

管挿管 な どの 気道確保 ・ 動静脈 ラ イ ン 確保 の 技

術 を 宵 得 す る の に 麻酔科研修 は 最 適 で あ る 。 当

科 で は 、 こ れ ま で に 約 150名 の 他 科 医 師 ・ 研 修

医 に 対 し 麻酔科研修 を 施 し て 来 た 。 多 く の 医 師

に 全 身 管理法 を 教授す る こ と を 通 じ て 、 附 属 病

院 に お け る 医療 の 質 の 向 上 に 広 く 寄 与 し て 来 た

と 自 負 し て い る 。 研修修了 時 に は 修 了 証 を 発行

し て 、 麻酔科標務医取得 の 際 に 役 立 つ よ う 便宜

を は か つ て い る 。

3 . 学生教育

医 学生 に 対す る 教育 、 特 に 臨床実習 ( ク リ ニ

カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ) は 最 も 重 要 な 責務 の ー っ

と 位置 づ け 、 開 院以来 man t o  man に よ る 徹底

し た 個 別 指導 を 行 っ て 来 た 。 当 科 で は 「 臨床麻

酔 の 手 引 き J I薬 の 本j 等 の 小 冊 子 を 独 自 に 編

纂 ・ 発行 し て 学生 ・ 研修医 に 無料で配布 し て い

る 。 「 臨 床 麻酔 の 手 引 き J は 今年 で 第 8 版 を 重

ね た (B 5 判 カ ラ ー 24ペ ー ジ ) 。

4 . 救急救命 J:教育

昭和58年、 当 科が中 心 と な っ て 、 医 師 ・ 看護

師 ・ 救急隊員 の 三 者合同研究 会 で あ る 「富 山救

急 医療研究会」 を 発足 さ せ、 富 山 県 に お け る 救

急 医療活動 の 啓 蒙 と 発展 に 努 め た 。 当 時 、 富 山

県 に は 医 師 と 救急 隊 の 実 質 的 な 連携 が な く 、 救

急 隊 に よ る 心肺蘇生法 も 不十分な も の で あ っ た 。

同 研 究 会 の 活動 は 、 現在 の 富 山 県 に お け る 救急

救命士 育 成 お よ び メ デ イ カ ル コ ン ト ロ ー ル体制

雄 、工 の 基礎 と な っ た 。 ま た 平 成 1 6 年 か ら は 附属

病 院手術部 に お い て 、 救急救命士 に 対す る 気管

挿 管 研 修 を 行 っ て お り 、 富 山 県 に お け る pr・e

hospital care の 充実 に 貢献 し て い る 。

5 . ベ イ ン ク リ ニ ッ ク

か つ て の 丙 洋 医 学 は Cure に こ だ わ り 、 ィー 治

の 病 を 医 学 の 敗北 と み な し た 。 し か し 高 度 に 複

合化 さ れ た 現代 医 療 に お い て は 、 Cure よ り も

む し ろ Care & Control に 重 き を お く べ き で あ

ろ う 。 Pain control の最前線で あ る ベ イ ン ク リ

ニ ッ ク は 麻酔科 医 の 主要 な 業務 の 一 つ で あ る 。

故 久 世照五助教授 ( 当 時) に よ っ て 開 発 さ れ た

ボ ツ リ ヌ ス ト キ シ ン 注射療法 は 、 今 日 で は 眼険

盛挙治療 の ス タ ン ダ ー ド と な っ た 。 ま た 麻酔科

独 自 の 外科 的 治療 と し て 、 岳 山 登助教授 ら が 中

心 と な り 、 癒着性 く も 膜 炎 に 対 す る エ ピ ド ラ ス

コ ピ ー 療法 を 積極 的 に 施行 し 効 果 を 上 げて い る 0

6 . 社 会 的 活動

On/off が 明 確 な 麻酔 科 業 務 の 利 を 牛 か し て 、

当 科 の 医 師 は 多 彩 な 趣 味 を 持つ 。 麿 田 弘毅助 教

授 ・ 畠 山 登助教授 ・ 佐 々 木利佳助手 ・ 寺 田 美緒

子大学院牛ゐ ら は 「杉谷 の 森合奏団J を 組織 し て

病 院 コ ン サ ー ト 等 の ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 定期 的

に 行 っ て い る 。 同 合奏 団 は 平 成 1 5年 度 に 附属 病

院長か ら 感 謝状 を 授与 さ れ た 。 ( )責 田 弘毅)



歯科口腔外科

歯科 口 腔外科 は 、 昭和 54年 4 月 の 富 山 医科薬

科大学附属 病 院 の 設置 に と も な い 、 15診療科の

ーっ と し て 開 設 さ れ た 。 初代教授、 診療科長 と

し て 、 東京医科歯科大学 よ り 戸塚盛雄が着任 し

た 。 開 院 当 初 の ス タ ッ フ は 、 診療科長以下、 山

本康 一 講 師 (翌 昭 和55年 に 助 教授 に 昇 進) 、 渡

辺 裕助手、 森川 正俊歯科技工士、 前 田清美歯

科 衛 生 士 、 相 沢 貴 美 子 文 部 事 務 官 の 計 6 名 で

あ っ た 。 当 初 、 外来治療用 ユ ニ ッ ト は 3 台、 西

2 階病棟 に病床数 4 床 で診療が開 始 さ れ た 。 ま

た 、 開 院 当 初 は 正規の研究室 は な く 、 病 院 1 階

(輸血部) に 仮 設 の 医 局 が設 け ら れ、 そ の 後、

医学部研究棟 1 階 に研究室、 医局が配置 さ れた 。

昭和57年 7 月 、 戸塚の岩手医科大学歯学部へ

の 転 出 に と も な い 、 昭和58年 1 月 に 古 田 勲が

札幌医科大学 口 腔外科学講座 よ り 、 二代 目 教授

診療科長 と し て着任 し た 。 ま た 、 同 年 4 月 に は、

早津良和が講師 と し て 赴任 し た 。 こ れ に よ り 教

授、 助教授、 講師以下助手 2 名 、 医員 4 名 と な

り ス タ ッ フ が強化 さ れ た 。

富 山 県 を は じ め 北陸三 県 に は 、 歯科大学がな

く 、 本県 に お い て は 口 腔外科 を 標梼す る 専 門機

関 は皆無であ っ た 。 そ の た め 、 顎顔面領域 の 炎

症、 外傷、 腫湯、 顎変形症、 奇形 と い っ た 口 腔

外科疾患の紹介患者が年 々 増加 し て き た 。 こ れ

に と も な い 、 外来治療用 ユ ニ ッ ト は 当 初 の 3 台

か ら 5 台 に 増 設 さ れ た 。 ま た 、 昭和58年1 1 月 に

は病床数 も 10床 に増床 さ れ、 日 本 口 腔外科学会

認定研修機 関 に指定 さ れ る に 至 っ た 。

現在 は歯科口 腔外科外来 内特殊診療室 に 治療

用 ユ ニ ッ ト 1 台が増 設 さ れ る と と も に 、 全身管

理下 での外来 日腔外科手術が可能 と な っ て い る O

病棟は西 2 階で、 放射線科 な ら びに脳神経外科

と の 混合病棟 に 13床 を 有 し て い る 。 平成18年 4

月 か ら は外来 医 長 を 和 田 、 病棟医長 を 野 口 がそ

れぞれ担 当 し 、 古 田 が全診療 を 総括 し て い る 。

(社) 日 本 口 腔外科学会認定専 門 医 ・ 指導 医 は

3 名 (古 田 、 野 口 、 和 田 ) で、 指導 に あ た っ て
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い る 。 ま た 、 今村 は救急医学講座 と の 併任助手

と し て 、 歯科救急 医療 を 担 当 し て い る 。

診療 内 容 は 歯科口腔外科全般 に 亘 っ て い る が、

特 に 顎顔面 イ ン プ ラ ン ト に 関 し て は 、 全国 的 に

も 早期 か ら 臨床 に 取 り 入 れて き た 。 昭和60年 に

は ア パ セ ラ ム ワ ン ピ ー ス イ ン プ ラ ン ト の 臨床治

験 を 東京 医科歯科大学 と の 共 同 で 開始。 平成 6

年 か ら は 、 顎骨 と の osteo-integration が得 ら れ

る AQB イ ン プ ラ ン ト を 導入 し 、 臨床応用 し て

い る 。 現在 で は 、 一般開業歯科 と の 連携か ら 年

間 約 30例、 75本の イ ン プ ラ ン ト 難症例 の 治療 を

行 っ て い る 。

口 腔腫蕩 に 関 し て は 、 口 腔 の 機能温存 の 目 的

か ら 、 お の お の の 症 例 の 進 行 度 と 悪 性 度 に 見

合 っ た 治療 を 適用 し て い る 。 進行 ・ 進展癌 に お

い て も 、 悪性度 の低い症例 に 対 し て は 、 放射線

科 と の 共 同 治療 に よ る 動注 ・ 化学放射線療法 に

よ り 、 手術 回 避 の 器官温存療法 を 行 い 良好 な 成

績 を 得 て い る 。 や む な く 拡大切 除が行 わ れ た 症

例 に 対 し て は 、 顎骨再建 ま た は骨造成 を 行 っ た

後 に イ ン プ ラ ン ト 治療 に よ る 口 腔機能 の 再建 を

行 っ て い る 。 今後、 当 院放射線部 に マ イ ク ロ セ

レ ク ト ロ ン が導入 さ れ る 予 定 と な っ て お り 、 さ

ら に 治療 の 選択肢が増 え る と 期待 さ れ る 。

口 唇 口 蓋裂 に つ い て は 、 出 生 か ら 最終治療 ま

で 、 小児科、 耳鼻咽喉科、 矯正歯科 な どの 関 連

各科 と の 連携 の 下 、 一貫治療 を 行 っ て い る 。 特

に 口 蓋裂治療 に 関 し て は 、 顎発育 を 考慮 し た術

式 の 改 良 を 行 い 、 顎発育 ばか り で は な く 良好 な

言語成績 を 得 て い る 。

院 内 サ ー ビ ス と し て 、 急性期 医療施設 に お け

る 口 腔 ケ ア ー の 充実 を 目 的 と し て 、 口 腔 ケ ア ー

チ ー ム に よ る 講習 会 を 開催 し 好評 を 得 て い る 。

平成16年度、 17年度の診療実績 は お の お の 、

新来外来患者数 : 1 ，  398名 、 1 ， 602名 、 延外来患

者 数 1 万935 名 、 1 万 1 ， 610名 、 新 入 院 患 者

数 : 227 名 、 221 名 、 延 入 院 患 者 数 : 3 ， 589名 、

3 ， 453名 で あ る 。 中 央手術室 に お け る 全 身 麻 酔

を 中 心 と し た 手術件数 は 年 々 増加傾 向 に あ り 、

平成16年度 は131件、 平成17年度は152件で あ っ た 。
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和漢診療科

昭和 54年 8 月 に 富 山 医科薬科大学 附 属 病 院 に

和 漢診療室 が 院 内 処置 と し て 設置 さ れ 、 同 年 1 0

月 、 当 時 国 立大学で最初 の 和 漢診療外来 が 開 設

さ れ た 。 そ の 後 、 昭和 58年 4 月 に 和 漢診療 部 に

名 称 変 更 し 、 昭 和 60年 5 月 、 当 時 の 文 部 省 に

よ っ て 附属 病 院 中 央診療施設 と し て 認可 さ れ、

さ ら に 平成 5 年 4 月 に 医学 部 に 和 漢診療学講座

が設置 さ れ た 。 平成16年 に 和 漢診療部 か ら 和 漢

診療科 と し て 名 称 を 変 え 現在 に 至 っ て い る 。

当 科 の 最 大 の 特 色 は 、 「 東 西 医 学 の 融 合」 と

い う 本 学 の 建 学 の 理念 に 基づ き 、 現代医学 と 漢

方 医学 を 同 時 に 臨床 で 実践 し て い る 点 で あ る 。

特 に 入 院診療 で生薬 を 用 い た 本格 的 な 漢方治療

を 保険診療 で 行 え る 大学 附属 病 院 は わ が |玉l で は

唯 今 と 思 わ れ る 。 各専 門 診療科 と の 連携 を は か

り な が ら 本格 的 な 漢 万治療 を 行 う と い う 理想 的

な 形で 東 西 両 医 学 を 融合 し た 診療 を 30年 間 の 永

き に わ た っ て 実践 し て い る 。 そ の 実績 か ら 富 山

県 や 北 陸地 方 の み な ら ず全 国 か ら 手11漢診療 を 求

め て 忠者 が 来 院 し て い る 。

和 漢診療 を 求 め て 来 院す る 患者 は 主 に 、 治療

法 の 確 な し て い な い 疾患あ る い は 現代 医 学 的 治

療効果が十分で な い 疾忠、 現代 医 学 的 治療 の 副

作 用 や 多臓器病変 な ど で治療が困 難 な 疾患 な ど

で あ る 。 し た が っ て 、 幅広 い 年齢層 の 患 若が受

診 し 、 神 経疾患、 白 己免疫疾患、 呼吸器疾患、

消化器疾患、 腎疾忠、 内 分泌 ・ 代 謝性疾患、 ア

レ ル ギ ー 疾患 、 皮 膚 科疾患、 整形外科疾患 、 婦

人科疾患 な ど様々 な 領域の疾患 を 対 象 と し て い

る の が特徴 で あ る 。

特 に 、 慢性腎不全、 慢性肝炎、 脳 血管 障 害 の

予 防 な ら び に 脳 血管↑生痴呆、 糖尿病性合併症、

関 節 リ ウ マ チ な ど の 白 己免疫疾患、 ア レ ル ギ ー

疾患 に つ い て は 臨床研究 の 観 点 か ら も 重要 な 対

象疾患 と し て き た 。 そ の研究成 果与 の 代 表的 な も

の と し て 脳 血 管 障 害 に 対 す る 桂校夜 苓 丸 や 鈎 藤

散 の 微小循環改善作用 ・ 血液 レ オ ロ ジ 一 同 子 改

善作用 、 プ ラ セ ボ を 対象 と し た て竜盲検試験に

よ る 脳血管性痴呆 に 対 す る 釣 藤 散 の 有 用 性 な ど

に つ い て 報告 し て き た 。 最 近 で は 、 関 節 リ ウ マ

チ を 対 象 に 血管 障 害 に 対す る 桂枝夜 苓 丸 の 効 果

や プ ロ テ オ ー ム 解 析 に よ る 漢 方 医 学 的 病態

(証) の 客観化 に 取 り 組 ん で い る 。

診療 ス タ ッ フ は 、 医学部和 漢診療学講座 及 び

和 漢薬研究所漢方診断学 部 門 か ら の 教授 1 人、

客 員 教授 1 人、 助 教授 1 人、 客 員 助 教授 2 人、

講 師 1 人 、 助手 2 人、 |矢 員 3 人、 大学院生 1 人、

研 究 生 4 人 で 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 診 療 ス

タ ッ フ の 専 門 医 ・ 認定医 の取得状況 は 、 日 本東

洋 医 学 会 指 導 医 6 人、 日 本東 洋 医 学 会専 門 医 13

人 、 H 本 内 科学会認定内科専 門 医 2 人、 日 本 内

科学会認定 内 科 医 4 人、 日 本 リ ウ マ チ 学会専 門

医 1 人、 日 本消化器病学会専 門 医 1 人 、 日 本消

化 器 内 視鏡学会 専 門 医 2 人 、 日 本神 経 内科学 会

専 門 医 1 人 、 日 本救急学会専 門 医 1 人、 日 本外

科学会認定医 1 人 で あ る 。

現在、 外来診療 は 1 日 3 � 4 人 の 診察 医 で、

週 に 延べ18診で診療 に あ た っ て い る 。 遠 方 か ら

受診 さ れ る 場合 も 合め患者の利便性 を 考 え 、 千

成 1 6 年 1 0 月 か ら は 月 、 水、 金曜 日 の 午 後 に も 診

療 を 行 っ て い る 。 外来患者 は 最近 3 年 間 で 1 日

約60 人 か ら 70 人 で あ る 。 ま た 、 木曜 日 に は 外米

で腹部超音波検査、 火曜 日 と 木曜 日 に は 光学医

療診療 部 で 内 視鏡検査 を 行 っ て い る 。 そ の ほ か

に特殊 な 検公 と し て は 、 ビ デ オ 顕微鏡 シ ス テ ム

に よ り 眼球結膜の微小血管 を 観察 し 微小循環障

害 の 診断 を 行 っ て い る 。 漢 方 医 学 的 な 診断 と 治

療 に 屯気温銃器 を 用 い た 鋭 治療 も 行 っ て き た 。

入 院診療 に つ い て は 、 例 主主 1 床、 4 床宗一 1 室、

6 床宗一 1 室 の 1 1 床 を 使用 し て い る 。 最 近 3 年 間

で は 、 1 tl 約 10 人 の 入 院患者数で あ る が、 現代

医 学 的 に 治療 を 急 ぐ必要性があ る 場合 、 食事 ・

運動療法 な ど の 生活背慣の 指導が必要 な 場合、

外来診療 だ け で は現代医学的病態 と そ の 評価 が

確 定 さ れ な い場合や治療効果が 十 分 に あ が っ て

い な い 場合 を 主 な 入 院 適応 と 考 え て い る 。

高 齢化社 会 を 迎 え 複数の臓器の病態が錯綜す

る 患者が増 え 、 疾病構造 は さ ら に 複雑化す る も

の と 思 わ れ る 。 こ の よ う な 時代 の ニ ー ズ に 応 え

る こ と が主主 要 で あ り 、 そ の 意 味で わ れ わ れ和 漢

診療科 の 果 た す役割 は 益 々 大 き く な る と 思 わ れ

る 。



〈 中央診療施設等 〉

検 査 部

検査部 の 基本構想 は 、 昭和52年 に 設置 さ れた

検査部準備委員 会 で構築 さ れ、 昭和54年 10月 の

開 院 に 向 け 、 診療上不可欠 な 機器 の 導入 と 優秀

な 人材 の確保が な さ れた 。

そ の 後、 検査業務 は上昇の一途 を た ど り 、 平

成16年 度 の 検査件 数 は 、 約208万 件 と な り 、 昭

和57年 の 定員 充足 時 に 比 し 約 1 . 5培 と 大 幅 に 増

加 し た 。 検査項 目 に つ い て も 、 腫蕩マ ー カ ー 

ホ ル モ ン 項 目 の常時実施、 検査時 間 の短縮、 電

子 カ ル テ 化 に よ る 心電 図検査のペ ー パ ー レ ス 化、

外来 ・ 病棟 に 配置 し て あ る 心電計の デー タ 収集

や ホ ル タ 一 心電図検査の病棟出 張 な ど、 よ り 診

療 に 密着 し た 内容 と な っ て い る 。

平成10年度 に は コ ン ピ ュ ー タ 2000年 問 題が課

題 と な っ た が、 万全な準備 に よ り 何 の 問 題 も 生

じ る こ と は な か っ た 。 平成11年度 に は 総合血液

検査 シ ス テ ム の 導入 に よ り 血液一般検査業務の

迅速化、 省 力 化 及 び血液像の フ ァ イ リ ン グ化 を

図 っ た 。 外注検査業 務 に つ い て も 、 従 来 EIA

検査項 目 は 検査部、 RIA 検査項 目 は 放射線部

が窓 口 と な っ て い た も の を 平成12年 度 に 検査部

で一元管理す る こ と と な り 効率化 を 図 っ た 。 平

成13年 度 に は尿一般検査 を 検査部で実施す る こ

と に よ り 医 師 の 負 担軽減及 び報告の 迅速化がな

さ れ た 。 平成16年 1 月 に 電子 カ ル テ シ ス テ ム が

導入 さ れ た こ と に よ り 、 検査部 門 シ ス テ ム は 集

中 型 か ら サ ー バ ク ラ イ ア ン ト 型 に 変更 さ れ た 。

こ の こ と に よ っ て 生理及 び細菌検査部 門 の 充実、

統計機能の 充実、 時 間 外緊急検査 を 含 む 日 常検

査機能 の 向上が図 ら れ た 。 平成17年 度 に は 総合

検査管理 シ ス テ ム が概算 で認め ら れ、 外注検査

項 目 の 大 幅 な 取 り 込み と 自 動分析機更新 に よ る

迅速で、正確 な デー タ 報告、 患者 ア メ ニ テ ィ の 向

上や検体取 り 違 え の 防止 な ど医療事故防止 に 配

慮 し た シ ス テ ム の 導入 を 図 る と と も に 超音波検

査業務 に つ い て も 一括管理可能 な 準備 を 進 め て

い る 。 時 間外緊急検査は平成11年 9 月 か ら 時 間
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延長、 平成12年 4 月 か ら 宿 日 直業務 を 開 始、 12

月 か ら 感染症検査項 目 を 追加 し た 。 更 に 平成13

年 5 月 か ら 血液型検査 ・ 交差適合試験 を 開始 し 、

平成16年12月 か ら は製剤 管理業務 も 24時 間 実施

す る と と も に 、 21 時 ま で の 輸血 関 連業務延長 に

参画 し て い る 。

検査部の 人員 は 開 院時 に 13名 で ス タ ー ト し た

が、 現ス タ ッ フ は 29名 で あ る 。 こ の 問 、 平成10

年 4 月 に 検査技師長は松田正毅か ら 大 門 良男 と

な っ た 。 松田正毅は平成11年秋 に 勲 6 等単光旭

日 章 を 授与 さ れ た 。 平成12年 9 月 に は検査部長

は桜川信男 か ら 北 島勲 と な っ た 。 着任後の業績

に は 顕著 な も の が あ り 、 臨床検査精度管理奨励

賞 (野 手) 、 臨 床 検 査 自 動 化 学 会 優 秀 論 文 賞

(谷) 、 科学研究費 の取得 を は じ め 、 大学 問 人事

交流 も 積極 的 に推進 し 、 平成15年度 に 角 田技師

が金沢大学へ、 金沢大学か ら 中 嶋技師が着任 し

1 年 間 人事交流 を 行 っ た 。 平成16年 度 に は 医学

教育等関係業務功労者表彰 を 内藤静江が受賞 し

た 。

業務 に お い て は 検体早朝 収集 に よ る TAT の

短縮 と 診療前検査の実施、 遺伝子検査業務 の 充

実、 NST 及 び治験業務 な ど チ ー ム 医 療 へ の 参

画、 救急部及 び ICU に 設置 さ れ て い る 血 液 ガ

ス 分析装 置 の メ ン テ ナ ン ス の 実施、 検査相談室

の 設置 な ど多彩 で あ る 。

教育 ・ 研究面 に お い て も 、 部内勉強会 は も と

よ り 、 医学部学生等 の教育、 公開講座 の 実施、

日 本臨床検査技師 会 中 部地 区全国委員 や 富 山 県

臨床衛生検査技師会学術部長や研究班班長 を 輩

出 す る な ど 地 域 の 中 核 的 な 役割 を 果 た し て い

る 。

以上、 検査部 の 沿革 に つ い て述べて き た が、 検

査部の役割 は重大で、 あ る 。

近 年 の 臨床検査 を 取 り 巻 く 環境 は 厳 し い も の

があ る と と も に 変革 も 目 覚 し い 。

こ の よ う な な か を 生 き 抜い て い く た め に は 、

病 院 の 一 員 と し て の 意識 と 絶 え 間 の 無 い 努力 と

熱意が必要で あ る 。
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手 術 部

昭和 54年 1 0 月 1 日 、 附属病 院 の 開 院 と と も に

開 設 さ れ た 子術 部 は 手術室 9 ?Ë ( う ち 2 室 は ク

ラ ス 100 の バ イ オ ク リ ー ン ル ー ム 、 3 室 は 天 井

懸垂型手術顕微鏡 を 備 え る ) 、 独 立 し た 洗 浄 ・

滅菌 装 置 を 持つ材料室、 お よ び子術 中 の 迅速 な

検体検査 を 可 能 と す る 機器 を 備 え た 測 定室 を 有

し 、 当 時 と し て は 他 に 誇れ る 機能 ・ 設備 を 有 し

て い た 。 さ ら に 、 高 エ ネ ル ギ ー 治療 棟 に も 術 中

照射 を 可能 と す る 手術主主 1 窒 を 有 し て い る 。 こ

れ ら の 設 備 を 駆 使 し て 、 年 間 お よ そ 3 ， 000例 の

手術 を 行 っ て い る 。 手術部長 は 初 代部長で あ っ

た 伊藤祐輔か ら 平成12年 に 遠藤俊郎 を 経 て 平 成

1 5年 9 月 よ り 山 崎光章が務 め て い る 。 開 設 当 初

よ り 、 手術 に お い て 医 師 、 患者双方 に と っ て 安

全で快適 な 環境 を 提供す る と い う 庁針 で手術部

ス タ ッ フ が A 丸 と な っ て サ ー ビ ス を 提供 し て い

る 。

助教授 ( 副 部 長 ) は H前日 58年 よ り 佐 藤根敏彦

が務 め て き た が、 平成16年 9 月 よ り 品 LLJ 登 に 交

代 し て い る 。 看護師長 は平成 6 年 か ら 長谷川薫、

同 9 年 よ り 境美代 f、 10年 よ り 佐竹純子 を 経 て 、

13年 よ り 亀 谷 由 美が務め て い る 。 看 護 ス タ ッ フ

は 、 効 率 良 く 多 数 の 手術 に 対応 す る た め 、 手術

器械 の セ ッ ト 化、 子術看護子順の整備、 手術材

料 の 在庫管理の 効率化、 清掃業務 の 外注 な ど を

実現 さ せ て い る 。

現在 の 手術部業務 は 、 コ メ デ イ カ ル の ス タ ッ

フ に も 大 き く 支 え ら れ て い る 。 彼 ら の 貢 献 な し

に は 円 滑 な 業務遂行 は 成 り 立 た な い 。 手術部 に

お い て は 、 臨床検夜、 手術部 内 の 環境維持、 手

洗装 置 ・ 滅 菌 装 置 の 管 理 な ど を 行 っ て い る 臨床

検査技師 の rJ l 丸勝 人 、 麻酔器、 モ ニ タ ー 機器、

人 工 心 肺 、 手術機器、 部 内 LAN、 部 内 ビ デ オ

シ ス テ ム の 整備 点検 を 行 っ て い る 臨床工学技 上

の 高 道 昭 一 、 嶋 |吋 健志 (2005年 2 月 よ り 医療 機

器管理セ ン タ ー に 再 配 置 ) 、 お よ び千 術 中 の X

線透視 ・ 造影 . �最影 な ど を 行 っ て い る 診療放射

線技師 の 奥 野政一 (2005年 9 月 よ り 放射線部 に

再配置) を は じ め 、 技官の 原 田 清志 、 技能補佐

員 の 粛藤美恵子、 そ し て 受付 ・ 事務 を 担 当 し て

い る 上銘文絵 ら に よ っ て 業務が支 え ら れ て き た 。

こ の 10年 間 、 手術の 内 容 は 大 き く 変 わ っ た 。

一 つ は 、 内視鏡 な ど を 活用 し た低侵襲 な 手術 の

増 加 で あ る 。 こ れ ら の術式 に 対応 すべ く 、 各手

術室 に お け る 内視鏡の使用 を 可 能 に す る ビ デ オ

シ ス テ ム の 整備 を 行 っ た 。 さ ら に 、 拍動下 で の

冠 動 脈バ イ パ ス 術 (OPCAB) や 生体 肝 移 植 な

ど の 新 し い術式への対比、 も 行 っ た 。 ま た 、 老朽

化 し た 麻酔器 の 更新 を 平成 1 1 年 に 行 い 、 麻酔記

録 も 自 動 で子術部 内 の サ ー バ ー に 作成 さ れ る シ

ス テ ム を +葺築 し て い る 。

平成16年 4 月 に 国 立大学が独 立 法 人 化 さ れ、

手術部 も 収支改善、 安全性 の 向 上 を 求 め ら れ て

い る 。 こ れ ま で は 、 洗浄 ・ 滅菌業務、 検査業務

な どすべて 、 手術部 内 で、独立 し て 行 え る よ う な

シ ス テ ム を 構築 、 運営 し て き た が、 今後 は 病 院

全体の 効率化 と い う こ と を 視野 に 入 れ て 、 こ れ

ら の 部 門 の 統合 や外部委託化が必要 に な る と 思

わ れ る 。 手術部 に お い て も 、 病 院全体で の 導 入

に 併 せ て 平 成 1 7 年 1 2 月 よ り SPD を 中 心 と し た

物流 シ ス テ ム を 稼働 さ せ る 予 定 で あ る 。 こ れ に

よ り 、 手術材料 の 部 内 在庫 を 減 ら す こ と がで き

る と と も に 、 従来在庫 管理や器材準備 に 使 っ て

い た 時 間 を 短縮 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 ス ペ

ー ス と 時 間 の 余裕が生 ま れ、 手術件数増 加 、 患

者 サ ー ビ ス の 向 上へ振 り 向 け ら れ る も の と 期待

さ れ る 。

今後 の 手術部 の あ り か た と し て 、 日 帰 り 手術

へ の 対応 を 可 能 と す る 回 復室機能 を 合 わ せ持つ

よ う な 子術 宇長 の 設置、 あ る い は CT 、 MRI を 手

術 室 内 に 設置 す る こ と で、 手術 中 、 あ る い は 手

術 直 後 に 子術部位の状態 や 出 血 の 有 無 を 確認で

き る よ う な 高 機能 手術室 の 設 置 な どが あ げ ら れ

る 。 医 師 、 看 護 師 の 慢性 的 な 不足状態 に 加 え 、

子術件数の 増 加 、 と く に 長 時 間 手術件数の増 加

に 伴 い 、 さ ま ざ ま な ス ト レ ス がか か る 部 門 で は

あ る が、 忘年 会 を は じ め と す る 年 間 行 事 な ど を

通 し て 、 院 内 各診療科 ・ 診療 部 門 、 ま た 手術部

内 ス タ ッ フ 聞 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 良 好 に

保 っ て い き た い と 思 う 。 今後 と も 各位 の 相 変 わ

ら ぬ御 指 導 、 御支援 を 頂 き た く お 願 い 中 し 上 げ

る 次第 で あ る 。



放 射 線 部

1 ) 診療体制 の 変選 と 現状

放射線部 は 放射線診療 の効率的 ・ 合理的 な 運

営 を 目 的 と し た 中 央診療施設の ひ と つ と し て 設

立 さ れ、 放射線科の 全面的 な協力 を 得 て 運営 さ

れて い る 。 こ こ 10数年来、 画像診断、 核 医学診

療、 放射線治療 は 大 き な 進歩 と 変化があ り 、 最

近 で は血管内手術や 画像支援治療の イ ン タ ー ベ

ン シ ョ ナ ル ラ ジ オ ロ ジ ー (IVR) の 発達、 病気

の 本質 を 診断 し そ の 原 因 に 迫 る こ と がで き る と

期 待 さ れ て い る 陽 電 子 断 層 撮 影 装 置 (PET)

な どが開発 さ れて お り 、 放射線部 は こ れ ら の 高

度 な 先端技術の凝集、 集積 さ れ た 場所 と な っ て

い る 。 ま た 、 こ れ ら の 装置 を 使用 し 放射線科 を

は じ め 、 各診療科 に 対応 し て 多 様 な 検査や治療

の要求に応 え る 。 昭和54年10月 の 診療 開 始以来、

コ ン ピ ュ ー タ ・ テ ク ノ ロ ジ ー の 画期 的 な 進歩 に

よ る 技術革新 に 伴 い 、 最先端 の 画像診断 ・ 治療

技術 の 実践、 さ ら に 多 様化す る 患者要求 に 対応

し 、 高度先進医療 に 取 り 組む大学病 院 の 中 診部

門 と し て 、 必要かつ 十分 な サ ー ビ ス を 提供 し て

き て い る 。

放射線診断部門 は 、 現在、 多列検出 器 を 有す

る 最先端の エ ッ ク ス 線 コ ン ピ ュ ー タ 断層撮影装

置 (CT) 2 台、 磁 気 共 鳴 装 置 (MR) 2 台、

血管造影装置 3 台、 エ ッ ク ス 線透視装置 3 台、

CR 撮影装置 6 台、 骨 塩 定 量 装 置 1 台 の ほ か、

乳房撮影装置、 一般撮影装 置 な ど を 配備 し て お

り 、 核医学部 門 で は 、 ガ ン マ ー カ メ ラ が 3 台、

PET 装 置 1 台 が設置 さ れ 病 態 診 断 に 威 力 を 発

揮 し て い る 。 治療部 門 に お い て は 、 最適化 さ れ

た 治療計画 を 行 う 治療計画専用 の CT 装 置 が 1

台設置 さ れて お り 、 治療 に は リ ニ ア ッ ク 装置 を

使用 し て い る 。 こ れ ら の 中 で特筆すべ き 二つ の

こ と が挙 げ ら れ る 。 そ の 一つ は 、 形態 を 見 る 画

像診断 と は 原 理 的 に 異 な り 、 「腫蕩 の 機 能 を 見

る 」 つ ま り 機能画像診断 と し て 非常 に 有用性が

高 い PET 装 置 の 稼動 で あ る 。 も う 一 つ は 画 像

の デ ジ タ ル 化 で あ る 。 放射線部で取 り 扱 う 画像
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は 、 一部 を 除 き 全て デ ジ タ ル画像で あ る 。 一般

撮影、 CT、 MR を は じ め 血 管 造 影 や 、 乳 房 の

特殊撮影 に お い て も デ ジ タ ル 化 で あ る 。 画像の

デ ジ タ ル化 に 伴 い 、 電子 カ ル テ へ の 画像及 び レ

ポ ー ト 配信 を 実施 し 、 画像情報管理 シ ス テ ム を

構 築 し て い る 。 ま た 、 CT、 MR の 読 影 レ ポ ー

ト を 電子 カ ル テ シ ス テ ム か ら 参照可能 と し 、 活

用 し て い る 。 こ の よ う に 、 放射線部 で の 診療体

制 は 充実 し て き て い る が、 問 題点 と し て は 、 老

朽化の著 し い 放射線機器の 更新 を 含め た 放射線

機器の 安全、 コ ス ト 管理等 の 業務 に 加 え て 、 患

者 サ ー ビ ス 向 上が急務 と な っ て い る 。

2 ) 沿革等 に つ い て

放射線部 は 中 央診療施設 の ひ と つ と し て 昭和

54年 10月 に 病 院開設時 に柿下部長 の 下 、 技師 8

名 で 開 始 さ れ た 。 現在 は瀬戸部長 の 下 に 渡遺副

部長 と 小 川 助 手 及 び診療放射線技師22名 (女性

4 名 ) ・ 事務系 臨時職員 l 名 と 多 人数 に な っ て

い る 。 放射線部 内 の廊 下 及 び患者待合 に絵画や

書道 な どが掲 げ ら れて お り 、 と く に核医学部門

は留 学生が持参 し た 中 国絵画 と 書道 で小美術館

の模様 を 呈 し て お り 、 検査待 ち の 患者様の不安

感 を な ご ま せ る 場 と な っ て い る 。

一方、 開 院 当 初 は放射線部が取 り 扱 う 情報 ・

画像 は ア ナ ロ グが主流 で あ っ た が、 こ の 30年 間

で大 き く 様変 わ り し 、 特 に 患者基本情報、 放射

線情報お よ び会計情報 ま で を 連携 し 、 さ ら に 各

種検査装置 の デ ジ タ ル画像 を 電子 カ ル テ へ配信

す る な ど逐次進歩 し て い る 。 こ れ ら の経過で、

放射線情報 シ ス テ ム の構築 と 撮影装置 の 連携 に

よ る 照射条件の 自 動取 り 込み の 開発 な ど行 い 、

ア ナ ロ グ か ら デ ジ タ ル の 世界への移行 に 必要 な

要件 に 取 り 組 ん で き た 30年 間 と も 言 え る 。

今 後 は 、 高 度 ・ 安 全 ・ 安 心 な 医 療 提 供 に 携

わ っ て い け る よ う に 、 ま た 、 各種画像の デ ジ タ

ル化 を 担 当 す る 部 門 と し て 、 よ り 良 い 診療、 患

者 サ ー ビ ス 向 上 に 貢献で き る よ う 放射線部職員

一 同 取 り 組 ん で い る 。

( 中 村 衛)



274 第 4 主主 講座等 の沿革

材 料 部

材料部 は 、 医療現場へ確実 に 安全 な 医材 を 提

供す る 目 的 で 、 器材 の 洗浄 ・ 消毒 ・ 点検 ・ 組 み

立 て ・ 滅菌 業務 と 滅菌器材 の 保 管 ・ 供給 を 行 っ

て い る 。 (平 成 1 7 年 1 2 月 ま で は 、 デ ィ ス ポ ー ザ

ブ ル 製 品 の 医 療 材 料 の 管 理 と 供 給 も 担 っ て い

た )

昭和 54年 1 0 月 、 病 院 の 開 院 と 同 時 に 業務 を 開

始 し た 。 昭和60年 デ ィ ス ポ化 の 波 に 乗 り 、 ガ ラ

ス 注射器がデ ィ ス ポ注射器 に 、 平 成 2 年 か ら 銅

製小物の 単包化 を 図 り 、 平 成 4 � 6 年有 窓 ガ ー

ゼ カ ス ト か ら 密 閉性 が 高 い ス テ リ コ ン テ ナ に 変

更 と な っ た 。

平 成 1 1 年 4 月 に 施行 さ れ た 「感染症新法」 に

よ り 、 汚染 さ れ た 医療器材 の 取 り 扱 い に は 、 こ

れ ま で以上 に 注 意 を 払 う 必要が出 て き た 。 特 に

汚染 さ れ た 医療器材 の 取 り 扱 い は 、 感染機 会 に

大 き な 影響 を 及 ぼす こ と が考 え ら れ、 洗 浄 シ ス

テ ム を 大 幅 に 見 直 し た 。 平 成 1 2年 3 月 、 4 層 式

全 自 動洗浄装置 (通称 ト ン ネ ル ウ オ ッ シ ャ ー )

が導入 さ れ、 各 部署 で の 一 次洗浄 を 廃止す る こ

と が可 能 と な り 、 院 内 感染 防止 及 び、各部署 の 看

護業務 の 改 善 を 阿 る こ と がで き た 。 エ ビ デ ン ス

に 基づ い た 環境管理の 見 直 し も 同 時 に 行 い 、 エ

ア シ ャ ワ 一 、 殺菌 灯 ロ ッ カ 一 、 滅菌 室 入 室 時 の

ガ ウ ン テ ク ニ ッ ク 等 を 廃止 し た 。 滅菌 の 質保証

を 図 る た め 、 万 能 ツ ボ、 鎌 子立 て 、 ス テ リ コ ン

テ ナ を 廃止 し 、 滅菌i斉 み の 衛生材'1'4- を 順次採用

し て い っ た 。

平 成 13年 5 月 に EOG 滅菌 に 関 す る 法 律が 改

正 さ れ、 CI 作業主任者の配置、 c1 作 業環境測 定、

③作業環境 の 制 限 な どが義務付 け ら れ た 。 EOG

滅菌器の 更新や 定 員 削 減 の 時期 と も 重 な り 、 検

討 し た 結 果、 平 成 14年 4 月 か ら EOG 滅 菌 を 全

面外注化 し た 。 ま た 、 高圧 蒸気滅菌器 も 3 台 の

う ち 2 台が使用 不 能 と な り 、 高 圧蒸気滅菌物 も

平 成 1 5 年 4 月 か ら 鋼 製小物か ら セ ッ ト 器材へ と

順次外注 に 移 行 し た 。

平 成 1 5 年 5 月 か ら 滅菌器材の 病棟収納 を 開 始

し 、 病棟の業務改善 を 図 る こ と がで き た 。 平成

1 6年 1 月 か ら 、 レ ベ ル カ ー ド に よ る 医療材料の

定 数 配 置 方 式 を 開 始 (208品 目 よ り ) し 、 各 部

署 で の 在庫 量 の 減少 を 岡 る こ と がで き た 。

平 成 1 6年 度 は 、 独法化 と な り 経常改善 を 図 る

た め 、 平 成 1 5 年 度 よ り 進 め て い た 医療材料の標

準化 を さ ら に 推 進 し 経 費 節 減 に 努力 し た 。 平成

1 7 年 1 2 月 1 口 、 SPD の 導 入 と 同 時 に デ ィ ス ポ

医 療 材 料 を す べ て SPD に 移 行 し た (518品

目 ) 。

過去 5 年 間 で材 料部 を 取 り 巻 く 環境が大 き く

変 化 し た 。 今後 も 、 感染 防 止、 リ ス ク マ ネ ー ジ

メ ン ト を 視野 に い れ、 滅菌 の 質 保証 を 凶 っ て い

か な け れ ば な ら な い 。



救 急 部

1 ) 沿革

救急部 は 、 病 院 の 歴 史 の 中 で は比較的新 し い 。

昭和61年 (1986年) 1 月 1 日 に 院 内 措置 と し て

設置 さ れ、 文部省 で の 予算化 を 伴 う 省令での設

置 は 昭和 63年 (1988年) 5 月 25 日 で あ る 。 当 時

は 、 国立大学附属 病 院救急部 は 、 教官定員 1 人

(助教授職) 、 事務 ・ 技官定員 2 人、 看護定員 8

人か ら な る 1 1 1 人 セ ッ ト 」 の 時 代 で あ り 、 全て

の 国 立大学救急部 に お い て 、 関連す る 診療科の

支援 に よ る 限定 的 な 運用 が な さ れて い た 。

そ の 後、 救急医療基本問題検討会報告書等 で、

医療資源の豊富 な 国立大学附属 病 院 の 救命救急

セ ン タ ー構想が提案 さ れ た が、 救急部 の 充実 と

学部講座 の 設 置 の 直接 の 契機 と な っ た の は 医 師

卒後臨床研修制 度の導入であ っ た 。 従 っ て 、 平

成15年 9 月 1 日 の 学部講座 (救急 ・ 災害医学)

設置 に 伴 い 、 講座教授 で あ る 奥寺が救急部長 を

併任 し 、 以 降、 附属病 院救急部 は大幅 な 変 革 を

遂 げつ つ あ る 。

2 ) 地域 に お け る 救急部の役割

大学附属 病 院 は 地域 に お い て教育 ・ 研究 ・ 診

療 を 担 当 す る 唯一の 医療機 関 で あ る 。 こ の こ と

は救急部 に お い て も 同 様 で あ り 、 講座設置以降、

救急部 は 富 山 県 内 の救急医療体制への協力 と 参

加 、 さ ら に 地域の救急 医療計画 の 策 定 プ ロ セ ス

な ど に も 参画 す る こ と と な っ た 。

地域の救急 医療体制への参加 は 、 富 山 県 の 4

医療圏 (富 山 医療圏、 高 岡 医療圏、 新川 医療圏、

砺波医療 圏 ) の う ち 、 大学附属 病 院 の所在地 で

あ る 富 山 医療 圏 で の 二次輪番制への平成 16年 4

月 か ら の 参加 と し て 第一歩 を 踏み 出 し た 。 輪番

制への参加 は 、 病 院全体の職員 の 意識の改革 に

つ な が る と 同 時 に 、 医学生教育 、 医 師卒後臨床

研修 に お い て も 重要 な 役割 を 果 た し て い る 。

ま た 地域 の 災害医療体制 と し て 、 平成15年秋

に は 富 山 医療 圏 メ デ イ カ ル コ ン ト ロ ー ル協議会

と 合 同 で多発傷病者救助 お よ び受 け 入 れ訓 練 を

開 催 し た 。 こ れ を 契機 と し て 災害 医療体制 の構

築 に 取 り 組 み 、 平成17年 度 に は厚生労働省 の 定
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め る 全 国 規模 の 災害 医療支援チ ー ム (Disaster

Medical Assistant Team : DMA T) の 整備事

業 の 指定 を 受 け 、 全国研修 に 参加 し た 。

3 ) 病 院 内 に お け る 救急部の役割

病 院 に お け る 救急外来 (Emergency Room : 

ER) は 、 24時 間 365 日 国民の健康危機で あ る 急

病や社会の健康危機で あ る 災害等 と の接点 で あ

り 重要 な 役割 を も っ 。 平 日 昼間 は 、 各専 門 診療

科が外来診療 を 行 う た め 、 救急部 は救急車 に よ

る 救急患者への対応 を 主務 と す る 。 平 日 時 間外、

休 日 ・ 祝祭 日 に お い て は 、 ER は 病 院 の 玄 関 と

し て の役割 を 果 た す 。 こ の た め 、 ER の 診療 の

質 を 向 上 さ せ迅速 に 対応す る こ と は 病 院 の 質 の

向 上 に も つ な が る 。

現行の ER の 診療体制 は 、 平 日 昼間 は 救急 部

専任教官が全て対応 し て い る 。 平 日 時 間外 と 休

日 ・ 祝祭 日 は 、 救急部の専任教官 と 各専 門 診療

科か ら の 支援 ス タ ッ フ がチ ー ム と し て 当 直体制

を 運用 し て い る 。 救急部教官 は 、 オ ン コ ー ル体

制 を 取 っ て お り 各専 門診療科の救急診療 を パ ッ

ク ア ッ プ し て い る 。

救急部方 の 入 院患者 は 、 重症度 に 応 じ て 一般

病棟 と 集 中 治療部 に わ か れ る 。 受持医 師 は 、 専

門 診療科 を 基本 と す る が複数診療科が関与す る

も の や心肺停止の蘇生後 な どの 重症患者 は救急

部 と し て 受 け 持 つ て い る 。 救急部 と し て の 入 院

病 床 は 西 7 階病棟の 6 床 を 運用 し て い る 。

4 ) 今後の展望

今後 は 、 救命救急 セ ン タ ー の 設置 と 承認、 高

度救命救急 セ ン タ ー の設置、 な どの さ ら に 大 き

な 変革が予 定 さ れて い る 。 国立大学法人 と し て

組織変革 を 進め て い る な かで、 救急部 門 の 改革

は 、 病院再開発 と も 連動す る 最重要課題で あ る 。

5 ) ス タ ッ フ (2005年10 月 1 日 現在)

部長 ・ 教授 奥寺 敬

副部長 ・ 講師 若杉雅浩

助手 井川 晃彦

助手 旭 雄士

医 員 丹下大祐

(奥寺 敬記)
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輸血 ・ 細胞治療部

( 1 1  管理運営、 業 務 の 変遷 と 現状

輸血 ・ 細胞治療部 の 業務 は 大学病 院 の 輸血の

管理、 輸血 ・ 感染症 ・ 移植関 連検査、 輸血 ・ 細

胞治療支援、 輸血教 育 の 分野 か ら な る 。 現在 は

こ の 業務 を 部長 (兼任) 1 名 、 副 部 長 1 名 、 医

員 1 名 、 検査技師 (専任) 3 名 、 副 看 護 師 長 1

名 、 事務員 1 名 で、行 っ て い る 。

輸血管理 は 、 病 院 内 の 適正輸血 の 推 進 、 輸血

製剤 の 管 理 と 照射が 小 心 で あ る c 血液製剤 の 使

用 本 数 は 平 成 1 6年 度 で 、 赤 血 球 MAP2， 183本、

濃厚血小板904本、 新鮮凍結血葉 1 ， 280本で あ る 。

ま た 検査部 の 協 力 の も と に 輸血業 務 の 24時 間 体

制 ( 平 成 1 6年 ) や 輸血 後 GVHD 予 防 の た め の

放射線照射 ( 、|三 成 8 年) 、 l血 液 製 剤 と 保冷 庫 の

コ ン ビ ュ ー タ ー 管 理 ( 平 成 8 年) 、 輸 血 検 査 の

自 動化機器 の 導入 (平成 7 年) を 行 い 、 正確か

っ 迅速 な 管理 を 行 っ て い る 。

検査業務 は 、 輸血 関 連検命、 免疫 ・ 移 植 関 連

検査、 感染症関 連検査 よ り な る 。 輸血 関 連検査

は 、 血液型検査、 不規則抗体検台、 交差適介試

験で、 い ず れ も 開 院時 よ り 施行 し て い る 。 平 成

1 6年 度 の 検 査 件 数 は 各 々 3， 692件、 5 ， 6751午、

3 ， 052件 で あ っ た 。 免 疫 ・ 移 植 関 連 検査 と し て

は 、 HLA 検査 を lI{j 干11 60年 よ り 開 始 し た 。 HLA

検査 は移植 を 受 け る 患者 に 必須 で 、 平 成 1 6 年 度

は 88件 の依頼があ っ た 。 感染症 関 連検査 と し て

は 、 HTLV-I 抗体、 HIV 抗体検査 を 昭 和 62年 か

ら 、 HCV 抗体検査 を 平成 元 年 か ら 、 HBV 関 連

抗原抗体検台、 HAV 抗体検命、 梅毒 関 連検査

を 平 成 5 年 か ら 、 CMV 抗体検有 は 、ド 成 1 5 年 か

ら 行 っ て い る 。 ま た 近 年 の 肝 炎 ウ イ ル ス 治療 の

ニ ー ズ に よ り 、 HCV-RNA 十会 合T と HBV-DNA

検査 を 平成 1 5年 よ り 施行 し て い る 。

輸血 ・ 細胞治療部が協力 ・ 支援 し て い る 治療

と し て は 血紫 交換療 法 、 白 己血輸血、 リ ン パ 球

除去療法、 さ ら に 末梢血幹細胞移植 ・ 白 家骨髄

移植 な どがあ る 。 血紫交換 は 昭和 56年 よ り 開 始

し 、 劇 症 肝 炎 に 関 し て は約25例 に 施 行 し 6 例 の

紋命 を え 、 こ れ以外に も ギ ラ ン ・ バ レ ー 症候群

や 血松性血小板減少性紫斑病 な ど約25例 に 施行

し た 。

自 己血輸血 は平成元年 よ り 開 始 し た 。 貯血式

自 己 血 輸血 は 年 々 増 加 し 、 平 成 16年 度 は444本

の 採取 を 行 っ た 。 ま た 、 患者サ ー ビ ス と し て 輸

血教室 を 平成 1 6 年 7 月 に 開 始 し た 。 近 年 は 難治

性 の j貴傷性大腸 炎 に リ ン パ 球除去が試み ら れ、

22例 中 17例 に 改善がみ ら れ た 。 ま た 自 己末梢血

幹細胞移植 ・ 白 家骨髄移植 は 化学療法 に 感受性

の あ る 悪性腫蕩 を 対象 に 行 わ れ、 平 成 1 6 年 度の

血液成 分分離装 置 の 使用 は52件 で あ っ た 。 当 部

で は こ の採取 ・ 調 整 ・ 長 期 凍結保存 お よ び造血

幹細胞数測 定 の 支援 を 行 っ て い る 。

輸血 医 学教育 は 輸血医療 を 適正 に 行 う た め に

極 め て 重要 で あ る 。 4 年生 に 90分の 講義 を 3 固

と 後期 臨 床 実習 と し て 半 日 を 血液 セ ン タ ー の 見

学 に 、 3 時 間 を 輸血 イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン

ト 実 習 と 血液型お よ び交差適合試験 の 実 留 に 当

て て い る 。 ま た 卒後教育 と し て 、 附属 病 院 で の

研 修 開 始 時 に 血液型検査の 実習 を 行 っ て い る 。

2 ) 沿革 に つ い て

開 院時 学 内 措置 に よ り 山 本恵一部長 と 高 道昭

一て技 師 で ス タ ー ト し た 輸血部 は 、 昭和55年 に 西

野 主 民技 師 に 、 昭和 60年 に 藤巻雅夫部長 に 交代

し 、 昭和56年 よ り 井 I-)J� ・ 副 部長が、 昭和 60年

よ り 道野淳子技師が、 日目和 6 1 年 よ り 多 葉 田 祥代

技 師 が加 わ っ た 。 そ の 後 、 平成 2 年 に 樋 日 清博

副 部長 に 、 、|λ成 5 年 に 渡 辺 明 治 部 長 に 交 代 し た 。

平成12年 に 三 崎拓郎部長、 平 成 14年 に 安村敏副

部長 に 交代 し 、 平成15年 度 か ら は 北 島 勲 部 長 と

な っ た 。

平 成 10年 に は 専 任 師長 と し て 、 i I: 口 富 子 師 長

が加 わ り 、 平 成 1 6 年 に 古 林千鶴子副 師 長 に 交代

し た 。 事務系 で は 昭和56年の奥野政 一事務官以

降、 7 名 の事務 員 を 経 て 、 現雀 は 浦 畑 久美子事

務 員 に 交 代 し て い る o

� )j、 施設 と し て の輸血 部 は 平成 5 年 4 月 の

正式認 nr を 受 け 、 日 本輸血学 会 の 認定施設 で あ

る 。 平 成 1 5 年 に は細胞治療の業務 を 拡大す る た

め 、 輸血部か ら 輸血 ・ 細胞治療部 に 名 称 を 変更

し た 。 ま た 、|ξ 成 1 6年 に 日 本輸血学会北陸支部会

の I&A の 認証 を 北 陸 で初 め て う け た 。

(安村 敏)



集 中 治療部

1 . 沿革

集 中 治療部の歴史 は大学の 中 で は比較的新 し

い 。 開 院 当 初 、 商 4 階麻酔科病棟 に 集 中 治療室

(ICU) が 2 床 あ り 、 溺 水、 薬 物 中 毒、 誤 峡 ・

窒息、 心肺蘇生後 な どの患者 を 収容 し て い た 。

し か し 、 大手術後の患者管理 は 各病棟の 回 復室

で 行 わ れ、 重症患者 を 中 央で一括 し て 診療す る

シ ス テ ム は 無 か っ た 。

特定機能病 院制度の発足 に 伴 っ て 、 1994年 5

月 20 日 に 集 中 治療部が開 設 さ れ た 。 1994年 9 月

か ら 手術部の 回 復室 に て 、 術後患者管理 を 開 始

し た 。 1997年10月 に 新棟が建設 さ れ 4 床 で稼働

を 開始 し た 。 1999年 9 月 よ り 6 床 に 増 床 し た 。

2000年 9 月 に 山 崎光章が部長 に 昇任 し 、 2001年

4 月 か ら 溢谷伸子が副部長 と な っ た 。 2004年 9

月 に 奥寺敬が部長 と な り 、 2005年 4 月 に 日 本集

中 治療医学会 の 集 中 治療研修施設 に 認定 さ れた。

2 . 病 院 内 に お け る ICU の役割

集 中 治療 の 目 的 は 、 呼吸 ・ 循環 ・ 代謝な どの

主要臓器が急J性 の機能不全状態 に 陥 っ て い る 患

者 に 対 し 、 集 中 的 に 治療 を 行 い 、 そ の 機能 を 維

持 ・ 回 復 さ せ る こ と で あ る 。 本学 の 集 中 治療部

は General ICU で あ り 、 中 央診療 部 門 と し て 、

特定の 内科 ・ 外科、 疾患別 ・ 臓器別 な ど に と ら

わ れ ず、 全身管理 を 行 う こ と を 本来の役割 と し

て い る 。 NICU以外のすべて の重症患者の う ち 、

急性の病状で、 積極的 かっ 集 中 的 な 治療 に よ り

回復の見込み の あ る 患者が治療対象 と な る 。 重

症患者管理の 需 要 は 多 い が、 病床数が限 ら れて

お り 、 実際 に は 以下の患者 を 主 に収容 し て い る 。

①大手術 (関心術、 大血管手術、 食道癌根治術、

肝切 除術、 生体肝移植) の術後管理、 ②術前 よ

り 重症 の 呼吸 ・ 循環 ・ 代謝疾患 を 有す る 患者の

手術後、 ③CCU ( 人 工 呼 吸 や 補 助 循 環 を 必 要

と す る 冠 動 脈 疾 患 や 重 症 心 不 全) ④院 内 緊 急

(病棟患者の急変) 、 ⑤救急蘇生後、 ⑥他院か ら

の 転 送 (心臓手術、 大血管手術 目 的 の 紹 介) 、

⑦臓器移植の対象 と な る 脳死患者 な どが挙 げ ら

れ る 。
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診療 内 容 は 、 診断治療機器 を 用 い て 、 呼吸 ・

循環 ・ 代 謝 を 連続的 に モ ニ タ リ ン グ し な が ら 、

①呼吸管理 (酸素療法、 吸入療法、 肺理学療法、

人 工 呼 吸、 NO 吸 入、 膜 型 人 工 肺) 、 ②循環管

理 (薬物療法、 ベ ー シ ン グ、 IABP、 PCPS 

LVAD) 、 ③血 液 浄 化 (CHDF、 血 液 吸 着 、 血

柴 交換、 CAPD) 、 ④栄 養 管 理 (静 脈 栄 養、 経

腸 栄 養) 、 ⑤鎮 痛 ・ 鎮 静、 ⑥感 染 対 策 、 ⑦脳 低

温療法等 を 行 っ て い る 。

3 . 入室患者 の 内 訳

術後患者が圧倒 的 に 多 く 、 心臓血管外科手術

後が45%、 消化器外科手術後が35% を 占 め て い

る 。 そ の ほ か、 院外 ・ 院内救急重症患者 を 受 け

入 れ て い る 。 緊急入 室 は 、 心臓血管外科手術 目

的 、 消化器外科、 敗血症、 そ の 他の術後、 急J性

冠症候群、 心不全、 心肺蘇生後が多 い 。

過去の入室患者数 は、 1999年 度440例、 2000年

度508例 、 2001年 度479例、 2002年度566例 、 2003

年 度572例 、 2004年 度597例 と 増加傾 向 に あ る 。

入室患者の増加要因 と し て 、 ク リ テ イ カ ル パ ス

の 導入 に よ る 入室期 間 の 短縮 、 救急患者 の 受 け

入 れ病棟 と し て の 利用増が挙げ ら れ る 。

4 . ス タ ッ フ

奥寺敬部長の下、 医師 3 名 が専従 し て い る 。

時 間 外 は 、 ICU 専 従 医 の ほ か、 外科、 麻酔科、

循環器内科 の 医 師が交代で常駐 し 、 24時 間体制

で、診療 を 行 っ て い る 。 看護ス タ ッ フ は 師長 1 名 、

副看護師長 3 名 を 含 む 19名 で、 常時患者 2 名 に

看護師 1 名 が看護 を 担 当 し て い る 。

5 . 現状 と 今後

独立行政法人化 に 伴 い 、 本学独 自 で業務 ・ 人

員 の 見直 し が で き る よ う に な り 、 ス タ ッ フ の業

務は軽減 さ れつ つ あ る 。

今後 さ ら に 、 急性期 の み な ら ず慢性期 の重症

患 者 が 増 加 す る 。 ICU の 効 率 的 使 用 、 効 率 的

な 医療の提供の努力 も 必要 だが、 救急患者の 増

加 、 慢性化 し た 重症患者の増加 に 伴 い 、 一般病

棟 と の 中 間 施 設 と し て の ハ イ ケ ア ユ ニ ッ ト

HCU の ニ ー ズ が増 え て い る 。 本 学 で も 病棟の

再編 に 伴 っ て 、 整備が必要 に な る と 考 え ら れ る 。



278 第 4 卒 講座等の沿革

医療情報部

1 ) 管理運営、 業 務 の 変遺

( 1 ) 病 院総 合 情 報 シ ス テ ム の 歩 み そ の 1

第 3 次 シ ス テ ム ま で

昭和 64年 1 月 に 正式稼働 開 始 し た 病 院総合情

報 シ ス テ ム は 、 第 3 次 の 更新 を 経 て 、 24時 間 連

続稼働 で運用 し 、 医事会計 に 連動 し た 各種 オ ー

ダ エ ン ト リ シ ス テ ム が稼働 し た 。 業務支援 ・ 参

照系 は 、 経営分析、 医療評価、 統合看護支援、

温 度 板、 院 内 画 像 参 照 の 各 シ ス テ ム 、 そ し て

ネ ッ ト ワ ー ク 拡 充 と し て UMIN 接 続、 ATM

LAN の 導 入 を 行 っ た 。 こ の 問 、 平 成 8 年 に は

医療情報部が正式 に 発足 し 、 林 隆一部長、 中

川 肇 副 部長、 事務官 4 人 の 体制 で ス タ ー ト し

た 。 ま た 、 2000年 問 題で は 障害 な く 越年 で き た o

A 方、 平 成 1 1 年 か ら 遠 隔 医療 シ ス テ ム 開 発 に も

取 り 組み 、 現在 に 至 っ て い る 。

( 2 ) 病 院 総 合 情 報 シ ス テ ム の 歩 み そ の 2

電子 カ ル テ 導入へ

第 4 次更新で は 電 子 カ ル テ 導入 を 目 指 し 、 平

成 1 3 年 か ら プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 開 始 し て 、 同

14年 に は仕様策定 を 行 っ た 。 同 1 5年 6 月 に は ベ

ン ダが決定 し 、 半年 間 で の 導入作業 を 精 力 的 に

行 っ て 同 1 6年 1 月 1 日 全病 院 的 に 稼働 を 開 始 し

た 。 ベ ン ダが変 更 と な り 、 か つ 短時 間 に 全 病 院

的 に 電子 カ ル テ が稼働 し た こ と は特筆に値す る 。

そ の 基本}j針 は 、 電子保存 三 原 則 お よ び偶 人情

報保護法 を 満 た し つ つ 、 24時 間365 日 連続 し て

カ ル テ の 記載がで き る こ と で あ る 。

機能拡充 と し て は 、 既存紙ベ ー ス の 診療録の

電 子 化、 フ ル オ ー ダ 化、 リ ス ク マ ネ ー ジ メ ン

ト ・ ア メ ニ テ ィ 目 的 の ベ ッ ド サ イ ド 端末の導入、

研究 ・ 教育 を 目 的 と し た デー タ ウ エ ア ハ ウ ス 構

築 、 病 院経営 の 意志決定の 支援 目 的 の 処置実施

入 力 、 物流 ・ SPD (supply. procedure. and dis 

tribution) 連携、 DPC (diagnosis procedure COffi

bination) ツ ー ル 連携、 管 理 会 計 シ ス テ ム と の

連 携、 ICDlO病 名 入 力 、 カ ル テ 開 示 に 対 応 の

Web カ ル テ 導 入 、 イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト の 電

子化 な どがあ る 。 各種 レ ポ ー ト 、 画像お よ び波

形情報 は 部 門 シ ス テ ム と URL 連携 を 行 い 電 子

カ ル テ か ら 参照 で き る 。 並行 し て ネ ッ ト ワ ー ク

補 強 を 行 い 、 基 幹 系 ギ ガ ビ ッ ト Ethernet、 無

線 LAN を 導 入 し て 冗 長 構 成 と し た 。 H/W は

DCOM 三 階層 モ デ ル に よ る C/S 方 式 を 採用 し

て 、 サ ー バ60機、 端 末1 ， 245台 ( う ち 液 晶 ペ ン

タ ブ レ ッ ト 付220台) 、 プ リ ン タ 1 1 2 台 が 稼働 し

て い る 。 S/W は 富 士 通 社 製 NeoChart を 本 院

の 運 用 体系 に あ わ せ て 大幅 に カ ス タ マ イ ズ を か

け た 。 ゐ 庁 、 シ ー ム レ ス な 診療 を 目 指 し て 旧 シ

ス テ ム か ら 患者基本情報、 病 名 、 検査結果、 薬

歴 、 予約 は プ ロ グ ラ ム 移行 を か け 、 さ ら に 不足

分 は 並行手入力 を 行 っ た 。 こ の た め 、 稼働 直後

か ら ! 日 デー タ の参照、 利 用 が可能 と な っ た 。 電

子 カ ル テ 稼働 後 は 、 レ ス ポ ン ス お よ び操作性 の

改善、 増設二診療科の機能追加、 新生児 カ ル テ 、

学牛専用 カ ル テ の 追加 な ど の 大 き な 改修作業 を

行 っ て き た 。

2 ) 現 行 ス タ ッ フ : 林 隆一部長、 中 川 肇副

部 長、 牧 石 信 康 係 長 (平 成 1 5年 4 月 � ) 、 牧 野

周 二 専 門 職 員 ( 同 1 2年 4 月 � ) 、 瀬 戸 美 和 子 主

任 ( 同 1 2年 4 月 � ) で あ る 。

3 ) 医療情報部主催の研究会

平 成 1 1 年 に i玉l 立 大学 附 属 病 院 医療情報処理部

門 連絡会議 を 、 同 1 2年 に は北陸診療録管理研究

会 を 開 催 し た 。

4 ) 医療情報部 の 研究概要

電子 カ ル テ 開発、 病歴管理、 セ キ ュ リ テ イ 権

保、 遠 隔 医療 の 研究 に 力 点 を 置 い て い る 。 平成

13年 ( [11 川 ) 、 同 14年 (林) 、 同 16 年 ( 中 川 1 ) に

科研費 を 獲得 し た 。 そ の 他、 平成13年 に 教育研

究 学 内 特 別 経 費 ( 中 川 ) 、 同 14年 に 富 山 県 医 師

会 医 学研 究 助 成 (林) 、 同 1 5 年 富 山 第 一 銀行 奨

学 財 団 ( 中 川 ) 、 同 17年 に 戦 略 的 経 費 ( 中 } I I )

を 獲得 し た 。

5 ) 医療情報部 の 社 会 貢 献

林 は 医療情報技師育成部会北陸部会長 と し て 、

中 川 は 指 導者 と し て 平 成 1 7 年 に 医療情報技師短

期 整理講習 会 お よ び能力 検定試験 を 開 催 し た 。

中 川 は 厚 労 省 MDC03作業 班 班 員 、 富 山 県 一 般

名 処 方 研 究 部 会 員 、 Jaanet 編 集 委 員 等 と し て

社 会 貢 献 を 行 っ て い る 。 ま た 、 シ ス テ ム 構 築 の

相 談 も 受 け 入 れ て い る 。



光学医療診療部

1 ) 管理運営、 業務の変遷 と 現状

光学医療診療部 は 内視鏡 を 用 い て 各種疾患 の

診断 と 治療 を 行 う 診療部 門 で あ る 。 関 連診療科

は 、 第一 内科、 第 三 内科、 和 漢診療部、 第一外

科、 第二外科、 耳鼻咽喉科 で あ る 。 こ れ ら の 関

連診療科の 医 師 と 患者が担 当 の 曜 日 に 本診療部

に 来 て 、 内視鏡診断 と 治療 を 行 う 。 ま た 本診療

部 に は専属 の 医 師 (本診療部の部長 な ら び に 副

部長) が 2 名 、 看護師が 2 名 、 臨床工学技士が

1 名 、 院外か ら の 派遣事務員 2 名 が配属 さ れて

い る 。 こ の 2 名 の専属 医 師 は 、 各 々 日 本消化器

内視鏡学会 な ら び に 日 本呼吸器内視鏡学会が認

定 し た 指 導 医 で あ り 、 光学医療診療部 に 出 入 り

す る 関 連診療科の 医 師 に 対 し て 内視鏡診療 の 指

導 と 実際の 内視鏡診療 に も 携 わ っ て い る 。 本診

療部 に お け る 年 間 の 診療件数は、 消化器で は 内

視鏡診 断が約3， 500件 で 内視鏡治療 (早期 癌 の

内視鏡 的 切 除術 な ど) が約400件、 呼吸器で は

内視鏡診断が約 140件 で 内 視鏡治療 (気 管 支 ス

テ ン ト 留 置術 な ど) が約20件、 耳鼻咽頭 で は 内

視鏡診断が約2， 400件 で 内 視鏡治療 (咽頭異物

除去術 な ど) が約60件 で あ る (耳鼻咽喉科外来

で の 施行例 を 含 む) 。 こ れ ら の 件 数 は 、 い ず れ

も 年毎 に 増加傾 向 に あ る 。

本診療部 は 日 本消化器内視鏡学会 な ら び に 日

本呼吸器内視鏡学会が各 々 設 け て い る 専 門 医制

度 に お け る 認定施設で も あ る 。 従 っ て 本診療部

で各種 の 内 視鏡技術 を 習 得 し 、 そ の 内 容が各 々

の学会で規定 し た 基準 を 満 た し て い れ ば、 専 門

医 資格試験 を 受 け る こ と がで き る 。 本診療部で

は 、 こ の 制 度 下 で の消化器内視鏡の 認定専 門 医

な ら び に 気管支鏡 の 認定専 門 医 を 既 に 合わせて

100名 近 く 育成 し て き た 。 ま た 専 門 医 育 成 の 一

環 と し て 、 毎 月 1 回 関 連診療科の 医 師 を 集 め て

カ ン フ ァ レ ン ス を 行 い 、 そ の 中 で症例検討や研

究発表 を 行 っ て い る 。

本診療 部 は 本学医学部の 医学科 ・ 看護学科の

学生の勉学 ・ 研究の場で も あ る 。 学部学生 に よ

る 本診療部の 臨床現場の見学や 、 修士学生 に よ

る 内視鏡 関 連 の研究 の た め の デ ー タ 収集 な どが

第 5 節 附 属 病 院 279 

行 わ れ て い る 。 こ れ を 基 に し て 、 多 数 の 修士論

文 も 作成 さ れて き た 。

ま た 本診療 部 は 地域 と の 密 な 連携 に も 心が け

て い る 。 例 え ば地 域 住 民 や 県 内 の 医 療 関 係 者

( 医 師 、 看 護 師、 薬 剤 師、 各 種 の 医療技術者 な

ど) に 向 け て 各種講演会 を 積極 的 に 企画 し 、 内

視鏡 を 中 心 に し た 今 日 の 医療 の 進歩 と 問題点 な

ど を 啓蒙 し 、 共 に 考 え る 場 を 設 け て い る 。 ま た

県 内 の 多 数の看護 師 と と も に 「富 山 内視鏡看護

研究会」 を 組織 し 、 毎 月 勉強会 を 行 っ て い る 。

北 陸 3 県 の 内視鏡技師 に対す る 研究会 も 毎年企

画 し 、 指導 し て き た 。 さ ら に 、 部長の 田 中 が、

後述 の よ う に 日 本消化器内視鏡学会の 北 陸支部

の 支部長であ り 、 そ の事務局 を 本診療部 に お い

て い る 関係 も あ っ て 、 本診療 部 は 北 陸 の消化器

内 視鏡診療 に 関 係 し て い る 医 師 (約1 ， 000人 が

登録 さ れて い る ) に 対 し て 、 毎年 2 回 の北 陸 支

部 で の 学会や各種研究会 を 企画 ・ 指導 し 、 北 陸

に お け る 各種 の 内視鏡診断や 内視鏡治療の 向 上

に 努 め て き た 。

2 ) 沿革

昭和54年、 附属病 院 開 院 時 に 検査部 の 一 部 門

と し て 「内視鏡検査室」 が設置 さ れ た 。 田 中 三

千雄 ( 当 時 第 三 内科) が責任者 に な っ た 。 平成

6 年、 検査部 か ら 独立 し て 「内視鏡部」 と な っ

た 。 平成 9 年、 診療部 と し て の独立認可が文部

省 か ら お り た 。 文部省 の 指導 に よ り 、 部 の 名 称、

が 「光学医療診療部」 と 改名 さ れ た 。 部長 に 田

中 三 千雄 ( 臨 床 看 護 学 ・ 併任) 、 副 部 長 に 杉 山

茂樹 (第一外科 よ り ) が就任 し た 。 平成12年、

副 部長が薄 田 勝男 (学外 よ り ) に 交代 し た 。 同

年、 部長の 田 中 三千雄が 日 本消化器内視鏡学会

北陸支部の 支部長 に 就任 し ， 同学会の事務局 が

金沢大学か ら 本診療部に移管 さ れた 。 平成18年、

本診療部が会員 数 3 万 人 の 日 本消化器内 視鏡学

会総会 を 運営 し た (学会会 長 は 、 部長の 田 中 三

千雄) 。

3 ) そ の他

本診療部で は専属 の 医 師 ・ 看護 師 ・ 臨床工学

技士がい っ し ょ に な っ て 、 毎週抄読会 も 行 っ て

い る 。 ま た 関 連診療科の 医 師 も 参加 し て 、 毎年

和 気 あ い あ い と し た新年会が催 さ れ る 。
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周 産母子 セ ン タ ー

[ 開 院時 か ら の 歩 み ]

先 ず 開 院 当 初 の 昭和 54年 に 、 小児科 ( 岡 田 敏

男 教 授) 病 棟 に 新 牛 見 集 中 治 療 室 (NICU)

が、 産婦人科 ( 泉 陸 号士授) 病棟 に 分娩部が新

設 さ れ宮 山 医科薬科大学附属 病 院 の 周 産期 医療

が ス タ ー ト し た 。 当 院 NICU は 、 昭 和 58年 に

は 富 山 県新生児医療協力体制 の Ij l で 第 三 次 医療

機 関 と し て 認可 さ れ、 新生児医療 を :j:B う 県 内 の

中核病 院 と し て 稼働 し 始 め た 。 NICU は さ ら に

平 成 2 年 に 先進 医療機器の増 設 に よ り 充実整備

さ れ、 半成 7 年 に は病床 9 床 で新生児 集 中 治療

室管理基準が承認 さ れ た 。 平成 8 年 に は 、 富 山

県 同 産期救急 医療協力体制 の も と で 本 院分娩部

と NICU が 周 産 期 の 第 三 次 医 療 機 関 と し て 認

可 さ れ、 地域産科医療機 関 か ら 救急車で搬送 さ

れ て く る 母体搬送症例 を 分娩部で、 重frE新生児

な ら び に 超 未 熟 児 を NICU で 受 け 入 れ、 妊 産

婦死亡 ・ 新生児死亡の低減 に 貢 献 し て き た 。

し か し な が ら 、 そ の 頃 の 富 山 県 の 新生児死亡

率 は 全 国 的 に 見 て も 高 率 で あ り (全 国 ワ ー ス ト

2 佼) 、 本 県 の 新生 児 予 後 を 改 善 し て い く た め

に は 、 富 山 県 の 診療 面 の み な ら ず 臨 床 教 育 面 で

も 中 核病 院 で あ っ た 本学 に 同 産母 子 セ ン タ ー を

設置す る 必要があ っ た 。

[ 周 産母子 セ ン タ ー の 開 設]

本学 に 同 産母 子 セ ン タ ー を 設置 し 、 ひ い て は

寓 山 県 の 胤 産期 医療 レ ベ ル を 10 11:. さ せ ん が た め

に 、 小 児科 の 宮 脇 利 男 教授 と 産婦 人 科 の 斎 藤 滋

教 授 は 、 1 ) 当 院 NICU は 9 床 が 常 に 満 床 の

状態 で し か も 当 院 に は 後 方 支 援 病 床 が な い た

め 、 母 体搬送 を 断 る 症例 が増 え 、 そ の 運営 に 障

害 が生 じ て い た こ と 、 2 ) 富 山 県 の 新坐児死亡

原 因 を 検討 し て み る と 、 先 天性心疾患症例 が多

く 、 ハ イ リ ス ク 妊婦 を 管理す る 周 産 期科、 出 生

し た 異常新生児 を 管理す る 新生児科だ け で は な

く 、 小児循環器外科、 麻酔科 な ど他科 と の 連携

が必要不 可 欠 で あ る こ と 、 3 ) 富 山 県 は 周 産期

の 専 門 医 が少 な く 、 ま た 新生児科医 も き わ め て

少 な い状況 に あ り 富 山 県干 の 周 産 期 医療 レ ベ ル

が立 ち 遅れ て い る こ と に つ い て 膨 大 な 書類 を 作

成 さ れ た 。 そ の 後、 医 師 会 、 お よ び厚 生労働 省

に 何 度 も 掛 け 合 わ れ た 上 で 、 ょ う や く 平成 13年

に 周 産母子 セ ン タ ー が、 そ し て 翌 平 成 14年 に は

6 床 の 後 }j支援病床 が設置 さ れ、 現在 の 状況 に

雫 っ て い る 。

先 日 、 奈 良 県 で 問 題 と な っ た 妊婦 の 病 院 た ら

い 回 し 事件 は 、 奈 良 に 周 産 母 子 セ ン タ ー が な

か っ た た め に 起 き た こ と で あ る 。 今 に し て 考 え

れ ば、 小児科 ・ 産 婦 人科 の 医 師j不足が ま だ ほ と

ん ど騒がれ で も い な い 5 年前 の 当 時、 時代 を 先

読 み し 周 産母 子 セ ン タ ー を 伝 ち 上 げ ら れ た 両教

授 の 先 見 の 明 は 驚樗 に 堪 え な い も の で あ る 。

[ }剖 産母子 セ ン タ ー の 現状]

セ ン タ ー が設置 さ れ て 以 降、 多 く の ハ イ リ ス

ク 妊婦 ・ 新生児が紹 介 さ れ、 胎児胸水、 あ る い

は 先 天性嚢胞状腺腫様奇形 に 対 す る 胎 児胸腔 内

ド レ ナ ー ジ 、 前期 破水 に 対す る 人工羊水補充療

法、 ま た 胎 児 不 整脈 に 対す る 抗不整脈薬投 与 な

ど の 胎 児 治 療 が積 械 的 に 行 わ れ る よ う に な っ

た 。 NICU に お け る ハ イ リ ス ク 新 生 児 管 理 に お

い て は膜型 人工肺管理、 NO 投 号 な ど の 先 端 医

療 が行 わ れ る よ う に な っ た 。 ま た 、 第 一外科か

ら 小 児 循 環 器外科 の 専 門 医 に 赴 任 し て い た だ

き 、 手術成績が|訂 正 し て か ら は 、 富 山 県 内外の

施設か ら 先天性心疾患児が紹 介 さ れ る よ う に な

り 、 富 山 県全体で の 先 天性心疾患 に よ る 新生児

死亡減少 に 役 -tr. っ て い る 。

こ の よ う に 、 症例 数が満 ち 足 り て お り 、 周 産

期 お よ び NICU の マ ン パ ワ ー が 富 山 県 ー で あ

る 本学 周 産母 f宇 セ ン タ ー は 日 本周 産期 ・ 新生児

医 学 会 専 門 |支 の 研 修 施 設 と し て 認 可 さ れ て お

り 、 富 山 県 で の 卒後臨床研修 に 貢 献 し て い る 。

[ 今後 の 展 望 ]

残念 な が ら 現在 の 周 産母 f セ ン タ ー は 院 内 措

置 に よ る も の で NICU 部 門 と 分 娩 部 が 離 れ て

位 置 し て お り 、 一刻 も 早 く 単 一 の ユ ニ ッ ト と し

て の 周 産 母 子 セ ン タ ー が新設 さ れ る こ と が望 ま

れ る 。 幸 い 数年 後 に 新病棟建 設 の 予 算 が下 り る

見 通 し が立 っ て い る と 聞 い て い る 。 そ の 際 に は

さ ら に ス テ ッ プ ア ッ プ し た 周 産母子 セ ン タ ー と

し て 生 ま れ変 わ る も の と 思 わ れ る 。

(酒井 正 利 )



病 理 部

平成14年 4 月 よ り 以前 は学 内措置 で あ っ た 病

理部が正式 に 文部科学省 の予算措置 に よ る 病理

部 に 昇格 し 、 副部長 ・ 助教授 1 が配置 さ れ る こ

と に な っ た 。 初 代 の 副 部長 ・ 助教授 に は 、 平成

14年 10月 に 常 山幸ー を 金沢大学医学部第二病理

学講座か ら 招聴 し 、 同 氏 の 本学医学部第一病理

学講座助教授への転 出 に よ り 、 平成 1 7年 1 月 に

二代 目 副部長 ・ 助教授 に 滋賀 医科大学 出 身 で ア

メ リ カ 留学 中 の福 岡 順也 を 招聴 し た 。 部長 は 本

学第一病理学講座教授高野康雄が平成11年 9 月

か ら 17年 9 月 ま で務 め 、 そ れ以 降 は 本学第二病

理学教授笹原正清が務め て い る 。

過去 5 年 間 の病理部の実績 を 以下 の 表 に し た 。

組織診断 迅速診断 細胞診
病理解

剖体数

2000年 3 ， 858 310 6 ， 254 57 

2001 2 ， 721  261 6 ， 237 62 

2002 3 ，  777 267 6 ， 179 6 1  

2003 3 ， 788 304 6 ， 307 50 

2004 3 ， 697 305 6 ， 237 59 
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1990年 か ら 1994年 ま で の 実績の平均 は 、 組織

診4， 251 、 迅 速 診220、 細 胞 診6， 858、 病 理 解 剖

体数85 で あ り 、 迅速診断が増加 し て い る が、 組

織診断 と 病理解剖体数が若干減少 し て い る 。 こ

れ は 全国 的 な 傾 向 で あ り 、 本学附属 病 院 だ け の

減少で、 は な い 。 組織診断が減 っ た 理 由 は 胃 ・ 大

腸内視鏡の 肉 眼診断の進歩 に よ り 、 無駄な 生検

が著 し く 減少 し た か ら で あ る 。 病理解剖体数 は

全 国 の 医科大学 ・ 医学部附属 病 院 で極端 に 減 少

し て お り 、 現在 の 本学附属病 院の剖検率 は全国

国立 医科大学 ・ 医学部附属 病 院 中 で10以 内 に 入

る も の と な っ て い る 。

現在、 第一 ・ 第二病理学講座 と 病理部 は一丸

と な っ て病理組織診断、 病理解剖 の 質 の 向上 に

逼進 し て い る 。 全疾患の病理組織診断 に 対応 で

き る よ う に 免疫組織化学 の抗体の 網羅 と 技術 の

向上、 組織マ イ ク ロ ア レ イ の 導入等、 枚挙 に 暇

が な い。 今後 も 鋭意努力 を 重 ね て い く 所存 で あ

る 。
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総合診療部

1 ) 診療体制 の 変遷 と 現状

・診療部 門 の 内 容 と ス タ ッ フ

総合診療部 は 内 科 の 一 部 門 で あ り 、 専 門 牲 に

と ら わ れ る こ と な く 様 々 な 訴 え の 患者 に 対応 し

て い る 。

現在の ス タ ッ フ は 山 城清 三 教授、 北 啓一朗

助教授、 薄 井 勲助手の 3 名 で あ る 。

・特徴 的 診療 と そ の 成 果

人 員 の 制 限 も あ り 、 現在 は外来診療 が l ド 心 で

あ る 。

外来診療

第 宇 内 科 の 協 力 を 得 て 毎 日 2 診体制で外来診

療 を 行 っ て い る 。 紹 介状 な し の 初 診患者や専 門

診療科 へ の 振 り 分 け が 困 難 な 主訴 (発熱、 め ま

い 、 浮腫、 食欲不振、 体重減少、 倦怠 感 な ど)

の 患者 を 主 な 対象 と し て い る 。 ま た 、 複数の疾

忠 を 抱 え る 患者 に も 対応 し て い る 。

総合診療 部 は 、 従 来 内 科 各科 の 当 昏制 と な っ

て い た 午 後 か ら の新思患者 に も 対 応 し て い る 。

準救急 的 な 症例 が多 く 、 中 に は 虫 .:Ijf炎や小脳 /1\

血 な どで緊急入 院 と な っ た 例 も あ る 。

ま た 、 総合診療 部 で は心 身 症 や 不 安 障 害 な ど

の患者 に 対応 す る 機会 も 多 く 、 臨床心理士 (波

辺茶登美、 ?存 出 博 子 ) に よ る 外来 カ ウ ン セ リ ン

グ や 心理査定 も 行 わ れ て い る 。

そ の 他、 毎週 1 lul の救急 当 胞 を tLl � し て い る 。

医学教育

総合診療部 は 臨床 医学教育 に お い て も 中 心 的

な 役割 を 果 た し て い る 。 山城教授 は 卒後 臨床研

修 セ ン タ ー 長 を 兼任 し 、 研修 プ ロ グ ラ ム の 作 成

を 総 括 し て い る 。 王手 前 教 育 で は OSCE の 運 常

を 担 当 し て い る ほ か、 ス タ ッ フ 全員 で学生 ・ 研

修 医 を 対象 と し た 外来診療教育 を 行 っ て い る 。

研究会

平成16年 に 総合診療研究 会 ( 北 陸 4 大 学 の 総

合診療 部合 同 ) と 、 富 山 地域 医療研究会 (県厚

年部、 か み い ち 総合病院、 黒部市民病 院 な ど と

の 協 力 ) を 発足 し た 。 い ず れ も 年 1 困 の研究発

表会 を 開 催 し て い る 。

・外来 ・ 入 院患者 の 動 向 等

本 年 度 よ り 本格 的 に 毎 日 外米 と な り ( 2 診) 、

対 応 す る 患 者 数 も 増 え て い る 。 本 年 度 上 半 期

( 4 月 � 8 月 ) で467名 の新患 を 担 当 し た 。 紹 介

状 を 持 っ て 当 部 を 受診 さ れ る 方 も 徐 々 に 増 え て

き て い る 。 主 な 内 訳 は 不 明熱、 微熱、 リ ン パ節

腫脹、 胸部腫痛 、 急性腹症、 不 定愁訴、 心 身 症

な どで あ る 。 ま た 、 新患 数の増加 に 伴 い 再 来 患

者数 も 増加 し て お り 、 多 く の 再診 を 抱 え つ つ も

ス ム ー ズ に 新患患者 に 対 応 し て い く こ と が今後

の 課題 と な っ て い る 。

2 ) 沿革 に つ い て

・設置年 月 f�

平 成 1 4年 4 月 1 日 に 院 内 措置 と し て 富 山 医科

薬科大学 附 属 病 院 内 科外来 に 設置 さ れ た 。

・ 主 要 人事

平成14年 4 月 1 日 発足 時 は i度透 明 治 第 三 内 科

教授 ( 当 時 ) が総合診療部部長、 丸 山 宗 治 第 ム

内 科 講 師 が副 部 長 を 兼任 し た 。

平 成 1 6 年 3 月 1 bJ 、 山 城清二教授就任 と と も

に I正式 に 診療科 と し て独 白: 、 同 年 5 月 、 学 内 よ

り 北 ( 第 二 内 科 ) 、 薄 井 ( 第 《 内 科) が ス タ ッ

フ と し て 加 わ り 現在 に -li っ て い る 。

・施設、 設備 の整備、 充 実

平 成 14年 の 発足 当 時 は 、 実 際 に は 内 科 3 科 の

医 師 が持 ち 回 り で初診外米 を 担 当 し た 。 平成16

年 末 よ り 内 科 外 来 向 か い ( I日 栄 養 ・ 看 護 相 談

宗 ) の 改 修 [事が行 わ れ 、 平 成 1 7年 2 月 よ り 現

在 の 診療 ブー ス と し て 稼働 し て い る 。

3 ) そ の 他

・ 回 想

山城教授は 沖縄県 \'，: 中 部病院、 ト ロ ン ト 大学、

佐賀 大学総合診療部で 臨床経験 を 積 み 、 ハ ー バ

ー ド 大 で、 臨 床疫学 を 修 め ら れ た 総合診療 の エ キ

ス パ ー ト で あ る 。 学 内 か ら 参加 し た 我 々 は 日 々

総合診療 の 真髄 を 学 びつ つ 臨床 ・ 教育 ・ 研究 に

励 ん で い る 。

(北 啓 自月記)



リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部 は 本 院 開 院以来現在 の

中 央診療棟 1 階 に 設置 さ れ て い る 。 総面積425

d で、 理学療法室、 作業療法室、 物理療法室、

水治療室 な ど を 有 し て い る 。

開 設 当 初 よ り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部長 は 辻陽

雄名 誉教授 (前整形外科教授) が務 め ら れ、 平

成10年か ら は 木村友厚教授 (現整形外科教授)

がそ の任 を 引 き 継 い で い る 。 副 部長 と し て は 、

平成 6 年 か ら 北川 秀機講師 (平成 6 年~平成 9

年) 、 松井寿夫助教授 (平成 9 年 ~ 平成10年) 、

松野博明助教授 (平成10年~平成15年) が実務

指導 に 当 た り 、 平成15年 5 月 よ り 松下 が引 き 継

ぎ現在 に 至 っ て い る 。

作業療法士 に 関 し て は 、 平成13年 に 松平洋子

療法士が退職 し 、 現在 の高寺詩乃療法士がそ の

職 を 引 き 継 い だ。 理学療法 は 川 合宏療法士、 新

出 敏治療法士が そ の 職務 に あ た っ て い る 。

近年 リ ハ の診療報酬制度は、 個 別 ・ 集 団指導、

早期加算 な ど大 き な 変革がな さ れ、 ま た 診療体

制 に お い て も リ ハ専任医 の常駐が求め ら れ て い

件数
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。
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る 。 現在 リ ハ 専 門 医 の 副部長が 日 々 リ ハ患者の

診療 に あ た る と と も に 、 毎週木曜 日 の 午後 に ス

タ ッ フ と リ ハ カ ン フ ァ レ ン ス を 実施 し 、 有効 か

っ 適切 な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム の 立案

を 行 っ て い る 。

こ れ ま で、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン と は 神 経 ・

筋 ・ 骨 格 器系 の 運 動 障 害 を 物 理 医 学 的 手段 に

よ っ て 診断 し 治療す る 分野 と 考 え ら れて き た 。

し か し 、 最 近 で は患者が 日 常生活 を 自 立 し て 行

い 、 かつ手段 的 日 常生活動作 も 快適 に 遂行で き

quality of life (QOL) を 高 め る こ と を 意味 し

て い る と 理解 さ れて き て い る 。

こ の 意味 に お い て 神経 ・ 筋 ・ 骨格器系 の疾患

の み な ら ず、 当 院で も 多 く の患者がそ の対象 に

な っ て き て お り 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 実施患者

数 は 平 成 13年 以 降 月 1 ， 000人 を 超 え る よ う に

な っ て き た ( 図 1 ) 。 リ ハ 依頼件数 を 科 別 に み

る と 、 依然整形外科、 脳神経外科が大部分 を 占

め る も の の 、 多 く の科か ら 依頼 さ れ る 傾 向 に あ

る ( 図 2 ) 。 各 科 の 医 師 が 患 者 QOL を 意 識 し

治療 に あ た っ て い る 結果 と 思 わ れ る 。

現在の療法士 3 人 の体制 で依頼患者すべ て に

H6 H7 H8 H9 H 1 0  H 1 1 H 1 2  H 1 3  H 1 4  H 1 5  H 1 6  年度

図 1 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部入院 ・ 外来別診療行為件数 (平成 6 年~平成16年)
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対 し 診療行為 を 行 う こ と は 困 難 で あ り 、 病 院側

が こ の 現状 を 重 く 受 け と め 、 平成18年 度理学療

法士が 1 名 増 員 に な る 予 定 で あ る 。 今後 さ ら に

良 質 な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 社 会復帰 に IÎJ] か う
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多 く の患者 に 提供 で き る よ う 、 リ ハ ス タ ッ フ と

と も に 日 々 努力 し て い き た い 。

(松下 功)

J�ム一一一 一ーー_j__J三L

整形 脳外 1 内 2内 1 外 小児 2外 3内 精神 放射 和漢 歯科 耳鼻 泌尿 眼科 麻酔 産婦 皮膚 救急

図 2 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部科 別 診療行為 件 数



透 析 部

透析部 は 、 昭和55年 4 月 透析室 と し て 現在の

附属病 院の 3 階 中 央診療棟 に設置 さ れ、 昭和58

年 1 月 か ら は 特殊診療施設 に位置づけ ら れ た 。

現在、 機器 は 個 人用 の透析装置が10台、 透析j慮

過装置が 1 台、 血紫交換装置が 1 台、 持続血液

i慮過装置 が 1 台 あ る 。 周 辺機器で は 、 こ こ 10年

の 聞 に 患者監視装 置 、 除細動器、 体重計測装 置

な どが設置 さ れ、 平成16年か ら は 電子 カ ル テ 導

入 と と も に 大部分の 業務処理が電子化 さ れ、 よ

り き め 細 か な 管理がで き る よ う に な っ た 。

透析部長 は 、 透析部 開設の 当 初 か ら 片 山 喬先

生 (前 泌 尿器科教授) 、 平成 6 年 7 月 か ら 井 上

博先生 ( 第 二 内 科教授) 、 平 成 14年 7 月 か ら は

三崎拓郎先生 (第一外科教授) が務 め ら れ、 現

在 に 至 っ て い る 。 ま た 、 副部長 は 、 開 設の 当 初

か ら 水村 泰 治 先 生 (前 第 二 内 科助 教授) 、 昭 和

61年か ら 飯 田 博 行 先 生 (前 第 二 内 科助 教授) 、

平 成 5 年 か ら 高 田 正 信 先 生 (前 第 二 内 科 助 教

授) が務 め ら れ、 平成14年か ら は 供 田 が任命 さ

れ た 。

業務 は 、 定期 の 血液透析 は 主 に 月 、 水、 金曜

に 行 い 、 血柴交換 は 緊急時以外で は火、 木曜 に

行 っ て い る 。 最近 で は 、 当 院で の外来維持血液

透析 を 希望す る 患者様 も 増 え て き た た め 、 時 に

は 1 日 2 ク ー ル の 透析 を 施行 し て い る 。 透析 の

治療件数 は 、 わ が 国 の 透析患者数の増加 を 反映

し て 毎年増加 し て お り 、 平成16年度で は 延べ透

析治療件 数 は 2 ， 582例 と な り 過去 最 高 の 件 数 と

な っ た 。 同様に、 血紫交換、 二重櫨過血葉交換、

免疫吸着、 ビ リ ル ピ ン 吸着 、 LDL コ レ ス テ ロ

ー ル 吸着、 薬物中毒 と 敗血症 に対す る 血液吸着

な どの特殊治療 も こ こ 数年増加 し 、 平成16年度

に は延べ治療件数は88件 に 達 し た 。 慢性腎不全

患者 は 、 透析導入例 で は 約 1 か 月 の教育入院後、

他 院 に 紹 介す る 場合が多 い 。 ま た 、 他院か ら は

維持透析患者が心疾患、 外科、 眼科的 な 合併症

で 本 院 に 紹 介 さ れて く る 。 院内発症あ る い は他

院か ら 紹介 さ れ る 急性透析患者は平均 で 年 間 1 5

- 20例 あ る 。 最近 は 、 透析導入患者の 高 齢化 に

伴 い 心血管系 を 中 心 と し た 合併症 を 有す る 症例
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が 多 く な り 、 ICU 症 例 の ス テ ッ プ ダ ウ ン な ど

も 増 え て き た 。 そ の た め 、 専任 ス タ ッ フ の 増 員

な ど を 含め た 施設 の 充実が リ ス ク 管理上急務 と

な り 、 平成15年 4 月 か ら 非常勤の 臨床工学技士

1 名 が増 員 と な っ た 。

現在 の 透析部 ス タ ッ フ は 、 第三 内科、 第一 内

科、 泌尿器科か ら の 多 く の 医 師 と 中 山 看護師長、

工藤副看護師長、 森 田 主任 臨床工学技士、 そ れ

か ら 医療機器管理セ ン タ か ら の 山 東技士、 救

急部か ら の水口副看護師長、 大西、 河合、 酒井、

水 口 、 宝 田 看護師か ら な り 、 日 々 の 透析業務 に

あ た っ て い る 。 現在の 第二 内科の 医 師 は 、 泉野、

供 田 、 上野、 絹野、 鍵谷、 石丸、 山 崎、 桝谷、

中 川 、 第 一 内科 で は i甫風、 山 崎、 泌尿器科 で は

布施、 永川 で あ る 。 透析 は 正 月 休みや祝 日 で も

定期 的 に 行 っ て い る 。 ま た 、 急 に 腎不全が発生

し た 場合や重症例 で は 、 夜 間 や休 日 そ し て 昼夜

を 問 わ ず に 血液透析や持続血液議過 を 施行す る

こ と も し ば し ばあ る 。 管理は 第二、 一 内科、 泌

尿器科 の 各科が合 同 で、行 っ て お り 、 相 互 の 親睦

を 深 め る た め に 、 歓送迎会、 忘年会 な ど を 定期

的 に 行 っ て い る 。 研究面 で は こ れ ま で透析患者

の 免疫機能、 循環機能、 内分泌機能 に 関 す る 研

究が行 わ れ、 現在 は 透析患者の 酸化 ス ト レ ス や

動脈硬化 に 関 す る 研究が関 連透析施設 と の 共 同

で進行 中 で あ る 。 こ れ ら の 成績 は 、 毎年、 日 本

透析医学会 な どで発表 し て い る 。

本 邦 の 透析 患 者 は 病 院 開 設 時 で は 6 万 人 で

あ っ た が、 現在23万 人 を 超 え た 。 透析導入例 の

原 因疾患は慢性糸 球体腎炎が減 り 、 糖尿病性腎

症が増 加 の 傾 向 に あ る 。 ま た 透析が長期化す る

に 従 い 、 心 ・ 血管疾患、 骨 ・ 関 節疾患、 眼疾患

等の合併症 を 持つ 高齢の透析症例が増 え て き た 。

こ の 時代 の流れ を 反映 し て 、 当 透析部で も 難治

の合併症 を 持つ 長期 透析例 が多 く な っ て き て い

る 。 今後、 重症症例 に対 し て 難 易 度 の 高 い 透析

を す る 機会が増 え る こ と が予想 さ れ る た め 、 専

門 的 な 知 識 を も ち 助 言 の で き る 専任 の 透析 医 師

が リ ス ク の 回 避か ら 是非 と も 必要 で あ る 。 し か

し 現在、 当 透析部 に は専任の透析 医 師 は不在

で あ り 、 一 日 も 早 く 血液浄化療法部の新設が望

ま れ る 。 (供 田 文宏)
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感染症治療部

平 成 1 3 年 1 2 月 に 附属 病 院 の 中 診 部 門 と し て 感

染症治療部が新設 さ れ た 。

1 ) 管理運営、 業 務 の 変遷 と 現状 に つ い て

・ 診療 、 院 内 感染対策

感染症診療 (外来 : 月 曜 日 午後 、 木曜 日 午

前 ) や 感染症症例 の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 行

う と と も に 、 附 属 病 院感染予 防対策委 員 会、

病 院 感 染 管 理 チ ー ム (HICT) で も 中 心 的 役

割 を 担 っ て い る 。

- 研修医指導 ・ 教育

初 期 臨床研修 プ ロ グ ラ ム 、 専 門 医 養成 プ ロ

グ ラ ム (後期研修) で感染症診療 の 而 か ら 臨

床研修医 の 指 導 を 行 っ て い る 。

2 ) 沿革 に つ い て

- 設置 年 月 日 200 1 年 1 2 月 1 日
. 主 要 人事

部 長 舟 田 久 ( 医学部感染 予 防 医学講

座教授)

副 部 長 安 岡 彰 ( 医学部感染予 防 医学講

座助教授)

部員 鳴河宗聡 ( 医学部感染予 防 医学講

座助手)

北川 洋子 (看護師長、 感染対策担

当 )

医 員 渡辺珠代



フ ォ ト セ ン タ ー

富 山 医科薬科大学 附属病 院 (平成17年10月 1

日 か ら 富 山大学附属 病 院 に 改称) フ ォ ト セ ン タ

ー は 、 附属病 院 開 院か ら 1 年遅れの80年 9 月 に

開 室 し た 。

そ の 聞 に 初代辻セ ン タ ー 長 か ら 古 田 に 引 き 継

ぎ、 現在 は 検査部 の 大所帯 を 率 い る 北 島 セ ン タ

ー 長 に 至 っ て い る 。

当 セ ン タ ー 開 室 か ら 医学写真の依頼は右肩上

が り を 描 き 、 20世紀最後の 10年 間 は そ の ピ ー ク

で あ っ た が、 21世紀最初 の 10年 間 を リ ア ル タ イ

ム で過 し て い る 現在、 フ ォ ト セ ン タ ー と 言 う よ

り 写真産業全体がデ ジ タ ル に 向 か つ て 大 き く 転

舵 し つ つ あ り 、 と く に 学 会 で の プ レ ゼ ン テ ー

シ ョ ン は す っ か り 様変 わ り し て 、 写真の 環境 も

大 き く デ ジ タ ルへ と シ フ ト し て き た 。

ア ナ ロ グ か ら デ ジ タ ル と 環境 が 変 化 す る な

か、 モ ノ を 記 録す る と い う 光 を 利 用 す る 撮 影

は 、 フ ィ ル ム か ら メ デ ィ ア に 媒体が変 っ て も 基

本 は 不 変 で あ り 、 そ の技術 向 上 に 不 断 の 努力 を

欠 か さ ず 質 の 高 い 写真 を 目 指 し て い る 。

な か で も 依頼者 と 直接応対す る こ と に よ り 、

相手の要望 に 沿 っ た仕上が り は 好評 を 得 て い る

と 自 負 し て い る 。 診療用 、 研究用 の 医学写真 は

一般撮影 と 条件が異 な り 、 と く に 質 の 高 い 再現

に は 高 い テ ク ニ ッ ク が必要 と さ れて い る の で、

依頼者の希望 に 応 じ て 様 々 な 工夫 を 重 ね る と 共

に 、 フ ォ ト セ ン タ ー が写真 を 担 当 す る こ と で、

医療従事者や研究者が写真 に 費 や す 時 間 の節約

に な っ て い る こ と も 合 わせて 申 し 上 げた い 。
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近 年 は 入 院患者様か ら 証明 写真が必要 に な っ

た 場合、 外出せず に 当 セ ン タ ー で撮影で き る 利

便性がた いへ ん喜 ばれ、 各種 申 請用 の 証 明 写真

の依頼量 は 年 々 増加 を た ど っ て い る 。 そ れ と 閉

じ く し て 職員 や 臨床 に 携 わ る 学生が必要 と す る

顔写真 も 増加 し て い る O

近年、 研修医制度や新 た な 診療科が増 設 さ れ

た が、 そ の場所 を 巡 っ て 当 セ ン タ ー の 半分 を 委

譲す る 事態 が出 来 し 、 大変残念で、 あ る が質 の 高

い 医療 の た め に 出 血処置 を 敢行 し た 。 従 っ て 当

セ ン タ ー の と な り は看護相談室 に な っ た が、 場

所 は 従来 ス タ ジ オ と し て い た と こ ろ を 出 入 口 と

し 、 ス タ ジ オ 、 作業室 な どス ペ ー ス が減少 し て

迷惑 な 点 も あ ろ う か と 思 う が、 日 常業務 は 滞 り

な く 行 わ れて い る 。

当 セ ン タ ー で は ミ ニ コ ピ ー フ ィ ル ム を こ れ ま

で に 100万枚以上使 っ た 経験か ら 、 ほ ぼ そ の 特

性 を 掴 み切 っ た と 胸 を 張 っ て 言 え る 。 ミ ニ コ ピ

ー 固 有の性質 を 生 かす こ と は も ち ろ ん 、 超微粒

子 を 生か し た 表現や高 い コ ン ト ラ ス ト を 利 用 す

る こ と で 、 主題の 強調 を 計 る な どの テ ク ニ ッ ク

を 駆使 し 、 依頼者の イ メ ー ジ に 沿 っ た 処理 を し

て 喜 ばれて い る 。

フ ィ ル ム か ら デ ジ タ ル に 移行 し て い る け れ ど

も 、 ど ち ら の 需 要 に も 応 じ た 忠 実 な 色 再現 は 自

信があ る 。

尚 、 当 セ ン タ ー の 主力 器機の一部 は 開 室 当 時

か ら の も の や 、 耐用 年数 を 越 え た も の がい ま だ

に 稼動 し て お り 、 き し み声 を あ げつ つ 厳 し い病

院運営 の元、 医学写真の た め に 懸命 に 動 い て い

る 現状で あ る 。
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地域医療連携室

1 ) 運営体制

診療 ス タ ッ フ : 室 長 (兼任) 1 Li城清二

副 室 長 (兼任) 山 崎勝也

看 護 師 ・ MSW (専任) 吉 田 百合子

MSW (専任) 奥村 ま す み

看 護 師 (兼任) 湯 浅 ゆ き !- (看護相談担 当 )

看 護 師 (兼任) 大井圭子 (看護相談担 当 )

2 ) 沿革 に つ い て

設立年 月 日 : 平 成 1 3 年 4 月 : 附属病 院 に 地域 医

療連携室 開 設

主 要 人事 : 平 成 1 3 年 4 月 . 小林正室長、 1 1 1 崎勝

也 副 室 長 、 吉 田 百合子看護師 ' MSW 配置

平 成 1 3年 7 月 : 奥村 ま す み MSW 配属

平 成 1 6年 4 月 : 室長交代、 小林正 室 長 か ら 1 1 1 城

清 て 室長へ

施設 ・ 設備 の 整備 ・ 充実

附 属 病 院 2 階 の 内 科外来前 に 地域 医療連携室 が

設 置 さ れ、 専 任 の MSW が常駐 し 、 院 内 外の 事

務 ・ 連絡や相談 を 受 け付 け て い る 。

3 ) 活動報告 な ど

活 動 内 容 1 . 地域医療機 関 へ の 紹 介 ・ 連携

2 . 療養 if l の経済的 ・ 心理的 ・ 社 会 的 問 題 の 解

決、 調 整援助 3 . 退 院 の 援助

4 . 退 院 に 向 け て 診療科、 診療部 と の 連絡調整

5 . 公 費 医療負担制 度 の 指 導 及 び助 三

G . 高 額療 養 費 制 度 の指導

活動実施報告 : ①医療連携研修会

目 的 : 近 隣 開 業 医 と の 勉 強 会 及 び意 見交換

第 1 回 (平成15年 3 月 24 日 ) 脳梗塞 の 臨 床 ， 第

2 liJJ ( 平 成 1 5 年 7 月 28 日 ) 食道 胃 静脈砲 に 対 す

る 治療 ， 第 3 回 (平成15年 1 1 月 10 日 ) ウ イ ル ス

性 肝 炎 の 治 療 ， 第 4 同 (平成 1 6 年 2 月 23 日 ) 人

工 膝 関 節 子術 の 現況 、 腰部脊柱管狭窄 症 の 診 断

と 治療 ， 第 5 回 (平成16年 6 月 28 日 ) 痴 呆 の 診

断 と 初 期 対 応 、 う つ 病 に つ い て ， 第 6 回 ( 平 成

1 6 年 1 0 月 18 日 ) 抗不整脈の使用 法， 第 7 回 (平

成 1 7 年 3 月 14 日 ) 脳 卒 中 を 見逃 さ な い た め に ，

第 8 回 (平成17年 6 月 20 日 ) 解離性動脈癌 の 診

断 と 治療 ， 第 9 凶 (平成17年10 月 24 日 ) 歩行障

害 の 診か た

②第 1 回 院 内 地域医療研修会 ( 平 成 1 6 年 1 2 月 6

日 )

目 的 : 院 内 の 医療連携意識 を 高 め る 。

テ ー マ : 今後の 地域医療連携の あ り 方 、 紹 介患

者 さ ん の 対 応 、 セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 外来

③富 山 医薬 大 「連携 ・ 福祉」 研修会

U 的 : 一 人 ひ と り が医療及 び福祉施設 を 利 用 し

て 、 最 も そ の 人 ら し く 療養 ・ 生活が/['1 来 る よ う

に 、 い か に 連携す れ ば良 い か を 学ぶ 。

対 象 : 院 内 及 び院外の 医療者、 ヘ ル パ 一 等 の 福

祉 職 員

第 1 担J (平成17年 6 月 8 日 ) 古 山 県 の 医療福祉

事情 ， 第 2 回 (平成17年 7 月 1 3 tJ ) 療養型病 院

及 び福祉施設， 第 3 回 (平成17年 9 月 14 日 ) 在

宅福祉 サ ー ビ ス ， 第 4 回 ( 平 成 1 7 年 10 月 1 2 日 )

福祉制 度 ， 第 5 [1司 (平成17年 1 1 月 9 tJ ) 脳血管

疾患， 第 6 回 (平 成 1 7 年 12 月 14 日 ) 地域支援病

院 の 役割 と 連携

④セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 外来 開 設 ( 平成 1 7 年 4 月

1 日 )

①富 山 医科薬科大学病 院 だ よ り (平成13年 5 月

創 刊 ) 年 3 回 程 度発行

⑥医療連携感謝状 : 平成 1 6 年 度 に 大学病 院へ紹

介 し た 件数が多 か っ た 開 業 医 の 先生 方 (49 名 )

へ感謝状 を 贈 早一 し た 。

⑦平 成 1 6 年 度相談活動実績

年 間 延 べ 件 数 : 2 ， 435件 ( 内 新 規 相 談980 人 ) 、

月 平均延べ件 数 : 203件

地域医療連携室 の 今後

1 . 外来忠者 の 紹 介 シ ス テ ム 、 入 院忠者 の 退 院

支援 の整備の ほ か に 、 病 院経常 か ら の 視点

が今後重要 に な る 。

2 . 機能分化 . 大学病 院 は 高 度先 進 医 療 を 提供

し て い る 。 し か し 、 すべて の 領域 で提供 し

て い る わ け で は な い 。 他の 医療 機 関 の 方が

優 れ て い る 場合があ る の で 、 今後 は 病 院単

位 で は な く 、 地域単位で、待亘; と す る 医療 を

受 け持つ よ う な 機能分化が必要 で あ る 。

3 . 大学 は教育 ・ 研究機 関 で も あ る 。 地域医療

連携の教育 プ ロ グ ラ ム を 企画 し 、 患者中心

かっ効率の よ い 連携 も 研究対象 と な り 得 る 。

( LlJ 城 清二記)



医療安全管理室

医療安全管理室 は 、 本院 に お け る 医療事故防

止 に 関 す る 主導権的役割 を 担 う 部 門 で あ る 。 近

年 の 医療 を め ぐ る 変革 の な か で 、 「 医 療 安全管

理」 の 問題 は 「 医療経済 ・ 病 院経営」 と 共 に 最

も 大 き な 課題 と し て 取 り 上 げ ら れて き た 。 医療

の 安全性 は 、 医療者が守 る べ き 当 然 の 課題で は

あ っ た が、 制 度 と し て 整備 さ れ社会 的認識が確

立 し て き た の は こ こ 数年 で あ る 。 そ の歴 史 は 浅

く 、 我 々 も 試行錯誤 を 続 け な が ら 、 医療者、 受

療者 (患者 さ ん) が共 に 満足 で き る 医療実践 を

め ざ し 奮 闘 中 と い う の が実状で あ る 。 医療安全

管理室設立 の 経緯、 活動の現状 を 紹介す る 。

1 ) 沿革 に つ い て

医療安全管理室 は 、 院 内 に 医療安全管理部門

を 作 る と し た 全国 国立大学附属病 院長 会議 の 決

定 に よ り 、 平成13年 7 月 に 設置 さ れ た 。 室 長 は

医療安全担 当 副 病 院長 で あ り 、 室員 と し て 専任

リ ス ク マ ネ ー ジ ャ ー (GRM) 1 名 及 び 診 療

科 ・ 中 央診療部 門 ・ 看護部 ・ 薬剤部 ・ 事務 部 な

どの 各部署兼任 リ ス ク マ ネ ー ジ ャ ー (平成17年

8 月 現在93名 ) の 代表者15名 で組織 し て い る 。

平成16年 4 月 の 国立大学法 人化 に よ り 損害賠

償責任保険の運用 が開 始 さ れ、 同年10月 に は 医

療法一部改正 に よ り 、 日 本医療機能評価機構 に

対す る 医療事故報告が義務づけ ら れ た 。 平成17

年 3 月 に は 国立大学附属 病 院 の 医療事故公表基

準が作 ら れ、 国 の 動 き に 合 わせ、 医療安全管理

室 の 業務 も 変化 し て い く 状況 で あ る 。

2 ) 業務の 変遺 と 現状

医 療 安 全 管 理 室 の 基 本 的 な 活 動 の 目 的 は

「 ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー を 前提 と し た 安 全 な シ ス テ

ム の構築」 で あ り 、 下記の業務 を 中 心 に 、 医療

安全 は も と よ り 医療全般 に お け る 質 の 向 上 に 向

け た 取 り 組み を し て い る 。

1 . イ ン シ デ ン ト の 収集 ・ 調査 ・ 分析 ・ 発生要

因 の 究 明 及 び防止対策 に 関 す る こ と 。

2 . 医療事故防止対策の周知徹底 に 関 す る こ と 。

3 . 医 療 安 全 管 理 に か か る 病 院 内 の 巡 視 ・ 点

検 ・ 評価 に 関 す る こ と 0

4 . 医療安全 に か か る 業務改善の提言 ・ 指導 に

関 す る こ と 。
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5 . イ ン シ デ ン ト 発生時 の診療録の 内 容確認及

び指導 に 関 す る こ と 。

6 . イ ン シ デ ン ト 発生時の患者及 び家族への対

応状況の確認 と 指導に 関 す る こ と 。

7 . 医療安全管理 に かか る 教育 ・ 研修 ・ 啓発 に

関 す る こ と 。

8 . 医療安全管理マ ニ ュ ア ル道守 の確認 と 成果

の検証 に 関 す る こ と 。

9 . 患者及 び家族への説明 な どの 適正運用 に 関

す る こ と 。

10. 適切 な 診療録の あ り 方 の検討及 び情報公開

への対応 に 関 す る こ と 。

1 1 . リ ス ク マ ネ ー ジ ャ ー 会議 に 関 す る こ と 。

12 . 医療安全管理委員会で用 い ら れ る 資料及 び

議事録の作成並 びに保存、 そ の 他医療安全管

理委員 会 の 庶務 に 関す る こ と 。

13 . そ の他の 医療安全 に 関 す る こ と 。

安全管理体制見直 し の基 と な る 現場 か ら の イ

ン シ デ ン ト 報告 は 、 当事者か ら 当 該部署 の リ ス

ク マ ネ ー ジ ャ ー を 介 し 医療安全管理室 に 提 出 さ

れ る 。 事例分析か ら 院 内共通 の 問 題点 を 見 出 し 、

そ の 改善案は 医療安全管理室会議 を 経て 医療安

全管理委員 会で審議 し 、 院内統一の マ ニ ュ ア ル

へ と 繋 げて い く 流 れ で あ る 。 各会議 は 月 1 回 開

催 し て い る 。 ま た 、 毎年 国立大学附属 病 院 間 で

の 「 医療安全の た め の相互チ ェ ッ ク 」 に て 、 医

療安全 を 評価 し あ う 取 り 組み も 行 っ て い る 。

職員研修 と し て 年 4 回 の イ ン シ デ ン ト 事例検

討会 と 医療安全 に かか る 講演会 を 企画 ・ 開催 し

て い る 。 イ ン シ デ ン ト 事例検討会 は 平成15年 よ

り 行 っ て い る が、 多職種が一 堂 に 集 ま り 意見交

換 で き る 場 と し て 定着 し つ つ あ り 、 回 を 追 う 毎

に 参加者数 も 増 え て い る 。 共通話題で 日 頃 の 問

題 を 検討す る に は 有効 な 機会 と な っ て き た 。

平成13年 の設置か ら 、 医療安全管理マ ニ ュ ア

ル や 医療安全 に 関 す る 報告体制 整備、 各会議の

充実 な ど、 組織作 り は 進 ん で、 い る 。 現在 は 、 医

療 の 質 に 視点 を お い た イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン

ト の 充実や、 診療科連携 の体制作 り を 課題 と し

て 活動 し て い る 段 階 で あ る 。
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卒後臨床研修セ ン タ -

1 ) 運営体制

セ ン タ ー 長 : 山城清二 (総合診療部教授)

副 セ ン タ ー 長 : 木村友厚 (整形外科教授)

専 門 事務職員 : 福 田 康 明

臨時事務職員 . 竹腰淳子

2 ) 沿革 に つ い て

平成16年度か ら 新臨床研修制 度 が開 始 さ れ た 。

そ れ に 先立 つ て 、 卒 後 臨床研修セ ン タ ー が設置

さ れ た 。 準備期 に は 、 塚 田 一博教授が セ ン タ ー

長 に 任 命 さ れ、 研修 プ ロ グ ラ ム の概要が 出 来上

が っ た 。 平 成 1 6年 度 に は 木村友厚教授が セ ン タ

ー 長 を 歴任 さ れ、 そ し て 平成 1 7 年 度 か ら は 私 が

引 き 継 い だ。 主要 人事 と 施設整備 は ド記の通 り 。

平 成 1 5 年 度 : セ ン タ ー 長塚 田 一博、 副 セ ン タ

ー 長足 立 雄 一

卒後 臨床研修 セ ン タ ー 及 び更衣室 の 設置

平 成 1 6 年 度 ・ セ ン タ ー 長木村友厚、 副 セ ン タ

ー 長 山城清二

卒後臨床研修セ ン タ ー の 移 設

平 成 1 7 年 度 : セ ン タ ー 長 山 城清二、 副 セ ン タ

一 長 木村友厚

研修医学習 室 の 増 設

3 ) 運営及 び業務 内 容

新 臨床研修制 度 で は 、 旧 制 度 の ス ト レ ー ト 入 局

と 異 な り 、 卒後 2 年 間 の 臨床研修が必修で あ る 。

そ れ は 、 内 科 、 外科、 救急、 麻酔、 小児科、 産

婦人科、 精 神 科お よ び地域 医療 ・ 保健 と 多科 ロ

ー テ ー シ ョ ン 方式、 ア ル バ イ ト 禁止、 最低給与

の 保 障 (約30万 円 ) 、 全 国 的 な マ ッ チ ン グ 制 度

等厚生労働省 の 厳 し い 指 導 の 下 で 始 ま っ た 。

本学の採用研修医 の 数 :

平成16年 度37名

平 成 1 7 年 度29名

旧 制 度時代 よ り も や や減少 し た 。 全 国 的 に 、

旧 制 度 で は 医学部卒業生 の 約 7 割 が大学病 院 で

研修 し て い た が、 新制 度 2 年 目 に は 約 5 割 と な

り 、 研修先が大学病 院 と 一般病院が半 々 と な っ

て い っ た 。 地方大学の卒業生の 定着率が低下す

る 中 、 富 山 医科薬科大学 は 近 隣 の 大 学 に 比べ て

良 い 方 で あ る 。 し か し 、 本学 の 卒業生 ばか り で

な く 、 他大学 の 卒業生 も 研修 し た く な る よ う な

魅力 あ る 研修 プ ロ グ ラ ム を 構築 す る 努力 が必要

で あ る 。

旧 制 度 で は 、 各 医 局 が入 局 し た 研修 医 の 面倒

を み て い た が、 新 制 度 で は 全 て 臨床研修 セ ン タ

ー が管理 し な く て は な ら な い 。 そ こ で 、 ま ず は

ハ ー ド の 面 で 、 初 年 度 に セ ン タ ー の 事務所兼研

修 医休憩室 と 更衣室 を 設置 し 、 2 年 目 に は 学習

室 を 整備 し た 。 全 て の事務手続 き は 、 セ ン タ ー

の事務員 が行 っ て い る 。

卒 後 臨床研修セ ン タ ー の 主 な 年 間 行事 :

4 月 新研修 医 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

5 月 イ ブ ニ ン グ ・ セ ミ ナ ー 開 始

7 月 6 年生への研修制 度 の 説 明 会

8 月 マ ッ チ ン グ の た め の 面 接 開 始

9 月 後期研修説 明 会

1 0 月 マ ッ チ ン グ 結果公表

1 1 月 指導医養成 セ ミ ナ ー 開 催

1 月 研修医 予 定者への 説 明 会 、 ロ ー テ ー シ ョ

ン 希望調査

3 月 研修終 了 判 定 、 新研修l実 ロ ー テ ー シ ョ ン

決定

さ ら に 、 年 間 を 通 じ て 、 協 力 型 病 院 と の研修

調 整 (特 に 、 精 神 科 と 地 域 医 療 ・ 保 健 ) 、 ま た

指 導 医 や 病棟か ら の苦情や 意 見へ の 対応 な どが

挙 げ ら れ る 。 し か し 、 最 も 大変 かっ重要 な 仕事

は 、 研修医 → 人 ひ と り への 精神 的 サ ポ ー ト で あ

る 。 特 に 、 研修医 1 年 目 は 、 お そ ら く 人生 の 中

で最 も ス ト レ ス フ ル な 時期 で あ る 。 知 識 と 技術

が未熟で あ り 、 病棟な どの業務 も 不慣れ、 し か

し 入 院患者 さ ん を 直接 ケ ア ー し な け れ ば な ら な

い 責任 あ る 立場。 た と え 指導 医 がい て も 、 研修

医 は 医 師 と し て の 責任 を 果 た さ な け れ ば な ら な

い 。 そ の よ う な 環境 で 、 う ま く い か な い 時 に は

肉 体的 に も 精神 的 に も き っ く 、 時 に 気 分がふ さ

ぎ 落 ち 込 む こ と は 一 度や 二 度 は 経験す る 。 こ れ

は 、 我 々 指導 医 も 同 じ よ う な 経験 を し て き て い

る 。 従 っ て 、 臨床研修セ ン タ ー と し て は 、 研修

内 容 の チ ェ ッ ク 、 夏季休暇 の 調 節 、 グ ル ー プ ロ

ー テ ー シ ョ ン 、 各診療科 と の 連携 を 充実 さ せ る

と と も に 、 研修医への精神 的 サ ポ ー ト に 最 大 限

の 努力 を し て い る 。 ( 山 城 清二記)



薬 剤 部

沿革 :

昭和52年 4 月 、 病 院創 設準備室発足 に 伴 い 副

薬剤主幹 ( 木村 昌 行) が発令 さ れ、 昭和53年 7

月 、 薬剤 主 幹 (併任、 堀越勇 ) が発令 さ れ た 。

昭 和 54年 4 月 、 薬 剤 部 発足 に 伴 い 、 薬 剤 部 長

(堀越勇) 、 副薬剤部長 (木村 昌 行) の 辞令がお

り た 。 昭和55年 2 月 、 副部長 (上野雅晴) が着

任。 昭和59年12月 、 副薬剤部長 ・ 木村 昌 行 の埼

玉 医科大学総合 医療 セ ン タ ー 薬剤部長への 栄転

に 伴 い 、 昭和60年 4 月 に 中 川 輝 昭 ・ 副薬剤部長

が発令 さ れ た 。 平成 2 年 2 月 、 副部長 ・ 上野雅

晴 の 富 山 医科薬科大学薬学部教授へ の 栄転 に 伴

い 、 同 年 3 月 に足立伊佐雄 ・ 副 部長が発令 さ れ

た 。

平成 9 年 3 月 、 堀越勇 の 定年退職 と 副薬剤部

長 ・ 中 川 輝 昭 の 氷見市民病 院薬剤 部長へ の 栄転。

同 年 7 月 に 足立伊佐雄 ・ 薬剤 部 長 の 昇任 と 、 10

月 に 三村泰彦副 薬剤部長の発令が行 わ れ た 。

平成11 年 3 月 、 副部長 (川 上純一) が着任。

平成 14年 1 月 に は 院 内措置 で 治験管理セ ン タ ー

の設置 に 伴 い 、 三村泰彦が副 セ ン タ ー 長 を 兼任

し、 平成16年12月 よ り は小野敦央が専任で務め る 。

ま た 平成 9 年 以 降 で は 、 同 年 7 月 に 佐藤均が東

京大学附属病 院薬剤 部副部長 に 、 平成12年 9 月

に 田 口 雅登が当 大学薬学系研究科 ・ 医薬 品 安全

性学講座 の 助 手 に 、 平成16年 4 月 に 篠 田 健ーが

済生会富 山 病 院薬剤科長 に 、 平成17年 5 月 に 北

津英徳が済生会高 岡 病 院薬剤科長 に 、 平成18年

4 月 に 川 上純ー が浜松医科大学教授 ・ 附属 病 院

薬剤部長 に そ れぞれ栄転 し た 。

外来/入 院処方せ ん 、 薬剤 管理指導、 教育実習

受入実績 (平成16年度) ・

外 来 処 方 せ ん 枚 数12， 657枚/ 月 ( 院 内6， 476枚

/ 月 、 院 外6， 181枚/ 月 ) 、 入 院 処 方 せ ん 枚 数

6， 400枚/ 月 。 薬 剤 管 理 指 導 実 施 数374. 43件/

月 (184. 43人 / 月 ) 。 薬学部病 院 実 務 実 習 受 け

入れ112人、 薬学系大学院修士 臨 床 実習 受 け 入

れ16人、 卒後研修生受け入れ 2 人。

業務改革の あ ゆ み :
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平成 2 年 2 月 よ り 薬剤 管理指導 (手日 漢) を 開

始 し 、 平 成 6 年 3 月 に W 6 を 、 同 年 10月 に E

7 、 平成 7 年 4 月 に は E 4 と E 5 、 平 成 16年 9

月 に W 4 を 開 始 し 拡 大 充 実 を さ れ た 。 近 々 稼

働 予 定 の 注 射 オ ー ダ シ ス テ ム に 合 わ せ 個 人 別

セ ッ ト の拡充 を 予 定 し て い る 。 院外処方せん の

発行 は 県 内 で、 は 先 陣 を 切 っ て平成 5 年 7 月 よ り

開 始 し て お り 平成 8 年 9 月 に は発行率50% に 達

し 、 平成18年 3 月 か ら は 、 原則 院外処方 と な っ

た 。 平 成 6 年10月 か ら E 7 IVH 調 製 開 始。 平

成10年 4 月 よ り 薬学部学生 の 病 院実務実習必修

化 に よ り 全学生 を 受 け入 れ る こ と に な る 。 ま た

平成12年 9 月 よ り 修士長期実務実習 受入 れ も 開

始 し た 。 薬学教育 6 年制への改訂が平成18年度

よ り 実施 さ れ る こ と に 伴 い 更 な る 受入れ態勢の

充実が望 ま れて い る 。 平成10年 4 月 よ り 新 GCP

に 対応 す る た め 治 験事 務 局 を 薬 剤 部 内 に 設 置

(治験管理セ ン タ ー の 前 身) し 病 院 内 の 治験管

理体制 の 強化 を は か っ た 。 |治験管理セ ン タ ー

に つ い て は 、 平成14年 1 月 : 特殊診療施設治験

管理 セ ン タ ー と し て 発足 (救急部棟 3 階) セ ン

タ ー 長 第 二 内 科井上博教授 (併任) 。 平 成 16年

7 月 : 富 山 医科薬科大学 附属病院治験ネ ッ ト ワ

ー ク 発足。 氷見市民病院、 あ さ ひ総合病 院が参

加 し た 。 ま た 治 験 業 務 委 託 会 社 (SMO) と 業

務提携契約 を 結ぶ。 平成17年 4 月 に 第 三 内科杉

山 敏郎教授がセ ン タ ー 長 に 就任 (併任) 0 1 平成

12年 7 月 、 外来患者へ の お 薬説明 の書面 に よ る

情報提供 を 開 始 し た 。 平成14年 5 月 、 肝移植の

協力体制 を 整 え る た め タ ク ロ リ ム ス の TDM 開

始。 平成15年 5 月 、 外来化学療法用抗がん剤 ミ

キ シ ン グ開始。 平成16年 1 月 、 電 子 カ ル テ シ ス

テ ム が稼働 し 処 方 オ ー ダ シ ス テ ム の改善が図 ら

れ た 。 今後の注射指示 オ ー ダ シ ス テ ム の稼働 と

そ れ に 連動す る 注射薬払 出 装 置 の 運用 に よ っ て

注射薬業務 の合理化 と 拡大 を 図 っ て い く 予定で

あ る 。 同 年 4 月 よ り 独立行政法人化 に 伴 い 、 労

働基準法の適用対象 に な っ た た め勤務体制 に 変

則 2 交代制 を 導入。 平成17年 3 月 よ り 生薬お よ

び 漢 方 製 剤 を 除 く 全採用 薬 品 の 8 %が ジ ェ ネ

リ ッ ク 薬 品 に 切 り 替 わ っ た 。
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看 護 部

開 学20年 以 降 は 、 病 院建物 の狭陸化や老朽化

に よ る 改修、 機能拡大 に 伴 う 施設設備 の移転や

開 設が順次 行 わ れ、 患 者 の 治療 及 び療養環境整

備 を 主 と す る 看 護活動が多 か っ た 。

ま た 高 度 な 医療 や 病 院経営 の拡大 に 伴 い 、 看

護 師 を 年毎 に 増 員 し患者 ケ ア の 充実 を 図 る と と

も に 、 人 員 確 保 の 努力 を し た 。

病 院機 能 評価 は 5 年毎 に 2 回 受検 し 、 看 護 の

質 や ケ ア の標準化が進 み 、 医療安全 ・ 感染分野

等 で は 看護 師 に よ る 院内横断的活動が定着 し た 。

常 に 前 IbJ き な 姿勢 と 行動 を 念頭 に 置 き 、 よ り

良 い 看 護 の 提 供 に 繋 が る 組 織 活 動 と 看 護 帥 の

キ ャ リ ア 開 発 を 強化 し た 10年 で あ っ た が、 そ の

間 に 大学 は 法 人 に 変 わ り 、 看護部 は 病 院経営 の

参 両 か ら 意志決定 に 関 与す る 状況 と な っ た 。

沿革概要 ( 開 学20周 年以後)

H 7 年 9 月 「 ひ と 言 で つ づ る 看 護 の こ こ ろ j

書籍 出 版

3 月 H 7 年 度看護部年 開業績 6 1 件

H 8 年 4 rJ 看 護 婦 総 数 322 ?'， 副 部 長 1 �ぅ

( 五 ト 嵐) 、 婦長 2 名 昇任

患 者 用 寝 具 (布 団 仕 様) ・ 床 頭

台 ・ 椅子 ・ サ イ ド テ ー ブ ル の 更新

病棟給湯室改修

H 9 年 1 月 忠若浴室 の 改 修 開 始

3 月 「 私 の 看 護観」 発 FIJ

西 出 看護部長退官

4 JJ  LLJ U 看 護 部 長 就 任 、 副 部 長 2 1'，

( 佐 藤 、 板倉) 、 婦長 2 名 舛任

本学看護学科 ム期 生採用

患者用 病 火 の 変 更

1 1 月 ICU の 開棟

H 10年 2 月 病棟処置台 ・ 自 動蓄尿器 ・ ベ ッ ド

サ イ ド 照 明器具 の 更新

4 月 婦長 1 名 昇任

ナ ー ス キ ャ ッ プ の 自 由 化

テ ン キ ー 型 ナ ー ス ロ ッ カ ー に 更新

6 月 配置異動基準及 び異動 巾 請 の 導 入

7 月 看護部長室 ・ 資料室移転

「患 者 さ ん の 法 則 50 ナ ー ス の 心 を

ノ ッ ク す る 」 書籍 出 版

9 月 看護婦更衣室移転

H 1 1 年 2 月 病 院機能評価認定取得

4 月 ナ ー ス ユ ニ ホ ー ム の 変更更新 ( パ

ン タ ロ ン 型導入)

夜 間 勤務看護加算の 導入取得

6 月 ベ ッ ド 洗浄室稼働

12月 2000年 問 題対応

日 1 2年 2 月 中 堅 ナ ー ス 活動事後報告集発刊

4 月 治験 コ ー デ イ ネ ー タ ー の 設置

7 月 リ ス ク マ ネ ー ジ ャ ー の 設 置

H 1 3年 4 月 婦長 2 名 昇任 、 専 任 リ ス ク マ ネ ー

ジ ャ ー (GRM) の設置

5 月 第53 回 全 国 国 立大学病院看護部長

会 議 の 富 111 開 催

H 14年 3 月 看 護 師 ・ 助 産 師へ 名 称 変 更

4 月 GCU の稼働

5 月 看護 の 日 「 お 祭 り 広場」 開 催

7 JJ 2 1 看護料取得

8 月 袴癒対 策 チ ー ム の 設置

1 2 月 患者用電動ベ ッ ド 85台 更新

病 院 ロ ビ ー の 患者慰安行 事 の 定着

(鯉 の ぼ り ・ 七 夕 ・ ク リ ス マ ス )

H 1 5年 4 月 師長 3 名 昇任

臨床看護実践到 達度評価 の 導 入

5 月 外米化学療法 セ ン タ ー 開設

7 月 実 習 担 当 者 の 臨床教授等導入

H 1 6年 1 H 電 子 カ ル テ 稼働

4 月 看護 師総数388名 、 師長 2 名 昇任

5 月 看護部長 の 副 院長就任

7 月 病練 ト イ レ 全面改修

8 月 看護記録電子 カ ル テ 開 始

1 0 月 看護職域代表 4 ?'， 選任

1 1 月 空床管理 開 始

H 1 7年 2 月 病 院機能評価認定取得 ( 2 回 目 )

3 月 H16年度看護部年 開業績 133件

4 月 個 人情報保護法施行対応

看 護 部 の 活動 は 職 員 数が多 く 多 岐 に わ た っ て

い る の で 、 特記事項 を 沿革概要 と し て 記 し た こ

と を 附記す る 。
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第 6 節 生命科学先端研究 セ ン タ ー

20世紀末か ら 21世紀の現在 ま で に 、 生命科学

分野で は 著 し い 進展が見 ら れた 。 ヒ ト ゲ ノ ム の

全解読、 プ ロ テ オ ミ ク ス の興隆、 幹細胞 と 再生

医療、 遺伝的多型 と テ ー ラ ー メ ー ド 医療 な ど、

新 た な 領域 の 幕 開 け を 示す よ う な 生命科学上 の

発見や技術 的 開 発が相次い で な さ れ、 経済 ・ 産

業 界 に も 大 き な 影響 を 与 え て い る 。 そ れ と と も

に 大学法人 に お け る 個 々 の研究者 に よ る 研究活

動 に も 、 時代の趨勢 を 受け入れ な が ら 、 個 々 の

研究 レ ベ ル を 向上 さ せ て い く 必要性が ま す ま す

求め ら れ る よ う に な っ て き た 。 こ の 学内研究の

レ ベ ル ア ッ プ を 支援す る の が、 学 内 共 同 利用研

究セ ン タ ー や 施設で あ る が、 昨今の 時代背景 を

受 け て 、 本大学の学 内研究支援体制 は 目 ま ぐ る

し く 再編 ・ 統合 を 繰 り 返 し て き た 。

現在 の 生命科学先端研究セ ン タ ー は 、 平成17

年 4 月 に 発足 し た ばか り で あ る 。 そ れ以前 に は 、

平成14年 4 月 に 設置 さ れた 生命科学実験セ ン タ

ー と 昭和59年 4 月 設置 の 実験実習機器セ ン タ ー

が併設 さ れて い た 。 生命科学実験セ ン タ ー は 、

こ の 年 、 動物実験セ ン タ ー 、 放射性 同位元素実

験施設 と 遺伝子実験施設が改組 さ れ再編 さ れ た

も の で あ る 。 動物実験セ ン タ ー の 設置 は 昭和56

年 4 月 に 遡 り 、 医学、 薬学領域の研究支援の た

め の 学 内 共 同 利 用 施設 と し て 機能 し て き た 。 平

成11 年 7 月 に は 、 第 IV 期 工事が終了 し 、 施 設

の拡充が段階的 に 行 わ れ、 ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク

マ ウ ス な どの組換 え 動物の飼育が本格 的 に 可能

と な っ た 。 放射性 同位元素実験施設 は 、 昭和53

年 に 本 田 昂 教 授 (後 に 富 山 医 科 薬 科 大 学 副 学

長) が初代施設長 に 選任 さ れそ の 利 用 が 開 始 さ

れ た 。 遺伝子実験施設の設置 は新 し く 、 平成 7

年 4 月 に 設置 さ れ、 学 内 に お け る 遺伝子組換 え

実験の 本格 的 な 支援が可能 と な っ た 。 実験実習

機器セ ン タ ー は 、 そ の 設置以来、 施設備 品 の 管

理区分に 従 っ て 12部門 (超遠心機、 形態系 、 構

造分析、 ア ミ ノ 酸分析 な ど) に 分 け ら れ て 、 用

途 ご と に研究支援 に 関 わ っ て き た 。 し か し 、 分

析 装 置 な ど の 高 度 化 に 伴 っ て 、 コ ン ビ ュ ー タ

一 ・ ラ ボの新設、 あ る い は 、 生化学系 の導入 な

ど を 含め 部 門 の統廃合 は繰 り 返 さ れて き た 。 平

成元年 3 月 に は 、 実験実習 機器棟の新館が完成

し 、 研究環境 の 整備が行 わ れて い る 。

平成14年設置の 生命科学実験セ ン タ ー で は 、

三 つ の セ ン タ ー と 施設が一緒 に な っ た が、 そ れ

ぞれ に 対応 し た 形で、 新た に 生物 資 源 開 発分野、

放射線生物解析分野お よ びゲ ノ ム 機能解析分野

を 設 置 し た 。 そ れ ぞ れ の 分野 に は 分 野 長 (併

任) が配 さ れ、 そ れ ぞれの分野担 当 の 専 門 職員

と 連絡 を 取 り な が ら 運営 を 行 っ て き た 。 現在の

生命科学先端研究セ ン タ ー で は 、 こ の 生命科学

実験セ ン タ ー の組織立 て を も と に 、 実験実習機

器セ ン タ ー を 改組 し て 、 新 た に 分子 ・ 構造解析

分野 を 設置 し た 形 に な っ て い る 。 こ れ ら セ ン タ

ー の 再編統合 は 、 学内 の研究支援設備 ・ 施設の

よ り 有効 な 利用 と 、 4 分野の 一本化 に よ っ て 新

し い 時代 の 生命科学の潮流 に 乗 ろ う と す る 意 図

の も と で行 わ れ た 。 実際 に 、 動物資源開発分野

で は 遺 伝 子 改 変 動 物 の 作 製 及 び系 統 維 持、 分

子 ・ 構造解析分野で は プ ロ テ オ ー ム 機能解析の

基盤分析手法 の 開発、 ゲ ノ ム 機能解析分野で は

DNAマ イ ク ロ ア レ イ を 用 い た 遺伝子機能解析、

放射線生物解析分野で は 遺伝子改変動物 の ト レ

ー サ ー 実験 な ど、 新 し い解析技術 の導入 を 図 っ

て い る 。

本年10月 か ら の 三大学統合 に 際 し て 、 生命科

学先端研究 セ ン タ ー は新 た な 展 開 を 迫 ら れ る こ

と に な る 。 理学 ・ 工学 を 含 め た 生命科学 の 進展

に 寄与す る 必要が出 て く る か ら で あ る 。 特 に 、

医薬理工が一緒 に な っ た 大学 院構想が具体化 さ

れつ つ あ り 、 そ の 実現の 際 に は 、 大学院 に お け

る 融合教育 ・ 研究 の 支援 に 今 ま で以上 に積極的

に 関 わ る 必要があ る 。 ま た 、 本年10月 か ら 大学

発ベ ン チ ャ ー が ゲ ノ ム 機能解析分野 の一実験室

か ら 始動す る 。 こ の よ う に 、 本セ ン タ ー は 学外

企業 と の研究連携の場 と し て も 重要 な 役割 を 果

た し て い く 必要があ る 。
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( 1 )  組織

昭 和 54年 6 月 、 学 内 に 電子計算機委員 会が設

置 さ れ た 。 そ の 後 、 平成 6 年 3 月 に キ ャ ン パ ス

情報 シ ス テ ム が運用 を 開 始 し た 。 翌 4 月 、 本学

に お け る 情報処理 に 関 す る 統合 的 な 調 整 と 関 連

す る 情報機器の 管 理運用 を 阿 る た め に 、 ! 日 来 の

電子計算 機 委 員 会 と 学 内 LAN 運常 委 員 会 を 統

廃合 し て 学 内 措置 と し て 情報処理セ ン タ ー が設

置 さ れ、 運常 に あ た る 情報処理 セ ン タ ー 運営 委

員 会が設置 さ れ た 。

さ ら に 、 学 内 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び教育研究用 電

f 計算機 シ ス テ ム の 管理 ・ 運 肘 を 円 滑 に 進 め る

た め 、 情 報 処 理 セ ン タ ー 運 営 委 員 会 の ド に 、

1 ) 学 内 LAN 専 門 委 員 会 、 2 ) 教 育 斤j コ ン ビ ュ

ー タ 専 門 委員 会、 3 ) 研究用 コ ン ピ ュ ー タ 専 門 委

員 会 を 設置 し 利 用 者 の 便宜 を 阿 る こ と と し た 。

( 2 ) ネ ッ ト ワ ー ク

情報処理セ ン タ ー の 発展 を ネ ソ ト ワ ー ク の 而

か ら 見 て い く と 、 次 の よ う に な る 。

ま ず学 内 の 回 線 に つ い て み る と 、 平 成 6 {f c'lí

時 学 内 の [gl 未来 は 基 幹 部 分 が FDDI に よ り 構 築

さ れ た も の で あ り 、 [n]線速 度 は 幹線で'100Mbps、

末 端 で、 1 0Mbps で あ っ た 。 平 成 13年 2 }J に は 来

る べ き 情報化11;)'代 を 見抑 え 、 老朽化 し た FDDI

の 幹線部分 を Gigabit network に 更新 し 、 幹線

で 1 Gbps、 末 端 で、100Mbps と 、 大 幅 な 増 速 を

行 っ た 。 装 置 も 、 中 央 の パ ッ ク ボ ー ン L 3 ス

イ ッ チ を 完全二重化 し 、 障 害 時 の パ ッ ク ア ッ プ

イ本制 カ滞在 \'1: さ れ た シ ス テ ム と な っ て い る 。

対 外 接 続 回 線 も 、 平 成 8 年 当 時 は 1 . 5Mbps 

の ハ イ ・ ス ー パ ー デ ジ タ ル 回 線 (HSD) に よ

る も の で あ っ た が、 平 成 13年 2 月 に ATM 専

用 回 線 ( 3 Mbps) 、 平 成 14年 2 月 か ら は 富 11 1

大学 ( 当 時) 他 と の 共 同接続 ( ハ ウ ジ ン グ サ ー

ビ ス ) ( 7  Mbps) 、 平 成 1 5 年 1 月 か ら は 富 1 1 1 大

学 ( 当 時) 内 部 に 設 置 さ れ た SINET ノ ー ド へ

の 直 接 接 続 ( 10Mbps) 、 平 成 1 7年 2 月 か ら は

北 陸地 区 の 遠 隔授業 シ ス テ ム 導 入 に 対応 す る た

め の 増 速 ( 1 00Mbps) へ と 、 徐 々 に ス ピ ー ド

ア ッ プ を 閃 り 、 ユ ー サ、の 期 待 に 応 え て き た 。

( 3 )  シ ス テ ム

主要計算機 シ ス テ ム も 充実 を 図 っ て き た 。 平

成 9 年 に 教育研究用電子計算機 シ ス テ ム を 更新

し 計 算 機サ ー バ の 更新 な ど と 同 時 に 情 報処理教

育 用 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム も 更新 し た 。 平成10

年 3 月 に フ ァ イ ア ウ オ ー ル 設 置 、 1 1 月 に web

サ ー バ 更新、 平 成 1 1 年 1 1 月 に は フ ァ イ ル サ ー バ

を 更新、 平成13年 2 月 に は 教育研究用 電 子 計算

機 シ ス テ ム を 更新 し た 。 ま た 、 平 成 13年 3 月 に

は web サ ー バ を 更新 し 、 web mail を 導 入 す る

事 で 、 国 内 外の 出 張先 で 任 意 の コ ン ビ ュ ー タ の

ブ ラ ウ ザ か ら 学 内 LAN の メ ー ル を 送 受 信 で き

る 環境 を 用 意 し た 。 平 成 14年 3 月 に は 、 セ キ ュ

リ テ ィ 対策 と し て 、 ウ イ ル ス 対策 ソ フ ト 配信サ

ー バ を 導 入 し 、 ウ イ ル ス 対策 ソ フ ト お よ びパ タ

ー ン フ ァ イ ル を 全学 の 利用 者 に 配信 す る 環境 を

用 意 し た の ス パ ム メ ー ル も 増 加 の ー 途 を た ど っ

て お り 、 こ れ に 対応 す る た め 、 平 成 1 7 年 3 月 に

は ス パ ム メ ー ル対策機器 を 導入 し た 。

( 4  ) そ の 他

大 学 の 研究、 教育の 牟 層 の 発展 を 支 え 、 ま た

個性輝 く 大 学 に し て い く た め に は 、 大学 に お け

る 情報基盤の整備、 充実が よ り 求 め ら れて い る 。

よ り 早 く 、 よ り 便利 に と 研究者 の 要 求 は技術 の

進歩ー と と も に 止 め ど も な く 広 が っ て い く 。 ま た 、

情報処理教育 は長先端の機器 を 用 い て Hす代 に WJ

し た 教育が求め ら れ て い る 。 事務 の ペ ー パ ー レ

ス 化、 成績管理の コ ン ビ ュ ー タ 化 な ど業務効率

化 も 進 め ら れ て い る 。 情報処理セ ン タ ー は 、 こ

の よ う な 時代 の 要 請 に !必 え る と ;共 に 、 こ れか ら

の 技術革新 に 対応 し て 教育基盤の整備、 管理、

お よ び情報処理教育 を 含 め た マ ル チ メ デ ィ ア 利

用 推 進 の 役割 を 担 っ て い か な け れ ば な ら な い と

与 え て い る 。 字 方 、 情報 ネ ッ ト ワ ー ク 時代 に お

い て は 情報 の 発信 が重要 で あ り 、 ま た ネ ッ ト ワ

ー ク の安全性 に 関 し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 の モ

ラ ル 、 エ チ ケ ッ ト 教育が電要課題 で あ る と 考 え

て い る 。



第 8 節 保健管理セ ン タ ー 295 

第 8 節 保健管理セ ン タ ー

保健管理セ ン タ ー は 、 保健管理 に 関 す る 専 門

的業務 を 附属 病 院 と の連携の も と に 一体的 に 行

い 、 学生及 び教職員 の 心 身 の 健康保持 ・ 増進 を

図 る こ と を 目 的 と し 、 昭和58年 4 月 1 日 に 設置

さ れ た 。 所長 (併任) は加須屋賓 (昭和 58年 8

月 �) 、 矢野三郎 (昭和62年 8 月 �) 、 窪 田靖夫

(平成 3 年 4 月 �) 、 小林正 (平成 5 年 4 月 �) 、

諸橋正 昭 (平 成 9 年 4 月 �) 、 渡 遺 明 治 (平 成

1 1 年 4 月 � ) 、 井 上 博 (平 成15年 4 月 �) が 務

め 、 体制 の確立や設備の 充実が進み 、 現在 の保

健管理セ ン タ ー が築 か れ た 。 専任職員 は 講 師 1

名 、 看護師 1 名 で あ り 、 講 師 は 斎藤清二 (昭和

58年 10月 �) 、 山下直宏 (昭和63年 7 月 �) 、 高

嶋 修 太 郎 (平 成13年12月 �) 、 看 護 師 は 山 田

( 昭 和58年�) 、 吉 田 ( 昭 和62年 4 月 �) 、 家 城

栄 子 (平 成 3 年 4 月 �) 、 中 井 章 子 (平 成 8 年

4 月 �) 、 島木貴久子 (平成 1 1年 4 月 �) 、 四 間

丁千枝 (平成15年 4 月 �) が担 当 し て い る 。 非

常勤看護 師 と し て柏樹、 中 道 、 門 口 、 そ し て 現

在桑守美千代が勤務 し て い る 。 看護師 は簡単 な

処置、 種 々 疾患の相談の ほ か、 学生の 身 近 な 相

談相手 と し て 重要 な 役割 を 果 た し て い る 。 さ ら

に 、 皮膚科、 精神科神経科、 整形外科、 産婦人

科、 眼科、 耳鼻咽喉科の各科か ら 学校医 を お 願

い し て い る 。 心理相談 カ ウ ン セ ラ ー と し て 平成

9 年 3 月 ま で は心理学の楼井芳雄助教授、 平成

10年 4 月 か ら は松井三枝助教授 に 協 力 頂 い て い

た が、 心理相談の件数が増加傾 向 に あ り 、 平成

15年 9 月 か ら 平成17年 5 月 ま で加藤奏心理士が

非常勤 で カ ウ ン セ リ ン グ に 当 た っ た 。 平成17年

4 月 か ら は 谷野幸子 臨床心理士が専任 カ ウ ン セ

ラ ー と し て 採用 さ れ、 き め細 か い 心理相談が可

能 と な り 相談件数の 著増 を み て い る 。

主 た る 業務 は 、 診療業務、 健康相談、 心理相

談、 定 期 健 康 診 断、 RI 実 習 や 課外活動 の た め

の 臨 時健康診断、 健康診断書 の発行、 自 律訓 練

法講習 会 な ど で あ る 。 最近の 10年 間 に 保健管理

セ ン タ ー の 運営 で特 に 充実 し た こ と は 、 他大学

に 先駆 け て 実施 し て い る 感染症予 防対策 で あ る 。

本学 は 医 師 ・ 看護師 ・ 薬剤 師 な ど の 医療従事者

を 育成す る こ と が 目 的 の 一 つ で あ り 、 臨床実習

に お い て 学生が直接患者 さ ん に接す る 機会が多

く 、 感染予 防対策 は 重要 な 課題 で あ る 。 平成 1 1

年 か ら 新入生全員 を 対 象 に B 型 肝 炎 ウ イ ル ス

抗体価 を 測 定 し 、 陰性の学生の希望者 に 対 し て

HB ワ ク チ ン 接種 を 行 っ て い る 。 ま た 、 学生 時

代 か ら 卒業 直後 に か け て肺結核 を 発症 し た学生

が複数い た た め 、 臨床実習 前 に ツ ベ ル ク リ ン 反

応検査 と 胸部 レ ン ト ゲ ン 検査 を 行 い 、 ツ ベ ル ク

リ ン 反応 の 強 陽性者 は レ ン ト ゲ ン フ ィ ル ム を 3

重 に 読影 し 、 結核感染 の有無 を 厳重 に チ ェ ッ ク

し て い る 。 陰性者 に 対 し て は BCG 接種 を 行 い 、

結核予 防対策 を 行 っ て い る 。 平成15年か ら は 医

学 部 学 生 を 対 象 に 麻疹 ・ 風疹 ・ 流 行 性 耳 下 腺

炎 ・ 水痘 の 4 種の ウ イ ル ス 感染症 に 関 す る 抗体

測 定 を 行 い 、 抗体陰性の希望者 に 対 し て ワ ク チ

ン 接種 を 実施 し て い る 。 平成17年か ら は 薬学部

で も 行 う こ と に な っ た 。 平成11年度か ら は エ イ

ズ 講習 会が毎年行 わ れ、 最 近 で は 禁煙講習 会 も

実施 し て い る 。

こ の よ う な 業 務 に 加 え て 、 小方 ら は 「 ウ イ ル

ス 肝炎対策 : B 型肝 炎 ワ ク チ ン 接種状況 お よ び

HBs 抗 体 評 価 の 問 題 点」 と 題 し て 、 第40 回 全

国大学保健管理研究集会 (平成14年) で発表 し 、

英文原著論文 Ogata N. Takashima S. e t  al. が

I Antibody to hepatitis B surface antigen (Anti 

-HBs) induced by a recombinant hepatitis B 

vaccine considering of subtype adr antigen is 

underestimated on the W orld Health Organi

zation (WHO) - standardized assay J を Inter

nal Medicine42 : 446 - 447 ， 2003 に 報告 し た 。

平成16年 に は 四 間丁 ら が 「感染予 防対策 に お け

る ウ イ ル ス 抗体価 の 陰性率 と 測 定法 の 選択 に 関

す る 研究ー と く に 流行性耳下腺炎 に つ い て 」

と 題 し て 、 第42 回全国大学保健管理研究集会で

報告 し た 。

こ こ に述べた業務 は 、 学生課の協力 の も と に

成 り 立 っ て い る 。




